


充実 暮らしの基本形。

エックスはー昧ちがう

新しいセントヲレヒーテインク. で本

. エックス !i 新配管方式を採用 。それぞれの部局の政熱

(.;{hl " j 直接ポイラーと結びつL 、てL、るため、6室までなら 、あと

からでも暖房する部屋を簡単に増やしていけます。

. 給湯能力は8号相当 。お台所や洗而所でお湯が使え

るのはもちろん、 シャワーも楽しめます。

. 唆房配管には、床 Fゃ天井義 、壁などにそって自由に1111

げられる刻III 、アンダルチューブ守採用 。既築のお{ 主まL、にも

ムリな〈、スピーテ、ィlこ組みこめます。

Ｎ 暖房や給湯の使用状態に応じて、ガスの消費五 Ｑｾ 自動

的に調繋する比例制御装世を採用 。

. ボイラーは屋外に世くだけ。 スペースは 1m' もあれj f 十 分

，〆

. . . . .... ". . . . . . . . . …ー 旬 。 一 一 町 一回 一 喝 一 回 目 白 町 毎 .

です。むちろん、雨やH正に強い精進ですから、ボイラ一室 !i 不

裂です。また屋内設問タイプ6あります。

.佃l絡 は工事 1!i も含めて、従来のセントラルヒーティングの約

半 分。たと λI f 2室 l暖房 . 3カliJI給 湯 設備 で 約38万 円 (新

築 、l階暖房の場合) です。

〔パック価格の 例) ( ただし、暖房 は1階のみの場合)

' 暖房室数・給湯箇所

2室 暖 房 ・3ヵ所給湯

3室 暖 房 .3カ! 好給 湯

4室 暖 房 3ヵ所給湯

※ この価格は昭和53年3月末までに設置完了の場合です。

※パック価格に含まれないガス工事や電気工事などの別途工

事もありますので、くわしい内容についてはご相談ください。

qp大医耐叉

. カ$ 1 ログをご希望のかたは、
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謹 賀 新 年
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昭和53年を迎えて
件土) 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

明けましておめでとうございます。

本会の会員の皆様、役員の皆様、また事務局の皆様、無事ご越年何より 、おめでとう

ございます。

三木内聞から福田内閣に移行し、その問 、参議員選も行われ 、低成長時代に直面して

政治行政は、中道を歩むべく新たな模索の時代に入 ってきました 。現実には 、 ドル相

場の低調、円高不況のため、もろくも崩れていく企業カずあとをたちません。

福田内閣も 、昨年12月に入ってその陣容を強化しましたが、この新内閣によ って、海

外の動きがどう変わるか 、さっぱり予測がつきません。

元来、日本はその原料資材を海外から購入し 、製品化して 、その一部を海外に出して

いるので 、その製品の輸出高が、いわゆる G N  P の10%内外に限られているのに 、そ

んなに米欧をおびやかすのでしょうか。このあたりのカラクリが、わからないまま 、

これからエネ ルギー不足時代と称する、 1980年代を迎えて 、われわれ国民はどう動い

ていくべきでしょうか。エネルギ ーの節約を含めて省資源化の生活、国土のあり方 、

廃棄物の有効化の処理のあり方等、これから重要な要素とな ってく るでありまし ょう。

しかし当面の問題として、圏内の需要供給喚起のため土木建築関連工事の発注等、動

きを考えるとき 、かつての好況時代を体験したわれわれには、身をあたためてくれる

までには至 ってお りません。住宅政策でも 、資金面で多少の好意的な処置をほどこさ

れでも 、土地力ずなかなか手に入らないという条件下では 、すぐにも 、景気の刺激に響

くわけにも参りますまし 1。にもかかわらず 、われわれとしては 、公共投資に多くの期

待をかけるものです。

本協会も 、昨年度は 、月干Ij I 建築と社会」誌を刊行し、その他の諸事業を行って会員

各位の期待に多少とも答えてこられたと思います。大阪には 、特異の形態である本協

会のほかに 、学会はじめ、その他の諸協会も数多くあります。

お互いに 、共同の目的を持 った会員で活動しておられるわけですが、この不況の時に 、

各協会とも、その運営には多大の苦心をされておられると思います。

わが協会も 、会員並びに諸機関のご賛同を得て 、昨年後半に 、会費の値上げ、を 行いま

したが、不況の影響 は大きく今年度も引きつづき、入るを計り出ずるを制して 、会員各

位のご期待に答えるよう運営をしてゆきたいと思います。理事、役員 、委員 の各位に

は無報酬の奉仕によ っており 、はなはだ心苦しい次第ですが、よろしくお願いいたし

たいと思います。また事務局の職員各位にも 、創意工夫によ って運営の妙を発揮して

いただきたいと思います。戸惑いがちな低成長時代の三年目の年を迎えて 、この年を

乗り切るご苦心は多いでしょうが、お互いに道を見つけて歩んでいこうではありませ

んか。

会員各位のご健勝をお祈りし 、年頭の挨拶といたします。

1  



1 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 ・ 本 年 の 抱 負 1111111

建築データシート委員会本年の抱負

建築デーヲシート委員長 井 上 沼

昭和53年は委 u 会にとりまして存亡を問われる重大な年であると党悟し

ています。去年協会創立60周 年 の 記 念 事 業 と し て 、 ハ ン ド ブ ッ ク の 出 版

を企図し、委員会と事務局が一体となってスター卜しました。不況の風

刺吹き続ける中で、企業側が深いご理解を示して賢助してくださり 、委

只各位の熱心な努力の結品として 731シートが集まりました。この1 ' 1 : 重な

731シー トが目下印刷、製本されつつあり、春には皆械のお手許へ届く予

定です。そしてわれわれにはこの充実した完成品を予定以上に販売して

成果を上げなれけばならない仕事が待っているからです。

内容は同組の本と 比 較 す れ ば 、 問 題 に ならないほ ど優れている こ と は 事

実であると自負していますが、残念ながら宣伝広告貨を紡少しているた

め大勢の人々への P R が朱だ不足していると思います。何とぞ会長諸兄

の ご1m解とご協力によって、より広くより多くのブ1] 4 の おf交に立ち得る

ょうご援助をお願い申し上げます。

次に 、 このハンドプ y クは 3 年ごとくらいに補足、訂正して常に諸兄の

新しい要求に対応できるべく考えていますが、その!日l も適11寺ニュースの

ようなものをお送りする計画です。終わりに坂先生のl殺 し い 監 修 の お 蔭

で内容が充実したことを心から御礼申し上げ、 ご質 問 を 賜 わ った企業に

主旨を理解していただいたことを深謝し、一人でも多くの方々にご利用

していただくことを切に念じながら、新年の抱負と致します。

61 年 目 の 出 発

事業委員長 窪 田 祐

日本建築協会の厩史は、 ＶＱ 年目に入り、いわゆる、 ｾｊ 替とな っ たわけで

すが、これまでの 60年 は 、 ち ょ う ど 、 ijiJ( riij と戦後が30年 つ、つと いう全く

呉な った 社 会Ni 勢の '=1='で歩みつづけてきたわけであります。この歴史の

中で、建築糾において架たしてきた地域的役;1[ 11は非常に大きいと思いま

す。産業、経済界においては、減速経済に処する対応が徐々に行われつ

つあるようですが、それに加えて、予怨をJ l l えた円日という試練によっ

て許しい柿造変革が表れてきそうて、す。

建築界も 、 これに対応して大きな構造的変化が起こってくるに迷いあり

ません。 n本主I ! 築協会の事業活動にお、いても、その* たすべき役割を模

索しながら、新しい展開を目指さなければならないと考えています。

着 実 な 発 展 を め ざ し て

教育委員長 岡 田 光 正

教育委以会の企画と しては 、例年 どおり「述築工事 実 務 講 習 会」 と 「 工

高生デザイ ンコンク ー ル」ということになりますが、し吋r れ も 長 年 つ づ

いてきた伝統のある行事ですから、ゃるからにはぜひとも成功させたい

と忠、います。 とくに「実務講習会」については、ま正気のMJ向 を 反 映 して

l厳しい状況が予怨されますので、会f J . M' 1 氏のご支媛をお願いする次第で

す。

「デザインコンクール」の方は 、関東の方から の 応募と人選が多くな っ

ており、夏休みの課題としてカリキユラムに組み込んで積板的に参加し

ていただいている学校もかなりあるようです。行 'Fの参加者がふえるこ

とは、結局は協会の発展につながると思いますので、 - ) ( 1 、努力してゆ

きたいと考えています。

編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負

編集委員長 中 村 甲 一

新 し い 年 がめ ぐ っ て 参 り ま し た 。 編集委品 会に対 しての各 界 か ら の ご 理

解ある ご支媛に対し j写〈御礼を申し上げま す。

円高、不況、緊迫化する内外事情という社会状勢の長期 化 が 会 誌 “ 建 築

と社会" の編集の上にもいろいろと影終を訴としまして、その結果、と

くに会誌の j平さが“ パンフレ y ト" のようなと特械から言われそうな状

t兄になってお、ります。

しかしながらこの低迷する社会の中で主I ! 築をとりまく秘々の IU11起点から

適確なるポイ ン 卜を従えて、小粒でも ピ リッ 卜した内容の“ 建築と社会"

誌を作り， ｾｈ すことこそ広い会貝層の皆般のご ｪ 割 ｬ 待に添うための本年最大

の議題と思い、委員一同努力致しますので、なおー府のご支援をお阪い

します。

2  也第 と社会/ 1978年 1 月号

住 宅 委 員 会 新 年 の 抱 負

住宅委員長 小 西 岬

H乍1f 、住宅委1. . 1会では 、 4 H に判J r I 新聞社主1犯の先官湖ローズタウンに

おける住宅フェアーのプレハプ住宅帯丘をはじめ、 9 FI アベノ近鉄百貨

府でのよろず相談住宅展を、いずれも成功利! に '*-Ii 包できたが、展覧会に

ついては 最近の不況下にお、いて、 ｒＱｾＱ 汚で の会 ｪｊｾｾ 取得と出展者集 めがき

わめて困Ｇｊｪ ｦｾ な Ｔ 犬況にある。

よって本年は、住宅展を継続す べきかまたはこれに 代わ る事 業 として適

当なものがあるのかなどを、政ヨミ検討を進めて、住宅委員会の方向を決

定すべきである。

代わる事業に ついても riij 4 から委n会で，11 設を重ねているが、 01分 展 覧

会には 14阿のl歴史があり、かつ赤字を ，' Jl r
さないこと、 一般の人のよき 相

談相手となることを絶対使命としているので、大変頭の痛い足1いをして

いる。

木年の 3 ｊ こ ｬ 末頃までに何らかの車 Ｘ［ ｦ，命を得ベ〈、委員会を挙げて検討 ＱｾＱ で

ある 。

建 材 委 員 会 本 年 の 抱 負

建材委員長 山 田幸 一

門委u会では原則として月 1 1"1例 会を Jケち、そのH寺々に話題とな ってい

るlli 材 ( E也工機器を含む ) の メーカ ー 取 扱 尚 社 な ど を 招 き 、 そ の 説 明

と質疑応答を 通 じ て 問 題 点 の 検 討 を進めている 。一 方 、新 しく 1; 日発され

た建材の.t; '刊日をできるだけ♀ く会日に提供 するため 、本誌の「新建材紹

介 コーナー」において 、それ ら 新製品 の 解説 を委 ｦ ＮＮｬが交併で幸 ｾｴ ｩ ｬＧｴしてい る 。

また Udi M、1J 1イヰで、ある 日本建築材料協会とも 常 に 接 触 し、五l ! 材全般の動的]

を把侃するように努めている。 111; 52年 には 111百lの例会を 1mき23件の新五I !

材を紹介した 。本年は以上の活動に };I Iえ、イ也の委 t. . l 会とも従似して; ，t!. ・3ξ

会なども干rWi! f内に行いたい。例 1f. 辺、 うことであるが、委u会での! 武双ーは

述 やかに全会以に還元されなけれ ばならなし、 。 この点「 コーナー」で紛介

した製品が現実に多く伎われ始めた という JR も二 、三11f1くようにな った。

干!r (i しい{ 頃向と思 っている 。

新 年 に あ た っ て

法規委員長 市 川 宏

またまた非常事態のなかで迎えた 53! ドの 新春。 協会の役目自体真剣に巧

えなければならない H寺と思い ますが、その '1
'
にあって法規委以 会 が どう

いう役目を " * たすべきか、いかに寄りすべきなのか、実はまだまだl I i¥' I-I'

政紫、改めてその日 ｦｾ しさを州感 してお、ります 。

以 前 に も こ の 側 で 申 し 上 げ た 通 り 、 当 委 只 会 lま官民のパイプ役としての

機能を* たすことを眼目としてきました 。 そのためにも会員の符微から

の ご 希 望、ご怠兄を汲み上 げ よ う と し て き ま し た が、 残念ながらこれま

でのところご↑ 仏力を求め ることはあきらめざるを得ませんでした 。 した

がってその後は再び元に戻り 、委員 の IHl で、あるいは専門家とのな見交

換 を 通 じて、 通用面そ の他での 問題点 を追求し 、そ の己主普に努力してい

ます 。 その成果が、たとえわずかずつでも行政 、 ｾＧＡｦの双方に役立つこ

とを Wl 侍 する 次第で、す。

出 版 委 員 会 よ り ひ と 言

出版委員長 小 林 清

わが辿築協会は、 111，年創立60周年を迎えたが、これを記念して、、片山l坂

委u会から「技術選占」を刊行することにな った。 その企画内容は、 M

級技術おのため、日常の業務に役立司つよう、イI芦1) 適 切 な る テ ー マ を 多 ) j

商にとりあげ、これを平易に解" 足してその技術の l古し1: に寄与したいと念

防i している 。

こういったことは、むかしからも企関されたことであるが、わが協会の

ようなところでは 、いく らすぐれた 出版1 EIIIII をたてても 、そ のl仮' ; e) j 而

に剥く、いろいろと苦労も多く、またそのづき行も μ 送 ら れ る こ と が 多 か

った。 そこで今回は、京仰の老均I i . 下芸 n 1r 版 社 と従丹号、委託Ulr版 するこ

とにしたのである 。

すでに「ピルの i"iエ ネ Jレギー li i!Jmj r茶室の 1{ ;ti .J などの開制 をrti い てお

り、そのほか依頼中のものも多く、防 :{J より発刊の-{，定。削 " して B: た

れよ。
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シーモールしものせきショッピングセンター

企 画

設 計 施 工

sscプロジェクトチーム

大 林 組

下 |潟市は 古 く か ら 交 通 の 婆 術 、 観 光 地 と し て 、 祁 般 の 好 条 件 に 恵 ま れ な が ら 、 地 形 的 な 条 件 に

より、都市機能が散在し 、中心陥 ｪ 方術がなく、このことが ｴ 行政者 ｉｾ ｦ ｴ 反の要因となり、特に高級

1. - . 1. 廻り品にあ っでは 、そのJ ! bi ロプJ の 大 部 分 が 北 九 州 市 小 倉 地 区 へ 流 出 し て いた 。

シーモー ル下聞は、下関27万市民な らびに 、そ の 近隣 地 域 の 消2究者 の強 い 要 望 に より 、下院l市

小 売業の抜本 的 な振興と、市外流出 ｮ ｢ｾＺ 日力 の Ｖ 歯止めのために建設されたもので、スト，Ｏ Ｗ ・ ザ

・1ヒ九州、 カム ・フローム ・北 九 州 を合言 必 に 、 約10年 の 歳 月 を か け て糾りつくされた椛 想 を

も と に 、 全 国 で も 診 し い コ ミ ュ ニ テ ィ ー 型 総 合 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー と し て 、 昨 年 10月 オ ー プ

ンしたものである 。 この企画は、 s s c プロジェクトチームカサ11. 当した 。

s s c プロジ ェ7 トチームは、 !Tl j 也l日l泌がH. 体化 した ILJ l J . ( II T{手1148年 8 H ) に編成されたもので、大阪大学の足

立教佼をチー 7 に迎え、大林組本庄設 ，H日11が U J となり、それに西脇設計を JJII えたチームである。
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. 金 ・ に ついて I  ［ｾｉｉ やその他［開聞を入れると、その人口は、 Ｑ ＰＰＩｊ I付 制 I i 法 Iニ法づく 3 条 申 請 の 届 出 を 航 行 に 従

このプロジェクトは、下関商業| 摘発株式会社から | 人近くにも 達 す る。 I H.I. した 。

H召 手 附 制Eに正式に発注されたものであるが、技 1 . J 主々 は、1I i!:J.!' s47年1支の IlJ l- 1県口物動向調査の デ ー | そ の 後 、51干1' .3)1 から下関商業活動調整協議会 に

々は、会社設立準。iif 委良会の段階から、このプロ | タに法づき 、1=1傑 11'-/ i[ ( 附 1153
1
1三) における、こ| よ って和 義 さ れ た 結 果 、 同 年 8 月、 シーモー JレF

ジェク卜に参画してきたという経紛がある 。 1 の s c にI汲収可能な1! ，1' l ' i 淵を lft.i l' し、，i J 画恥没の 1 1提1は中jfi 通り i f<. 認された 。

事業主体とな っている 下 関 簡 業 IlH1e株式会社は 、 | 規校を rf. .I I!. して 、50
1)' .5) J  Ｇｉｾ お ｬι ｉ ｾ を会主 ＱＺ に処 ｼこれは 、この作業の日的が市民全体から歓迎され

このポ業のために附日48
i
1'- 12月設立されたもので、

I
n'. した 。

1

たわ けで、令同でも数少ないケースである 。

下山l市 の小光業界 が中心 とな り、 FI凶附見刻帥州l川附R尚官工会' 汲汲馴F所
;/i '

1  

Ｇ Ｑβ ｉ 業為削， ￬刈 ｩ リ ｼ悶回 ， ｉｾ川川 ｩ作引川＿れ川 ｬは主ム、 F門|悦見刈州l附蹴業知制釧馴11附問i付別f.J悦l

が音頭をとつてて、きた公共州伯性: の4恰償d虫i い会4村社1:で、 FI'.¥I I  
，lずされた結果 、50

11' . 7) 1にこの 'IC業 ( ; 1 : ，ぽ附図| 務に |弘l
述す る調査、届けなどはもとより、 テ ナン

市も株主とな って いる 。 | J F
通りに決定された 。

1

トの誘欽、人同研修などの業務にも参画してきた 。

我々は、この -:t ロジェクトにお いて各組業務を知 I
1二地 の 払 い F げ、 キーテナン 卜の決定な ど、 ｉｾ 業 ｼまた、防災 、ｼ刷巴、山 ｬＧｬｽｾ との終段 システムにつ

当してきたが、一般によくある 、 いわゆるコマーｼの制訂作業は附， ｜ｊ に進んだが、 ＱＢＱ 欽の引込線の移ｼいての提案や，￬Ｉ ｾＱ 絵、テナン卜工 ｉｾ の内山叩業必

シャ J レベースの s c
にはみられない、い くつかの | 伝 問 題 、 既 存 建 物 の 移 臥 ど の 処 却 に 、 相 当 の 歳 | や コ ン サ

J レテイング業務など、企画からオープン

手法をとり入れている 。

1"
がかか っている 。

1
までのあらゆるソフト 1見l

巡 業 務 を 処 肌 て き た が 、

1  基 本 構 想
1  

4  業種構成か ら 街 っ く り ま で
| オーブン後もこれをフォロ ーし て い き た い と れ

シーモー Jレド|均は、下 l射すの器材開! お よ び揃 業 | シーモー
Jレ下山iの ように地 域

'1"
心型の ショ y ピ ン | て い る 。

近代化地域，ij 闘に基づく、下関駅周辺| 例経 'IC業 の | グ セ ン タ ー で は 、 そ の 他 設 の II( 向 か ら 巧 え て 、 業 | ・ 計 画 に つ い て

一環として、 交通の 中 心で あ る 国 鉄 F 関駅前に、 |純附t榊附昨附帆l成戎比のもつ 4村社|上4 会釘f的内仙;j杉拶伊洲診汐.料伴悦を 1熊I!!典
i
担E悦することはでき |  

必 胤 施 削 J州十t
，，
'i凶州t品尚n同恥lについては 、k 林紺本叫，1計州川I汁川川「れ川l日仰1

下|限閲日羽l伏大丸、ダイエ一をキ一テナント とし 、J地也冗の小| なしい、、。

1

1  建 築 計 函 について

売腐を，*，心に、 点刺 ＮＡＺｊｾ 、 大|阪坂の一
j
流北削州tリ押刑

t
早引1μl'門"勺'J川j

m 余庖の参b加加陀|をえて、本絡相{ 的内なコミユニテイ一型
1

，味味して、この s c に ふ さ わ し い 業 倒 的 成 の モ デ ル | こ の s c は、加也の中央を国鉄の貨物引込線が通

ショ y ピングセンターとして、 ，Jr 画 さ れ た も の で | を 作 成 し た 。 I
っているため 、 山J はこの引込線を跨いで述 つで

ある 。 I
これからの s c では、I j i に尚業空/ 1 : 1を従 り け る だ | いる 。

このショ y ピングセンターは、 FI 苅の新 しい核と| けでなく 、文化、娯楽なと' の自al ，同包設を充来した| 引込線の. . j tf J!i Jの 隙 l主、国鉄 F 関駅、パスターミナ

して、洗練された商業創刊を市民に従ｦｊｾし、初会ｼ街づくりが必要である 。 Ｑ ルなとＧの駅 ｉｪ￭ｬ 広ｊＧ ｍ に商しているため、育災 ｬ 去、呼

的なセンスの日い穴廻り品を揃え て 、広 〈市民の | この s c では、広助、モー Jレ、科何例i行術I打服J

ニ一ズに応えるワンスト γ プシヨ y ピングセン夕| よりf I 個悶剛E伯性: 化した七悦性i長: 絡づけを行い、新しい時代に日1I

I
人日11分としている 。

ー を め ざ す と と も に 、 商 業 中 む 型 の 地 域 コ ミ ュ ニ | 応 し た 街 並 を 巡 る と と も に 、 生 活 の 両 度 化 、 多 綴
1

- ) J 、作jf J!i
J
の械は、 i浴荏凶t湾符悩道路など二万辺路に桜し

テイ一としての観. ' 有制F

剖燦Eなどの自仰刊市施設の充;実疋をはカか、り、 !バ市!行ヲ孔L以己に愛され| をめざし て 、令制{ 体本を まとめた 。 I 約800台収谷できる駐車均ピJレと、荷捌JLj やエネル

親しまれる 『新 し い 街』 をめざしている 。

2 . 位 置 つ け

用I也の選定について関係者は、コ ミュニティー機

能、ターミナ ｊ レ機能、商業拠点 の 可能性な どをよｾ Ｎ

5 . 入庖募集からオープンまで
ギープラント、従業員 I'.¥lf系などのサービス j

i'ili; 没を

li iJ ｊ 己 の ｭ づくりの ｭＺＡＡＮｾ によ っ てできたＡ忠告 ｩ ｬ￬ 問自在 にｼこの 械 の Ｑ 階および中 Ｒ 階に設けている 。

よって、 50年 11 ) J 、 テナント 必集 をIl fl 始 した 。 I
したが って

1)
I込線の t 空は、 2 階以上にお いて各

ｦｬ 則市の小売業振興というＩ，ｾ本村 ｩ 怨にしたが っ て 、ｼ階 ともブリ ｹ ジによ っ て、雨、北械の先場をつな

体的に実現するにたる立地としては、同鉄 4 )J 人、 | 地 J亡小売府を優先す る こ と に し た が、点点、大i坂 | いでいる 。

パス 6 万人、合計 l 円の乗降客10万人を有する下 | などの 有名山 を加 えて 、人 1; t:; .r" 句行は2001占にも透| 特に¥' J . 門広は、広場やモー
Jレによって l{ i j ，北線を

|見l
駅前を最適のものと して 、この駅前広土砂 に而す | した 。

1

つなき: 、一自 作 の た め の 凶 胤 と し た が 、 こ れ ら の

る国鉄用地の一日11c  rli の埋立地を合わせて約2800
1

これを 51引 11 よ り 選 時 除 措 札 、 3 円に | 広場 やモー J川 、一般 に 開 放 し で 公 共 叫 路 、 広

討の敷地を附i I i . l 也として、 rli や国鉄 に払い下げの | は募 集1.!i舗の80 %近 い 山 が 人 1
1

1" 1 契約を行 った。 符

I
ｪｊｊｾ とし 、，ｉ￯ ｌＨ のだ ｬ いの助、集いの場として、コミ

運動をしてきたが、国鉄は
49{ j'- 9 灯、 di は50

11'.7
1

工時 に こ れ だ けのテナントが決ま ったことは、{ 也| ユニティー樹il Zのフfe' _k を，j J っている 。

同に、用地の払い下げを正式 に認め 、ここ に 用地Ａの ｳ｣ に兄られない ｾｉ［ 市 に珍しいケースである 。 ｉ 行ＱＧＱＺ Ｑ ，旬、 ｬ 止 ｬ 仮Ｏ，ＱＺ［は、 Ｎ ｉｴ 僚 において ｅ 引 Ｂｊ ｬ 去を挟んで

は決定した 。

3  商圏の設定から事業決定まで

その後、テナントは IIOCi ，U
，¥J Iこ決定し、 l作午 10 H には

ｾＱ 忠告 ｩｬ￬ なしでオーブンした 。

下 関 市 の 入 門 は 、 約27 万人であるが、その商閣は
I

6  大規模小売 庖 舗 法 に つ い て

広く、 1 - 3 次 商 問 内 で 約35万人、北l LHldiのー I 50年 11 11 のテナ ント必 ! s につづき 、lfi l 川、大規政

米 ｉｽｬｪ に円 以内 したが 、Ｇ｛ｾ物客をとＧＱＭ門底 にも 卜分説づｼ

する企)} ｾｾを みせている 。

(2 )平 面 計 画

，
.I
i-l "JIli は 、..j tf!!IJ の中央人円より人り、 エスカレー

左 ( I 貨 I!i 1 附ッピJ品

中 百 貨m7 同時飲食 J. 1'if.ti

右 I，t版 山 地 断 食 品 光 場



ターによって 2 階の中央広助、モー Jレ を 通 り 、 奥 | ク ェ ア ー で あ る 。 ｬＺｩｦｉ ｓ 当ｾ［ｪ ｗｩ は、全てラーメン架椛とし、がＺｴ，｟［ｬｻ ｉｾ 紫と

にある泉の広場にいたる L 字 型 の 部 分 で あ る が 、 I  (5)避 難 計 画 に つ い て | してラーメン架柿 お よ び コ ア ー 廻 り の 蛍 、 階 段 廻

このメイン通路と、両日刊にある前主席、 ｬ 止 ｩ 仮庖をｼこの縫物のように不特定多数の客を収容する抜合ｼりの壁などを考慮している。また、各お ｾご とに 剛

つなぐ Ｒ 本のサブ通路を挟んで、地 ｉ ｾ 1  階 か ら 地 | 建 築 物 で は 、 一 刻 も 早 く 、 混 乱 す る こ と な く 安 全 | 心 と 重心の 偏 心 に よ る 似 響 も 考1，& した。

|二4 階 ま で 、約2201占の専 1"11苫を l出付けている 。

比中史的大型 l苫の多いこの S C で は 、住 ス パ ン は 9

m ｦ ｬｊ をｦ［ ｾｦｬ￬ しており、階おは、 ｬ 階がづ ｼ込線 をこ

える 1¥01係で5 .5 m、2 階 以 上 は 4 mである 。

伺Srlil/tli ，i主としては、 1 階に旅行案内所、 2 階 に 銀

行 21，1:;、 119.!匝ifii吉2s官、 3mにクリニ y クセンター、

4 附に結婚式. tJ/} と安会均およびf 1V g ( 大宴会場 、

rr ホー J レ、展示場などに利用) を E没け、 5 ｾ Ｍ ｾは ｬ 蚕

ｼ人 ｪ および ｬ 五 外遊技 ｊｊｾｽ とした。

(11'( I; t;は 、スノマン 9 m X 6.  5m、J 也 |ごl 断、 J 也 |・7

階1 &て、 l JH&JI ! i は、スパン 9 m向、地下 1 階、地 lニ

4 附主lf てである 。

なJJ/} 所へj J ! ! 維できることが最も重要と考え、防災 I T ms柿造は、 ニ1 : 1 ' [ 検査の給架 G L ー 15m 1' J I 1後より

， ｈ 函， ｉｾ を作成して避難時 間 をより短縮するためにｼ以深の ｎ 値が ＵＰ 以 ｴ の砂岩の層を支侍層と考え、

パ Jレコニーを主lf 物 の 外 周 に 廻 し 、 等 、 従 来 日 の 遊 | 工 期 、 施 工 性 を 考 慮 し て 既 製 杭 ( A C お よ び P C

ｩ￭ｦｾ と消防隊による消火、 ＺＱ 主助活動が容材にできるｼ杭Ｉを支持層まで打込んでいる 。

ょう配ほし、防災には万全を j則している。 I 3. 設 備 計 画 に つ い て

(6 )サ ー ビ ス 施 設 に つ い て
( 1 ) 空調設備

ｉ ｾ ｩ 貨 ｊ 占、以 ｉ Ｂｊ ｉ 九 ｩ 止 Ｑ 仮 ｊ 苫の桁拐 ｉｊ Ｎｴ ｊＯｾ は、 Ｑ＾ｽＱ 似 Ｑ 階にｼ空調熱品目投 ｦｲｩｩｩ は、 ｭｦ 時 Ｑ 階の主機械室に集約放置

集中して設け、尚山-Aはこの荷捌 J-JAか ら エ レ ベ ー タ | し 、 スケールメリットと保守管! . ! I l の簡便化を，'i"1っ

ーおよび引込 線 ｉ ｾ の物流トンネ ｊ レによって各階へｼている。各ゾーンには 、ｬｊは冷水、冬 は ｩ Ｑｩ ａ ノ ｫ を供

配送する 。 I 給し 、 供 給 熱よ止に応じて 使 用 料 を 徴 集 し、 小 規 模

駐市場は、 S C の 市 l週ms に 7 階建ての白A : 式駐車| な地域冷暖房システムを採用しでいる 。

ｪｾｽ ピ ｊ レをＢ生けて、各階の売 ｪｊｾｽ と ｩ 直後述絡させてい ｉ r.!¥iJj ji の 方 式 と し て は 、 樋 々 の 方 式 を 比 '1攻検 討 した

(3)外 観 に つ い て ｼる 。 この， ｉｾｉＺ 'IIJJ/} ピJレは、半階づつスキ ップした椛 | 結果、 ilk も経済的でかつエネルギー源が安定してい

海峡の街、1 ' " 1均の 1111 る い イ メ ー ジ か ら 、 シ ー モ ー ル | 造 で あ り 、 ラ ン フ ウ ェ イ は 、 上 り F り そ れ ぞ れ 専 | る も の と し て ( 720 ｒｔ ｾ￬ｴ＠ 'OI ターボ2台 + 8 3 0 R T 灯

にふさわしい披型のデザインによって、 )l./i:1')1す る | 問 と し て 、 短H、i llJ J に阜の 出入 り が で き る よ う コ ン I illi . ガ ス 切 符 型 冷 混 ぷ 発 生 機2台 +3600m'蓄熱他' )

姿を表現し、色彩は IIJI るいベージュを基調とした 。| ピューターを伐って人出庫 、Fl 守降、駐 '11な ど の シ | を 選 定 し た 。

外壁の ー ［ｾｉｓ て‘あるバルコニーの外壁は、 ｇ ｒ C ( 方 | ュ ミ レーシ ョンを行い 、 ll : i も効率のよいプランを| 冷凍機は、竣工後のサービス体制が大都市に比し

ラス繊維で補強したセメント製品) 成虫ノ吋、 Jレ を | 採 用 し た 。 I て や や 不 安 が あ る の で 、 同 一 機 種 を 2 台 づ っ 設 置

似 JTI して i1! 1止の' 隆減を，j j っている。 I 2  構 造 計 画 に つ い て | している 。 ま た タ ー ボ 式 と 冷 温 水 発 生 機 は 、 夏!日l

(4)モ ー ル お よ び 広 場 の デ ザ イ ン に つ い て ｼこの ｓｃ は、ｊＮｒ ｬ ｩｅￎ Ｑ ＵＰ ｭ 、南北 Ｑ ＵＰ ｭ の広大な平而いま直列辺伝をし、 ｾＷｪｩｘｾ ｌ 度 差小流量による 省 エネル

正I面玄関を人ると、恥il 3 m、':，!J さ5. 5111 の 大 ?t u; の 務 | の け点と、 これにド付属する駐市 J-J，，}般の 2 つ に 大 別 | ギ 一 連 '1忌を，: J るとともに、冷温水発生機の Z.5dl7ti 韮

ちる広土坊がある 。 2 階 の 中 央広 JJ，} とも. ' c l ! 枕してお| できる 。 そのうち 1:: 械 は 、 建 物の ほ ぼ 中 央 を 点 liEI I  '1.]; による能力的を配慮している 。

り、 ｉ ｾ 下 Ｒ 本のエスカレーターでこの空Ｑｉ ｬＡ を結んｼに償断する凶鉄引込線のために 、北倣 と Ｑ 何 倣 およｼ務熱 糟 は、地 ｼ ごノ ｫ 位が百 万 く塩水が混入しているこ

でいる 。 ｉ び Ｒ 附以 ｼ 二の階で南北を連絡するプリ ｹ ジ ｩｾｉｓ 分のｼとや、南倣 Ｑ 1街は唐古I i に利用で きない条 件な どか

'1" うよりよJJ/} は、 3附 分l吹抜けの" 百し、天 :J i ' から泌ちる! ! 百 I 3 つ の itlS分 に 分 け ら れ る が 、椛冶 ;ni 曲にあたり、 |ら 、 地 t に築造することにした。憎の形式として

lリl に!I(i らされて 、ハイ ファ ' j ' / ョン与 1"11，可の ) ; ( ?ml 広大なとIL Ｑ 白 と肝 ｾｔｊ ＧＺＱ の不備いとよとの而から、 北線 をいま 、 ｾ￯ ｪ Ｇｬ ヨ Ｚￎｩￋ が予恕されていた温度成層型をｼ止界で

広上Li として市民に {if( いのスペースを 11il ｦｊｾ している 。 ｉ I.I " M ( 百貨 I)i 部 分 ) と 低 層 ( 点 1" JJ，i i " および1止i仮 庖 | 初 め て 採 用 し て い る 。本方式の採用に当っては、

こ の 広 場 に つ づ く モ ー ル は 、 銀 国 的 緒22 かなヴォ I iflS分 ) とに 分け、ブ' ) ':J ジの「恒常IS分 で 南側 との 1::] I 当社の技術研究所で卜分に模型実験を行ってお、り、

ール卜をデザインモチーフとした Ｒ 階分 ｬ 吹抜けのｼにエクスパンンョンジョイントを設けて、駐車 ｊｊ ノｾ I また竣工後も実泌rl し て お り 、 予 想 通 り の 高 性 能 が

フ ァッショ ンストリ トで、 ＱＧＢ Ｑ 対Ａ行の姉妹処携占 ｾｓ I 械と合わせて令[ 本を料品造的には 4 つのブロ y ク に | 得 ら れ て い る 。

di で あ る イ ス タ ン ブ ー ル の 街 路 の イ メ ー ジ で 全 体 | 分 別 し た 。 I 本 建 物 の 熱 源 設fliii はかなり大規模で・あり、年 J:rJ の

をまとめている 。 ｉ 各械の椛造型式は、中 ｬ 汚の百 ＱｾＱ 苫棟は 一 日 ｉｓ を除きｼ消 針 エネ ｊ レギーは才守 ｩ 億円 に逮する。これらの諸

申M8  mのこのモー Jレの兵tドには、川が流れ、 1111ノjく | 往 を S R C ; 1 [ 、梁を S 造 と し た 、 い わ ゆ る S - S I 設 備 を 効 率 良 〈 速 伝 す れ ば 、 か な り の 省 エ ネ Jレギ

が あ り 、 ベ ン チ や'41J 古ボ y クスなどのストリート I R  C 造 と し 、 ス ラ ブ の 型 枠 に メ タ Jレデ y キを 係 用 | ー が 達 成 で き る の で 、 熱 械 設 備 に つ い て は ミ ニ コ

フ ァニ チュアーによって 、ゆ っ た り し た 街 で の H寺 | し て 工HJ Iの短紡を ，i"I った。 5 階 以 F の低肘隙は、 | ンによる品適化予i){l l:i illi 却を行っている。ミニコン

Il I J を楽 しむ場所でもある 。 I すべて R C 遣 とし、ブリッジ部分は、 19m怨 皮 の | は28K Wの 察ht で、他に 14 イ ンチカラー C R T を

モー Jレにつづくイベント広以は、この' ，ln"l l 占のー | 長大スパンとなるため S 造 とした o ｾ｟ｦＮ Ｇｬｩｮｽ 械 は、 | 併設し、人と機械が対話しながら 制 御の 1'[ を 向 ヒ

詐奥にありＨＱＧ貨 ｪ 占ともｾ給している 。 ｉ S 迭であるが、思1 : ，11助 機 能 に 適 応 さ せ る た め に 16 I させるようにしている o iJj ll御内容としては、 1ii な

この広ぬは 2 附 分l次抜きで、 '1-'央の! 処にステージ 1 mの 長 大 ス パ ン と し 、 床l仮に P C ) 坂を1*111 して介| る機搭のづき停盟主税にとどまらず、 熱 負 荷の 予測 や 、

が あ り 、 点 '1_' にJ Hが湧き、 ｪＧＮ ｩｐ， Ｇｲ のギャラリーにはｼ成総として， ［ｾｲｩＧｬ した 。 その他ブＧＩ ':J ジ処1り の 長 大 | 冷 凍 機i退転11#1'11日の ilk適 化 な ど の 高 度 な も の を 合 ん

テラス 喫茶があ って 、少 一 杯の［ＨｾＺＮｦ￭ Ｇｬ 主のためのスｼスパンとなる ［ Ｇ Ｇ［ ｉ ｓ 分は 、 一 部 ｓ ｒ ｃ 造としている 。 ｉ でいる 。 このシステムの導入により、 省 エネ ｊ レギ

左 ｬ ， ｴ 版五百 Ｒ 階ＺＺｩｾＮｴｊ，ｾ

中 点1" ]1，‘ 5 2 階北光I品

右 咋 門 1.'，3 階 .;'(;J ，品



ーならびに省力が計られるが、設( l I ii7
J
iJ !'l 分 は 約 4 I  V に直接降圧した241合の主沼気室における短絡7E

- 5 年で償却可能である 。 I 流 は 100KA以上となる 。また延床面積は約120，000

2 次 (!!IJ の設備としては、省エネ Jレギーを同的とし 1m' と大きいが、階数は育1¥: 1苫は 7 階建、 Pパ"J 庖と

て、変流hl ) 1式や外気冷房方式を採用している 。 1 :lli: J仮庖 If lS分 は 4 附 ill で、F 而 的 に広がった建物であ

各断は ｬ ， ｏｏｏ Ｍ ｬ ， ＵＰＰ ｭ Ｇ ごとのｾ， ｶｾ ｊ ゾーンに ｬ 三分さｼるため、電力幹線の 悦引 が非常に長くなる 、 など

れ、ゾーンごとに空調機を設位している 。 2 次 (J!i J 1 の理 由 より 、各 ゾーンの培屋に専門 l志5 カ所 、百

についてもミニコンによる 最適化 ｦ Ｇ 社 ｬｩｊ ｩｬｩｬ ｬＱ却 を望書人ｼ 貨庖 Ｔ カ所、公 ｬ 仮 ｬ 占 Ｒ カ所に ｦ￯ｩ ｉｊ Ｇｾ 区 気ｾを設 置 し 、

したかったが、辿物 の 所有区分 が銀なることや、 I  6. 6 K  V で配屯した 。

i 'i' ｦ Ｇｈ Ｎｦ￭Ｇ が見なるなどの理由から、探 ｉｉｾ にゴ ｅ らなかｼ主電気室より別 ｭ 気室へは 咋門庖、 百貨 ｉ 苫に各 Ｔ

った。 I 回 線 と 虫i船主に 31司総を送り 出 しているが、 この

(2衛 生設備 | うちの各 l 回線は予備同級である 。予備回線はゾー

|ニ水 1;l: 800m' の 受水憾に受け入れられ、その後 3 ゾ | ン 内のすべての副沼気室に接続しており、西日電用

ーンごとにｻ問 ｾｪＧｊ の均水ポンプとよ ＺＱ 架水怖を通じてｼケーブルの ・ ｊｾ 故による伴 ＷｕｉｉＮｦ Ｏｈ ｊ を最少限度にとど

ｩｬｬ 力給水している 。 ｉ めるように ｾ｣ｬＦ している 。

排ノk は、公共 Fノjくi丘が完備した地域であるので、 | 塔屋の副電気室を屯気mシャフ卜の直上か、その

立tt 物件l に特殊な設備は f耐えていない 。 I 近辺に設置し、日I j 屯気筆より工[ 直 ぐ 下 へ 低 圧 幹 線

自alrli ガスは rl.1庄で供給されている 。建 物 内 の ガ パ | を 降 す こ と に よ り 、 怜 線 の 亘 長 が 侮 力 短 か く な る

ナ室で '.1] 川圧 と 低 圧 に 調 圧 さ れ 、 各 ゾ ー ン ご と に | よ う に し て 、 経 済 性 と I! tll 工 の D 力化を討った 。

，1 I なのうえ供給されている 。 I 日lJi l J : 気室より負荷への供給屯庄は415V を主体とし

(3)電 気 設 備 I  Ｑｾｊ 力設備は ｈ 日 Ｓ 線 Ｔ Ｑ Ｕ ｖ 、 百貨底、量販 Ｑ ［Ｕ の蛍光

① 受変電設備 ｼ灯による全般Ａ照明は Ｔ Ｑ Ｕ ｖ 系の ｈｾ Ｑ Ｔ 線 ＲＴＰ ｖ 、車

中国 Ｗｦｬ 力Ｈ附大手 ｛ＱｾＱ ｛ｴ所より ＲＲ ｋ V 、 1 1"1線 を地中 | 門 庖の i照明差込は1j吋11 3 線 100V とし、その他、各

にで、 l 附1何! ! I Jの主電気筆に受電している 。 主 泡 | ゾ ー ン の 小 動 力 問 と し て 3 制13 線200V 、百貨庖、

気室における受電用遮断器と主変圧線 2 次f l ! リの1: . 1量販庖の差込用として lii -t1l 3線 100V を供給してい

遮断総および分岐用遮断続は俄告書の信似性と保守| る 。 なお 、屯気問 シャフトの真上が別 屯気室であ

の 't i ブJ 化 を考l在、 して 、 兵三el 墜断続 を探mした 。 1:. 1 るため、この100V J Il 変j王様もシャフト 内 には投程

変圧日告は宣言紫色: 封型、油入自冷式の l 次i!!IJ'i I]: J玉22 1 せず、すべて培尽の別沼気筆にまとめて設位した 。

K V / 2 次(J!i J1立J王6 .6 K ｖ 、Ｓｦ日 Ｓ 線 Ｗ ， ＵＰＰ ｋ ｖａ 、 ｼこのことより、 ｩ ｾＱ 人変圧絡の使用を可能とし、経

2 台 の 訂15，OOOK V  A である。 1 済性を ，l l るとともに、保守も容幼に行えるように

防災設備とエレベーターおよび一 日1I の沼灯などの | した。

ｾ＠ ｾ＠ '，' :¥'J ll 71]: iJ"! として、電圧6 .6 K V のディーゼル発泡 1(4)防 災 設 備

機を、非常! 照明その f也、; I l il 御用などの屯源として、 | ①防災センター

全＿を ［ｉｾｊ 鉛 書官沼池 ｬ ， ＶＰＰａ H を設置している 。 1専門庖、百貨席、 2，lJ 仮胞の 3 ゾーンより構成され

② 配 電 設 備 | ており 、各々の巡幻形態が具なるため、防災管担

ショ ｹ ピングピ ｊ レでは明るく華やかな雰囲気の中 ｼ 体［Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ を 一 本化することは、燥しいｾｾ長がある 。 し

で、楽しく口物ができるように向熱ｾｬ｝Ｚ ｦＩ ｊ＼が多用さ | たがって、各ゾーンは独 ri に防災作迎を行うもの

れ 、 ま た 、 日 物 客 が 多 数 人 底 す る た め 冷 房 負 荷 も | と し て 、 各 ゾ ー ン ご と に 防 災 セ ン タ ー を 設 iE した 。

大きく、単位面総当りの ￭ｾｬｲ カ消 ＧＱＧＨＱＮ Ｑ Ｑ 立 事務所 ピ ｊ レｼ専門Ａ占の防災センターを主、行 ＱＧＨ Ｑ 苫と ｬ 止 ｩ 仮自のｼ坊

に 比 ，ｾ史して Ｔ Ｑ Ｂ￬［＼ ［ に多くなる 。 このた吟、両目立 ｊ 十 ｬ 函 ｼ災センターを日 ｉ ｊ の ｬ 刻 係として、 E と副の 11日には、

は経済性は言うまでもなく、工事、保守の而をも I I直通のJ i l i 絡設Mii と、その{ 也、各種防災設 (Iiii の動作

考慮して 11;: も効率のよい方式を採用した 。 I 状況を表わす信号のやりとりを行い、専門 l苫の主

22 K  V で受' m ; した場合の配電方式としては、直接| 防災センターより、全館の| 坊災活動の統指が行え

415 V に降圧する方式がよく採用されるが、木建物 | るようにした 。

は中川で6 .6K V にして配電する方式とした。こ れ | ②防 災 制 御

は t 変 J H誌の 1ji 総容 な が 7，500 K V Aと大きく、 415 I 火 災 が 発 生 す れ ば、名 ゾーン別 、]>f，)jIJ の Iji 位で、

空調機は停止し、空. i J . l ] . 換気 ダ ク ト の 各 般 6 区 画

ｬＧｴ 通告 Ｑｉ に ｉｾ 主位されている ｬ 坊煙ダンパーを閉鎖して、

他階に対して、土曜の流出を防ぐとともに、そのゾ

ーンの排煉口をI l 日放 し、俳;問機で排煙を行う 。 こ

れら - jjj の動作は、臼 10J 火災報知I.t量的の煙!'A知 総

と.ibJUOJ させ、自動的に行われ るが、処感知11殺は，1洪

d山{乍することもあるので¥防災 !i1iI i見β症にマスター

スイ y チを 11)(り 付け、 マスタースイ y チ(!!リ に切千平

えておけば、火災発生を雌認したうえで 、マ スタ

ースイ y チを 1
1
/
1
すことによ って、 - )iliの 10J 作が臼

10J(1句に{ 励くようにした 。

ri tfOJ 火災報知] .; 生前の煙感知器により、そのゾーン

の 、その陪の防災機日誌が一斉に動作するが、防火

シャ ｹ ターの 制御 ｬ のみは、 ｾｬｦＮ ｊ 日の煙 ＡＧￆ 先日絡による

ローカ ｊ レＺＱｬ ＱＱＱ 卸とし、ｾがその近辺に侵入してくる

まで Il fJ けでおき、 i墜燥の妨げにならないようにし

ている 。

.i生i E した防煙ダンパー、排煙口の1 i !<1主、 JJ 彰大なも

のであり 、防災訓練やテストで動かした後、 l 台

ごと復旧して短! れば大変な作業となる 。 そのため、

これらの; I 1lliillJ に空気制御方式を採用し、復旧作業

も防災センターより、 i i 隔操作で行えるようにし

た 。 また、防災 ｉｉｾ 主視盤には ＱＰ ｊ 作 ｈ キ の硲認ランプだ

けでなく、復 l日11.'1' の雌認をもできるように、 l f ?

でも未復 旧のものがあれば、ランプをコリッカー

させ、 宇治時 にお、けるさを ， ｕ ， ｜｝［草 紙に ［ｪｦｾ 科のでないよ

うにしている 。

. 施工計画について

1  はじめに

吋ｬｬＧ［物は、司王而｛内にＡよい中ｾＢￍ超大型工・ ｊ ｾ で、工 ｈｉｊ

はt制 jji 工 ・Jf を合め20ヵJ l ( 北線は旧主II 家 解 体 、 撤

去工 ιrcのため実行 14 カ J J ) という Jp''::¥' な笑11: 工' れ

であ っ た 。 そのため 、 各工・ ｊｾ の Ｇ ｴ￬ 力化 ・ 合辺化工

法のw傾[ ドj な探 JTJ を法本方針とした 。

敷地は、l ' 1 I 立地微でJ也 F ノ')(f立がぶ〈、 j男;J<l 止が大

であり、また、 rlJ 央日1I を捻石を 7Tめ滋 jif が 備l析し

ている 。

そのため、ノl<{守、担|ノjくには 村 に|点 ifl な円el &をし、

1，::  4 附 飲 食 I，lim

" ' :  4 断 結 納 式 助

.(;: 5 陪以 内



ウェ Jレポイント工法( ー: ' f IS$量助排ノk 併 用 ) を 採 )11 I  . オーガー fjf') 円とした 。 支 保 工 は タ イ パ y ク ァ | ・ 建 築 概 要

して、工J tiJ 短 縮 を 汁 る た め の ifi.'. ';i ，工' )1: で あ る 土 工 | ン カ ー I 段 ( ピッ ト部分は 2 段 ) 、掘削工法はオー | 余悶

Ｎ Ｉｾ と基礎躯ｻ牛工Ｎ Ｉ与 をスムーズに進められるようにｼブン ・ カットとした 。

した 。 I北 似 点 l伺に つ い て は 、ボーリング! 与論11' 1: の結決、

また、議; ， ｾ対策としては、級々の検討、実験を豆ｼ旧渡 ｪ ［ｾが縦断し、 ｃ し ー Ｕ Ｎ ＰＰＰ ｭ から和平 ＳＭＴ ｭ

ね 、 ア ー ス オーガー ( 0 - 150" )  Ht- )II の シ ー ト パ | の 捨 石 を 合 ん だ 地 銀 で あ る こ と が わ か り 、 ま た 、 | 設 ，HI/i!iエ

イ J レ打、中1c打 、 あ る い は 、 タ イ パ y ク ・ア ン カ 一 、 | 隣 家 が 近 接 し て い る と い う 純 工 条 件 の た め 、 お 初 | 所 在 地

C C P C i . よなどの解決策を凶1' ，した 。 l ，i J 幽し てい た O N S 工 法 を 変 更 し、 C C P 工 法 に l iill 築 主

そ の 他 如 也 は 、 国 鉄 引 込 み 線 に よ っ て 南 北 に 分 '. 1;1) I よる 山 lとめを採用 した。

され、また、駅前繁務街に{ 立 i E し て い る た め 、 資 I c c p工 法 と は 、 ポ ー リ ン グ マ シ ン に よ っ て 所 定 | 辿 物 用 途

材搬出人路の決定には種々の; 炉開] をうけた 。 I の 深度 ま で 穿 孔 し た 後 、 ロ ッ ド F端 に 取 り 付 け た

本品t':J は、 ｬ 二述の基本方針に添った施工計画を豆 ｽＮｬｾ ， 1 将 妹l噴射淡町から地悠を硬化させる硬化剤を，包 1市 | 地 域 地 区

的 に ま と め た も の で あ る 。
!五ポンプで l噴射し、 ロツドを F所l斤「定のi迷虚釦1皮i支Eで|川11川ゆ'1中l卜E伝!

引 1: 1けげf す る こ と に よ り 、 均 な 川 往 状 の 山 j止1:こ 蛍 を | 前 面 巡 路
2. 一 般 仮 設 計 画

( 1) 揚 重 機 計 画 | 造 成 す る も の で あ る 。巧よ 'J( では、径400 問 、 ピ y

タ ワ ー ク レ ー ン は ブ リ ッ ジ ( 線路政1 : : ' (11 ) および、 | チ300mmとし 、J J : ; k を E な1 - 1 的として路工した 。 I 政地面紅i

S R C 進出11の 欽'f' j 主I!:方 が す べ て で き る よ う に 、 ま I 4  躯 体 工 事 計 画 | 建 築 面 積

た 、 短 体 工 'Ii に必! ，¥l l な資材、仮設機材のtJ .rJill お、よ I ( 1 ) メタルデッキ工 法 | 延床面打i

び水平巡搬が弘I ! : 物全域にわたって可能になるよう| 工怨の短和品、よびi "i 力化 を nrl 勺とし、純鉄' ，'J・淡町11

に 配 位 し た 。 ま た 、 設11111キJ tJl はわt打 工 目lE に 先 行 さ | 分 の l友版 lこメタ Jレデッキ工法を採 JTI した 。( 1守t主的

せ、工 ・ ＩＨｬ ｬ ｦＮ ｬ ｾ 古川より使用できるようにした 。

〈主要工事機械〉

日112 - 8  JPtTl末) 。当 工 法 は 、欽' f }・梁 に 支 持 梁 ( S

B 梁) をヒ。y チ1. 250mmに架" 止し 、その t に! 未版型

枠として ｾｴ 問手村殊キーストン プ レート Ｈ 厚 ｏ Ｎ Ｕｭ ｭ Ｉ I述 べ い準

健 械 場 所 慣 種

ｾｴ＠ 1込!

1  T - 4535 4  t; 

0 1' - 5035  I  f ;  

タ ワ ー ク レ ー ン

rloi llI! 

I  1' - 4535 2  f ;  

0 1' - 3035 I  f i  

」ヒl l I ! よE野 1. 21' 0 N  6 台

ロ ン グ リ フ ト

南 棟 よ苦n 1. 21' O N  3f i  

ュ ー パ ー サ ル リ フ ト 北 側 キ シ ノ ウ エ I  fi 

北l l I ! 11 也HI J - 2520 2  tう

ジ ・ プ ク レ ー ン

rloi llI! 組 JJ;t K OJ - 2520 2 台

をリ長ったもので、ある 。
平手干 ｾｬ 詩、 ｺ

(2)大 型 パ ネ ル I  ，I HI I i 台数

ｾｴ 似点而 の外壁型枠にｻ史ｊｉｬし、作業の単純化およｼ附数

びI/i ! i 工能率の向 |二化を ，iJ った。パネル寸法は中市2. 700

ｭｭ ｘＵ Ｎ ＴＰ 伽 ｭ で、足 ｩｊｊ ブラケ ｹ トを取り付けて足 ｽｊｾｪ

fJt- JIlと した。

(3 )そのポ也 ll !i l:j 刺: 市

ロングリフトは、 liii 述 の 各 ブ ロ y クごとに 区分し | 北 似 ・ 地 F 1 附床! 仮に P C 版 。 ブ 'J .. ; ジ自11分 お よ | そ の他

てtJ .rJ ｩｬｬ 負仰をＣ， ｉｴ ｬ • し、場霊能力、 ｪｬｬｩ 倣 ＱＱ 、 ｾｬｩ ｬ｝ ( サイ | び資材 Il f. 1I  1  Ｚｾｉｉ 床には デッキプ レート工法 。 百貨 ｊ ， ｾ I 工Jt) j

ク Jレ・タ イ ム ) を 検 討 の う え 決 定 し た 。 また、ノ1，I  Ｎ 限度 ｾｾｉｓ ( こは工W! 短縮を日的として、 F階 と 併 行 | ・ 構 造 概 要

平 運 搬 に は 、 フ ォ ー ク リ フ ト 14台 を は じ め 、 コ ン | してコンクリート 打 を す る 2 段打工法を係! 日した 。l 悲 礎 型 式

テ ナ 台 '1'- 、 パレ y トなど機械ブJ を大恥i に 導 入 した。 I 5 . あとがき | 椛 造 的 別

(2) トラ ック4荷台
以 I' .I/tli 工，Humの 概 要 を 述 べ た が 、 安 全 両 に は 村 に

トラ y ク椛台は N T パネ Jレと ，(E;! そ仁法を併用 した。| 留 な した。 例 え ば 、 タ ワ ー ク レ ー ン に は 作 業 範 囲

N T パ ネ ル は トラス 4犬の桁で、これを支けわLに架 | 規 ;);1防長 iif 、 T V カメラ、 'dl: .1;fj お よ び ス ピ ー カ ー を

け 、 彼 太 お よ び 磁 工 板 を 受 け て 梢 台 を j形 成 す る も | 設;if 。 ロ ン グ リ フ ト に は r，1Wj 主仮装位、リミ y ト | ・ 外 部 仕 上 概 要

の で 、 大 ス パ ン ( e = 14 - 2 0m ) が可能で、あるた | 付手例! 日11:¥") 装置を設; 白 した。 資 材 IJH口ms に 設 け た | 底 l二

め、工ｊｴｊｬの短納、地 ｆ 工 ・Ｉｾ の仰工性の良さなどのｼ安全ネ ｹ トの移動式ノ ｬ ド ｆ 去を色、 ｪ 末Ａ日 ｗ ｉ 郊の手間取

メ 'J .. ; トがある。 IィJ 令 物 な ど 、 当 工 判こ新 た に 採 用 した も の も あ る。| 外 壁

3  地 下 工 事 計 画 I  1  " 2. 000人近くにもなる作業L - l の労務管理、安全

S S Cプ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム

(総 折 足 立 孝 大 阪 大 学 教 段 )

( 株式会社大林組)

(株 式 会 社 西)1必設計)

株 式 会 社 大 林 組

下|見Irli 竹 崎 町 4 了目 1 の 2 他

F I見! 商業1 J f . ) 発株式会社

株 式 会 社 下 限1大 丸

百貨倍、 2111仮底、点門 l苫

!It: ! I HJ; Hll! 

陶 J定地域、防火 I也Ijtl(

ｾＱＶ 仔Ａ寺字削地区

北側1) 道 路1t，';if:.J. 31 .600m 

米側、 I相! ! I ) 道路幅員 25 .000m

28. 920 . 60ば

22. 353 .12m'  

119. 959 . 45m'  

( 内訳) ｾｬ ｩｉ Ｂｪ 庖 ＴＶＮ 431.  09m'  

百 貨 庖 38. 961. 10m'

i l1H反J吉 20. 226 .83m'  

，I Hl lu Jil 14 . 340 .4 3 m 

77 .2 9 % ( 法定 10 0 %)

365. 20% ( 法定 600%)

775台( 法定 514台)

d品1' %5 B  1， 4  F  (一宮115F )

行 貸 出 B 1. 7 F

ｾ ｉ 訂版 ｊ ， ｬ［ B  1 可 4 F ( 一 白115 F )  

， ｾ ｴｬｉｕ ｊ［Ｉ＠ 7  F  

G.  L.  + 3 0 .500m 

総合設計: f ; I J &適用

1171利 51 ij三2月 - 111]和52年 10月

P C既製，f' /i . R  C 独 立 基 礎

専 門 J;t; R  C (一昔IIS R  C )  

百1t J市 S  R  C (一 自I I S)

{Lt! 仮病 R  C (一宮IIS R  C )  

駐 車 場 S  

アスファ JレトF方ノk

コンクリート 111

'

え

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 打 放 し

A. E. PI 吹付 一 書111吹付タイ Jレ

打込とし、 一 郎、捨石、議 ｪ Ｍ ｉｾ に吋る Ｚｾｉｉ 分はアースｼは充分な円己ＱＮＦのもとに ｉＯ ｩＡｩ工に移 した。 1 階 正 面 壁 而

山 ｉｉＺｾｾｉ ま銅製矢板 Ｑｬｉ .  IV型 ( e = 6 .5 - 15.  Om )の | 教 育 、 作 業 1mの 連 絡 調 終 な ど 、 安 全 対 策 に つ い て | パ J レコニー外装板 G R Cパネ ル l次付タイ J レ

外国戸E大 J' J!石P. ti

在 );1 上遊技場

11-' 行 IH' ;hl ｊＭＮｬ位以 ｪｊ ，ｾ

， ｴｩＺ Ｎｕ ・ Ｑ ｟ｕｊ，ｾ ピ ｊ レ全 ｪ ､
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引

企画フb ジェク 卜 株式会社西脇設計后舗企画研究所 代 表 取 締 役 西 脇 顕 正 神戸市生田区江戸町98 T E L  078- 321- 2485 

- シーモールしものせき工事関係者 P R

型 枠 株式会社宗光組 広 島 市 大 手 町3丁包 9番 15号 T  E  L  0822- 43- 8811 ( 代)

鉄 骨 新 日 本 製 鉄 株 式 会 社 広 島 営 業 所 広 島 市 八 丁 堀 15- 10 ( セントラルビル) T  E  L  0822- 25- 5254 

下 関 大 丸 の 鉄 骨 目 立 造 船 株 式 会 社 広 島 工 場 向 島 広 島 県 御 調 郡 向 島 町 111 T E L  0848- 44- 1511 

空鯛ー 換 気

消火・ガス股備

三 機 工 業 株 式 会 社 広 島 支 庖

株 式 会 社 大 気 社 広 島 営 業 所

広 島 市 紙 屋 町1丁目 2- 26 T  E  L  0822- 48- 1251 

空気調和設備 広 島 市 紙 屋 町2丁目 2番 2号 T  E  L  0822- 47- 5541 

空 気 胸和 給 排 水

衛 生殺 備股E十施工

新 菱 冷 熱 工 業 株 式 会 社 下 関 営 業 所 下 関 市 南 部 町25- 13( 藤 光 ビ ル3階) T  E  L  0832- 3ト 8602

空気調和設備
大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 中 国 支 庄

広 島 市 南 竹 屋 町9- 19 T E L  0822- 41 - 4171 

エネルギーセンヲー

空 気 鯛和 般 備

株 式 会 社 三 晃 空 調 広 島 支 庖 広 島 市 紙 屋 町1丁目 2番 22号( 広電ビル) T  E  L  0822- 47- 4535 

衛生設備 須 賀 工 業 株 式 会 社 広 島 支 庖 広 島 市 稲 荷 町4-1 ( 住友生 命 広 島 ビ ル ) T  E  L  0822- 63- 51 85 ( fそ)

電気設備(専門庖) 日 本 電 設 工 業 株 式 会 社 中 国 支 庖 広 島 市 光 町2丁目 6- 34 T  E  L  0822- 6ト 2284

電気設備 千 歳 電 気 工 業 株 式 会 社 中 国 支 庖 広 島 市 光 町1丁目 7- 11 T  E  L  0822- 62- 1347 

電気言十装 ー空調 ・土 木 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 広 島 支 社 広 島 市 稲 荷 町4番 1号( 住友生命広島ビル) T E  L  0822- 62- 1471 



電 気 設 備 栗 原 工 業 株 式 会 社 広 島 支 庖

専 門庖 内 装 工 事の 内

電 気 設備
和 田 電 機 株 式 会 社

広 島 市 大 手 町2- 7一10( 広島三井ビル) T  E  L  0822- 47- 4381 

下 関 市 彦 島 本 村 町5丁目 2番8号 T  E  L  0832- 67- 1443 ( 代)

工レ ベ一 宮ー

エス カレー ヲー

エ レベ 一世 ー

エ スカレ ーヲー

三 菱電 機 株 式 会 社 中 国 営 業 所

株 式 会 社 日 立 製 作 所 中 国 営 業 所

広 島 市 中 町7- 32 ( 日本生命ビル ) T E し 0822- 48- 5278 

広 島 市 基 町 11 番 10号 T  E  L  0822- 21- 6191 

内装 株式会社 大 丸 装 工 部 大 阪 市 南 区 鰻 谷 中 之 町38 T  E  L  06- 252- 0641 

板 ガラス G RC

庖 装材

日 本 板 硝 子 株 式 会 社

犠 硝子 硝 子 繊 維 補強 セメ ン ト

製品 (G RC ) 内 外装 パ ネ ル

建 築 用 金 属工 事 一 式

旭 硝 子 株 式 会 社

株式会社 新 栄 製 作 所

大阪市東区道イ ｬｾｭｊＴＭＸ T E L  06- 202- 1161、

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内2- 1 - 2 T  E  L  03- 218- 5632 

福 岡 市 東 区 箱 崎 寿 町942 T  E  L  092- 62ト2335- 9

ぃ、 1  .  2 階 モ ー ル に あ る 明 水

I  卜子 2 .  ! 量棚機 械室

い.) 3 . 2 冊 モ ー ル { 幅一拠 出掛 僻 )

銅 製 建 具 大 石 産 業 株 式 会 社 サ ッ シ 営 業 部 福岡県鞍手郡鞍手田T古 門 字 排 の 木4032- 1 T  E し 09494- 2- 41 11 

シャッター 東 洋 シ ャ ッタ 一 株 式 会 社 大 阪 市 東 区 両 替 町 ト 12( 日生谷町ビル) T  E  L  06- 943- 6571 

石 株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖 広 島 営 業 所 広 島 市 天 満 町6番 12号( 岩崎ヒル2階) T  E  L  0822- 9ト 1863

日ア スラ y ウス( 桂カ J レ板)

耐 火 被 覆 工 事 ( ス プ レ- ? ラフ ト)

日本アス ベ ス ト 株 式 会 社 九 州 支 庖 福 岡 市 中 央 区 白 金1丁目 l 番 15 T E L  092- 53- 3031 ( 代)

都 市 ガ ス工 事ー厨房器具 下 関 瓦 斯 株 式 会 社 下関市本田J 3 丁目 1番 1号 T  E  L  0832- 23- 2111 

防 災 用 自 家 発 電 設 備 ヤンマーディー ゼ ル 株 式 会 社 広 島 支 庖 広 島 市 基 町 11 番 18号 T  E  L  0822- 28- 1111 



武庫川学院公江記念講堂

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

ＡＮｬＨ より公江ＮＱｴｾ念鳩堂をみる 。 右手は本館 。

J品措3

H11'  I基 ( P. 16、 17 . 19)  

1-. l ll liE洋 ( P. 18)  

1 6  

1 中 央 体 育 館

2. 公 江 氾 念 図 ，I} 館

3. m 1 体 育 館

4. 本 館

5 公江記念品i¥11it

6 教 室棟

7 文' 下館

8 中 央館

9 家政 1 号館

10. 家 政 2 ｦｾ Ｇ 館

11 記 念 館

12. 音 楽館

13. IiE!cii}寮

14.  !.l( 館

15.  I山尾 IIITキ ャ ン パ ス

16 池! i HIIITキ ャ ン パ ス

17 笠屋 IIITキ ャ ン パ ス



所 在 地 西 宮 市 池 関 町 6 番 46号

敷 地 面 積 16 ，559 .48rri 

建 築 面 積 2，448 . 16rri 

延 床 面 積 10 ，698 ，72rri 

精 進 規 模 S R C 、 R C 、 S 、 8 1 、 5 F 、 P l

工 期 昭 和50年 5 月 一 昭 和 52年 3 月

i武川引 11' 三院の一 連 の 建 築 は 、 約10 '01三IjiJ に 作 成 さ れ | る 。 ホー Jレは式典、講演会、音楽会、 l映画、泌J$tl I 造 を 採 用 し 、 こ れ を 振 動 さ せ 、 音 の エ ネ ル ギ ー を

た マ ス タ ー プ ラ ン に 法 づ き 、 順 次 終 的 さ れ つ つ あ ! の 5 つ の 用 途 に 使 用 可 能 な 多 目 的 ホ ー Jレである 。 I 吸 収 減 哀 さ せ て 、 ホ ー Jレ内への音の侵入を効果的

る。 こ の た び 峻 工 し た 公 江 花 念 ;Hlt jjt は 、学 院35周 I ' 多目的ホー Jレは無 nfl''; ホ ー ル で あ る 」 に な ら な | に防いでいる 。

q三，i己念事 業のメインプロジェクトとして，i"[ 固されい、ように、 5 つ の 用 途 の う ち 、 式 典 の た め に lリJllt( I 設 的 商 で は 、 講 堂 地 下 部 分 に 第 1 ・戸合地域暖房! 羽

た 。 この講堂の建つ・日ぇｾＢＧ￭ 1 ・、戸会キャンパスは、 I  J支のよい、 i'[ t 気音特設( ，iii を も つ こ と 、 音 楽 会 の た め | の ボ イ ラ ー を 設 け 、 順 次 点 在 し て い る 老 朽 化 し た

11(1利39年に綾工した・戸院本館にはじまり、公江記| に生の音がよく科くことなど、各々の用途に応じ | ポイラ の撤去を i悶始している 。 また、校舎の幸子

念図 ｉｉ ｾ 館、中央館、中央体育館と Ｍ ＱＱ して、外装ｼて ｪｵＭ 良の状態で視聴占に対応できるよう、きめこ ｼ 報関係を集中折 ｊ 里する中央竹辺室を設け、 ＧＨ ￬ 力化

に有印Ii' 主小 口型タイ Jレを使用し、シンプ Jレで消潔 | まかく気を両日 った。 また、舞台機階 、音料、! 照明 | を，iJ っ ている 。

1必のあるデザインによ って 統一 されている 。 こ の | 袋 程 を 白 到J 化、 '( i 力化し、安全 l立をおくして、 l械 1 ・; ; ; 院で、は、大阪フェスティパルホー Jレ、大| 波厚生

F講堂 の 完 成 は 、 建 築1洋 と し て の 美 し さ を 倍 加 さ せ | 具 、 下 生 、 生 徒 で も j辺川ーを可能とすることに主H艮 1"1' . 令大ホー Jレにつぐ、 l刻凶でmおりのホー Jレ完成

た。 I をお、いている 。 I をー 下校の使用にとどまらず、阪神/ l rJ の 地I或文化

この講堂は用途ヒ学院食堂、 ｬ 必務、｛足他センヂ一、ｼまた、この政地は航空機航路の直下にあり、 ｎｩｾＧｾ I  r古J 1二のために解放できるよう、下院の作Iill( 本:1;11の

ιｬ ｾ 務局などの厚生純，没からなる地ＱＢ Ｚ［ＱＱ 分と、 Ｒ Ｔ ＵＴ 1100d  B の音圧を受ける 。 この遮音対策ーとして、ホ I ｾ削 ｩｩｩ を計画している 。

JAt をもっ大ホー Jレからなる地 1: :; 11分 に わ か れ て い | ー Jレ大屋恨、ステージ後壁、ホー Jレ扉などに浮柿
( 本 械 邦 彦 / 竹 'I' T . 務問 )

17 



武 庫 川 学 院

公 江 記 念 講 堂

設 計施 工 竹 中 工 務 庖

工ιl>協} J :業r. ( 1' R )  

電気設備 朝 陽 電 気 株 式 会 社

大阪市北区中之島 3 - 3 T E L 侃 - 385- 1361

給排水術生設備 株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所

た崎市北区高同町 1 T  E  L 侃 - 372- 7151

空調設備 株 式 会 社 朝 日 工 業 社

J ¥r t ' 宮市吉川区h日J凪 1 - 58- 59 T  E  L  06- 302- 2271 

舞台 森 平 舞 台 機 工 株 式 会 社

K 阪市旬区長虚偽 1 謁 T E  L  06- 251- 2559 

舞台音響 日 本 通 信 工 業 株 式 会 社

太阪市北区楠尽町 18 T  E  L  06- 313- 1351 ( ) ; : ぺ)

照明 丸 茂 電 機 株 式 会 社

よ限市北区神l . J 町 6 - 1 0  T  E  L  06- 312- 1913 

ZfZ3222紘エ 株式会社関城化学工業所

入阪市北区芝田町3 5 - 4 T  E  L 侃 - 372- 2170 ・2179

石 関ケ原石材株式会社

太阪市都島区川島 Ｇ ， ｾＱＴ - 2 0一 喝 T E  L  06- 922- 7官61

空イル有限会社 関西タイル商会

太阪市市宮 11区噂曳町917- 3  T  E  L  06- 329- 2087 

造作・木製建具 株式会社 阪 神 木 材 工 業 所

西宮市上甲子園 3 - 2  - 3  T  E  L  0798- 47- ω15( 代)

諸説望書罰作詞話 朝日金属工芸株式会社

太阪市北区中之島 3 - 3 T E L 随 一231- 0171 ・3235

主貴金物一式 株式会社 山 半 金 物 庖

西宮市み町 7 - 1 5  T  E  L  0798- 33- 5787 

硝子

大限

株式会社 大阪硝子底

111日 ふ 町 5 - 4 T E L 随一" 62- 3536

塗装 株式会社 三 木 塗 装 庖

" 阪市住吉区河田町 1 - 4  T  E  L  06- 699- 6565 

内装(天井・壁R占) 室谷商事株式会社大阪支庖

K 阪市北区明笠町5 O ( 世ビル 5 F ) T E L 飴 ー お4- 2031- 4

豊富tfZ望丸ト 株 式 会 社 川 島 織 物 大 阪 営 業 所

k 阪 市 Hi 区制島 1 7  ( O MMピル 8 F)  T  E  L  06- 942- 6281 
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住友生命岡山ビル

設 計 日 建 設 計 大 阪 本 社

敷 地 は 、 岡 山 駅 か ら 市 役 所 に 至 る モ デ ル ス ト リ ー

トに面して、岡 山の 表 玄関 と し て 将 来 を 約 束 さ れ

たJ也t或にある 。 そ れ だ け に 、 こ の ピ Jレの ，汁l国 l主、

街 づ く り の 担 い 手 と し て 期 待 さ れ な が ら 進 め ら れ

言一ー

~。

それは 、主ｬＡ 家を ， Ｚ 百 ｬ 門化して周囲に緑の ｾｬ 也をとり、

よ り よ い 環 境 を 生 み だ そ う と い う も の で あ り 、 地

上 Ｒ Ｑ 階建の ｉｾＧＺ ｪ 府 ピ ｊ レとして ａ 画 さ れ た 。

外観 は、辺 ｲｾ 外郭 のベア リ ングウォＭＩ レ構造体 を

1 階 部 分 の ア ー チ 架柿 によって支持しとかたちの、

特 徴 あ る 立 市 を 形 成 さ れ て い る 。

こ の ア ー チ に よ っ て 図 ま れ た 玄関 ホ ー ル は 、l吹抜

け ｾ ｉＺＺ 目 、あり、アブローチの効果を高めている 。

基 準 附は 、サ ー ビ ス コ ア を は さ ん で 、両 fWJ にワン

スパンの 白Ji 務室空 1mを も っ 平 面 型 で あ る 。2. 5mの

モ ジ ュー 1レを保 用 して 、各々 に小 型 個 別 ヒ ー ト ポ

ンプユニ y トを "生白し、大小、多来館のテナント

ｴ ｬｬ ｩｬ 戊に ｍ ｲＮｃ［ Ｍ ｪＭ る、ｾＮｾぃフレキ ｹ ピリティを ｦ 持てし、

る。 ベア リ ングウオー Jレの 外 壁 に図まれて 、 コア

の榊 泣 l主垂直力を f: t 1 l l するのみとなり 、自由 I立の

ある， Ｚ Ｑ ＢＱ直 ｬ となった 。 コア両端に遊官 ｉｾ 施設 を配 ほ し

て、 ＱＱ Ｉ｝ 併 な Ｒ ＱＵ 向遊雌 Ｑｾｊ 線を確保した 。 また約 ＱＰ

m の ス パ ン は 欽 I' J ト ラ ス と コ ン ク リ ー ト ス ラ ブ に

よ る 合成梁川 浩 として ，Hi幽 した 。

アイポリーに，U，¥J 色 された 外 装 材 は 、 特 殊 コンク リ

ートＧ ， Ｇ ｊ 材 ｾ￭｜Ｂ ｉ Ｚ ｾ ， ｉ＠ 1:  1: と11乎ぷ 、 新 た に Im1をした P C ノマ

ネ 1レである 。 これは将 殊 な配 合 に よ る コ ン ク リ ー

トの点 l面をプラストにより 羊IJ 離 させて、 ，'} 材であ

る 砂 や 砂 利 な ど を ぷ わ し て 特 有 の テ ク ス チ ャ ー を

得 る と い う も の で あ る 。

口

問

「

国

. 偲J :

ｌｾ 一一 一」
3  - 19階 平 面 図

J  

1 1渚平面図 1  :  1200 

20 

施 工 鹿 島 建 設 ・ 大 成 建 設 共 同 企 業 体

所 在 地 岡 山 市 柳 町 1 丁 目 1 番 地

敷 地 面 積 2 . 281rrl  

建 築面 積 929rrl 

E正 床 面 積 17 . 979rrl  

精 進 規 模 S R C 、 S 、 8 2 、 21 F  

工 期 昭 和50年 12月 ~ 昭 和 52年 10月

寸 法 量 高 部 高 さ G L + 75. 3 m

基 礎 底 G L ー 12. 4 m



a 北東より外観を兄る



大分県立芸術会館

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

1 正面

2 大 ホ ー ル

3 外 観 全 jJ

22 
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施 工 梅 林建 設

所 在 地 大 分 市 大 字 牧 裏 川

敷 地 面 積 12 ，000rTI 

建 築 面 積 4 ，186. 43rTI 

延 床 面 積 5，999 .08rTI 

構 造 規 模 S R C 、 R C 、屋根 S 、 3 F 、 P l

工 期 昭 和 51年 3 月 ~昭 和 52年 7 月

古文 ｉ 也は大分 ､ ｩ の 小心 ＺｾｉＩ から、 Ｇｉｩ で約 ＱＰ 分の司王 ｉｬ ｬｪｬｕ た; ; ( 1! J l にがち J f きを tjAえるよう，lh'ij しました o li1画

立 地 に あ り 、 こ の 的 のnlli ，没のり也としては秀れた Ｂ止の内科 ｉ ［ｉＺ，ＺＧｾ水準の ｂ 没仰と広しづ呼 ｦ＿ を持つ ， l' 脱 政

I品川とは，れ、世ff . く、将4との公|剖，ili' 町とf J l ' せ巧えて、 多11 的ホ ー ル ( 約 1，000人収作) と研究部川 と収

この4芸術会館は地域の刻脱税制のお- )J 主とも汚う 正式FII を持つ美術館( 当 IIII はh'i 物館としての使用も

べき f主主 IJ を1fi . っています。 できるだけ大きな広均 身 えるＩの ＨｪｬＧ ，没された、災な る文化ぷ術 ｪ ， 吊 Ａｦ ｬｪＩ の ｪｊｾｾ

と、できるだけ多くのt止が，l I illl jの大きな 11僚 のー が い ｊ ｾ ＮｉＢ ｍｉ 冴に ｅ 没位される という 、 ＮｉｊＺｾ 官ある ｽｪ Ｇ￹ｕ 針。耳

つでありました 。 lλ} ;";i lの機能をシンフルな 仰に ま 成 となっていて 、的手i セ ンデーとしての機fiE も持

とめて 、 ボリ ューム! 必を 1: l f 、采かいテケスチ ュ ち広純な文化 ｪ ，Ｇ￮ Ｑｬｪｽ の 屯ｾ な拠 ｽ， ｉｊ ， となっています 。

アのタイ Jレを 他 11I して、 IIi!i. I巨(.s を采げ、争m然とし

23 



サントリー梓の森プラント

施 工 東 海 興 業 ・ 大 林 組 共 同 企 業 体

l 全 JA

2. P  H 宅

3 メイン 道 路 よ り の 外 観

24 



設 計 安 井建 築設 計 事 務 所

所 在 地 栃 木県栃 木 市 仲 方 町 字堤 下20番 地

敷地 面積 747 .000m'  

建 築面積 22，131m' 

延床 面積 26 .601 m' 

精 進 規 模 S 、 S R C 、 3 F  

工 期 昭 和51年 12月一昭 和52年 10月

この工場はH円相48年に 山梨 県 に 完 成 し た 原 酒 生 活 また、 'ti 力化 による最小 限の人民に対して 、 能率

の 「 森 の 工 場 」 ー (l J+1ディスティラリーにあ:1<、 (1'') で 人 1/:](内 な労働環 境 を月日立することにより 、1'f

't' i 力化、 !! ! ¥公合型で最新税の機械設備を綬えた洋 に望ましい生Pl 1 のぬを機械と人 InJ とのトータルで

酒の瓶詰て土JJ である 。 fi lJ り出すべく、ソフトウェア而( 工湯の j亙営のさ

「伴の森」の名の通り II 川|ディステイラリー l口l線、 れ 方 ) から ，il " ( 函を検討し、適したハードウエアを

(J 然との，間利l、自然の維持を E'?!. 'テーマのー っと 準 備 するプJ 法により川 l面を 進 め た の も 、 こ の 工場

して J行向 し 広 大 な 政J也の大: ¥11分 を バ ー ド サ ン ク の特 徴である 。

チュアリー( ! I ' H. 与の軍事) としている 。

25 



大阪市環境事業局港工場

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

設 計 大 阪 市 建 築 局 ・東 畑 建 築 事 務 所

施 工 大 林 組

所 在 地 大 阪 市 港 区 北 福 崎 東 之 町 1 - 2  - 51 

敷地面積 14，270nf 

建築面積 4，344nf  

延床面積 11 ，676nf  

権 造 規 模 本 館 R C 、 S R C 、 S 、 8 2 、 7 F  

言十量 室 S 、 l F  

煙 突 R C 、地 上80m

排 水 処 理 場 R C  

工 期 昭 和49年 7 月 ~昭 和52年 5 月

プラント 焼 却 炉 ( 300t on/ r I 、デロー Jレ式) 2  ｾ占

設 備 ごみ4庄砕機 ｈＮ ｾ＠

こ‘ み投入11" 7 1而

灰 出 しフライトコンベア 2 ム1 1  

ガ ス 冷 却 ボ イ ラ ー 2  :fi 

ilr 気mじん機 2 台

ガ ス 洗i争設 fliif 一 式

14ドノk処理投( ，iif 一 式

自 家 発itr ｉ ｾ 引 ｩｩｦ 一 式

26  
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日商岩井朱雀マンション

設 計 施 工 不 二 建 設

所 在 地 京 都 市 右 京 区 西 院 束 中 水 町 7 番 地 ほ か

敷 地 面 積 1  ，998.  99rri 

建 築 面 積 1，670. 38rri  

延 床 面 積 11，990. 48rri  

補 造 規 模 S R C 、 11F  

工 期 昭 和 51年 10月~昭和 52年 9 月

総 戸 数 166戸 (1苫鋪 1 戸 、管 理 人 室 1 戸)

販 売 戸 数 159戸 (1苫舗 7 戸 )

この建物J は!; J : li fl ・119大路の交差点近くに怖心主. 17

ンションとして， ￬ｴｌ ｩＮＡｬ ｩ されました 。 この ｪｊｾ ｾ 所はｲＡ￯内

交 通 の 要 所 で あ り 、 立 地 粂f牛として非常に恵まれ

ていると言えましょう 。

1 階には数戸の庖舗を侍ち、 2 階から 11 階一 宮11は

7 階 ま で が 住 戸 で 、 総 戸 数 は 166 戸です 。

ｬ 二 地周辺道路側ｌｊＮ やｾ Ｇ， ｾ￮ J，真情定など、いろいろな条

件 により平而 I計画にはかなりの il l I J 約を受け苦労さ

せ ら れ ま し た が、 1三面、画一 的 な 同 じ タ イ プ ば か

りの積み重ねではな く、変化に毘; んださまざまな

タイプができ 、{ 悶 j j :( I'' 1 なマンションになったので

は な い か と 思 っ て い ま す。

土地のお度利用と、Ｎｲｾし、住環境の他保という観点、

より 中 央 に 大 きな I吹抜けの光J定 を 設 け 、 そ の 中 心

に階段およびエレベーターを 配し、各{ 主戸 へ の ifdJ

級 も か な り 経 理 で き た と 思 い ま す 。

外 観はし っとり務ち 必いた京高官の街並に 7 γ チす

るように色彩 Ｈ Ｑ Ｇ ＧＱにも色数をおさえ、グレー系の ｉ ｾ ｉ

をJ正部l にまとめました 。

バ ル コ ニ ー の 7 ) レミの手仰と硝チの 11要の出入りに

変化をつけ、 IjiJ f，lJ な外出11の ア ク セ ン ト と し ま し た 。

また 、 ｬ 云 ｉ ｾ はＪ山から比叡 ｉｕ はもちろん、 Ｍｉｴ 山か

らj長11 1、凶山までよ江自jl を取り巻 < I. U々はすべて -

ＧＱ Ｑ で き 、 ｦｈｾ の皆保の ｪ 込 き ＺｾｦＡいの ｊ ｍ となることで

しょ う。 ( ＱＱＱ Ｑ Ｑ Ｇ 品百 ｩｊ ￮Ａｬ ｉ Ｏ 不 二 建設設， ￬ ｬ Ｍ［ｾｉｓ 長 Ｉ

1  

2 7  



都市設計資料- 26-

) J 、自11 ｲＡ ｔ ｉ 人 ｬ の梢 ｾｾｖｊ も、 見 方を変えて、 ｦ￭ｖ ｩｪ Ｎ￭抗争 ｪ

の 安 E誌 で 分 :mしてみると、 表 2- 2 の よ う に 分 け ら

才1 る 。

表 2 - 2 都 市 を 構 成 す る4構造要繁

自 然 的 要素 公 図 的 要素 土 木 的 要素 建 築的 要 素

木 市 11; I砧 イ1 千自 ';1 f民

ＮｾｾｉＮ Ｇ Ｎｲｾ＠ .  !l!. 砂 担量
ｾＺ［ｾ＠ 外 墜

〈都 市 づ く り 総 力 戦 の 提 案〉
神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

11J 1均 i笠 !! 、 i.t I( 1i liij If.五

上 山 ィ ， ベ ノ ザ ー i唖
j  ［ ｾ＠ 1") ・ 椀

1)' ぷ '1モμ、助 t{f， .  tt干 隣保U l J隔

こ れ ま で に 払 述 の 研 究 会 で は 、 柄 、 i丘 路 、 河川 な

と・の土木 村 ｾｩｬｩ 物 があまりにも機能俊光で 、 ｦｮｉ かぎ

す ぎ す し た も の に な り す ぎ て い る こ と を J比'1"1 して

きた。また 、 土木以外にも郎市を形づくる ｾｉ 紫と

し て ス ト リ ー ト フ ァ ニ チ ャ 一 、 長tL l ; J i などをとりあ

げ、優れた; J i ; 19r) を 紹 介 し て き た 。 そ し て 、 そ れ ら

の人 ｉｭ ｾ ＧＭｭ 化 の必要性を川い、 「コモンの ，， ｾ ｉ Ｎ ＺｴＱＮ ｴｊ 、

「 生 活 空間 と し て の 土 木 榊 造 物J な ど を 主 張 し て

きた。

今 聞 は 、 こ れ ら の 同 燃 を i主 成 す る た め の 方 法 に つ

い て 考 え て み た い 。 ( 増測昌 利 )

ｾ，＠ 1_，) 

神 戸 市 北 野 町 の

I  目標 と す る 都 市 像

1 . 個 性 の あ る 都 市 づ くり

村 田 孝 氏 は 、 「 初 市 美 を さEイ守するt .q主l が 形 以 iてに、

その歴史伎や祈少性にあるという ｾｽｊ は、紅、 の ｪ ミ

加U こすき' な い の か も し れ な い J ( r  1i 111行とラ ン ド

ス ケ ー ピ ン グ J ) と 私 ー 下 線 そ ん し な が ら 述 べ て お

ら れ る が 、 そ の 歴 史 的 : と 利1少 性 lま地方性、地域1 ' 1 :

の 中 か ら とl三 ま れ て く る 。 逆 に 、I也) j 性 、 地t"J <t 1: を

考 策 す る 中 か ら 歴 史 性 や 稲 少 性 の あ る i間 性 的 な 仰1

111を 生 み 出 し て い く こ と が で き る 。 ひ る が え っ て 、

n 本 の 風 土 を 考 ぼ し て み る と 、 11 本 は 南 北 に 仰IJ 是

く、 ヨ ー ロ y ノマと 上と'駁 す れ 1; 1' 、- I tl 汝から」ヒアフリ

カ の 広 が り の あ る 国 土 を 侍 っ て い る 。 T 1 ! に山あり、

谷あり、 ＭＧ Ｑ Ｇ 盟「ありとまことに変化に ｾＺ ｴ［ んでいる 。

こ の 多 縦 性 を 生 か し た 荷Il r! 'i づ く り が で き な い か。

また、 11 本 は 資 源 小 同 だ と 忠 わ れ て い る が、 「予告

?怨 を 変 え て 比 れ ば 、 1止 料 有 数 の 't1. il t，i大[ 7. 1てもめ るJ

(r; 'i水平事 八R l l 若 r ノlく と 光 の 国 土 J ) と 三 わ れ る 。

す な わ ち 、 制 ・太 陽 熱 ・ノ，)< 't1. il !，i .  I二の IJq : t ' 紫 は、

生 産 力 ・i争 化 力 ・7，険級羽 l ・や す ら ぎ な ど の IfIi で

相l まって、 11 本 中 どこででも前J l l できる資料{ であ

る。 こ の Jぶ ま れ た 自 然 条 件 を 自ill l11づ く り に 生 か せ

な い か。 それから、 11本 各 地 に は 地 方 文 化 が 伐 っ

ている。三 旦 ｬ ｾｬ［ｴＮｲ 且山市 は、わずか人 ＱＱＳ 万人の山

あ い の 小 郎mで あ る が 、 俳 人 を は じ め 文 化 人 も 多

く 、 食 べ 物 も お い し い し 、 人 的 も J平し、 。 こ こ はI成

下 l' げで あ る 。 江 戸Hキ( 1( に 花 がl咲 い た IlI f LI!: 文 化 、 城

下 IIIT文 化 の 伝 統 を 現 代 の 郎 市 づ く り に 生 か せ な い

だ ろ う か。

2  密 着 感 の あ る 都 市 づ く り

人 は 誰 も 、 1 "1分 の 生 ま れ た と こ ろ 、 住 ん で い る と

J也 ｉｦｾ＠ イと Ａｾｬ＠ トン布、ル

へ ブ t;J J .: L '坦U_):

|世l E品

ｉｩｉ ｬ ｲＡ Ｇ ｩｾＩ Ｚ Ｚｊ は、名般の 姐 ＡＮＱ ，党ｴＺ ｦ 本により、微々のＧｴＡ｟ Ｑ 紫

の も の カ ヨι 没 さ れ 、争iU -i守f内 IニF昆 :( 10 し て い る 。 よ っ

て紹介化された郎市ｾＯｬ ｮ は、あらゆる人々の協力

なくして良くなり ｦｾ 干な ｌ 、 。

こ ろ に 愛-nを も っ て い る 。 た と えMh、 な と こ ろ が

あ っ た と し て も 、 i l!!人 に" R ' ・われると 11¥:1fLを !'s じる 。

表 1- Ｑ は ｾＧｉＧ 戸 市 におけるアンケートキ古来であるが、

ほとんどの人が ｉ 也 ｉ 或に愛 ｊｦ をｦＭｾっていることがわ

均、る 。

表 1 ー 1 地 域 へ の 愛 着 度

Ｈ Ｒ Ｉ ＺＱ也ｾキ寺 ｴ 主

いまf I んでおられる地I或に愛 nをおもちですか

愛{ f をもっている 臼 . 0 %

宜.(t をもっていない ••••••. 8. 2 

どちらとも t 、えな L、 ・e ・0 ・ 0 ・・27. 8

，!t 100. 0 

資 料 lI !l -l' 1147 '1'.1ぇ 「や1" odi 全J l t': ir- アノケート，U/，I伐 J

村に Ｑ ， 立近は、大高 ｉｓ ｲＡ ｔ への人 ｉ ｉ ｾ 、 Ｇ ＱＧ も一応、の稀ち ｊ ｦ

きを 比 せ 、手キ ｉ 也 でおｾＺ寄りが復活したりして、 ｊ 也域

の ｩ ，ｲ［ ｯｊ ｬｪｊ も活発 化 してきている 。 大阪でも税 ＨＭｊｪＧ￩ｾ ｬ ｦ

飢 ｉ じ劇場 ・ Ｇ Ｍ ＱＧ の ＮￇｩｊｾＺ 寄りなど市民ｲＭｊらの予による

文化 ［ｬｬ ＡＧｔ ｾｊ が発展している 。 これらの巡仰 ｪ の 小心 は

多 く の J M介、加; y，の r! i L( で あ る が 、 「孜 を 忘 れ て

文 化jj i oJ ljJ に 打 込 ん で い る 」 妥 は 、 感 動 的 で さ え あ

る。 こ れ か ら の 市ilS r! i 1; 1 : 、これら1 ' 1党 的 市 民 の エ ネ

ル ギ ー を 中 心 に す え て 、 そ の 眼 科 か ら 先 を 行政 が

パ ッ ク ア y プ す る ) j l "1 (こ 行 く べ き で あ る 。 ひ と り

ひ と り の 市 L( の乍川! 必 問 、 辺 白人と行政が削Sr! i づく

り の 1' .で車内びっ く こ と に よ っ て 、 行 政 は 科 iと( ，勺に

なり、ｊｻＮｲ政的にも ｾＡＡｕｫ .  ｾＡ貯 ｵ ー ムラのないものに

な り う る し 、 rli L( の '1' に市rS r! ，( ニ( l ' . む{ . 1 ぴが' 住まれ

て く る 。

E  実 現 へ の 思 想

1  地 域 特 性 に あ っ た 総 合 的 建 設

高 倉 台 学 校 公 園 基 本計 画 図

昼 間 近 隣 公 園 を 校 地 と し て 利 用 す る 。披線後・土・

祝 祭 日 ・ 休 暇 中 低 学 年 校 舎 を 除 い て 小 学 校 の グ ラ ン

ド ・ 体 育 館 ・ プ ー ル ・ 特 別 教 室 な ど を 地 峻 住 民 の 利 用

に 開 放 す る 。

地 域 と 小 学 校 が 互 い に 利 用 し た り 利 用 さ れ た り し て 施

般 の 有 効利 用 を図る 。

( 1)都 市 の 構造 物

高i111lTセ/111は、 表 2- 1の よ う 会 川 造 物 が 、 乍 み lP，さ

れたり』良されたりする副主統的 ｾｩ［ ｲ，ＧＡｦ ｩ山の Ｇ ＱＧ で Ｑｉ 足、 ｹ し

て い る 。 こ う い っ た す べ て のkll.l 生 H I-' が、 " 標 と

する1 i1S r! ， ( 象 を 追 求 し て い く こ と が 必 要 で あ り 、 吏

に 総 合 的 に 淵 事 を し て い く こ と がmt.' である 。

表 2 ー 1 都 市 摘 造 物 の 種 類

ド建

公 共 的

自然 公 園 土 木 構 造 物

一 方 、 地I或 と い う こ と に nを 伝 じ て み る と 、 地 域

で は 、 ，jij 述 し た 各 種 榊 造 物 が 人 り 混 り 、 あ る 紐 の

fI珂f 色 村1 "1=. と い っ た も の が 、 か も し lP，さ れ て く る 。

そ う い っ た 村 性 の 要 紫 と な る も の を 表 2- 3 に ま と

め て み た 。

表 2 - 3 土也峨特性要素

匂

在来粂件 ( スト γ ク )

自鼎条件 歴史粂件 生活条件

IIM_ '  .¥1淀 人r : のI ! ! 策特 'I:i li 的資

特 性

111 .  JII .  'I"f 1全4、同造拘 trnル: ' i. l:f lt

行 任 祉 施J その{ 也

要 棄
そσ)1也 立 通 過 跡

そのf也

調査 法 Ｑ ーとして ＮＱＩＱ Ｑ 也 ｾｲＮ ｴｩＮ ｩ 的他地 ＱｾｉＮｸ 庖 ｋＮ ヒ γ リング ｉ 也

股 計 者

1・，)を f H、1，，)を柑 L <  '1 み :1けか

の対応

ｾ＠
将来条件 ( フロー )

公共投 資 民間投資 地域や住民の意志

;0.制旭“ 2 L(II i 1f1"t; 注目立 1.0.) .  ｴ Ｇｬ｢ｾ＠

特 性

公Jt!.cl の辿" 官、:1'1の也J
臼参11加 傾 助

自lidi ，th州 j支持 } その他 立仁氏

袈 繋
その他 イン r 、クトカOj . え

ら れ とJ劫f?ぴ)) . )1.ι

その他

損 査 法 i比地'?:fL liI.l di ，UI 向 . X献 ヒヲリノグf也

位 計 者

ミニマム的雌 ｲｾ とマ Ｗ シマムへの出ｩｊ
(J ) 対応

こ れ ら の 科 組 袋 紫 の お‘ i み ill ねの，-" で 、 地 域 は そ れ

そ' hd虫干Fの IJ Jj カずあり、! 悶1 ' 1 : カずあると行える 。 そ れ

は、あるＮｴ ｪｾｾ 介 ｬ 主、住民の殺りとなるし、また、ま

だ ま だ 不 プ己分 で あ る 場 合 も あ る が 、 こ れ か ら は 、

この ｊ 也ｊ￭ｩＩＨｾ利 Ｇ ｉ ］Ｎ を大切にしていかなければならない 。

( 3 )地 域 や 都 市 に お け る 総 合 的 建 設

そういった地ＩｪｪｊＨや仰 ＢＱ にお、いて、 ｲＡ￮ｌ ｬＡＺとー ｊＧ ｾＮＨＧｩ と

行 政 が 協 力 し 、 悲 し き を 恰 て 良 き を 1'" ば し て い く

努 力 が 必 要 で あ る 。

行革ｬＡ日勿 ｬ 主、 Ｈ�ｬ リえば 、 ｈｾＩ［Ｈ ーとい った ｈ 去でＮｴｴｬＡ ｬ 或を ｬ 奴

り ｩ ムむこと、つまり、空 ト ｭ ｾ 主主ィ斉を ＢＢＱ :}l l1t す る こ と

もできるし、 ｾｉ こ ｉ 也 ｊ ，，ＩＨに干ＱＺＺ ｊ ｉＱを払 ｗｾ するといった

よ う に 「 点 ! 献 す る 」 こ と も で き る 。 こ の よ う に 内

部化したり ｬ 人ｊｬ ｾｉｓ 化されたりというように、中将 ｩｩｅ 物

1 ' 1 身はやはり仰 r! ， の 中 で は 社 会 経 済 的 存 在 で あ り 、

そのことを Ｑｾ 足 きにしては， ￬ Ｉｴ ，il を 芳 え ら れ な い 。

しかし、 ｉｊｾｸ の ，ｦ ｩｗｩｬｩ 物 の ｅ 没 ［ｮ や建設 にお、いては、

内 Ｚｾｉ ｉＨｉＧＺ ｉ な袋求が強〈、公共的に周辺へ以献してい

く 第 2 ｾ世的地投ト ＱＨＱＧＮＩ はかろんじられている 。むし

ろ 周 辺 環 境 を 取 り 込 み :IlS化 さ せ る 幼 合 す ら あ る 。

そ れ は 11' に 、 紅、(，"J 総 築 物 や 工 助 と い っ た も の に と

ど ま ら ず 、 公 的 建 築 物 や 、 土 木 綿 造 物 に お い て も 、

;;.; 1  ＮＮｩ 空白勺ｬｩＧ［ＮＱ ｾｉｉＨＱ 勺 ｬ ニ生豆車告するあまり、 あ る I也f或』や

ご 私 的

建 築 物

代表的

は1 Ｎ 甘Ｎｾ .  111  自然公閲 ｩｪｾｲＮ ｩＡ＠ 河 川・ 港 湾
公 共 建 築 物 私 的 建 築 物

木 ・池 百世市公闘 道 路 橋 ト ン ネ ル
l r政 nili.ist ( 役所 ー消 防 将 ) l窃 l出

ＮｲＮｾ＠ .  Ｎｾ ｾＱ＠ I也l夫公関 鉄 道 ・空 港 ・広. Itl

l文半教生r胞FF也UふJ設i2笠';l ( 病F院校 ・・ Tlf 究 所))  

住 宅

4揖 第 I 次 産 業1也 児 lii 公 闘 宅 地 造 成 ・ 埋 立

工τJ' ぬF斤

造物
(1対矧 ー海ー池 ) プレイロット ダム ・発 泡 ・トード ｩ指ｾ祉公 ( ( (駅保育所郵1便ー4老げ)"了人i館)  い こ い の 家 )

レ務ジセ- I i i 也3宣
* 辺 .  f先t苔 ［ｾ主主

都市内 位置つ

郎 市 の j'j 絡 を 若 干 大 き な 点 鋭的 ￱ ｬＡￍ，Ｚｾである 。 。l刊行Fιili てe ある 。

w..伽1-1- る。 (1"J1ii匝設である。 lJ ，(l '1胞 J宣の結合また

lま分離機能を待つ。

自然と人! 日lの 接 点

の け

である 。



郷 市 の 中 に 存 ずF す る 椛 造 物J だ と い う な 味 を 不 lりl艇

に し た ま ま 主主設 さ れ て い る 。 そ う い っ た柿 造 物J の

か ら を 破 り つ つ 、 地 域の 村 性 に マ ッチ し 、そ の 土

地 に 信行 した 榊 巡 物 を 、 地 域 に 対 す る 総 介的 検 討

の 中か ら生み ＮＧＱ Ｍ ＧＮ していくことが必ｾｾである 。

2  コ モ ン 思 想 に よ る 都 市 っ く り

( 1)コ モ ン と はI".Jか

I也 域 や 郎 市 に お い て 、 dイ払: やJfi' : ! { . ; 占や行1攻 が と も

に 努 力 し 合 っ て 総 合 的 に 地 域 に 恨 ざ し た 主 主1mを 生

み n'. し て い く こ と が 必 要 で あ る が 、 そ の た め に は 、

「郎市 は 市 民 ひ と り ひ と り が 協 力 し 合 っ て つ く る

も の で あ る 。 」 と い う コ モ ン 思 忽 に 立 つ こ と がffi

'}iI で あ る 。

コ モ ン ( C o mmo n ) と い う の は 、 も と も と ヨ ー ロ y

パ に お い て 、 J;Aμとが採工正 、 放 牧 な ど に 共l口].f IJJTJ し

た 入 会 地 の こ と で あ る 。 現 在 で は 、 タ ウ ン ハ ウ ス

な ど の オ ー プ ン ス ペ ー ス に コ モ ン グ リ ー ン と し て

登 場 し て き て い る 。 コモンの涼しい論はt . 1SrlJ ，j笠，i I

資 料No.17 に あ る の で 省 略 す る 。

･ ヲ司圃Ｇ代奮，ーマにしｾｴＩ￰Ｎ，Ｑｴ 邸仰
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田 市 民 ・ 事 業 者 ・ 行 政 の 都 市 づ く り

総 力 戦

「 個 性 の あ る 都 市 づ く り 」 、 「百七 ＺＭＱ ｾｦ ｴｾ のある郎市

づ く り 」 と い う 目 絞 を 「地 域 特 性 に あ っ た 総 合的

建 設 J r コ モ ン 思 想 に よ る 都 市 づ く り 」 と い う 忠

惣 で 追 求 す る 有 効 な 手 段 と し て 「 郎 市 づ く り 総 力

iji む を f是正ーしたい 。

1 要 素 で の 「都 市 づ く り 総 力 戦」

こ れ は 、 市 民 ・事 業 者 行 政 が と も に 自I Sm、 あ る

い は 地 域 社 会 に 目 を 向 け 、 そ れ ぞ れ の 災 務 と 役;I，IJ
表 3 - 1 都市づくり総力戦のための畠種作戦と役割

，_ - _ _ ι | 市 民 | 恵 集 者 | 行 政

. 1<¥附 . 1菜作 |  オープ〆スペー ス / . "，化 11棋は作

・窓辺に伐を |  の時間 |  綱助

・前曜に植践 l  旭鞠の4ヒγ トパJ い脅. . 補助

E  プン スベ ス l タ l  オープンスペース
グリーン作敏 1 ＺＺＮ ｟，ｾ＠ - ｾ＠ .  ｾ＠ 1  : " ，. '" .. 

'  の鋪保 J  .  IJ 化 保 仔 |  の償保

・宮の前向道路 J o白 卜，.1胸道路町 J tl ・4符卜 IJf ヒ

Hのf. 入 れ l  埋 l ・信網コンクール

. 四季の摘m

・ ゴミ を ｩｉ｜ さｾい

1  Ｈよ り少ｾ ＼ )  

クリーン作総 1 Ｂ［ＺＺＺ Ｎ， ｾ［［Ｚ， Ｚ，ＧＮ Ｇ＠
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ヱコ 作破 |・俊聞の脅へらc l '  ｾ 刷 サ イ レ ｊ 町 |・沼町踊脅の低制

l  l  チャ イム化 1. ，1山止のl j

・彫削、峨水 卜彫剖. 明水

・ Ｒ 術 Ｎ ｾ，補助

・アトリ エ""M
o [l( l必Z 術 館

・広崎町哨M I ・ンヨ γ ピング広場 |・駅前広樹

・広助町J t 向的膏用 |・1定傍地1><町広場 / . 広地問地の拙供

プラザ作縫卜 ｦｾ 在地 の 広助 づ＼ 1  (銀行の前会 ど) J ・λ ポγ ト広場

り

1 ・文Z 拍 動

ンティーカル | 文化紋: 11:

チャー作縫

ー倣砂辺の問柑 /  .  >ョ γ ピングスト ト倣捗選の4安田

ウォーキノグ Ａ ・ 般 Ｇｐ 遣 の ｊｾｉ ， ｪｬ ＨｬＢ Ｇ ｊ 持 ｼ リート |  輔似闘の倹肘

1  ' " 1・モー ル

ウェイ作現 / ' 11. 白地の通行可 |・ファヌ ンヲノス ト

'J ート

を11:tU能 し 、 持 て る カ を j d 大 阪 にづIH11! し、 d' i 氏・ 'J'

;業主? 行 政 が おI I い に ttl ，プJ し な が ら グ リ ー ン 作 戦 、

ブ ル ー ウ ォ ー タ 一 作 戦 な ど の 消 作i械 を 総 合的 に推

巡i することで、ある 。 ち な み に ブ ル ー ウ ォ ー タ ー イ乍

Ij 攻と は 、 「人々がホ に ff; l，l .しみ 、 心 を や す ら げ る .tM

を つ く る た め に 行 政 ・ヲJ' 業0( ; ' . 市民 の 3. ( ' ; が 可 能

な似4 りttl ，力すること J で あ る 。

表 3- 1 に 各 組 作 l械 を ま と め て み た 。 ブ ル ー ウ ォ ー

タ 一 作 似 で は 、{ 刈 え ば 行 政 に お い て は 、 河} /I や ウ

ォ ー タ ー フ ロ ン ト を 被 Ilfr 簡 や 紙 化 を す る こ と に よ

り人の近づきやすいものにしたり 、 ｊ ｊ ｉｾ 佐ＭＯＧＮＭにお、い

ては、 tJI ，ノlく脱出I1の 強化、! 1 ! に 干1' l倒 的 には、 11政 水 や

流ノjくを従f J t し rI'i以 に 楽 し ん で も ら う と か 、 ー プi 市

ｌｉｃ においては、，ｾＨいやＮｲＮ与を宣司 っ たりノ Ｇｊ＼ ＾ 辺のｬＧ［ｩ ＺＨￋ を ｲ Ｍ ｲ

て た り 、 と 合 っ た こ れ ま で の 公 共的 符 四で は :;k I.l;t.

し 仰 な か っ た飽かなノjく辺空r : 1 J の創造的信: 辺カ叫」ま

れ る 。 こ の よ う に 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 努 力 す る こ

とにより、 (，1l d'i に す が す が し い ノl吋，tが よ み 返 っ て

く る だ ろ う 。

2.地 域 で の 「都 市 っ く り 総 力 戦J

，i/ ，; 作戦を伺Sd'i/;I、j の あ る 地 域 にi塩川 l す る ぬ 合 、 地 峻

に 合 っ た fji長術 を 考 え .'P. すことが必' i l ，' である 。表 3- 2

のごとく、，i/，; f1三lji .民をある I也』或に 1.1( 1 7か け て み る と 、

あるものは ＱｾＢｕｾｊ され 、 あるものは余り強訓しなく

て も 良 い も の と な る 。 こ の よ う に J 行f1，lji主均サ也J或フ

ィ J レターを i厄 る11存、 そ のI也ti!長に お け る J 丹イ' 1"・伎の村=

:Y*舟平均ず当三まれてくる 。

表 3 - 2 地 域 フ ィル ター

I  i荷造物の機能、構造物の種類

ある地域の特殊解

地 I或 特 性 の と こ ろ で 述 べ た ご と く 、 地I或 で 1; 1: 租々

の 1 2 - 紫 が 入 り 混 り 、 被 合 化 し て い る 。 そ う い っ た

中 で 地 械 を柿 成 す る ひ と つ ひ と つ の も の が 祢 虫 さ

れ 、 全f本 と し て ま と ま っ た I也I己主を? 形成しなければ

ならなし、 。 こ う 言 っ た ぬ に も 、 市 民 ・ ，] ' 業者 ・行

政の，f吊 し 合 い の ι1.' か ら 「 よ り 良 い 地 域 フィ J レター J

を 形 成 し て い く こ と が よ 立 要 で あ る 。

J j } i ! i では、 “ I也域エ ゴ" と 3 わ れ る く ら い ま でI也

域での住民J i l l 由。J が 活 発 化 し て い る 。 し か し 行 政 の

カ は 、 ま だ ま だ 縦訓 行 政 の 刊1で 、 地 域 に 足 を お ろ

し て 九 符 え る と こ ろ ま で 行 っ ていなし、 。 より創11 ，うな

.tl!! t戎1i ' i &カず必、' lf で あ る 。

1 都 市 づ く り 3 要 素

郎 市 づ く り に は 、 ① も の づ く り 、 ② こ と づ く り 、

③ひとづくりの Ｓ ＲＺ，Ｇ紫 が必ｾ￯ＮＺ条件であるとむわれ

て い る 。 こ れ ま で は 、 伺S，打づ く り の 名 の 下 に 、 l j i

な る も の づ く り に 終 始 し た り 、 逆 に 、 も の づ く り

と 結 び つ け ず 単 に 社 会 保 附 に と ど ま っ て い る な ど 、

表 3 - 3 都市づく り総力戦 総指褒

~--- 1 市 民 | ・ 幾 脅 | 行 政

|・也ぺい引を守る l  注ベいZ艇を守る ｼ ・ 公 ｉｾ ，広場Ｎ河川

ス ベ ー ヌ ト抑制のオープ〆 |・前面 tニ吟ープ> の旬繍

一|  匁ペース l  スペース |・公共纏拘の前桶オ

づ 〈 り 卜栖u，賄側川のj'Hif: I  o . l . . : t! ?トプラザ 1  - プンスペ ス
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3  'il，' 紫 が バ ラ バ ラ に と ら え ら れ が ち で あ っ た 。 し

か し 、 こ れ か ら の 郎 市づ く り に お い て は 、 表 3 - 3  

の よ う に 市以・ 'J' 業 者 ・ 行 政 の 役 ;1，11分 砲 の 下 に 、

ひ と づ く り 、 こ とづく η 、も のづく η の す べ て の

而 に わ た っ で 考 え て い く 必 要 が あ る 。

I?リえ 1; 1: 、' i l . ' 紫での「市rtSd' i つ‘ くり総力戦」のブルー

ウ ォ ー タ 一 作 ij 攻 や グ リ ー ン 作 戦 の や る べ き こ と を

巧 え る チ ェ ッ ク リ ス ト に 、 表 3- 3 は な っ て い る 。

このことは、 地 域で の 「 自rt S市 づ く り 総 力 戦 」 で も

而l じ で あ る 。

2， r都 市 づ く り 総力 戦 」 の 意 義

( 1)市 民 主 体 都 市へ の 第一 歩

' i l . ' 訴さでの「打ISdす づ く り 総 力 戦 」 で は 、 従 来 の 住 民

参 加l が 、 I也城 と い う 枠 の 中 で の も の が 多 か っ た が 、

こ の よ う な グ リ ー ン 作 戦 な ど で は 、高jsrl' iレ ベ ル で

い ろ い ろ J 苦 え た り 参 加Iで き る 。 つまり、 れ12域 エ ゴ

を乗り腿え 、伺 ｓ￯ 打全体を考えるＣ，， ｾ を提 供する 。

吏 に 、 若 干w門 化 す る こ と に よ り 、 i' l i l 止の専門的

興 味 や 知 lil故 技術を生かし得るＮｴ ｊ［ｾ となる 。 吏 に 、

作 戦 の 必 旨 を ヨ ミ 早 止 す る た め に 、 〈 は ど う 行 動 し た

ら 良 い か と い う 行 動 f行針ー が 1!Jo]' 1火に な る の で 、 人 々

はＡ り ｩ るい目指史をも っ て ｬｔ｛ｾ ｊ す ることが可 Ｑ Ｑ ｅ となる。

(2 )コ モ ン 思 想推 進 に よ る 環 境 整 備

こ う い っ た 各組 作 戦 を.1r' i し 合 う 中 で 、 お互 い の 都

市 生 前 の 中 で の 役 'i' ，11 と 分 刊 がnfl 1 i 在となり、これま

で 比 姶て ら れ て い た 公 共的 文 献 の な 殺 を 認識し、

各 秘 行 動 の "1，' で 、 より 良い自ISil i環 境 が 生 ま れ て く

る。 f9IJ え ば 、 行 政 の 公 l週 明 業 だ け で は ほ と ん ど 不

可能に近い「公園自，IS市 J という1 =1桜 も 、 あ ら ゆ る

人 身 が 総 と 花 を ふ や す 努 力 を す る 中 で 実税 が 可 能

と な る 。

(3 )資 源 の 有 効 利 用 に よ る 個 性 あ る 地 域 づ く り

一 般 に 環 境 計 画 で は 、 ① 良 い も の を つ く る 、 ② 今

あ る も の を う ま く 似 う 、 ③m:; い も の を な く す る 。

④ 必 い も の を つ く ら な い、 つ く ら せ な い と い う 4

1京J l I J が- : r われているが、 治 作 lji Ji の Z定m互 に よ っ て あ

ら ゆ る 資 源 の 社 会 的価 値 に つ い て の 検 討 が な さ れ 、

l."ti Jf，i の 有 効 利 j 月をイ足巡する 。 土也1或に お い て も 、 個

々 の 地 域 に 合 っ た 細 か な 検 討 が 可 能 と な り 、 そ の

地 域 の ffi占l 々の特長が生かされ、地域文化を生みよ1 : ' ，

せ る 。

3 ， 文 化 と し て の 都 市 空 間 っ く り へ

以 J ーのような「市jlJl i づ く り 総 力 ijiむ を 都 市 安 紫 ご

と に あ る い は 地 域 ご と に 行 っ て い く 為 に 、 市 民 と

すれ業者 と 行 政 の 役 割l を 明 ら か に し な け れ ば な ら な

い 。 各 主 体 が 行 動 す べ き こ と は 、 都 市 づ く り 3 弘t

討さで、チ ェ y ク し て 3ド常 に多級なすj対丙 が あ lずられる。

そ う い っ たすJ>柄を、 表 3 - 4 に 集 約 し て み た 。 つ ま

り、i I ' i 氏・ 'J王業者 ・行 政 が 最 低 限 や ら な け れ ば な

ら な い こ と 、 あ る い は 、 盟 ま し い 姿 、 あ る い は 現

状 を 引 き あ げ る 突 出 し た 市 柄 、 つ ま り 、 「ミニマ

ムの訂正保J と 「 ミ ド ル 」 と 「 マ ク シ マ ム へ 」 の 3

釘l に 分 け て み た 。

表 3 - 4 市民・ 事 業 者 ・行 政 の 役 割

'  市 民 ・ 事 業 者 | 行 政

コモンルールの制 |胤 ;，IJ 

コモン シ y フの 1 HJ!

文 化 活 動 の 惟 逃

午 寸 に 、 こ れ ま で の シ ピ j レ ミ ニ マ ム な ど て も は ど う し

で も 行 政 が 峠 低 限 す べ き こ と に 比 重 が か か っ て お

り 、 全 体 の や る べ き こ と の一 部 分 に 限 ら れ て い た 。

こ れ か ら は 、 市 民 ・事業イ告も td低 限1"[ を や ら な け

れは? ならなし、かを 1切 ら か に し な け れ は ? な ら な し 、。

ま た 、 行 政 に お い て も 誘 導 表 彰 と い っ た 文 化 を

育てる行政への' J i . 互換が必必である 。

特に地方 Ｏ ＼ Ｑ 治体 においては、地域の実 Ｇｾ Ｎ，Ｇ ｦ をふまえ 、

市民と、J>業者の協力のもと慾. . ! . ，! . づくりや粂例づく

り に よ り 、 ル ー j レ を 絶 え ず 改 め つ つ 、 呪実 に 密 近

した行局 〈 がてｾｾまれる 。

こ の よ う に 「 仰 市 づ く り 総 力 ijiん を. t'fI し 進 め る 中

で、 ｉｬ￮ 以 ー Ｇ ｊ ｮ 毛布・行政 のｾＺ織を変え 、 ｉ 也 ｴ Ａｬ ｸ を変

え、荷ISd，を 変 え 、 更 に 国 を 変 え る こ と も 可能 に な

る の で は な い だ ろ う か。

新 し い 地 域 自NSI 行の主lf 設 の どbに 会 地 域 、 各 都 市 に お

い て 第一 歩 を 歩 も う で は な い か。

( ま す ぶ ち ま さ と し / 神 戸 市 交 通 局 高 速 鉄 道 部 設 計

J*辺E努H系)



第23回工高生デザインコンクール入選作品

応 募 作 品 106点のうち、予備選湾、第 l 次 か ら 第 4 次までの

本T辞任を経て、人選作品10点を決定し、うち 1!{i 優 秀 作 品 1

ｽＮｬｾＮ を選定した 。

設計課題: ショッピンク守プラザに建つ「ドーナツショ ップ」

主 催 : 日本建 築協 会

応 募 校 12校 応 募 点 数 106点

審 査 委 員 長 / 吉凶| 径一 審 査 委 員 / 伊 点 哲 郎 / 太旧| 塗伝 /

Hlli;r 七( ! J S/ 小角 "' '}- / 篠塚1 .z 三 / 鈴 木 良 介 / 竹 本 文 太 朗 /

公i辺見一 / 中型f- 1別/ 中村銀之助 / 絵 本 l盗 / 柳 良也 /

杵里子似 二 ( 50音 II[j .  ，';!d;J' 岡高 )
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設 計 要 項

l 位 置 : ショ y ピングプラザ ( 1而紛れ-J1OOOm'  )  1)，11ニ1' 11[1 に:t!，t定1 る。

2 規 模 ソ 1'. 家主.IEの』由主した ill 築物とし、床im似50- 60m' 。

3 構 造 : i'l ri3。

4 所 要室

(a) 客席( カウンタ一式、テーブル式、 fJr 閉式のいずれでもよい。)

(b)fIl 房 ( カウンターサービスパとしてもよい。)

Ｈ｣Ｉｉ ［ｓｾｊ￯ｉ仮 ｾＩｃ コーナー

(d) f 垣内仁 子t先ぃ所 ( 存 11'1 )  

(e) 吏tx:.lま i本，j ( ! 室、 f<J I所、 T'i 先ぃ川( 従業w日)

(f):fr l・IL

工高生デザインコシクール

' ヨゴピこ，ク. プラブに主主つ

ドーナ Y ショ! y ブ

ー_1I3l 1'f ' _

f . ! ド九_. _..， 

・3・・‘.

・2 ・e

_.  . . . .  .... 山 .

.，・. .

審 査 総 評

「ドーナツショ ｹ プ」は工 Ｑ Ｚ Ｚ ｪ ｾｅ ， ｜ ｦ￬ ; { J にも馴染みの深いものではあるが、ショ y ピングセンタ ー

の イ メ ー ジ 作 りから、 J"J.ぷ止の ，没定 、ファーストフードの性絡のとらえ ) 'j など 、 自由度 の お いも

のであるだけに却って難しい投，H，深題であったと思う。

'偽-ft は 応 募 作J山106.'.':;. のうち 、別 定 に 不 適 合 な も の59 ，1.'J .も合め 、 ゆ る せ る 純 固 に 大 自 に 兄て 、 応

ｾ ｈ Ｇｩ の努力をＧｩＢｊＮい、できるだけ良い個所を Ｑ ｝Ｑき ｮｾ し、キ干ぃＳＧｦを育てることを方針とした。

ｦＱｾＱＱ Ｑｉ Ｑ Ｑ は発怨の泣かなもの、表 Ｑ ＾ＱＮ Ｉｊ にｾｾ［んだもの、 ・応よくまとまったものなどバラエテイがあ

った が、全 11"，' ，山 とも J'J.，J-);:: I没定に宇11 と'i J d: 符ヅJ のあとがうかがえた。

人選作 品 ｬｏ ｽＮＧｾＮ も各々村長があり、 ＱＱ ｦｴＺ優秀作の選定では高兄、小林、よ， ｉ ａ ＮＭｦて Ｓ 君の作品が ｬ ，ＺｩｩＮＧ 冬まで

君主い介いましたが、特さと未来への希望を期待して小林君のものと決定致しました 。

「未完のものこそ未来への希望がある」と、事-Z主を終えて今更のように想い出される言楽でし

た。ますますのf鍍 さ れ る こ と を 望 み ま す 。 ( 吉 田 隆 一 )

.  六ピラ r  111> 
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郵 便 は が き

11111肢を 11111

郵 便 は が き

ＱＱＱＱＱ 鍛 ｾ ｉｉｉｉｉ
ｾ圃固 口口

大

阪蚕

国園田口口

取

人

)

市

東
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4 会員の受章

このたび下記会員の方々が、叙勲並びに褒章受章の栄に浴せられ

ました 。

ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

昭和52年秋の叙勲

褒

勲三等旭日中綬章

土屋 義夫氏ダイキ ン工業側会長

勲三等瑞宝章

田中良太郎氏 大阪市立大学名誉教授

勲四等旭日小綬章

千葉 修 三 氏大阪府管工事業協同組合専務理事

上 野 正 夫 氏 元 住 友 建3酬別社長

勲四等端宝章

諌早 信夫氏 7 ドウ建研側社長

菅 谷 健児氏大阪電気吸房側社長

吉 田 信武氏附吉田建築事務所社長

勲五等双光旭日章

清 水 実氏清水興業側社長

勲五等瑞宝章

岩 佐 直則氏 岩佐建築設計事務所長

章

黄 綬 褒 章 今 村
騰氏中央電気工業刷会長

小 西
山甲 氏側田中小西建築事務所社長

大 木 基弘氏側大木工務信社長

藍綬褒章 村 上 二 郎氏サンエス石膏側社長

4 会員倍加にご協力お願い

大 正 6 年 3 月、関西において孤々の声をあげてより既に 61年 、 大

阪に本拠をもっ本会では会員各位のご協力によ って機 関誌 「建築と

社会」発行のほか、建築データシート刊行などユニークな事業を行

っておりますが; 創立61年を契機として会員倍加に努め、会勢の発

展を図りたいと考えております。

つきましで は挟み込の入会 申 込 書 ご利用の上会社または個人の入

会につきご努力下さるようお願い致します。

会費は下記のとおりで、す。

個 人 年 額 7，800円( 月 650円)

会 社 年 額 1 口につき 13 ，000円

「建築と社会」毎月配布のほか、新建築、古建築の見学 や 講 演 会、

講習会、図書出版など有益な事業を行っております。

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一

4 三井生命大阪ビル新築工、事の見学会

( 三井アーバンホテル大阪7F......17F) .  - - -

三井生命大阪ピルは、大飯・地下鉄、御堂筋線の中津駅と地下道

で直結し、地上 6 階までは三井生命の自社ピル、 7 階 以 上 が ホ テ ル

という こ つの機能を有しているが、意匠的には一 つにまとめられた

設計となり、設備、動線などはそれぞれ完全に独 立しております。

ホテル階ではサイドコアのライトコートを持つ平面となり、彩光

面を多くとり、外装( 東西面) はプレキャストコンクリートのカー

テンウオールで彫りの深いアイボリ一色の吹付タイル仕上げで格調

高い 、落ちつきのあ るホテ ルの雰囲気がよくでており ます 。

また建物の外周りの敷地は公開空地として、明るく、親しみ やす

い広場を一般に開放されています。

今 回 は性格の異なったオフィスピルとホテルを統合したユニーク

な建物を見学いたします。 多数ご参加下さい。 この見学に際しでは、

三井生命保険相互会社のご厚意と久米建築事務所ならびに鹿島建設

株式会社に多大のご協力をいただ きました 。

日 時 昭和53年 1 月27日幽 集 合14: 00→解散16 : 00 

集 合 場 所 向上ピル正面玄関前付近 ・目標会旗

ただし、大阪 ・地下鉄、御堂筋線「中津駅 J ( 梅田の次の駅) の南改札・梅田寄りの陪段

を上がった改札・ より地上へ，'.Bてすぐ 。

定

ぷ 』

. " .  

員 40名

費 300円

申
込 往復はがき 1 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤 務 先 名 ・ 所 属

部課名・連絡電話番号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番号を記入し 、

「三井生命大阪ピル」と明記の上 1 月20日幽までに建築

協会事業課へ。

建 築 概 要

所 在 地 大阪市大淀区豊崎3- 23- 1

施 主 三井生命保険相互会社

設計震理 株式会社久米建築事務所

施 工 鹿島建設株式会社

規模. f M造 地下 3 F ・地上18F .  t甚届 1 F  

地下 3 F - 地下 2 F 鉄筋コ ンヲ リー卜造

地下 1 F 、地上 1 F →繕屋 鉄骨鉄筋コ ンデ リート造

敷 地 面 積 2. 575.797rr1 

建 築 面 積 1. 053.380rrl  

延 床 面 積 19，799. 322rr1 

最 高 軒 高 G  L + 61. 60m 

晶高部の高さ G L + 62. 1伽、

恨 切 深 さ G L ー 19. 31m

主 な 用 途

l 階 三井生命玄関ホール

三井ア ーバン ホテル大阪ロピ-

2 階→ 6 階 三邦生命事務室

7 階→16階 三井アー バ ンホテル大阪

客室 410室

17階 レスト ラン 、 7 7 ンルーム

工 期 昭 和50年 7 月30日→

昭和53年 3 月13日

建築と社会 / 1978年 I 月号 33 



一一日本建築協会会告

恒例・酒蔵見学会

‘ “ 清酒日本盛" 西宮酒造株式会社

本社工場の見学

灘五郷の要地西宮に生まれた清酒“ 日本盛" は、遠く元禄の世華

やかなりし頃、 I孤I狐の声をあげました。

当時の銘は“ 盛" の一文字で、その上に桜の花をあしらい、「サカ

リ」または「ハナザカ 1) J と呼ばれて人々に愛され、味われたとい

われます。

若手末から明治に入り、明治新政府の隆感を j酉の心にこめて、“ 盛"

の文字に日本の二文字を配し、 「ニホンサカリ」として誕生したわけ

であります。創業以来、六甲山系を臨む風光明娼な自然環境のもと

で、 i酉をいつくしみ育ててきた丹波社氏の伝統と、四季醸造をはじ

めとする近代的醸造化学の高度な技術力によ って、いまや日本を代

表する銘酒のひとつとして広〈海外にまで知られております。

恒例の酒蔵見学会は、本会が去る昭和37年に日本盛本蔵「参番蔵」

を見学して爾来15年、近代設備を躯使し、高度な技術の結品として

生まれた消酒“ 日本盛" の新しい工場を久ぴさに訪れることにいた

しました。多数ご参加をお待ちします。

なお、この企画には、西宮酒蔵株式会社の多大のご厚意と、竹中

工務庖神戸営業所のご協力をいただきました 。

日 時 昭和53年 2 月 8 日( 材集合14: 00→解散16: 00 

集合場所 阪神電車「西宮東口駅」南似IJ (神戸方面) 改札出口付近

- 目標会旗

〔参考〕交通貨は各 自負担のこと 。

機回 よりー. " . . 阪神電車神戸線急行来事 (12分/111陥従事) _  r甲子園」で普通に

乗り nえ三つ自 の r西符* 口J で下¥I ! (所要時JUJ 約30分・片道

130 円)

見学場所 西宮酒造株式会社本社工場

( 兵庫県西宮市用海町4番57号 T E L (0798) 33- 5421 代)

定 員 40名

会 費 300円

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 名 1 枚限りとし、「酒

34 

蔵・日本盛見学」と記入し、氏名・勤務先名・所属部課

名・連絡電話番号・返信用宛名・郵便番号を明記の上 2

月 1 日(約までに建築協会事業課へ。

ただし、定員を超過した場合は抽せんにて決定いたしま

す。

‘ “ 万国博N お祭り広場・大屋根降下

工事の見学

世界の注目を浴びながら大成功の中に無事終了 した日本万国博覧

会EXPO' 70! 人類の進歩と調和を テーマに シン ボルゾー ンとして 立

派に大役を果たした大屋根、世界最大のフレーム構造を誇 るこの建

造物も、いよいよこの 3 月には永久に姿を消します。

大屋恨のフィナーレともいう べ き降下作業が 2 月18日頃 から 3 月

上旬にかけて筏工されます。スイス製400t 特殊 ジャッキ 24基を使 っ

て6.700t の大屋根を吊り下げる工事は解体撤去工事の圧巻といえる

でし ょう。 Ｈ 円本万国間覧 会 記念協 会 施設部建築諜長悩口 笠 ・ ｾ ￨ Ｉ

タ悟

今回、日本万国博覧会記念協会と大成建設株式会社のご厚意とご

協力により、建築工学的にもいろいろ話題を投げかけてきた大屋根

解体撤去工事を見学することにいたしました。見学会は丁度、大屋

根見程度降下した時点を予定しております。 日本国内は勿論、世界

的にも関心を持つ工事とい っても過言ではなく、この機会に是非 ご

参加l下さい。

日 時 2 月25日(日 集合14: 00→解散16 : 00 

集合場所 万国博記念公園内・「エキスポランド‘前」バス停付近

- 目標会旗

〔 参考 〕 集 合 所 までの交 通貨 は各向 ｾ ｗ ｴ のこと 。

・大阪・地下鉄、御堂筋線 「千虫中央」駅 ( 終点) 下車→阪急パスター ミナル⑤

待のりばよ りエ キスポラン ド行 に来 'II の上「エキスポラント' liil
J

下車

・地下鉄は栂回より 170問、阪急パス (10分- 15分間隔で発車) は901-''1- . ・所要

傍回 より約50分です。

定 員 40名

会 費 300円

申 込 往復はがき 1 名に 1枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・述絡

電話番号 ・返信用宛名・郵便番号 を記入し、「お祭り広場

大屋根降下工事の見学」と明記の上 2 月 1 日( 水) までに建

築協会事業課へ。定員を超過したときは抽せんにで決定

してお知らせいたします。

工事概要

て 司I 名 将:

お祭 η 広上品及び大屋恨

解体撤去工事

敷 地

日本万国間覧会記念公

閣内

oa 主

日本万国間覧会記念協

A  

;r; 

設計 . ｰＮｾ理

株式会社双昆設計

( 指将 来大名誉教授

Jjf1井普勝)

施 工

大成主主投株式会社

工 J91

昭和52年 7 月 l 日→

11円相53年 7 月25日

大屋 根 降下 工事 鎗 工順序説明 1) イ4)

111  

(21  

ω  

， ｾ 可

1) )  本位脚部の補強及本主主の 継 足

仮柱 の主I! 方

V S L ジャ y キのセ y ト

ジャッキ によ り大l量恨吊上げ

上部方杖及 {W]f. 主トラス 解 体

(3 )  第 1 同降下実施

三三1臨士主二 (1 )  
第 2 回目側主主トラス 解体

策 2 回 目降下 実施

岡 7. 印 M降下 (2 )

141  

() ) 残り伺11往ト ラス 解 体

第 3 回 目降下及終 了

(3 )  大屋恨ト ラス 地上部解体



謹 賀

阿 部 暢

新 年 昭和 53 年 元 旦 ( 50音順 )

浅 泰井

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 笠 谷 工 務 底 専 務 取 締 役

唖646 大阪市制主吉区周辺東ノ町6丁目33 包括06(692)  1331- 5  

哩>659 芦 屋 市 業 平 町 4 - 2 電話0797 ( 22) 0703 

⑮ '546 自宅・大阪市東住吉区田辺東之町 5 丁目 24

@ 唱59 自宅・芦屋市翠ケ丘町 13- 5  電話0797 ( 22) 5291  

電話06( 629) 1∞s

名 誉 正 会n

三邑

同 盛 男繁 浅
盲

穴

ｾ＠
λ呈野

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 会 長 株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 733 広 島 市 舟 入 幸 町 19 ー 10 ma舌0822 (92) 3200 哩 543 大阪市天王寺区城市寺町 9 - 2 7 電話06 (768)  0201 

串 734 自 宅 ・ 広 島 市 翠 町 時07 の 10 電源0822 (51)  6730 骨 ＵＷＲ 自宅・殺屋川市成田 ｩ ＡＡ￭ ｾｔ 4  - 21 司!，l t 0720 (31)  1750 

三邑

同 山 幸夫

株 式 会 社 青 山 建 築 積 算 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区京町堀1-10- 19江南ピル官邸舌06 (443)0430 

骨 610- 11 自宅・京都市西京区大原野上里勝山町14 - 6

mn舌075(331  )  8082 

浅 海 正 雄

新 下 帝 次 郎

顎 新 下 工 業 取 締 役 社 長

@喧12 京郷市伏見区桃山福島太夫西町 6 番地

電話075 (611) 2275代

哩 ｾ Ｑ Ｒ 自宅京部市伏見区京町 Ｒ 丁目電括 ＰＷＵ (611) 0判。

姉

-
E
E
-
-
a
 

E

・

E

・---

-
-
a

，

 

男

浅 海 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖630 大阪市北区老総町l 丁目 22帯 地 電 話06( 362) 8701- 8  

唖685 自宅・ 宝塚市御殿山 2 丁目 31一 回 一 109号

電話0797 ( 85) 0745 

正

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 社 警 務 霊 締2

骨 臼 l 大阪市東区高鹿嶋 5 丁目 28番地 電話06 (202)  0325 

_. >65 自宅・吹田市藤白台 4 の30の12 旬結06 (872)  3214  

網 野

品. t .

河 "

株 式 会 社 研 文

唖 旬 。 大 阪 市 北 区 堂 山 町 飴

社 代 表 取 締 役

電話06 (314)0151代

赤 尾 勝 策 }菱 沼 茂 夫 安 部 恒 夫

株 式 会 社 浅 Y召 組 取 締 役 社 長 安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 赤 尾 取 締 役 社 長

愚 543 大阪市天王寺区東部海町8一岳地の l 電話06 ( 768) 5222 串 559 大阪市住之江区西住之江2丁目7番5号電話06 (678)3212代

哩!!>168 自宅・東京都杉並区下高井戸 3 丁目 171昏1 号

串 559 自宅・大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 番 5 号

骨 541 大阪市東区安土町 2 - 12 トヤ7 ピル電話06 (252)  1551代 電話03 (302)1922 

1[!ff舌06 (671  ) 7774 

赤 崎 尚 }蓬 沼 誠 夫

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 浅 r百 組 専 務 取 締 役

骨 550 大阪市西区立売組北通 1 の90 第三富士ピル

品 543 大阪市天王寺区東応部町 8 番地の l 電話06 ( 768) 5222 

電話06 ( 541) 7625代

串 ｾＰＭＰＲ 自宅 ・生駒市東松ケ丘 Ｗ 需 ＳＰ 号電話 Ｐ ＷＴＳＷＨＴＩＵ お Ｖ
<!!!>659 自 宅 ・ 芦 屋 市 三 篠 町 47 番 30 ｾＱｈ 舌 ＰＷＹＷ (31  ) 8781  

赤 松 修

株 式 会 社 赤 松 菅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区締ケ枝l灯123 瑞 砲 ピ ル 電 話06 (364)  5651  

串 おO 自宅 ｾｾ中市千虫閲 Ｒ 丁目 ＲＭＳＳ 沼附 ＰＶ 侭 ＵＲＩＴＶＲＲ

j斐 貞

ごム

J 口井

芸 誌 双 星 設 計 代 表 取 締 役

串 日O 大阪市北区茶屋町18- 21 . w_ 崎ピル mJ 孟06 ( 373) 2281  

<!!!>659 自宅 芦屋市東山町213 ローズハイツ芦屋406号

包括0797 (31) 2339 

東 輝 夫

株 式 会 社 三 国 タ イ ル 唐 代 表 取 締 役

唖565 営 業 所 吹 田 市ill 寝台 7 丁目 20帯地

電話06 (832)  ＱＱ Ｐ Ｑｻｾ＠

晶 532 本 社 大 阪 市 淀川区十八条 3 丁目 l 寄 7 号

包括06 (393) 1951代

都，565 自宅 ー吹田市雄白台2丁目 28番地14勾ー電話06 ( 872) 3256 

新 目白

株 式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長

@ 部O 大阪市北区曽恨崎中 1 丁目43番地 包括06 (313)  1331  

....._ 

女 藤 俊 雄

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

串 540 大阪市東区常錦町 2 の30 高木経業ピ ル

電話06 (942) 4ω2- 3 

串 560 自宅・豊中市上野西 2 丁目 16- 29電話06 ( 856) 0619  

井 秋 次上

井上ｾ業株式会社代表取締役

<<11>543 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 40 帯 地 官官給06 (771)  2825 

愚 ffi9 自宅・芦 屋 市 川 西 町 4 l fi 23 号 電 儒0797 (22  )5930 

井 浄 夫上

株 式 会 社 井 上 冷 熱

A . 、 代 表 取 締 役 会 長

ニ 7 ト ク 工 業 株 式 会 社

骨 550 大阪市西区江戸姻 1 - 9 - 6 m稲 06 (441) 邸 31代

<!1!>663 自宅西宮市甲子園 3 帯町 9 - 5 電結0798 (41  )4661 
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謹 賀

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

串 453 名古屋市中村区締町 4 の28 国鉄会館内

電結052 (451) 2025直 通

暦 464 自宅 名古1l i ! 市千棚区下方町4の30 電話052 (711 )  9400  

井 久 雄上

去 を 井 上 久雄 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区京町細 1 丁目 4 - 4 千島ピル

1ll: Mi 06 (443)  73861"¥; 

串 565 自 宅 吹 田 市 首 山 台 3 丁目 20ー 7 旬結06 (831)  3256 

井 達 明上

株 式 会社 井 上 透 明 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 530 大阪市北区館野町51帯地安田ピル電話06 ( 372) 2821代

串 555 自宅・大阪市西淀川区竹島3丁目7の4屯百武活制73) 1069

名誉正会A

井 福 蔵上

株 式 会社 井 上 総 代 表 取 締 役

串 お4 大阪市都島区網島町 6 番25号 電話06 (352) 4031- 4  

電話06 (351) 0530 

骨 577 自宅 ー点大阪市東石切町6丁目 4-111' 4号 T世話0729 (81  )  2526 

伊 地 知 堅

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 532大阪市淀川区官僚4丁目 4 111' 44号 包 括06 (394) 1281大代

哩 661自 宅 尼 崎 市 南 武 郎 之 荘 5 丁目 13需 15号

o' I Wi 06 (438)  2148 

伊 藤 喜 三 郎

株 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 代 点 取 締 役 社 長

串 102 i!:[) jr Ii! S千世間区紀尾井町 3 按 地 文 芸 存 秋 ピ ル

'm舌03 (263)  1481代 - 7

骨 141 東京都品 111  [ [ i I ! 五反田3ー 16 - 5 5 包 括03 (441  ) 5437 

伊 藤 良R

大 栄 電 気株 式 会社 大 阪 支 底 専 務 取 締 役 支 底 長

骨 550 大阪市西区京町掘 l ー12- 14 電話06 (443) 0631  

串 ＵＶＰ 自宅 ・ｾ中 市 北 桜塚 Ｓ Ｍ Ｘ ー Ｗ 電話06 (854)  774  7  

36  
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共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

居 530 大 阪 市 北 区 徳 間 関f 9 帯 地 沼稲06 (364 )  5836 

畠 105 東京事務所・東京市i渋谷区渋谷 ト10- 1 八千代ピル内

屯J ;li 03 (407)0912 03 (409) 1837 

哩 ｾ ＷＳＳ 広島事務所広島市緋町 ＲＭＳ ー Ｑ Ｗ ＧＱｬＡｾ舌 ωＲＲ 似ＩＱ ＸＲＸ 株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ ＵＲ Ｐ 大河口 Ｇ ｉｾ 務所大部市浜大同 ＱＴＭＴＭＴ 1l!，!孟0775 位3) 0388

串 620 福知山事務所・京市Sl{f 稲知山市字l平中関T 7  III' t也 暦 弓30 大11.山 li，lt l>( l ' ( 砂川崎 l 寸オ シマピ j レ "11，1，卯6( ・ψ1)¥) 071

包，11i 0773 (22)6461  

伊 藤 康智

東 陶 機 器 株 式 会社 大 阪 支社 取 締 役 支社 長

居 530 大阪市北区ω恨崎 上2 T F131- 6

tfi革新第一生命ピル 東館 1ll: ，!i古06 (364)  1181  

飯 田 精 次 郎

生 島 春道

訳 日 本 建 築 積 算 協 会 関 西 支 部 支 部 長

串 542 大阪市南区鰻谷中之町62 rl1川ピル 2 F

電話06 (245)  6645 

生 重 政田

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

ー・・4

石
i

 

l

 

E

E

E

，

 

良 興

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役社 長

ｾ，， ＶＴ＠ ｉ 吹 川市 ｾ ｾ j' :j t 問T 4  0 待 3 8  ｾ［Ｍ mJ l，06( 384)  Ｑ ＲＰ Ｑ Ｈ ｾ＠

串 細川 ｬ ・ ｴ ・ Ｔ 川 Ｇ ｲｬｩ 蛍池 ｾ ｄ ｬＯ ｲ Ｔ l i  17 需 12 ｾ ［＠

fl.l ，!，f，06 ( 8<11 )  Oo:l 2  

泉 沢 哲 史

F 晶 『

邑

A I--

目E 和

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

居55Ok . 阪 '1111G1王土佐掘 l 丁目 1 - 9 'i屯漏06 (443)  2261代

市 繁 雄
l

 

i

 

E

.

，
，
 

畠 541 大阪市東区安土町 4 丁目 5 i ' l 1' 地電話ω (261)7591- 8 唖 ω l 京 郎 市 南 区 西 九 条 盛 田 町 20 屯結07引681)5101- 5

<111>659 自 宅 芦 屋 市 朝 日ケ丘22併 U 停 電話0797 (23) 凶 57 愚向附I ' rt: '  ，;( mSrli Iに，;(1)( 1叶1品，之本側r:17 ｾ宜， Ｑ ，ｲ ， ＰＷ ｦ＾ ＨＷＸ Ｑ ) 0289 

円 本 竹 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

池 田 昭

株 式会社 池 田富 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役社 長

⑮ 542 大阪市南区瓦屋町 3 番丁68 オートセノターピル3階

電話06 (761  ) 0360 

愚 591 自 宅 幌 市 東 上 野 芝 町 2 丁目 321 o'世話0722 (52) 7753 

諌 信夫早

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 社 長

骨 110 束ボ郎台. ! u 区台点 1 - 2 ー 1 E1本地所第二ピル

t世話03(図的 2661

唖 157 東京町i世田谷区南烏山 2 - 18 - 4  司u古03(改泊 ) 3705

石
-

E

・

E

・---

E

・・''

宏

石 川 建 築 事 務 所

骨 ｦ＾ Ｔｾ 大阪市天王寺医茶ｲＭ Ｑ 山側 ｦＱＱＱ Ｑ 存地屯 ｊｩＧ ， ＰＶ ( 779 )94 91  (¥': 

愚 66S 内宅 J"J ・lul;t 宅塚 市支悦ri : . 111r t  l i lf>III' U ;' 

m ，1，' ; 0727 (;，9  ) 2963 

市
l

 

-------

E

E

S

'

 

宏

株 式会 社 東 畑 建 築 事 務 所 専 務取 締 役

⑮ 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19  mal i 06( 202) 0391  

⑮ 岱 8 自宅・神戸市東灘区住吉山手 4 丁目 4 - 3 2  

t官話078( 811 ) 0216

指 宿 真 智 雄

株式会社池築デザイン l 級建築士事務所

株 式 会 社 緑 地 デ ザ イ ン 技 術 士 市 務 所 代表 取 締 役

株 式 会 社 設 備 デ ザ イ ン 設 備 士 τ11務 所

骨 541 大阪市東区南本開T4- 47イトウピル電源 06( 252) 1011 - 4  

唖 106 iI!，;f li! S港区麻布台 l 丁目 1 111' 20勾

麻布台ユニハウス 107号 宿 泊 03( 586) 1311 - 4  

串 604 ボ伺i市中山灰抑制り防邑鰍也下る仰八' 伽 f65 ，;(Ii! S明IJI ピル

［ＱＮｬ， ＡｩｾＰＷ ｦ＾ ＨＲＲ Ｑ Ｉ＠ 1101- 4  

愚 606 ＱＧ Ｑ 宅京都市左 ｊ［Ｈ 院内 ｾＱＮｬ ｴ ｮ 々神開 ｲ 8  Q)  5  

司!.11; 07!i ( 78l) 6573 

A .  

7  

由

，むｾ、 臣井

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

事 臼7 大 阪 rl i ' l' 野f i Z 1JII 英 米 2 - 2 ー 19 ;l.l.1l抑制 792) 叫 25

⑮ 547 内宅 ・大阪 rI ;-f'里子1><: 平野北2 - 9ー15 m.1丹06( 792)  4404 



謹 賀

ｾ＠
-， 茂 雄西

株 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム 代 表 取 締 役

唖 5駒大阪市内[ i U t 嘱 i T通2 r 円47 if1'地-:'1l ;I. 'i C裕( : >41)却! i 1- 3

骨 630- 02 自宅生駒市東生駒阿見町198 電話。7437(4 ) 6930 

必出、

-， 書 雄西

株 式会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

骨 543 大阪市天王寺区七本町7丁目 2番地の l 上六ピル内

1tt 3孟06( 779) お 61

骨 592 臼宅・大阪府高石市羽ぷ2丁目 4需 u-=;-

電話0722 (61)  1179 

締 役 会 長 今 村

取 締 役 社長 平 木

騰

寛

新 年 昭 和 53 年 元 E (50音順)

専 務取 締 役 岩 崎 弘

取 締 役 所 長 寺 西 礼

株 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

e 550 大阪市西区立売堀北通 2 の27 電話 06( 531) 0913

大口ピル掛3階 電 話 06( 541) 7301

⑮ 630 自 宅 ・ 奈 良 市 法 廷 立 花 町1046 電話0742( 22) 2217  

⑮ 661 自宅・尾崎市常吉学赤凹 9 の 5 電話 06( 431) 2101

山

一

相 崎
義

Eコ
雄

3工
l

 

-------

'

E

E

，

 

好 巳

江 川 神 津 設 計 事 務 所 所 長

愚 532 大阪市淀川区西中島4- 7 - 2 地蔵 l 号館

包括06( 3ω) 7439

骨 659 自 宅 ・ 芦 屋 市 三 篠 町 2 8 8 包括0797 (22) 9269 

、=.

I塁 藤 同リ 生

株 式 会 社 遠 藤剛 生 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取締 役

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 引 1 k 阪 市 東 灰 伏 見 町 2 r 日 22司1，1f，il6( 2o : l 抑制代

骨S61 盟 中 市 盟 市 町 市 6 T  n  3  - 13 電話06 (332)  5721  喧[ >6'2 ＨＱ 宅 Ｎｮ 而市似ケ ｦ 王 ｾｲ 月 ＱＰ 昨 Ｎ Ｑ ｾ［Ｍ司Ａ ，!f:  0727 ( 22)  20 s4 

哩 14.1 ＱＢ Ｑ 宅ｾＨｬ［ＨＨ， ｪｬｫＢＢ＾＼ＺＱＱＱ E 2一刻一10 官。lf，il 3( i 72 ＱＲＶｾ Ｑ＠

上 回 宇

L-Ll  

若宮 本
'L' 1

 

.•••••• •• 
，
，
 正義

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 里子 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取締 役 社 長 ，，!!(">41  k . 阪 市 !l:[ 1><: 北 久 太 郎 問 f 4  1・I1 r>8 - 3

骨 日0 大 阪 市 北 区 御 ケ 伎 町 56 電話06( 312) 飽 81大代 哩Y叫 1 k 阪 市保1.( ，，'，;1.児1，(: 2 1"1 19 ifl' j 也 屯. 1#渇 ( 202 ) 1791  (¥: k 阪七ンターピルデイング 13附 711，1/: 06( 252) 2507

株 式 会社 環 境 開 発 研 究 所 取 締役 社 長

必b、

-， 彦フE 康

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

串 ＵＳ Ｑ 大阪市大淀区本庄東 Ｒ 丁 目 Ｓ ｩｦＱＧ Ｔ Ｑ ｾη 電附06( 375) ω∞

⑮ 560 白宅・ 設中市北桜塚4丁目 51昨5 号 m，I!:06( 852) 招 87

名誉正会凸

L-Ll  

Zゴ
佐 也信

株 式 会社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

司｛＾Ｘ Ｐ 本 社 ・ ｫｬ 縦 Ｇ ｉ ｈｾＧ［ 庁 kl i Ji llf 松l ! ;!11i 阿 k J軍1- : ; 一日

可， ＱＯＺＰＷＲＳＨｾ Ｑ ｬＺ ｜Ｘ Ａｩ ＷＨ｜Ｚ

哩日 ＲＨＩＭｾＲ 滋 ｲｴ ｍ 草川 ・ 滋 ｲ Ｎｩリ［， Ｇ ｲｲｮ ｎ ｓ Ｇ ｐｉ ｉＱｪ ｉｒｔ k'7:' 1' I); 

111.l. '; 07 187 (2)  1114  

哩(' >80. 1' 1宅. ｫＮ ｉｑ ｊｩ ｉ 前 ［￭ｾｪＡ［Ａｉ ｈｬ ｬ｛ ｩ ｫ Ｎｴ ｾ ｉ ＭＺ［ＭＲｭｬＱ ，Ａ， ｲＮ ｩＩ ＷＲＳＨＳ Ｑ Ｉ＠ 15:>4 

上 圭

ごム

J 口

小 河 吉 之 助

西

株式会社 小 河建 築 設 計 事 務所 代1<取締役会長

哩('>42 本社 ・.k l坂，IMi [i'(.瓦1;{l lI f 4 待 r 8  "官，11市) 6 (7'ι:¥) 2.3川 (¥:

ｾ ｬ ｏｏ＠ ｫＺ 社 ・ ｾ ｊ ｾＨ ｉ￭ｦ ｓ 港只六本本目ー Ｑ ＸＭｾ

六本本ベニーピル7 附句，1府間( ! i 8: ¥) 950 1  (¥: 

分 常 ・和 歌 111 ' .It  内全日ｾ Ｎ Ｎ 滋ｾ Ｂ ［ Ｈ (，11 

⑩日n n 宅 . I'J( J ;f !i 丹 『陛何千ー 12 rT I22- : ¥7 'ill ，! /: 0720( :>4 ) 0600 

尾 亀 清 四 郎

株 式 会 社 大 気 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

都 630 自宅 ・奈良市法遂町市 2 丁目 1079の 1 .e530 大阪市北I X . 中之ぬ3 - 5ーl 住友中之島ピル7階 咽｛＾ＳＰ大阪市北区西天満 Ｓ 丁目 Ｑ Ｓ 市 ＲＰ 号一 ・ 官，Ａ，ｉ［尚ＨｾＶＮ Ｑ Ｉ Ｑ ＳＷＱ

111:1l i 0742 (23) 2890 電括06 (448)  5871  (Bil53・2.1より上記住所に表示変更)

雪抗59 ｮ 宅 ・ ｲｾ ＯｩｬＨ県，Ｎ ｾ I;{ di  ｩｬｾ＠ mT 12  - 14'，l!，1，r; 0797( 221!i 9'19  哩l i n ( 1宅・枚 } j ，J; 岡 111 ｔ ｾ＠ IRT 15 - '1  ＱＱＱ ， Ｑ ｦ，ｩＱ ＷＲＰＨｾ Ｑ＠ ＱｾＲ Ｗ＠

名誉正会員

岩 崎 甚 太 郎

唖 ＶＶＶ 内宅 ・ 兵周 ｉ ｖ［ｾ 川西市 Ｑ ＱＺＮＱ召敷 ｬ 丁目 ＳＲ の Ｑ Ｑ

maIi 0727( 59) 9317  

L-Ll  

Zゴ
崎 徹

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ 630 本社・奈良市法通立花町 1か16 電話0742 (22) 2217  

咽630 奈良事務所・奈良市大森町57の3 農協会館内

泡" 君0742 (22) 2283代

Ｎ･ＶＳ Ｑ 自宅 ・ 奈良市学悶ｾ ｴｉ r 日5- 11 1tI，!t. 0742 (45) 1513  

植 寿 雄 尾 原 庸 夫野

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

哩[ >42 k. 阪rli ，+.i [i'()i.¥例 fj lT! 2 r  n  28 ，:";i! l ピル; ' 11. ! 吊 06 (261 ) 2720 

哩鴻日自宅 ・幌 市 大 美 野 5 - 9  Ｑ 官，Ａｦ，ｩＱ ＷＲＲＨｾＷ Ｉｊ 1位

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

岳 530 大阪市北区締悶 8 帯 地 新 阪 急 ピ ル 電 話06( 341) 1727 

串 662 自宅・西宮市甲東関 l 丁目 7 の 8 包括0798 (51)  0389 

株 式 会 附田 平 田 坂 本 設 計 事 務 所 主 阪 附z

｜ ＧＡＡｩｪ ωｫ 阪，ｊ［北Ｑ＾＼ＮＧＧ［［Ｚ向上ｾ - 10 1tI，!f，i16 ＨｾＱＩ＠ 7821  

e338 自宅・崎玉県与野市大字よ務合540- 1- )ー )03

":11，!，'; 0488( !i 2  )75判

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大弁 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締役

軍百日) ｫ 阪市丙 ｛ｩＧＨ Ｎｉ［Ｈｾｔ 時 ＮＮＱＭ Ｑ ＰＭＸ 1; ; ¥問ピル

7官，!，';合6 (14. 1  )'1521- 2  

喧お2 (1宅 n而iJ; 宵楽殺 4 r 日4 ー11 7li，!f，i1727 (21  ＩＱ Ｑ Ｑ ｾ＠
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謹 賀

名誉正会口

大 倉 良B

O! l ! 606向宅・ l;tlifS市左京r x : 下' ルIt 園町: U '1It.l!，075( 781) (裕司6

大 繁 樹下

新 年
昭 和 53 年 元 旦

( 50音順)

岡 本 繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取締役社長

⑮ 531 大阪市大淀区本庄東 2 丁目 3 砕41号 電 縮 刷375) 倒 旧

⑮640 自 宅 ・ 利 歌 山 市 三 木町南ノ丁目屯，1 W刀“ 23) 0308

名誉正会民

岡 本 樟t茂

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨7: l 0 広島市牛田新町 3 了目 2 "i信44号 電 結0822 (28) 0281代

唖 731-01 自宅・広島市安古市町上安光ケ丘530- 301 愚 657 自宅 ・神戸 市灘区備丘町 6 - 2 - 9 包 括07引851) 2020

電 話ω287( 8) 3877

大 林 芳 良B

株 式 会 社 大 組 取 締 役 社 長中本

名誉疋会日

岡 本 弘

奥 紘 fT 村

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮ 日O 大 阪 市 北 医 伊 鈴 町 22 需 I也電話。6( 312 )4 131f¥;: 

⑮620 自宅 ・西 宮 市 南 郷 町 14 自作 34 号 電 時0798( 71 ) ∞11 

奥 村 安 太 郎

奥村組土木興業株式会社代表取締役社長

⑮552 大 阪 市 港 区 市 岡 3 丁目 5 /11' 18 号官1! ，11i 06( 572) 日01

⑮- 552 向宅・大阪市港区市岡3丁目 8 111' 3号 電 活06( 571) 0571  

.:a:. 

目 倫 宏ｾｾ＠

株 式 会 社 第 一 サ ー ビ ス 代 表 取 締 役

句。 ＱｾｩｬＷＸ 俗 ＵＩＲＵＰＱ

ｯＡＡＡ ｇＴＰ 大阪市東 ｬ 烹， ［ ｬｉ局 Ｓ 丁 同 ｾ ＷＱ 昨地 ｭ ， ｬｬｩ 情 ωＴｾＩ Ｑｬ ｾ Ｑ＠ ⑮! i n  1' 1宅・枚 ) i 市! I ! fi ' 112- 7・20 m，!!.il 720( f>4 )4123 ⑮民活大阪市浪速医戎本町 l 丁円 3 /11'地 ' 1I t 抑制649) 回日l

ｭｾ ［ｉ［ ｩｬＷＲ Ｑ ＲＨＹ＠ ) 9 n7  

0!!!658ド l' 在・神 戸市東灘医御影山手 l 丁同 17/11' 1  l-;"  

太 田 儀

取 締 役

株式会社団地サーピス大阪支社大阪支社長

骨 日6 大阪市減点区森之1!t; 2丁目 91昨201 ｾ月 ｭ ，11i 06(  969 )  1αII 

岡 j畢 勇

問 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

哩島氏) 7 大阪府茨本市大字 i肖水433

ｭ ， ＱｾｩｬＷＲＶＨＴＳＩＸＹＵＳ ・ ＵＲＳＰ

⑮日O 大阪事務所・大阪市北I電悔ケ伎町146 悔ケ枝ピル 2 師寺

m，1部活 ( 362) 印 82代

名智正会民

岡 孝男回

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

骨 肉9 大 阪 府 市 河 内 I t l S 狭 山 町 電 話0723侭5) 飽 65

骨 565 白宅・ 1次郎市千単山凶5丁目 40- 4 包 括 06 ( 384) 3019  

岡 橋 作 太 郎

岡 本
差

E ヨ

⑮ 潟4 向宅・; 張問林市I: ..  ｾ辺台 Ｓ T  4 /11' 54- 20宮勾ー

}毎 上 静行

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 5 5 0 k阪市内医長嶋北通1丁目8 /11' J也 阿 川 底 ピ ル

m. l 釘) 6 ( 532 ) 3421代

⑩ 659 向宅・1 - ' f 昭市岩園町 35 ー 7 '1It，! OO797 (31  ) 3201  

岡 本 男

株 式 会 社 海 上 静ー建築事 務 所 代 表 取 締 役

ｾＵＴＱ＠ 大阪市点区陣労町 3丁目 11ー l タイガーピル7 F

電 話06( 244) 1501- 7  

⑨ 591 n宅・大阪府排市伺誼荘西町13僻地2 屯1初 句2( 86) 7018

加 藤 忠 三 郎

株式会社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 社 長

暦 おO 大 阪 市 丙 医 阿 波 座 中 通 l 丁目 5 m ，1W 6 ( 532 )1231(¥!: 

⑮601 向セ . f，( lis市南区東九条北X.:. ;l IJIIT24司!，1君。75( 691)1334 

嘉 納 伝

全

究 組 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

暗号4 -1 大阪市天王#区l I ! 7 . "5i l!町 14- 5 m，11iC渇 ( 768) 1515代

営業所: 名古屋 ・和歌山・春日出 エ掛" ' 豊明

o!!I>557 1' 1宅・大阪市西成区玉. ' l ' ，W: : l 丁目 6 -111' 15乃

電，11i 06( 661)お 17

岡 山 雄

三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

o!!I>530 k 阪 市北 限制1笠 町50 M: ピル 市川総( 3 6 -1) 1471

⑮659 自宅・ j'!: 届 市 岩 間 町 25-111' 22号 電 話0797( 22) 2191

梶 本 秀 尾

竹

25 岡山建築事務所一級建築士事務所ゐZ

串 604 i i¥/;!S市中京区ね 九通釧小路上ル手洗水町670

京何17 クトクピル 7 F  1l! .1舌075( 255) (あ37- 8

串 612 自宅・京郎市伏見区深l t' i 平 間 町 18 電 話075( 641) 白 36

奥 晴 弘

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

⑮556 大 阪 市 浪 速 区 絹 川 3 丁目 630 包 括 悩 ( 633) 0141- 3 o!!I>540 大 阪 市 東 区 森 之 宮 ; 東 之 町 392 ｾＭｕｾｗＶ ＨＹＴ Ｑ Ｉ 伍 Ｓ Ｑ 代

⑮659 自宅・芦尾市打出作日町1お ー l 電 湘) 797( 22) 4日初日 0 ! ! 1 > 5 5 0 自宅・大阪市西区北晶子。江御池通 3 了目40制作地のl ⑥ 588 自宅 " ey 市 大 美 野 1 0 7 の 4 電 認0722( 37) 2548 

電話06( 541)侶 61

38  
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株式会社和光建築設計事務所代表取締役社長



謹 賀

数 井 手リ 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

⑮ 652 神戸市兵府医荒田町 2 丁同 1 1i 1' 地It! l ピル

m .1;l i 078 (521 )0205- 0207 

⑨654 1'- 1宅 ・神戸市須磨民自 111台 2 丁同 3 9 - 13

官官J荷178( 792) 5862

兼
吉

岡 勇

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ 590 Jil! rti 翁儲 1T 4需5号スカイピル螺6 1"電，li商1722( 22)1643

1648 

⑮ 5切 自 宅 . J!N.市三同ケ丘御幸; f f i 81- 2 11U s0722 ( 32)  1邸13

鎌 谷 秀 男

修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

⑮ 55邸5 大阪市西淀! 川111尽宅大和問 5 了目 l凶9一3羽0 1電! U鴻肯 (ω渇矧(何47問4) ω 判 喧暦塾ｾＺ＾ＵＰ大阪市 ｉ肉珂 ｆ医 ｺ

骨6“65 向宅. 宝塚 F市有千種 4 丁悶 3 骨需幸 3 号t屯官J荷初】η79貯7(け72幻) 日80 喧⑨聾55弱6 向宅. 大阪市t浪良述fi e:烹F祈庁刷l川川112 丁同佼- 郊日 Ｗ屯 ｬｬｾｾ￭ 渇Ｈ白俗 ＳＲ 幻 ｽη 品的 Ｙ 哩 崎哨6ω0 自宅 名古屋市中区古猿佐 1 一2忽2一2幻7 電z話舌052 (201  )4061 

株 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

神 谷 新

成 瀬 鋼 材 産 業 株 式 会 社 相談 役

⑮ ＵＵＰ 大阪市西医西長堀 ｾｴ 通 Ｓ ＭＲＭＳ 1(!，1献活( : >32) 6201

⑮ 657 神 戸 市 i難 民 五 毛 通 3 - 2  - 21  ; mloil78  ( 861  )0596 

神 明崎
五

口

株 式 会 社 神 世奇 組 取 締 役 社 長

唖 670 姫 路 市 北 線 口 86 の 3 電話0792 (23) 2021代

ｾＷＰ 自宅 ・姫路市北 総口 ＶＲ 包括 ＰＷＹＲ ( 23) 0210  

亀

ごム

J ロ井 晃

新 年 昭 和 53 年 元 E ( 50音順)

------a
 

----E--

E

・

E

，

繁 夫 木 国 男厚

株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 底 代 表 取 締 役

骨550 大阪市西区西本町 1 丁目 13- 3 3 電話06 (532)  0461代

串 お3 自宅・池田市天神 1 丁目 10ー10 電話0727 (61)  8598 

E

・

E

・

-------

I

a

，

 

喜 代 枝

下

口

株 式 会 社 篠 田 川 口 建 築 事 務 所 所 長

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 所 長

⑮ 461 名前尾市 !f(fi' .泉 1 T  F1 21酢21 号; "l l ，1M52 ( 962 )  7581  

⑮ 464 自宅・名古屋市千種区稲舟通 2 丁目 7

ｭｾｍＵＲＨＷＵ Ｑ＠ ) 2613  

ー

i

 

E

E

，
，
 崎 敬

内 外 パ ー キ ン グ施 設 株 式 会社 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区京町嘱 1 - 4 - 8 電話06 (441) 0477代

骨665 自宅・宝縁市小林字西山6，貯おO号 電 話0797 (73) 3228 

木 下 み ど り

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

串 臼O 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 16 電話06 (345)  9055 

串 おO 自宅・大阪市西区京町絹 l 丁目 15番18号

電話06(.制 1) 2503

名誉正会員

城 武 男

株 式 会 社 近 畿 建 設 取 締 役 社 長

J

 

EE-----

-
-
E

，

 

瀬 啓 一 郎

戸

栗 山 和

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 616 -，;¥Ii1l市布，;r医太泰和泉式部町121i1'地m ，1;J;i l 75( 861  )  1157 

大阪支1;1; m J.l i 06( 35.1) 0222 !f( ，;r 支府 m ，1f.i l 3(26.， )0501 

⑮ 6 16 自宅 ・京都市右京区太楽安判 i li辺倒T21

ｾ ＱＡ ｾ ［ｉｩ叩 Ｗ ＵＨＸ ＱＱ )1509 

i

 

l

 

-
-
a

，

 

谷 勇

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 本 部 長

畠 530 大阪市北区堂島浜通 l T 回25ー 1 (新大ピル9 1" )

電話06 (343)0叫 l

骨65ト11 自宅・神戸市北区若葉台 1-4- 29 電話078 (593)7528 

名誉正会員

黒 明 夫

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

串 ω 6 京郎市左京区一来寺消水町 1 5 1世話075 ( 781)  1148f l: 

骨磁路自宅・京郎市左京区一東寺清水町15 電話075 ( 781)  1148 

河 裾 和 夫

ｾ＠
II孟

ク ロ ア キ 一 級 建 築 士 事 務 所 所長

骨日6 大阪市城東区蒲生 3 丁目 11番11号 電路06 (931  ) 2097 

串 臼6 自宅・大阪市域東区繍生 3 丁目 11番11号

電話06 (931 )2097 

黒 譲田

ず?F1哨 1ぷ .1 建 築 事 務 所 代表取締役社長 黒 田 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

@' S42  k . 阪市南灰谷川 7 丁同 121i1')也の i 蛍 光 産 業 株 式 会 社 代表 取 締 役 愚図O 久 留 米 市 大 石 町 32 番 地 ?世話ω4 2 ( 32) 3417 

新谷仰T:.H3 ピル・ 2 1";官，1，<'-06( 768 )  1771代 oIl!>531 大阪市大淀f " - 本陀東l 丁悶 9 1i1'明 号 ｭｾ ｦＮＭＰＶ ＨＳＷ Ｑ＠ ) 5146 哩 おO 自宅・久留米市白山町 547 番 地 電 話ω4 2 (34) 8527 

e 瓜31 内宅 ・(fi 良市中町 1 1iI' )也の479 m ｾｦ，＠ 0742( 43) ロ26

柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

河 原 義 夫

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 底

常務取締役

大阪支庖長

唖 660 尼 崎 市 玄 番 街 之 町 4 電話 06( 411 ) 1451  ⑮お ｏ 大阪市 ｾｴ ｦｩＧＮ ＱｩｩＺ ｴ ，｜浜 ｪｩＡｩ η Ｑ ＭＲＵ ー ｬ 新大ピ ｊ レ
骨“ Ｓ 自宅・西宮市甲子図向 ｾ￬ 風間 ｔＹ ー ＱＴ 1電話0798 (41) 07∞ 包 括06 (344)  6031代

哩 ｾ ＶＵＹ ｉ ｾ ｉ 宅 ・ 首尾市岩悶 ｉ￘ｔ Ｒ Ｑ 帯 Ｓ 月 ｭｾ ［ｊ［ ｩｬＷＹＷＨＳ Ｑ＠ ) 5492 

桑 正

、8: :

; : Ja 田

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 おO 神戸市生田区3: 1111通4丁目 9 - 8 包 括078 (371)  1861代

愚653 自宅・ 神戸市長田区五位ノ 池町3丁目 1ー1

電話078 (621)  3807 

39 



謹 賀

氷阪

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 531 大阪市大淀区大淀中 4 丁目 13 - 11 電結06( 451) 7631

哩 553 大 阪 市 稿 島 区 楠 .r;:， 6 丁目 20- 10 1t!結06( 451) お48

勝坂
由

I U ;、

新 年 昭 和 53 年 元 E ( 50音順)

小 林 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畠 541 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 18  電話06 ( 245) 2181  

‘
、

E

E

E

d

 

，
，
 

林 四 良B

株 式 会 社 東 海 設 計 代 表 取 締 役

骨 460 本社 ・名古四市中 111:栄3ー7 - 1 '1IJ: J ;li 052 (261)  2651代 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 104 東京事務所. ｾｕ［ｴ ｉｩｦ Ｕ 中央区宝町 Ｑ ＭＸ
電話03 (561)  0815代 愚 553 大阪市福島区根島7丁目 22番8号電話06 (452) 1151大代

骨 467 自宅・名古屋市瑞猿区岳見町4- 20- 2電総052 (831  ) 4459 

‘
、

'

E

E

J

 

，
，
 

島 巳勝

有 限 会社 小 島 JJ 券 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

骨 541 大阪市東区南本町 4 丁目41番地 イヨピル 6 階

1tU 舌06 ( 252) ω88代

骨 101 東京事務所 東京郎千世田区岩本町 2 丁目 9 Il'i J也

藤野ピル 1t! 31i03  (861  )  9日8

串 662 自宅・西宮市五月ケ丘 6 郁F35号 電 結0798 ( 74) 5120 

‘
、

E

E

E

』，
，
 

西 岬

株 式 会 社 田 中 小 西 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

愚 民 O 大 阪 市 西 区 阿 波 鹿 市 通 2 の 60 電話06 ( 532) 4051  

暦 546 自宅 ・大阪市点住吉区平野西脇町373の4

'1IJ: 3古06 (701  ) 0297 

名 誉 正 会 員

小 早 川 美 武

美 工 装 飾 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 557 大阪市西成区玉I : i ' . 束 2 丁目 9 - 41 電結06 (651)0105 

骨 557 自宅・大阪市西成区玉出東 2 丁目 10ー17

'1IJ:鱈06 ( 653) 0023 

‘
、，.

E
」，

，
 

林 夫

甲 南 建 材 興 業 株 式 会 社 線 路 器

唖 532 大阪市淀川区十三本町 2 - 4 - 2 8 1lt結06( 3ω) 0841

‘
、

E

E

・

』，
，
 

林

ご; 圭

J 同

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

哩 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 17 番 地 1lt 3li06 ( 443) 6641  

⑮ 545 自宅 ・大阪市阿倍野区北白3丁目l番7号電話06( 654)0584 
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小 林 政 一 郎

東 洋 土 建 株 式 会 社 常 務 取締 役

唖 546 大阪市東住吉区田辺東之町 6 ーお電話06 (692) 1331  代

骨 518- 64 自宅 ・三重県名娘市付』且丘1- 6- 61 電話05956 (5) 0400 

士

山

近 藤 保

林

ｾ目

干守

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

串 541 大 阪 市 東 区 繊 細 2 丁 目 38 番 地 相 拙 ( 203) 2361

近 藤 義 雄

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

5650 

串 530 大阪市北区堂島北町20 縦悶ピル 電話06 (341  ) 5658 

5659 

唖662 自 宅 西 宮 市 丸 楠 町 6 - 16 電話0798 (66) 2394 

吉

岡 主 計

日 東 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 阪 駐 在 常 務取 締 役

骨 530 大阪市北区末広町12 新末広ピJレ電話06 (351)  0623- 6 

愚 659 自宅・ j ' ! J 原市平田町8- 5 - 303 電話0797 (31)  5880 

佐 々 木 米 太 郎

社 団法 人 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 支 部 長

唖 ω 4 京都市中京区押小路通柳時湖東入繍町645

電話075(211)  2857 

(211 ) 2877 

佐
ごム

J 口 誠 次

武

株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区立売繍南通 1 - 24 カクダイピル

電 話06( 541) 5831

哩662 自宅・西宮市若凝固一番切J l - 3 6 1tt 3舌0798 (73) 2516  

佐 藤 四 良B

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

愚 550 大阪市西区江戸堀 3 丁目 6 需23号 末 弘 ピ ル

電話06 併48) 2408 ・0178

哩 550 自宅・大阪市西区北細江御池通 6 丁目 21

北線江コーポ706号 電 話06 (531) 2812  

河 内 義 就

株 式 社 会 大 偽 取 締 役 社 長

有 限 会 社 河 内 議 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 605 京師市東山区今熊野大 f再池田町 9 - 9

電話075(541  )  3344代

唖 605 自宅・府知市東山区今熊野池田町 8 - 4

電 話07引561) 3725

佐 野 正

愚 730 広 島 市 上 機 町 2 i揺 37 号 電 話ω2 2 ( 28) 2271代 都 540 大阪市東区島町 2 丁目 7 番地 電話06( 943) 1371代

串 739- 17自宅・広島市部陥町字翠光台1- 237 1電話08284 (2)4141 畢 662 自 宅 ・ 西 宮 市 君 主 弁 町 4 の 9 1電話0798 (72)1569 

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

元島 池 藤

株 式 会社 i-l! l 池 組 取 締 役社 長

雑 賀 夫

骨 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27番地

ダイヤルイン電話06 ( 244 )  3500 ( 受付台)

畠 603 自宅・京都市北区平野，偽居前町86 官邸主075( 461) 1526

孝

株 式 会 社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 640 和 歌 山 市 西 汀 l "/I ' i 地1l t I;li 0734 (31)  1371代 - 5

ｾｏ 自宅和歌山市小松原 Ｕ 丁目 ＳＭＴ

電話0734 (23)  5888 



謹 賀

雑 賀 幸夫

株 式 会 社 大 阪 雑 賀 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 543 大阪市天王寺区東平野町 5 丁目 9 1在地 吉盛ピル

電話06 (772)  4426 ・命136

愚 573 自 宅 枚 方 市 香 里 ケ 丘 7 丁目 11- 16電結0720 (54)0∞4  

名 営 正 会u

作 間 日 出 生

串 侃 4 自宅・伊丹市機ケ丘 4 丁目 2 - 2 5 電話0727( 82) 日40

四 方 靖 良B

四 方 設 計 工 務 株 式 会 社

一 級 建 築 士 事 務 所 代 表 取 締 役 社長

串 612 京都市伏見区深草関屋敷町32- 2電結075( 臼 1)綴j - 2

唖 85ト33 長崎出張所 長崎県西彼枠郡西f庄町大谷脇1684

電信09592(7) 0172

骨 183 東京出張所東京偲府中市内糸台 6 丁目 53- 31

電話0423 (67) 0480 .  0424 (84) 0236 

骨 612 自宅・京郎市伏見区深草関屋敷町32- 2

ご; 圭

J 同 水 平日 1爾

株 式 会 社 清 水 利 禰 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 530 大 阪 市 北 区 万 才 町 43 浪 速 ピ ル 電 話06 (312) 7278 

骨 560 自宅血中市中桜塚 4 丁目 3 需 10号電話06 ( 852) 7056 

紫 富 田 忠 雄

新 年 昭 和 53 年 元 E ( 50音順)

島 村 忠 男 杉 田 新 良B

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長 シールテ 7 ク ス 工 業株 式 会 社 代表 取 締 役

唖 540 大 阪 市 東 区 上 町 5 帯 地 電 話06 ( 762) 5701代 哩 640 和 歌 山 市 橋 丁 11 電話0734 ( 32) 2581代

名 誉 正 会 員

白 喜 男石

玄当巳

玉王

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事

愚 540 大阪市東区両替町 1 丁目 13番 地 電 話06 (942)  1461 

愚 558 自宅・大阪市住吉区鍋江中 l の68 電話06 (671)  3792 

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

串 530 大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 番 地 電話06 ( 372) 7151代

進 藤 汎 海

株 式 会 社 企 画 設 計 社 代 表 取 締 役

杉 村 正 三 郎

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 532 大阪市淀川区新北野l 了目4番21号 電話06 ( 302) 0231代

骨 665 自宅・宝塚市栄町 3 丁目 9 詐20号 電 話0797 ( 86) 3623 

銭

吉

岡 之輝

長

代
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取
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白骨

仙 郎田 四

串 556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 幡 東 4 ー 16 電話06 (643) 3631  岳 558 大阪市住吉区万代東6丁目3番地 電話06 ( 672 )1281大代

唖 662 自宅・西宮市柏堂町 7 需 7 の303電話0798 (72)3070 唖 588 自宅・ 堺市大美野76番地の 6 電話0722 (37) 6513・

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長

須 賀 孝

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長 須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 533 大阪市東淀川区瑞光通 4 丁目 30帯地の2 串 550 大阪市西区土佐堀 1 丁口 2 1i1'3O号 電話06(判 1) 5171

電話06 (329)7737大代 唖 662 自 宅 西 宮 市 雲 井 町 6 liI' 14 号 電 話0798 (72) 0269 

骨 533 自宅 ・大阪市東淀川区瑞光通ト30- 2電話06 (328) 3343 

島 孝

ごム

J 口田

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役 社 長

居 551 大阪市大正区南恩加島 6 丁目 2 詐 21号

電話06 (552) 1231大代

串 661 自宅兵膿県尼崎市武庫之荘 3 丁目 1 - 1

イートピ 7308 電 路06 (432) 7337 

名誉正会員

島 村 佐 次 郎

島 村 建 築 事 務 所

署 640 和 歌 山 市 四 番 了 4 電話0734 ( 22) 3338 ・4335

<<W10 自宅・和歌山市四番T 4 '1tt陪0734 (22)  3338 ・4335

須 賀 好
宮

田

本目 J字.
士

口
蔓

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

骨 120 東京都足立区千住東 2 丁目 21需 28号電話03 (882)2424 

串 271 自 宅 松 戸 市 北 松 戸 3 の 7 の 3 電話0473 (62 )9314 

田 信夫口

近 畿 大学 理 工 学 部 助 教 授 電 話06 (721 )  2332 内線271

株 式会 社 近 畿 建 築 構 造 研 究 所 所長 株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

串 543 大阪市天王寺区桜寺町76天王ピル電話06 ( 771)  3216代 唖 ω 6 京市i 市 左 京 区 浄 土 寺 馬 場 町 151 電話075(761)1151 

暦 577 自宅・東大阪市下小阪 172- 2 哩 ω 6 自宅 ・京都市左京区鹿ケ苔法然院町7 電話075(771) 3543 

近鉄グランドマンション 8 - 911 電話06 (789)8114 

菅谷 健
I目

ノし

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区江戸纏 1 丁目 10番 17号 電話06 (441) 8231 

⑮ 158 自宅・東京都世田谷区等々力 6 丁目 2 4 - 6

電話03σ01 )3535 

田 中 幸 三 郎

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 543 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 54 電話06 (771 )  2391代

⑮ 545 自宅 ・大阪市阿倍野区販問胃] o-9-24 電結06 ( 622) 0494 
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言窒 賀

回 中 政

新 年 昭和 53 年 元 日 ( 50音順)

舘 林 彦 四 郎 辻 本
亘量

三宝.

大 島 熔 用 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 庖 代 表 取 締 役 株 式 会 社 辻 本 堂 一 級 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串578 東 大 阪 市 街 庄 1 1  4  Ifi J也電話06 (745)5121 代 串601 京 都 市 南 医 西 九 条 大 国 町 37 電話075何81) 7221代 唖640 相 歌 山 市 東 長 町 中 の 丁 12- 3 電話0734 (24) 6346代

06 (745)6736- 8  
唖640 ￎｉ 宅 ・ 和歌山市東長町中の了 ＡＲＭＳ 電， ＱｾＰＷＳＴ (24) 6346 

唖536 自宅 大阪市城w: r王'i l/:1' f4 r 日19- 20電話06ω31)3506

古

同橋 慶 夫

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 社 長

骨 550 } c 阪市西区江戸嶋1丁目 12番8号 安田生命大阪ピル

11t.l書06 刷 1)9351

愚 民3 自宅・大阪市東淀川区倒川中通 2 丁目 2 - 4

電話06 (340)0935 

E 三z

J弔 口 開

三 井 建 設 株 式 会 社 殺 害 普2

唖旬。大阪市北区中之島 3 1 目 7 1fi地 電話06 (443)  1321代

骨 659 自宅 芦屋市東山町137戸屋パーク 7 ンションA ー701号

電話0797 (31)  0588 

名誉会長 名誉正会n

竹

、 &

) B  腰 健

式

社

株

会

双 星 設 計

愚 530 大阪市北灰茶尾町 18- 21 峰 崎 ピ ル 電 話06 (373)2281  

愚 662 自宅 ・西宮市松[ 組問T 7  lI'i 22 f } 電話0798 (34 )  2650 

竹 通 世村

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 広 島 支 社 支 社 長

骨 730 広島市稲荷町 4 酢 l 刀・ 住友生命広島ピル

電話0822 (62)  1471 

骨 ＷＳＳ 自宅・広島市南観音 Ｗ 丁目 ＱＶ ｾ ，昏 ＳＴ 号 南高雅荘

電話0822 (93)  3293 

橘 泰

ミ' t .

J 口

東 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 540 大 阪 市 東 区 森 之 宮 酉 の 町 594 電話06 (941)9糾 5 - 9

唖590- 01 向宅. l ! f I . 市岩松台 3 丁261昨3 局電話0722 (91  )  2267 

- L .  

J L  田

ご; 主

J 同

有 限 会 社 柳 々 堂 (建築専門書官)

都 550 大阪市 西 区 京 町 場 1 - 12 - 3 電話06 (443)0167- 8 

営業所 鴻 池 ピ Jレ 電総06 包51 )8233
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谷 輔山
.(;角

Eタζ 寺
徳、 重田

喜 男 日 本 サ y シ 協 会 関 西 支 部 関 西 支 部 長 大 成 建 設 株 式 会 社 常 勤 顧 問

愚 ＵＵＶ 大阪市浪速区敷 ｮｲｾｔ 3  - 2 0 迷団連会館内 串541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 27 電話06 (262)  1131 

電話06侭32) 5421  <<!Y.'i62  ｉ ｾｬ 宅・大阪府策面市縦井 Ｒ 丁目 Ｔ ＭＳＹ 電話 ＰＷＲＷ (21)4641 

名誉正会員

玉 置 豊 次 郎

大 阪 工 業 大 学 教 授

糊 大 阪 住 宅 セ ン タ 一 理 事 長

愚 557 自宅大阪市内成区天神森1- 19- 15 11!脂06 (661)  7680 

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

居 105 東京本社 東京儒港区新橋1- 10- 7 大和銀行新情ピル

1Il，J孟a (572)4595代

串句。大阪本社・大阪市西区江戸堀 1 - 1 2 - 8

安間生命大阪ピル司13品06 (441)  ＹＳＵｬｦｾ＠

⑮ 251 自宅神察川県藤沢市絢市松が岡 1- 15- 25

lIl Jt か166 (23) 3124 

矢口 義見 夫

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串ω 1 Ji o; 郎市南ro l : 凶九条春日町48

電話075( 681) 6455 . (691) 鐙 28

愚 ωl 自宅 J;( 1 i l S 市南区西九条春日開T48 電話075( 691) 38ω

j章 健

I目

ノし村

オリエンタルメタ Jレ 製 造 株 式 会 社 代 表 取 締 役

@到i60 尼崎市昭利，i ' i 通 3 丁目 261岳地 電指06( 412) 5131代

骨 662 自 宅 ・ 西 宮 市 神 垣 町 5 需 8 号電館。798( 74) 5591

塚 本 猛 次

イ専 馬 正 明

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 550 大阪市西区靭本町n 回171fi 15勾ー

旬結06 (441  ) 0378大代

愚 531 自宅 ・大阪市大淀区中日I浜通 1 - 3

中山リ バーサイドコーポ C- 9 2 9 電話06 (371  )0385 

土 上 三 之 丞

役

長

田

回

締

庖

幻

犯

収

支

り

η

務

阪

m

u

M

協

a

・
r

、

，t

、

，
t

、

1

3

M

W

M

W

 

話

話

底

電

包

支

1

4

阪

一

↓

大

目

寸

組

F

K

山

町

田

問

瓦

山

;

区

桁

4

4

L

甘

札

口

u

会

U

U

吹

式

阪

宅

株

大

什

副

部

骨

骨

名誉会長・名誉正会日

東 謙畑

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19 旬 結06 (202) 0391  

串658 自宅神戸市東灘区住吉山手4-4-35電話。78(851  ) 5043 

栂 正 春野

株 式 会 社 栂 里 子 建 築 事 務 所 高 呈 思 議 謀 議

串640 ｾ司 Ｑ Ｚ ｦｾ 山市五砕丁 Ｔ 砕 ｊ 也包括 ＰＷＳＴ ( 22) 2826 

時 保 雄岡

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

株 式 会 社 日 建 設 計 相 談 役 愚 民O 大阪市西区靭本町 3 丁目 8 需 6 勾

旬結06(445)  2521代 - 5

⑮ 541 大 阪 市 東 区 備 樋 2 丁 目 38 番 地 電 漏06 ( 2a) 2361  



謹 賀

時 実 丹

共立建設株式会社大阪支后取締役支庖長

哩 540 大阪市東区内本町2丁目 4511' f J 也大阪内本町T官官1! ピ' L{; 階

司Wi 06 (942)2491  

新 年 昭 和 53 年 元 E (50音順)

中

官舎r

ヲE

士

ロ田

株式会社日本総合建築事務所取締役社長

串 150 東 京 都 渋 谷 区 神 南 1 - 1 2ー 16 電 話03 (463)5020代

唖 662 自宅 ・西宮 市甲風l廻2丁 目1-4 串 143 自宅・東京都大田区山王 1 - 29- 3  ｾ電話 ＰＳ (7n ) 2408 

甲風圏 7 ンショ ン3-2号室 電話0798 (64 )  0780  

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

ｾＵＳＰ 大阪市北区的恨崎上 Ｒ 丁目 ＲＱ 番地美身 ￟ ピル

111:3舌06 (361)6248 

唖 532 自宅・大阪市淀川 区三国本町 2 丁目 7 需21号

電話06 (393)9557 

出

国

間
家 泰宏

株 式 会 社 富 家 建 築 事 務 所 所 長

⑮ 仰4 京 郎市中京区九 丸抑小路東入 電 話 075 (231)  6357代

愚 603 自宅 京 郎市北区平野八丁柳 町6 8 - 1 704号

電 話 075 (463)  0050 

内 資藤
由

11己診、

株式会社 内 藤 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役会長

唖 606 京 都 市 左 京 区 田 中 大 峰 町 189 電 話075 (781  )4111 

骨伺 Ｖ 自 宅 Ｇ ｪｩｴ Ｏｊｦ ｓ 市 左 京区北 白 川 山の元町 ＳＸｾ ＧｉｬＺ ｊ 舌 ＰＷＵ (781)3353  

内 藤 正 克

械会社内線建築設計事務所代表取締役所長

唖 675- 13 ，肉nl ルl、野市上本WT240，j、野ピル電話07946 (2) 4757代

串 675- 13 自宅・兵語11ルl、里子市久保オ咽TI 063屯結07946 (2)4668 

中 義尾 目白

中 出 隆

J :角

Eタζ

Ｈ各額防水工 ｾ ｲＨ 及スレート工 ｾ ｲＨ 施工 ＩＱＧ 負 Ｉ

株 式 会 社 中 出 商 会 代 表 取 締 役

串 652 神 戸市兵 lilI 区上沢通6丁目 1ー l 包 括078(511 )4501代

中 西 隆

株 式 会 社 中 西 建 築 代 表 取 締 役

愚 おO 大阪市西区江戸堀 3 - 4 - 9 電話06 (445)  0585大代

骨 547 自 宅 大 阪 市 平 野 区 瓜 破 西2-8-1 電 話06 (703)7臼6

中 原 茂

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区靭本町2丁目9番 11号 岡崎締ピル

電 話06 (445)0039 

中 雄原 英

株式会社 創 美 設 計 代表取締役

骨 530 大阪市北区末広町17 盆和地所扇町ピル 6 階

司 ｾ ￰ 君 ＰＶ (312)3587代

哩唱59 自宅 芦屋市打出小槌町 l 需地405

水 井 賢 城

株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所 代表取締役 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

居 '550 大阪市西区靭本町1丁目 9111'l 5号 近畿富山 会 館5 F 串 106 東京都港区西 麻 布1丁目 131昏11号電話03 (403)0251大代

包 括ω (445)2050代 哩 251 自宅・藤沢市幼沼海岸2丁目Sの26 電 話0466 (36)7706 

串 657 自 宅 神戸市灘区六甲台町7需 19 ハ イツ 六甲308号

電 話078 (881 )  2907 

中 匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

居 530 大 阪 市 北 区 浪 花 町 38 新 興 ピ ル 電 話06 (371 )3651 

串 665 自宅 ・宝 縁 市 光 布 4 丁 目 15- 18 電話 0797 (86)2391  

氷 井 基

住友ウオールシステム株式会社 社 長

唖 101 東京都千世阻区神田美土代町I 住友商事奨土代ピル

電 話03 位94)8511大代

ｾＵＴ Ｑ 大阪支社・ 大 阪市東 区 南本町 Ｕ 丁 目 Ｑ Ｔ

住友生命南本町ピ J レ 電話06 (252)  1881  

取締役会長 西 嶋 徳 太 郎

伊 取 締2石 中 達 夫

株式会社 大 建 企 画 設 計

唖 550 大阪市西区京町姻1丁目 13- 20 電話ー06 (443)  8261代

西 村
{

淀

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

骨 615 京 郎 市 布 京 区 西 院 凶 田 町 30 電 話 075 (313) 2191 

骨 616 自宅 京部市右京区宇多野御池町40ー 10

ma舌075( 463)  2784 

野 中 市駒

野 中 建 産 株 式 会 社 取締役会長

骨 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁目 131昏19号 電 話06 (441 )6631 

自E 勢 次 良B

株式会社能勢建築設計事務所代表取締役

唖 550 大阪市西区江之子島 1- 2 - 2 和光ピ J レ7 階

電 話06 (443) 6451  代

自E
差

E ヨ

桓j勢

株式会社能勢建築構造研究所代表取締役

唖 550 大阪市西区西本町1丁目 131悟38号 新 興 産 ピ ル

包 括06 (538)  0378- 9 

旬結06 (538) 2  8  2  9  

串 810 稿岡市中央区赤坂 1- 6 - 2 2 第 2 野 間 ピ ル

包 括092(761)0902

橋 雄
圭士

ロロ

株 式 会 社 橋 詰 工 務 庖 取 締 役 社 長

骨 ω 4 京部市中京区締官民通三粂よル姉猪熊町326番地

電 話075 (801  )2356代

骨 ω 4 自宅 ・京都市中京区猪熊通三条 上 ル 姉 猪 熊 町3261昨地

7世話075 似 1)2803

名誉正会員

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役

串 543- 91 大阪市天王寺区東高撤回T 8 の l 電 話06 (768)5222 

骨 631 自宅・奈良市二 名町南登美 ヶ丘 3336- 7

電 話0742 (43 )1091  

43  



謹 賀

林 茂

株 式 会 社 林 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨531 k 阪市大淀Ii " { 長柄中 3 丁目 l 帯8 号 電 話06 (351)  6831  

骨565 自宅吹回. - 11竹兄台2丁目 111砕5号 包 括06 (871)  8625 

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 専 務

骨550 大阪市西区西長線北通 1 丁目 8 港 地 四 y 嶋ピ Jレ

電話06 (532) 3421  

串565 自宅吹田市腎山台 3 丁目 41ー11 電話06 ( 872) 3ω8 

原 正 太 郎

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

膏 532 大阪市淀川区西中島 1 丁目 8i器29号

ｭｾ ｩＧｩ ＰＶＨＳＰ Ｑ Ｉ 鈎 Ｘ Ｑ ＭＴ

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨532 大阪市淀川区十三本町2丁目4番 28号電話06 (308)1551  

串662 自宅・西宮市名次町 12 -/11' 9 号 包 括0798 (22)1切 4

2表 取 締2原 田 重 信

E表 取 締2原 田 孝 太 郎

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

愚 554 大阪市此花区西九条 4 丁目 3 - 3 4電話06 (462 )1212代

都 661 自宅尼崎市塚口町3丁目 41- 8 電話06 (421 ) 4518 

名 営 正 会 員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

串565 本所・大阪府吹田市膝白台 5 - 125 m鱈 06 (872)  0391  

串531 大淀分室 ・大阪市大淀区長椋沼通2- 35電話06 (351  ) 7217  

イ半 良B

新 年 昭 和 53 年 元 日 ( 50音順 )

イ半 信仲 次

春 日 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

骨川2 ｾ虹京都千代凹区飯田崎 Ｒｔｮ 9 1昨3 号

司n舌03 (264) 4011代

愚 ＱＶＲ 自宅京 ｊ［Ｈ 郎新宿区紺 ｉ 工 ｾｔＲＷ ＯＱＱＧ ｪ 也泡， ｪ ｩＧｩ ＰＳ ( 260)  4725 

久 良田

株 式 会 社 東 洋 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

哩 ｾＵＴＲ 大阪市南区上本町 Ｔ - 610 昭和ピル 3 F

電話06 (768) 2029直通

2020直通

串581 自宅八尾市山本町南4ー10 - 14 m，j i'i 0729 (22) 3095 

広 谷 景 秋

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

愚 460 名古庖市中区新栄 1 丁目 27/11' 27号広瀬ピル

ｾＱｈ舌 ＰＵＲ (262)  4411 

串， ＴＶＴ 自宅・名古 ｬ 量市千組区内ケ丘 Ｒ 丁目 Ｒ 需 ＸＳｾ 号

11131i 052 (711 )  8010  

福 朝 生田
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島

平

川

平

白

計

電

m

L

V

 

J

e

ロ

旬

L

L

O

O

 

凡

ぽ

耐

鴻
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↓
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凶

悶

町
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団

甲
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H
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H
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3

P

。

骨

串

福 中 定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

串541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7 m結 06( 231) 9648代

串573 白宅 ー枚 方 市 香 里 閣 町26- 68 電話0720( 31) 0549

福 氷 薫

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ 一 代 表 取 締 役 社 長

愚 530 大阪市北区岩井町 2 丁目伯爵地古林ピル 5 陪

電話06( 353) (活51

層 別2 自宅・大阪市南区順鹿町通4- 61沼館06 (251)3102・5189

福 車員 蔵圭

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

株式会社西原衛生工業所大阪庖代表取締役社長 骨5回 大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 - 3 9  ｾＧｉｴ括的 ＨＵＳＸＩＲＹＵ Ｑ 代

骨531 大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号電信06 (458)3531代 愚 558 自宅・大阪市住吉区住吉町242- 22 m結 06( 673) 5120

44 

藤 井
皐

早

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

⑮ 520 大 津 市 本 宮 2 - 2 - 9 1屯話0775( 23) 0119代

⑨ 606 向宅 ・京郎市左京区松ケ崎泉川町23

包括075( 781) 5お3

藤 静 光井

株 式 会 社 大 気 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

居 臼O 大阪市北区中之島3丁目 5ーl 住友中之，( J ，ピル7 F

屯鴻06 (448)  5871代

⑮ 582 自宅・大阪市柏原市組ケ丘ト7- 8 7世話0729 (78) 6491 

藤 井 稔

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 常 務 取 締 役

串530 大 阪 市 北 区 締 悶 阿T 4 7  m結 06 ( 346)  1171 

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

ｾＵＴＰ 大阪市東区両轡田 ｦｬＭＱＳ 電話 ＰＶＨＹＴＲＩ 1461代

藤 稔 恭原

株 式 会 社 藤 原 工 務 庖 代 表 取 締 役

晶 562 箕 面 市 n 而 3 ー 1 - 6 0 包括 0727 (21  )  7268 

愚 562 自 宅 箕 面 市 箕 面 4 - 1 5 - 4 0 電話 0727 (21)  2774 

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工
n立

叫
社 代 表 取 締 役

哩 536 大阪市城東区鴫野西 5 丁目 16- 43 電話06( 961) 4460

( 962) 1288 

骨肉6 自宅 ・大阪市城東区鴫野西 5 丁目 16 - 43

1l! ni'i 06 ( 962)  1862 

布 園 雄袋

東 西 建 築 サ ー ビ ス 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨541 大 阪 市 東 区 備 楓 2 丁 目 48 電話06(202)  3626 

串641 自宅・有l歌山市堀止市ノT 2帯20号 電 話0734 (22) 9382 



謹 賀

名古昔正会n

本 多 正 道

暦 ＶＵＸ 向宅神戸市来灘区御世知 ｔＯｾＡ 本 ＱＵＶＶ

ma舌078( 851) 7ω4

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

串 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  '1lt活06( 444) 1501  

愚 659 自宅. )''r ＧＱｾ 市翠ケ丘町 Ｔ 111' 18-g- '1lt J1i 0797伶2) 2005

松 浦 潤 一 郎

新 年 昭 和 53 年 元旦 (50音順)

松 本

ｾー
ノ、 良B

r.::. 

邑 後 健

松 本 金 物 株 式 会 社 取締役社長

串 543-91 大阪市天王寺区上納鹿町6 電 話06( 779) 1581大代

唖 弱O 自宅・松原市北新町 2 丁目 3 ー 7 電 話0723( 31 )飢58

丸 山 信

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 543 大阪市天王寺区上汐町 6 丁目 351ft!也

ＧＱｬｴ ｾ ＵＰＶ＠ (772)  0165代

骨 543 自 宅 大 阪 市 天 王 寺 区 上 砂 町 6 丁目 35帯 地

包 括06 (772)  0167 

宮 崎 辰 敬

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

ｾＱＰＷ＠ * 京郎港区北背山 3 丁目 5 1i1' 25号

'1lt諸03( 401) 2287 ・6703 ・2426

串 90ト22 出張所 . i中縄県立野潟市大山 l ∞3

包 括09889( 7)2974 ・4077

木

ご三三

J 同 経

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

串 466 名 古 屋 市 昭 和 区 折 戸 町 5 丁目 13 電 話052(751  )3096 

串 466 自宅 ・名古展市昭和区折戸町5 T n1 3

1舌052(751)3096

宮 武 伊 三 郎

株式会社松浦構造設計事務所代表取締役

串 657 神戸市灘区八幡町 4 丁目 9 - 27 六甲ピル エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取締役社長 社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 常 務 理 事

(861) お 似

司nl l 078 (a8iiお02 ⑮ 559 大阪市住之江区東加賀屋 1 - 8 - 1 6 ｾｭＵＰＶ 俗 ＸＵＩ Ｑ ＶＶ Ｑ 代 愚 540 大 阪 市 東 区 京 矯 3 丁 目 70 電 話06 (941  )3651  

松 岡 晃 一 郎 谷
由

ｉｾ 、 義

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 株 式 会 社 三 谷 設 計 代表取締役

骨 556 大 阪 市 浪 速 区 戸 原 町 1183帯 地 包 括 06( 561) 3ω 1 串 ＶＹＴ 島悦恥 大田市久手 ｾ ｔ ｩ 止俗図 ＷＷＷ の Ｑ 也統 ＰＸＵＴＸＨＲＩＸ Ｑ Ｒ Ｑ 代

⑮ 590 自宅 ・緋市1 I l 之 町 東 I r  2  - 9  "1Il :lll 0722 (28) 1411 串 Ｖ ＹＴ 自宅・島恨 ｶ ［ｾ 大 ｬ 王 ｬ 市久 手 町波恨西 ＲＲ Ｕ の Ｒ
司13舌08548( 5) 8320

松 氷 嘉 一 郎

株 式 会 社 梅 彦 代表取締役社長

代表取締役

会 長

専務取締役

大阪支社長

吉

典

長

久
藤

南

斎

斎 久 工 業 株 式 会 社

串 530 大 阪 市 北 区 道 本 町 40 111' t也 包 括06 (312)  6171代 愚日O 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 番 地 111J .!i 06 (443)  5041代

骨 659 自 宅 戸 屋 市 山 手 町 42の 7 司!Jll 0797α2) 4761  愚 661 自宅 ・尼 崎 市 線 口 町 6 - 2 0ー 7 電結06 何21)5136

品“3 自宅・西宮市甲チ閣7 - 17ー 7 - 3131(1J舌0798 (45)  0145 

松 村 慶

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 部 詳 2

唖 530 大阪市北IK侮田 8 新阪急ピル II F背司i J 孟06伊11) 1680 

名替正会員

松 本 作与

第 一 生 命 保 険 相 E 会 社 顧 問 技 師

⑮ l ∞ 東京郎千代田区有楽町 1 - 13ー l 電 話03( 216) 1211 

⑮ 145 自宅・東京郎大田区回国湖布3- 17- 3 m.J;舌ω σ 21) 4723

水 野 喜 一 郎

水 里 子 建 設 株 式 会 社 取 締f支社長

唖 ωo 本社・京1 i ! l 1 n 下京区西七条市部町n 調書地

'1lt J1i 075 (312)0431代

骨 ＵＳＰ 支庖・大阪市北区高 ｾ ｫｬｾｔＶ 帯 Ｒ 月ー 電 信06 (372)7761代

(Bl153-2・l より 1ニ記住所に表示変更)

代表取締役 満 野 久

代表取締役 渡 部 英 彦

株式会社 設 計 事 務 所 ゲ ン プ ラ ン

串 550 大阪市西医土{ 主婦 2 丁目 2 - 13 屯 話06 (443)  8216  

岳 617 自宅・ボ郎府長岡 )jl .' i うぐいす台 146 包 括075(931)  0361  

骨 222 臼セ・俄浜市港区太尾町941 大倉山ハイム 2ー 102

1UJ l l 045 ( 543)  2777 

村 全石

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

串 556 大阪市浪速区幸町 3 丁目 2 置付也 l 電 話06 (561)  220 1  代

⑮ 657 自宅

村 良R上

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 臼O 大阪市北区堂島北町20 勝因ピル本館

電 話06 (344)  6526- 9  

畠 565 自 宅 吹 田 市 千 里 山 西3丁目 7111' 5号 1113孟06 (384)  1∞ 2  

名嘗正会員

村 藤
三E

Eコ野

村 野， 森 建 築 事 務 所

串 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電 話 06(624 )  0926 

串 665 自宅 ・宝塚市消荒神 2 丁目 18- 27 包 括0797 (86)  2559 

.... ‘ー・

主 谷 山 水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 650 神戸市生悶区北長狭通 4 r 自 I 英布l ピル

電 話078 (331  )  0881 

愚 650 自 宅 神戸市生田区山本通 4 丁口 108の37

電 話078(  221)  5050 
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山 敏崎 明

村里f ， 森 建 築 事 務 所 辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

事 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電話 06 (624) 0926 愚 650 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁 目 21 電 話078(321)0655代

骨 665 自宅 宝縁市武n 11山1丁 目10- 8 電 話0797 (72)4461  愚 662 自 宅 ・ 西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電話口798(71 )  9763  

) ¥ 木

J :角

Eタに 山田
E  

Eヨ
次

菱 和 調 温 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役 花 登 造 園 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 おO 大 阪 市 北 区 金 屋 町 l 丁目 17番 地 電 結06 (352)4881 愚 600 京 都 市 下 京 区 大 宮 通 五 条 下 ル 電 話07引341)2246代

品 662 自宅 ー西 宮 市 儲 之 池 町 1 3 - 2 8 電話0798 (74)3819 愚 600 自宅・京都市下京区大宮通五条下ル

電 話075ω41)6980

安
由

I I ! ;、 生井

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役

晶 550 大阪市西区靭本町 1 丁目 9 - 18  t世話06 (448)  2765- 6  

愚 558 自宅・大阪市住吉区長居町 東 6 丁目 24

情 緒06 ( 698)  2422 

安 田 誠

安 田 株 式 会 社 会 長

( 建築金物・アルミ型材製造 )

⑮ 542 大阪市南区末吉嬬通 l 丁目17 電話06( 251) 7091代

薮 本 芳

政 本 一 級 建 築 士 事 務 所

山 田 保

有限会社山田保建築設計事務所代表取締役

晶 730 広島市紙屋町 2 丁目 3 帯 i 号 革 屋 町 ピ Jレ4 階

mn舌0822 (48)  2562代

山 田 恒

ごム

J 口

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 651 神戸市主主合区雲汁ー通 4 下目 7 ｾ干 の Ｘ

電鴻078(232)  1800代

唖 65ト 12 自宅・神戸市 北区山田町上谷上古々山29

包 括078 (581 )2055 

名誉正 会日

山 文 次田

品 640 和 歌 山 市 東 長 町 10丁目 13番 地 電 話0734 (22 )  9930 ⑮ 5ω 大阪市 西区京 町 線1丁 目6 酢8号 泣活06 (443)  8161大代

串 640 自宅・和歌山市班長調T l O丁目 13 電 話0734 (22)9930 串 665 自宅・ 宝塚市南口 1丁 目2-1iI' 2号 m話0797 (72)  2511 

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

薮 本 弦

株 式 会 社 笹 J1 1  組 取 締 役 社 長

晶 520 大 様 市 打 出 浜 13 - 15 電 結0775 (23) 2314  畠 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 電 話06 (252)  1201大代

骨 520- 21 自宅・大i常市潮担問大おl'T2087- 4電 話0775 (45)3966 

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 顧 問

山
五

ロ良R口

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 550 大阪市西区西本町3丁目 1需9号 電 話06 (541 )  5534代

骨 665 自宅・宝塚市雲雀丘1丁目 13番25号 電 話0797(59 )2018
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山 義 fT 田

名替正会員

山 手 研
五

口

愚 180 自宅 東京都武蔵野市中町 2 - 15 - 13

旬開ω2 2 (51) 6265 

山 本 氷

、 &

; Ja.  

ヤマト電気エンジニアリング株式会社 霊締2

唖 日0 大 阪 市 北 区 西 娼 川 町 15 帯 地 電 話06 (364 )  3056代

串 562 自宅・箕面市縦ケ丘 3 丁目 1 3 - 6 電 話0727 (23)5176 

山 本 哲 夫

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 812 稲田l 市 東 区 箱 崎 5 ア目 11 番 93号 電 競092(651 )2931

骨 810 自宅 福岡市中央区築院 2 丁目 11番 4 号

電 話ω 2 (741 )5095 

山 本 ↑専

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 おO 大阪市北区中之島3- 3羽 田 ピ ル 内 包 括06 (:お5)印刷代

串 565 自宅・吹田市総白台4丁目 23番8号 電 話06 (872)9 ω7  

土

口 源 治 郎岡

高砂熱学工業株式会社大阪支底 支援聖書2

骨日O 大阪 市 北区芝田町55番地北阪急ピルマ世話06 (372)  2511 

愚 民O 自宅・豊中市上野西2- 20- 36- 302電 話06 (849)  6491 

名誉正会n

士

口田 光 太 郎

株 式 会 社 藤 倉 工 務 庖 顧 問

串 1∞ 点 京 郎 千 代 田区 丸の内 1- 4- 5 永幾ピ J レ新館532

電 話03 (211)  4601 

串 156 自宅・東京郎世田谷区桜丘2ー 7 - 18 電話03 (420)  64 76 

米 倉 夫
屋皇

5 望.

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理事長

居 113 東京都文京区本駒込6丁目 151昏7号 電 話03 (945)2311代

蓮 イ弗
7  

株 式 会 社 京 都 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 6ぴ1 京都市中京区三条柳時湖東入 電 話075(211 )  7277代

愚 611 自宅・ 宇治市街陵町 2丁目 1 - 4 電話0774 (23)  2172 
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和 田 真

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

串 530 大 阪 市 北 区 悔 ケ 伎 町 1 7 5 電 話06 (363)4051  

串 659 自宅 ・芦 島 市 公 光 町 3 番 8 電 話0797 (22)  3282 

名誉正会民

若林 繁
士

口

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 会 長

串 詠1 摂湾市東日IJ 府 3 丁目 7 l11' 8 号 電 話06 (349)9193 - 5  

骨 605 自宅・京都市東山区消水2丁目 232 包 括075 (561  )6283  

若 山繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 専務取締役

串 531 大阪市大淀区本庄東2丁目3番41号 電 話 06 (375)6∞o  

哩661 自宅 ・兵庫県尼崎市武庫之荘2丁目 25番11号

'll! s舌06 (436)1381  

鷲 尾 健

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校

晶 674 明 石 市 魚 住 町 西 岡 6 7 9 包 括07894(7)  1151  

渡 漫 勇

中央ピルデインス土地コンサルタン ト 議 議 註

串 164 東京邸中野区 中央 4 - 6 - 12- 105 t世話03( 384)4810

串 465 自宅 ・名古 屋市 名点区神 丘 町2- 48- 3包 括052(701)  4203 

渡 辺 恵、

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社 取締役会長

串 540 大阪市東区両静町 1 ー 12日 生 ピ ル 電 話06 (943)  6571代

唖 560 自宅・豊中市緑丘 3 丁目 21"1件 8 号 'll! 3舌06 (856)0983  

ご三三

J 円 田 文 氷

追 補

株式会社 梓 設 計 代表取締役社長

居 141 東京都品川区西五反田 2 - 27 - 3  電 話03( 492)3591

⑮ 164 自宅 ・東京都中野区中野 5 - 37- 23 電結03(387) 1539
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昭和52年度・第 6 回若い会員の集い

丹波路を行く・……

栗拾いと城下町篠山散策

レ ポ ー ト

10月1 日凶、若い会員の集いが企画した『丹波

路を行く…・・・( 栗拾いと城下町篠山散策)J のもと

に40名が集い、一路篠山町に向かつて出発した。

参加者は女性週刊誌に掲載されるようなタイトル

のせいか女性が3 0 %と非常に多く、また、年齢的

にも幅広い人々で織成されており、なごやかな雰

囲気をかもしだしていた 。

篠山町 に向かうパスの中で、当日の講師を願っ

た多消l敏樹神戸大学助教授に、篠山町の歴史的な

位置づけ、町並、丹波焼などについて予備知識的

なお話、日本建築協会事務局にで作成した資料説

明を受け、まだ見ぬ篠山町への期待に、 一層、胸

をふくらました。

そうこうするうちに、篠山町 ・新荘菜園に到者

し、栗ひろいが始まった。菜園の入口でおばさん

に、ふくろ、かごなど入れ物を手渡され、小高い

山の栗林へと散っていった 。丹波栗の名前にたが

わず、大きくみごとな栗を童心に かえってひろい

集めた 。 イガのついた栗がめずらしく、帰りのお

土産として人気があった 。 また、栗林の中で、秋

晴れの木もれ日にかこまれ、粟ごはんに舌つづみ

をうち、秋の味覚を満喫し、これからまわる武家

屋敷、篠山械のことなどをほうふつさせると、『予

は満足じゃ』と感じる人が多かったと思う 。

つぎに、篠山城の見学を行ったが、説明者の篠

山町教育委員会・中山正二氏より、篠山械の戦略

的な意味、城としての格式などを聞くと、田舎の

代名詞的な『丹波篠山』 が、いかに重要であ った

かと再認識させられた。

続いて、武家屋敷( 西尾氏家) ・武家屋敷町並

( 西新町) ・商家町並( 河原町) などを訪れたが、

安入の手法、保存の状態の良さ、意識の高さなど

に興味深かった 。 また 、今井町、 有松町、 寺内町、

桜井、その他の宿場町などに比べても一歩もひけ

をとらず、むしろ 、最もよく保存さ れて おり、規

模、おもしろさ、についても最高の部類に属する

ように忠、われた 。

引き続き、近年、ブームとなっている丹波燐の

深みある色合と肌を求めて、丹波古陶館を訪れた 。

そこには、長年の問、生活用品としてみがきぬか

れた焼物がならび、他の焼物には見られない、土

の力強さが感じられた 。

自由行動となり、篠山の町の中へと出かけたが、

地元の土産に人気があり、パスへ集合したときに

は、それぞれ手にその成果をたずさえていた 。

秋附れのさわやかな 一日を送 り、大阪へ向かう

車中では、疲れが出たのか眠る人が多かったが、

なせ. か満足そうな寝顔に見えたのは、担当委員の

ひいき目かとも思えた 。参加者の皆さんのおかげ

で無事一 日のスケジュールを楽しくすごせたこと

を感謝します。 レポ一世・田中勝 ((側鴻池組)
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篠 山 町 見 学 に つ い て の 感 想 滅びの美しさ

谷 口 美 樹 子 留奥 隆

全般についての、私の事務所からの出席者の絶 東京から大阪へ転勤になり 3 週間ほどたったあ

対的感想としでは、とにかく強行軍であ ったとい る目、職場の同僚がこの見学会を私に知ら せてく

うこと 。

企画そのものとしては、篠山町一帯の自然およ

び街並みとい ったものを十分に満喫し得るべきも

のではあったが、予備知識をほとんどもっていな

い者にとっては、歴史的、風土、建築のより広範

な説明を必要とした 。 その結果として、決定的な

時間不足だけではなく、折角の対象物を前にして、

通り一辺の印象( 個人差は勿論あるが) しか持ち

得なかったことは、多少残念であった。

しかし、徒土問了、河原町で普ながらの建築物の

中で、今でも厳然と日常的生活が行われ、歴史的

な街の有り様はさまざまに変化しているにもかか

わらず、規模の拡大も破壊も( 旅行者の自に写る

限りにおいてではあるが) 行われていないという、

害IJ に当たり前であるようで実は非常に難しいこと

が、この街においては行われてきたということは、

感激的なことだと思えた 。し かし、多分内部に存

在する問題点は、かなり深刻ではないかという気

がする 。城下町 という非常に封建的な街造りの中

で、住まい手にとっての意識は排除され、画一的

枠内に封じ込められた。 これは一方においては、

統ーのとれた街並みであるとか、階級的差異に基

づく区画の変化など、結果として美的ではある 。

しかし、形態的に美的であることと住まいやすさ

は、必ずしも相関する訳でもないし、現在の住ま

い手がいかなる意識を持ちつつ暮らしているかは、

私達には到底想像できることではない。

今後の問題として、現存する建築群も必ずや崩

綾する運命の中で、崩竣をまぬがれさせる手立て

を講じているのか、あるいは、進化する必然性の

中でいかに良い方向に導いていこうと何らかの努

力がなされているのか、そうい った報告を私達は

聞きたいと思 ったし、そうでなくては、単に歴史

的に災害を逃れ続けてきた幸運な一例としての篠

山町の見学ということにだけで終始してしまうの

ではないかと思う 。

di scussi on の1時間をも っと多くとり、全国中で

大きな問題である保存を皆で考えることができれ

ば、さらに有意義であ ったことだろうと思う 。

粟ひろい、立杭い見学は少し欲ばりすぎた気が

する 。 (A tel i er Toref oi l )  

篠山の武家屋敷町( 西新町) を見る

れた 。東京で生まれ育った私にとって、 関西にお

いては出かける所のほとんどすべてが『生まれて

初めて行く所』 であり、 『人生の本質は経験にあ

り』の私の信条からすれば実に喜ばしい生活をし

ているわけで、当然この見学にも信条に従い参加

を希望した 。

パスに揺られることおよそ 2 時間。通りは必ず

突き当たる城下町 ・篠山の町並みを通り抜け 、ま

ずは菜園へ。山の幸をこの手で集めるのは狩猟、

魚釣りなどと同様、 何か人閣の本能的なものを刺

激される 。

栗林で食す栗弁当も結構で、した 。栗林 から出る

と外はH玄しい秋晴れの丹波盆地。若い人から年を

召された方までがひとつ事に集まるこのような会

があること、そしてその中に自分も入っているこ

とに、私はほのぼのとしたものを感じた 。

篠山町内の歴史的建造物は中山氏に案内してい

ただいたが、氏の言葉には篠山の町を本当に愛す

るものの気迫があり、嬉しかった 。絡かなたたず

まいの石垣と堀、城跡はなせ. か人を感慨深くする 。

それは撃やかだった昔とすべてが失われた 現在 ま

での長い l待の流れと、そのときはすべてを変えて

しま ったこと、それでありながら結lfhのように組

み上げられた石垣の、その冷たい石の一つひとつ

に今も純る藩主、棟梁、石工らの熱い心意気、そ

れらが一線りとなり、見る者の心を打つのではな

かろうか。し かしこの町はなぜこんなに明るい広

がりがあるのだろう 。 それは恐らく、かつてはこ

の町に厳然として存在し、人々の心、生活を支配

し続けてきた『権力』 が消滅し、この町が人間本

来の心とともにあるべき姿に変化 してきたからだ

ろう 。城跡とそれを囲む武家屋敷、商家、そこで

解かに住み続けてきた人々、この町はそれらが実

に良〈調和している 。 こわれかけた土堺、風雨に

さらされ年輸の浮き出た柱は他から子渉されるこ

とのない伝統に根付いた生活を感じさせ、それは

また気性の激しい武士が歳をとり好々爺となり果

てたような親しみを覚えさせるものであった。私

が最も気に入 ったのは、この町の古いものが無漫

に保存されたのではなく、それでありながらかな

り多数の昔の人の心 を感じさせるものが残ってい

ることである 。 もしこの町が町当局の方策などで

なるべくこのままの姿で保存されるならば、それ

は喜ばしいことに違いないが、同時にそれはこの

町本来の生命、美し さを奪う結果になりはすまい

かと危倶の念を抱く 。 それはこの町の持つ美しさ

の板元は『滅びの美しさ』にあると私は思うから

である 。 (日本住宅公団関西支社)

日 時 昭 和52年 10月 1 日凶 集 合8 :40→解 散18: 40

m 飾 多湖敏樹氏( 神戸大学助教授)

ゲスト 中山正二氏 (篠山町教育蚕員会)

参 加 者 40名

行 程 11 ∞一12 ∞ (菓拾い・新荘菓掴)

13: 00- 16: 00 篠山減跡、酉新町、河原町 、

丹 波 古 陶 館 見 学

16:  30→ 17 ∞ 立 杭 焼 見 学

18: 40 大 阪 着 ・解 散
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建 築 基 準 法 に基 づ く 建 築 許 可 J 認 可 、承 認 申請

大阪lfl で取り扱 っている建築許可、認可、承認申 訟行為で、機認できる途が/ l f lかれた 。

諸について 、その内容等の一覧表を作 ったので参 2  ) 総合設計制度 (法59条の 2 令 136条)

第 2 種 住 居 専 用 地 域 内

における用途制限

今回の建築基準法の改正により第 2 稜住居専用地

考にされたい b なお今|百|の建築基準法の改正 ( II (l

利 52{I' . j j 月 ] 卜|施行 ) により、 一部粂文の改正が

あり、承認事項の新設があ ったので記しておく 。

総合設計に つ いては、従来第52条、第55条、第56 域内 における建築物および工作物( 建築物に附属

粂の各条に例外許吋規定と して 定め られていたが、 する自動車工!1!ilI ) の用途制限が厳しくな ったので、

法改正により、，，""¥59条の 2 とし て規定・のI ，f ，約技術 制限対象となる建築物等についての用途制限早見

1  ) 第一種住居専用地域内における建築物の高さ

の制限の緩和 (法55条第 2 J 頁3 号)

が、はかられた。 なお辿築物の数地が、存総司久 表を- tIM占しておく 。 また特定の場所に建築する公

主 ｬＡ ペ イギ等の ｭ ｬｬ ｾｬｾ の災な る 区域の内外にわた る 助 衆便所については 、今凪の改正で第 1 極 住居専用

第一種住居専用地域内における建築物で、周辺の

低層住宅地に対して、 11!! ( 1 、通風等に支附がない

ものの 、建築を許可手続を経ずに特定行政庁のポ

イ＿の措置が改正されたこ と により、総合設 ｬ ｩＧｉＮｾｴｬ 可 地域内でも建築できることとな ったので併せて掲

準J ! l lに|刻 する技術基準の改正については近々 通迷 Jましておく 。

カ"LHる予定である 。

1  ) 建築物

建築許可、認可、承認申請一覧表

rt( 長fi )JrJ 該 当 条 主 内
町イト一 (rjif ド;

道 路 内 の 建 築 制 限 J午 "1

i1， ;r; ＴＴ 条 ｾＧｩ 1  r!( アーケード J: 笠通路、道路』:11部j ドなどの道路戸、l 7 ーケード' .i1l *1¥協議会

とだ し ｉ ｉ ｾ に おけ る姥 築 制 限の緩. f ll えs築市fif 会

立l ! 築物Jの壁も しくは 、 これ に代 わる討、 2 メー

ょ:!TT
在R 樋

ム の 部分 ｉ ｾ t:ゴける条件

LI It 

，11. J}1. 

公 衆 i出 所 ム
。近隣に臼i ft する主; のヰ11

JTJ 'jι 公!日目 ｻ ＮＺ ｊｾｻｩ るものは可

壁 画 線 に よ る 建 築 ，汁可 i1; ｾ￬＠ 47条 た ど l "  トルを必 える 駒! のl迂而線を. wえる 主l ! 築行為の;t; IJ 主l ! 築市 ti 会

制 限
町4の綴. f ll

税務提、事事祭こ ｍ 、 ｉ ｾｉ 辿
×  ι  

5 附以 l にあるものは

所、消防箸 不可

用 途 地 域

Jt 百I

i1， :i'; 48条: i ' ; 1  r(( - お 1H! fU' i t早川地域~ 工業 ザrf.l llJ 血J;Je内の主l! 築物 公; り・ 公聴 会

(工作物含む) ;r; 8  rJ( た だ し汗 の II I i 圭; 制限の緩剥l ill 築'Wl ff 会
d : 延 べ i(i i mが500m'

特 殊 用 途 の 建 築 物

J午 百I 1"1; ｾ￬＠ Ｕ Ｑ 条た どし ｉ ｉ ｾ
［ｆ ｊｊ 光 ｲｬ ｩ Ｎｬ 品、 と ＱｴｾｊＺ 品、 汚 物処 ｦ 哩 ｊｌＡ などの特殊建築 剖Srli ，il11lij 地 } j

( 工作物含む) 物 の 主 ｉＡ 築 Ｈ 築造 Ｉ 位置 の 市 ｉｊｾｎ の緩 和 ?辞J聴会

U F の もの は可

到 {史 d  d邑
企 500m' 以! ーかつ 5

階以上にある も

法 第 52 ［ 長 ｾ￬ 3  rn 間Sr! i，il1周辺路 をliir ITi I道路 とみなし ;t; IJ 限の緩. f ll

の は不可

ｾ ーヨ 、 p  積 率 J干 百I
主主築物件lで機械室主 と' の :lflJft が 片しく 大 きい均 ｩｬｬ 築 Ｇ ｗｩｾ 空 会

il， ｾ￬＠ 52 条 第 4 r(i 介、ま たは ｩｩｸｊ 也 の 周閲 に ｾｊ 也 を イ ｩ している 建築

俗物館、飲食版、 マー 3 階以 ! にある もの 、

ケ ｹ ト 、物品版光業 ｉ ， ｬｾ また は床 l師般の 合 計 が

物 の ［ｪ ｩｉｊｾｎ の 緩 ￆＱＱ 由I i 、小売市場、百貨問 ×  6  1，500 m' 以上のも の は

il， W. 55 条! i ' ; 2  J(i jjxJ 血の周 囲 に11; ぃ公園、 広場、) . 1i l ' i ¥などの:1' J也
事務所、銀行、 lt 会場 不可

第 1種住居専用地主主
ｾＱ＠ 1  ｽ］ ｾ＠ を イ ｉ す る ｩｬｬ 築物 の 市 ｉｊｾＩｾ の 緩和

3午 百I ill 築術TIf会
の絶対高制限

i1， li'; 55 条: i ' ; 2  r(i ＨＺｉ ｾその ｻ也 の 辿築物 で あ って 、 その ＱＱＱ Ｉ 主 により

第 2 号 ili 築物の制限 を緩 和

般 の合w

制再 I はill てられる もの。 X : は建 てら れないも の。

6  は条件 1・Iで主主 てら れ るもの。

i1  ;r; 59 条 第 1 m 学校、 ｾＧ ｾＱ 号、卸売 ｲｬ￮ 駄 の公 益 ｬ Ｇ 必要な述築物 に
ｾＱ＠ 3  :.} つ いて姥 ベイ率、容積率を緩和

高 度 利 用 地 区 J午 可 也築'品代会

i1， ｾ￬＠ 59 条; r ; 4  r(i 
:JJ xJ 也l勾の道 路 に接 して イI効 ♀:1' J也が佐 保 されて

い るものについて道路斜線制限 を緩和

2  ) 工作物 (建築物に附属する自動車車庫)

A  A  > 300伽f 3000rrl ｾ こ ａ > IOOrrl 

敷地内 にセJ也 ( 政令) をイi l 、敷地l印刷の規絞

総 合 設 計 制 度 J午 "1 i1;i.i i59条の 2 第 I r!( が政令 で定 める もの以 l について 存品1' 1; 、絶対 ili 築滞在会

品、斜線［ｴ［ ｉｊｾｎ を緩和

1' 1  yQl' lI 市W ( [ 作物)

S  > 1500m'  s >  J. A  

の築 造 師 以 ( s ) 2  

高度地区の高さ制限 J午 "1

市町村都市計画市 ｪｾ 立地 ｬ 互 Ｈ，ｪ ｓ ｲ ｬ ￮ ， ￬ｦＱ Ｑ ｉｩ ｪ ， ［ＧＺｪｬｪｕ 也区 に お いて 定 められた ｊＺＧｾ Ｏ ｦｩＮＡ 也ｊｩ＼ Ｎ
主l ! 架帯 j可:会

ｬｊｬ定 ｉ ｉ ｾ によ るたど し ， ｉ ｾ 斜 線;nrJ 即日の緩和

ｾＱ＠ 2 樋 fl: J，正

×  ×  

IFJ I血 土曜

i1， ｾ，［＠ 85 条 第 3 r!( 
応急仮設建築物を 3 カ I1 を必 λ て 作品t しようと

す るものの法の適 mの ー日JI 免除

仮 設 建 築 物 ，t' f 可

J市 'ま S  :  50m'以 ドのものを除 く

i1、第 85 条: i ' ; 4  ri j  

仮， Ｚ ｾＡｍＡ行場、博覧会、仮設出荷ｉ￬ ｾどの 辿築物 の

il，の迎 HJ の一日11免除

fiJ ii (!; S  :  15m' X 星t. !II台数

災 害 危 険 区 域 内 の
大阪府建築条基準法地 ｾＱ Ｑ 絹地ｼメ内 の 居住 の ｮｊ に ｦｊ ｜ Ｍ ｪ Ｇ る ｜ｊＡ築物 の 主ｬＡ築

居住用建築物 J午 lir 行条例! i ' ; 4 たど し 然 ＱＱＺ の ｭｉｊｾｎ の緩和
・I}

A  :  1口1 tl : 地内の主l! 築物の延 べ[而

m一 向動 'P.'I ;_J jll (建 築 物) の

( 一般 ) ｦｴｬＨ の ｦ ＮＮｩＱ ｊ 克また は 商Ａ占 ｩ Ｚｴ ￭ としての 利似 を ＱＺ Ｍ ， Ｇ［Ｑ Ｎ正 ｉｾ
延 べ i(ril点

法第 Ｗ Ｐ 条 ｾＧｩ 1  r! (  維持I円i 1主す るため に住民主 どの総 立で，i:.t ける ノ-、、 ;1;. 

法 ｾ ￬Ｗ Ｖ 条の Ｓ ｾ日 Ｒ rt (  
縦 覧公聴 会

建 築 協 定 許 可 ( 変更 ) J!d. ｮｦ された協定 ｬ 判手 ｆ の Ｍ ＧｴｲＡｩ 変ｾ
認可後縦覧

法 第 74 条 第 1 f!i 

(庇止)
建 築W，定 のlilJI ノ島、、 ;，;. 

法 第 76 条 第 I r!j 

第 1種住居専用地域 法 第 55 条<i ' ; 2  rn 

jj j( j 也内 に空 地 (政令 ) を有 し、 j!xJ 也l( iit J' tの縦模 が

内の絶対高制限

;f.¥ ;Pd.  

:i'; 3 号

政 令 で定 めるものU J につ いて制 限の緩和 f!i 主

高架の工作物内に設

i f.< ｾＶ＠ 法 ｾＱ 57 条 第 1 f'(i 

尚部jの工 11 物 l刈に設 ける主l ! 築物 ( ヂワー ，lE掠! 欽

ける建築物 i且) 1ニ対するおき制限の緩和

法 第 86 条 第 I rri

件j途上可分のIUl 係 にある 2 以 ! の建 築 物 につい

一団地の総合的設計 1ft.. W.  

お よ び 第 3 r!( 
て 、これ らの建 築 物の数地を ーと み 寺して 法の

適 111 を行 う

道 路 斜 線 承 認

路行令第 131粂の 2 同 ｬｲｈ ， ｩ ＡＢｩ国道路を前面道路 と み なして 市 ｉｊ ｾ ｎ の 緩手 ＱＱ

:i'; 2ft( 

(大阪府建築部建築指導課 山 国 為 行)

出築と社会/1978'ド1 ｾｾ［ｽ＠ 4 9  
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アルミニウム合金製プール

.  概 要

学 校 教 育 を 支 え る 三 本 柱 のー っ と して 、 生 徒 、 児

蛍 の 体 育 を 向上 さ せ る た め 、 文 部 省 は 来 年 度 より

5 カ 年 計 画 で 公 立 小 、 中 、 高 等学 校 の 全 部 に 、 プ

- ) レを 設 置 す る と い う 計 画 を 策 定 した 。 現 在の 設

置 状 況 は 、 公立 小 学 校 14 ，0 7 3校 に 対 し設 置率 57 ，S

% 、 公立 中 学 校 で 5 ，093 校 に対 し設 置率 50 ，5 % 、

公 立 高 等学 校 1 ，78 5 校 に 対 し 設 設 $ 47 ，8 % と 全体

の 半 数 前 後 が 未 設 置 で あ る 。

大 阪 府 で も 高 等学 校 の 新 設 に あ た っ て は 必ず プ -

J レを 設 置 して い る が 、 最 近 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金製

プ ー ル ( 以 下 ア ル ミ プ ー J レ) も 採 用 して い る。 こ

こ で は、 ア ル ミ プ ー ル を 紹 介 す る 。

・ 特 長

プ ー J レ は 大 別 す る と ア j レミ プ ー ル 、 鉄 筋 コ ン ク リ

ー トプ ー ル 、 鋼製 プ ー ル な ど で あ る 。 従 来 プ ル

と い え ば、 コ ン ク リ ー トプ ー ル で あ っ た が 、 昭 和

4 0年 よ り 銅 製 プ ー ル 、 昭 和 47年 ぷ り ア ル ミ プ ー Jレ

が 、 そ れ ぞ れ 企 業 化 さ れ 、 近 年 、 ア ル ミ プ ー ル の

急 速 な 普 及 に は 目 を 見 張 る も の が あ る 。

ア ル ミ プー ル は 、 コ ン ク リ ー ト プ ー ル の ひ び曹Ij れ

に よ る漏 水 問題 、 銅 製 プ ー J レの 赤 さ ぴ 発 生 に よ る

維 持 管 理 上 の 問 題 な ど を 解 決 した 理 想 的 な プ ー ル

で あ るa

ア ル ミ プー ル の 特 長 は 次 の と お り で あ る 。

( 1 )  強 度 と耐 食 性 と に優 れ た ア J レミ合 金 を 使 用 し

た 全 溶接 構 造 の た め 、 ひ び 創 れ 、 漏 水 、 腐 食 な ど

の 心 配 も な く 、 耐 久 性 が あ る。

( 2 )  ア ル ミ合 金 の 大 型押 出型 材 を 使 用 し て い るの

で、 上縁昔日が機 能 的 に 優 れ て い る と と も に 、 外 観

が 美 し い 。

( 3 ) 施 工 時 期 は 季 節 的 な 制 約 を 受 け る こ と な く 、

現 場 施工 の工 期 を 大 幅 に 短 縮で きる 。

(4 )  表 面 が 滑 ら か で 、 ご み が付 着 しにくく、 消 婦

が 簡 単 で 、 美 し い 色 彩 で 長 期 間 使 用 で き る こ と か

ら維 持 管 理 貨 が か か ら な い 。

・ 使 用 材 料

ア ル ミ プ ー j レ は 、 側 板 、 底 板 、 各 部 品 ( スタ ー ト

台、 排 水 ま す 、 源 水 給 水 管 、 循 環 給 水 ノ ズ j レなど)

- 構 造手ヨ よ ぴ 施 工

ア ル ミ プ ー ル の 榊 造 は 、 fWJ 板 と 底板 と に 分 け る こ

と が で き る 。 側 板 は 、 水圧 、 土 庄 、 プ- ) レサイド

の 群 集荷 重 な ど の 外 力 と オ ー バ ー フ ロ 一 本 の 排 水

み ぞ 、 侃1策給 水 ノ ズ ル な ど の機 能 と を 考ぼ した 断

面 形状 で ， そ の 一 例 を 〈図 1  > に 示 す 。 配 管 分

向 ｦ ￊｾ は 循環 給ノ ｫ 管を プー ｊ レ本 体 Ｈ {!lI J板 ) と 分間I主し

た も の で 、 配管 内 政型 は 、循 環 給 ノk 管 を プ ー J レ本

体 に 一体 化 した も の で あ り 、 プ - ) レ サ イ ド の榊 造 、

施 工 方 法 な ど に よ っ て そ の 型 式 を 選 定 す る 。

底 板 は 、 サ ン ド 7 -:; トの 上 に ;j主主並べ た 定 尺 寸 法

の 7 ) レミ 合 金板 を相 互 に 1ll: ね 合 わ せ 溶後 した榊 造

で あ る 。

〈図 1 ) 穣 準 断面 図

配管分敵型

ア ル ミ プ - ) レの胞 工 は 、工 場 製作、 説 I也 据 付工 事、

塗 装工 事 な どに 分れる 。 工Ｎ￞ ｊｾｾ 製作 では 、長 さ Ｕｭ

前 後 の fJ!l H，反 パ 平 J レおよび告1I品 類 を つ くる 。 現 地 熔

付 工 事 で は {WJ板 パ ネ ル を J 師躍 に ア ン カ ー ボ ル トま

た は ホ J レイ ン ア ン カ ー な ど で 定 者 し 、 ノマ庁、j レ宇目

互 を テ ィ グ ( T IG = T a n gs te n  l ne 川 一 G as

s hi e l d a r c  w e ld in g ) 法 で 溶桜 接合 す る 。ま た 底

』反は ミグ ( M l G  = M e l al  l ne l ' l  - G as  s hi e ld  

a r c  w e l di ng ) 法 で ラ y プ す み 肉 溶後 で 接 合 す る。

塗 装 工 事 は 、 防食、 美 術2、 安全、 術 生 、 機 能 な ど

の 目 的 で 行 う 。 プー ル の 内 商 は 、 紫土也tJ ，1司皇室後、 下

塗 り 、 中 塗り、 」ニ皇室りの 3 巨l塗 り で 、 エ ポ キ シ 系

樹 脂の プ ー J レ用 特 株 主主料 を 使 用 す る 。 さ ら に 、 プ

ー ル サ イ ド l二百 に は ノ ン ス リ y プ 塗 装 を 行 い 、 コ

ー ス ラ イ ン 、 中央 ラ イ ン 、 5 m ラ イ ン 、 コ ー ス 番

号 、 ノ1<; 采な ど を 表 示 す る 。 ア j レミ合 金 が 土 砂 、 コ

ン ク リー トな ど に J妾す る プ ー ル の 京 商 は 、耳u也訴]

主主後、 れ き77 主主料 ( タ- ) レエ ポ キ シ指tnfi 塗 料 ) を

1 回 塗 り す る。

.  言語十、施工 上の 注 意 事 項

( 1)  公 認 プ ー J レを築造 す る 以 合、 r  114 < 本泳 連 盟

競技規程イ寸JlIJ競 泳 プ ー J レ公認、規 jjl Jj ( Ht 団 法 人 円

本 水 泳i曜日目) に 悲つ い て 設 in、 J!t!i ょ す る 。

(2 )  プ ー ル J量出 土劫 所の 地 下 水f立を 仰 秘 し て プ ー ル

本 体 の 紋 下 回 ( 俳 ノドま す l塚 市 ) を 地 F 水 位 よ りも

約 5 0cmr:' ，'j くす る 。 こ れ は 、 プ ー ルノドの 俳 ノ') <11寺に 生

ず る J平き と り を 防 止 す る た め で あ る 。

(3 )  2 5 m プ ー ル の 場 合 、 長さの日午蒋差 5 - - 20mrn、

オ ー バ ー フ ロ の 天品 ｍ お さ の 日 ， ｾｦ ｴ｜ＺＮＩ，Ｇ ｾ ｬｏ ｭｭ に おさ め

る よ う に J!t!i _[ -j る。 ( U 本 木 泳 辿 叩 市 'J 定 小 中 常 校

傑 準 プ - )レ脱 定 に よ る )

・ 各 種 プ ー ル の比 較

ア ル ミ プ ー ル 、 コン クリ ー トフ ー ル お よ び鋼 製 プ

ー ル の 比 較 を 〈ぷ - 2  > に示寸 。

・ む す び

以 上 ア ル ミフ- ) レの 特 性 を制 介 し ま し た が、 総 資

的 に は "生;0'. す る 地 般 に も 関 係 す る が、 多 少 ;I，IJ，，' ;; の

よ うで あ る 。 持 しく は ド 記 の 各 社 に お 1::] 合 h せ F

さ し、。

と も 、 す べ て ア ル ミ 合金 製 で あ る。 配管内蔵型
建 材 副 委 員 長/ 牧 田顕 治 ( 大阪II，f辿 築: ¥11'1.". '総長 )

使 用 す る材 料 は 、 J 1  S 規 椅 品 で 、 あ、も な材 質 は 〈表 2 ) 各 種 プール の比 較

A  5052 、 A 6063 な ど で あ る。

各 合 金 の 特 性 は 次 の と おり で あ る 。

( 1 )  A  5052 

A . e一 M g 系 合 金で 、 少 止の C r を 添加 して 、 中

程 度 の 強 度 を も た せ た も の で 、而'1海水性、耐食性、

成 形 加工 性 、 溶f妾 性 がよ い 。

(2 )  A  6063 

通 常 の A .e にM g 、 引 を少 虫 添 加 した A .e - M g

一 日 系 合金 で 、 押 出 性 が 非 常 によく 、被新( ，な 断

面 形 状の 型 材 が 容 易 に で き る 。

代 表 的 な ア ル ミ 合金 の 機 械 的 性質 を く表 ー 1 > に

示 す 。

〈表 ー 1 > 機 械 的 性質

株式会社 神 戸 製 鋼 所

耐 宜 性

耐 久 性

エ 期

主量装

補 修

維 持

管理 清 掃

外 観

股 置 場 所

耐 震 性

本社 干100 東京都千代閉区丸の内 I T 目 ( 鉄鋼 ピル ) l '  E  L  03- 218- 6117  

宜社 干臼l 大阪市東区備後町 5 丁目 1 ( 御堂筋 ピル ) l '  E  L  06- 206- 6161  

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

。

。

。

。

。

。

。

。

支lJi : 干臼O 大 阪 市 北 区 和11 UJI 町 1 2  - 1  (湘'1Il ピル) T  E  L  06- 364- 1071  

主応 干103 東京都中央区日本紙 2 丁目 81昨2 号 ( 附浜銀行ピル ) T E L 口3- 272- 4471

日本 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業 株 式 会 社

本社別館 干532 大阪市淀川区三国本町 3 丁目9 需39号 T E  L  06- 391一∞21

支 社 干 101 東京都1千代田区内神田 1 丁目9 需 13 T  E  L  03- 292- 2211  

5 0  地 築と社会/ 1978年 1 円号

アル ミプ ル コ ン ク リ ー ト プ ー ル 銅 製 プ ル

さびない ， 仁 全くさび企 い。 ×  さぴ幼〈、 斗立さびると 述鎖的 に魂

さひ' が浮く 。

ひび時'J れし♀ " . ×  舵 燥 収 縮 不等対: ド音 どによってひ £三与 ひび削れ しな t、。 磁l面的防宜菌性詩的

ぴi別れ する。 fl j : 設技 が不可能で" る。

25mプー ルで約45 1，111:1 ×  75l l l lll A  キヲ50 1-1 1111

自削l離; 刊のみ部分liII 施が可能寺こと。 A  アルミと 同様であるが、やはり JAr(ri ×  部分制離 した場合でも全，fll 塗り作ぇ

4 - 5 年に l @躍度 ! コー トの強技 のあらさ ｉ［ｕ ｾ Ｑｴ ｾ＠ ｾ、 。 耐アルカ ＧＩ ｍ が必1('で、 特rc 3 コート 限度の納陣

で常時英国tがf* てる。 自主伎でも納l離現政σ) 'lt' l);l がよである。 望盤強 が島聾 とな η 経 1悦がかさむ，

点 ffli が滑らかであり、水垢、秘的f，t x  1  }i r(rI が此いた め、前仰にH IIがかか A  アルミとほ Ｑ Ｚｦ ＱＮＮＱ ｬＺてＧあるが、菌 性 ｮｾ を

庁も少(t いためげI仰が簡単である 。 。。 {話つけるへアピン企どの除 i ‘ lよ常に

}t を両日る必要 がある。

非常に去しく先鋭が長もちする 。 A  持i且 ×  11¥柴 l り11.¥はJi しいが 赤さびのた

時、 はん 内ができる 。

l'lmが約 6 10n でJ也耐力が3ton ! m x  1，'1'[(が200-- 300 10n になり J也耐 ) J が A  1'1  iR カ:30 10n II I/後で、J也t面，1)J が

で も ｊ ＮＲＺ ｩ 世 可 ｦ￬ ｾ 。 10 10n  1 m' !.:.! l: 必1匹。 5  ton  /  n{  ｬＮＧｬ 卜必ｾ 。

fII lび、 弾相 変形な どがよきく、 他的 ×  変形し幸 いので1(1裂が弛'1ミ寸る。 凸 (111 ぴ、 州内変形 Q どはアルミプル

プー ルに比べて 耐誕閉 がある 。 に比べて小さい。

ニ 菱 金 属E株 式 会 社

支出 . 干 105 W:: J.品目11; 占lli，浜松町 2 1 目4 - 1  (f止w貿訪セノターピル ) T  E  L  03 - 435- 4627 

支時 〒530 大 阪 市 北 区堂 島 浜 通 1 - 2  5  - 1  (斬大ピル ) l'  E  L  06- 345 - 144 1  

山 邦 鉄 工 株 式 会 社

本 社 干剖5 附?J f di } i  城区 Ic矢部町2212- 8 T E し 制5- 81 1- 1001

営業所 〒剖l J;. 阪市! l ! 区瓦町 2 1 目6 4 昨J也1' E L 師 208- 3137 
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ニュース原縞をお送りください。

国 立 民 族 学 博 物 館 オ ー プ ン
あ り 、 居 な が ら に し て 世 界 の 諸 民 族 の 文化 や 生 活 様 山 総 合 体 育 館 臼 建 設 計 大 阪 市 身 体 障 害 者

に 接 す る こ と が で き る 。 テ ー プ は 現 在 300 本 、 将 ス ポ ー ツ セ ン タ 林 ・ 山 田 ・ 中 原 設 計 間 人 ー

“ 小 さ な 地 球 " 国 立 民 族 学 博 物 館 ( 梅 料1忠、失館長)

が 11 月 17 日 オ ー プ ン し た 。 同 館 は 万 国 博 記 念 公園

内 ( 大 阪 府 吹 田 市 ) の「太 陽 の 熔 」 の 北 側IJ にあり、 S

R  C  ( 高 層 部 ) + R C  ( 低 用 部 ) で 地 上 4 階 、 塔

屋 3 階 の k見綴。 設 計 は 黒川 紀主主 建 築 ・ 郁 市 設 計 事

務 所 、 施 工 は 竹 中 工 務 底 。

1 階 に は ホ ー ル 、 資 料 収 蔵 庫 、 機 械 室 、 レ ス ト ラ

ン、 2 附 に は 展 示 室 、 セ ミ ナ 一 室 、 管 理 部門、 3

階 に は 図 令 室 、 資 料 カ ー ド 室 、 コ ン ピ ュ ー タ一室、

スタジオ、 4 階 に は 教 官 室 、 研 究 室 、 実 験 室 が配

置 さ れ て い る 。

世 界 の 民 族 資 料 を 集 め た 展 示 場 は 、 中 央 の パ テ オ

を中，ι、に オ セ ア ニ ア 、 ア メ リ カ 、 ヨ ー ロ y ノマー ーーー

とw: 宇; を 7 つ の プ ロ y ク に 分 け て い る 。 さらに、

音楽、 言 語 と い う 民 族 を 越 え た 通 文 化 的 展 示 も あ

り 、 土 也 球 東 回 わ り の こ の コ ー ス は 、 ち ょ っ と し た

“ ミ 二 世 界 旅 行 " である。

同 館 の 自 慢 の ひ と つ は 、 “ 利 休 ね ず み " の 外 装 タ

イ ル 、 玄 関 の 墜 と 柱 は ブ ラ ジ j レJ獲 の 花 開 治 、 ホ -

J レl主主主白いイタリ ア産 の 大 理 石 。 ま た 、 ボ タ ン ひ

と つ で 見 た い 映 像 を 選 び 出 せ る 「 ピ デ オ テ ー ク J

も' 人気のマト 。 2 人 用 か ら 6 人 用 ま で の ブ ー ス が

来 は3 ，200本 に ふ や す と い う 。

建築設計図展

去 る 11 月 7 日 か ら 13 日 ま で 建 築 設 計 図 展 ( 大 阪 府

建 築 士 会 主 催) が 、 大 阪 ソ ニ ー タ ワ ー ピ J レ9 階 の

シ ョ ー ル ー ム ( 大 阪 市 南 区 心 斉 崎 ) で 聞 か れ た 。

こ れ は 、 各 設 計 事 務 所 、 純 工 会 社 、 官 公 庁 の 設 計

図 を 一 堂 に 展 示 し 、 ふ だ ん は 兄 る 機 会 の 少 な い 一

般 市 民 に 設 計 図 面 と は ど う い う も の か を 知 っ て も

ら お う と い う も の 。 期間中、 2 万 人 ほ ど の 入 場 者

があり、 学 生 や 若 手 建 築 家 で l賑 わ っ た 。

なお、， ｾ Ｚ ｂＩ［ 員イ乍品は つぎのとおり 。

安藤忠、線建築研究所ー 傾 城 . M 丘/1 ;m辺 建 築 事

務 所 会大阪府立夕陽丘図 Ｗ Ｇ ｾ ｮＭｾＧ［ 小 河 建 築 設 ;n ・1>

務 所 十 津 川 村 庁 舎 黒川品己主主建築 都市設; i /

事 務 所 ・ 0 ・大 阪 ソ ニ ー タ ワ ー ピ J レ 坂 倉 建 築 研 究

所 ー ー 大 阪 府 立 青 少 年 海 洋 セ ン タ 一 昭 和 設 計 ー

大 阪 府 立 女子 大 学 東畑建築司王手諸問i... .. /日l山県ず

筋 士 の 見 え る 家 + 謀総合計 画 事 務 所 一 大 阪 府 臨

海 ス ポ ツ セ ン タ 一 宮 脇 樋 建 築 研 究 室ー・ー・木村

邸 安 うI ' l ' 建築設 計 事 務 所 . . ... 主奈 良 市 庁 舎 山 崎署長

孝 AZ i n s t i tu te .， 一 市 川 邸 吉 村)1仮三 設 計 事 務

所 一 ー 木 曽 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ク ラ ブ ハ ウ ス 大

林 組 大 阪 本 庖 ー 甲 陽 学 院 高 校 竹 中 工 務 庖 大 阪

本 底 。 ロ ン シ ャ ン ア パ レ J レピ J レ 近 畿 地 方 建 設

局 ー茶 良 第二 地 方 合 同 庁 舎 日 本 住 宅 公 団 関 西

支 社 ・ 8 階 建て 標 準 設 計 図 近 畿 電 気 通 信 局

1朗II形 電 話 局t曽築 大 阪 府 建 築 昔/5. 一ー大阪府立1 $ ; 5  

特 別 養 護 老 人 ホ ム

日本建築学会近畿支部開設 30周年記念行事

去 る I I 月 28 日 午 後 1 時 30分 よ り 大 阪 科 学 技 術 セ ン

タ - 8 階 ホ ル に お い て 、 日 本 建 築学 会近 級 支 部

開 設 30周 年 を 記 念して、 村里子勝吾 氏 ( 村 野 森J[IH誕

11>務 所) 並 び に ;m辺 鉄 太 郎 氏 ( ; 浦 辺 建 築 事 務 所)

の 対 談 形 式 に よ る 記 念 開 演 会 が 閲 俄 さ れ た 。

滑 油 は 、 浦 辺 氏 が “ 村 野 建 築 " の n : 骨lli を IlfJ きょ1: ' ，す

} 形 式 で 進 め ら れ 、 会 場 に は 、 約 300 人 の 聴 衆 が つ

め か け 、 熱 心 に 耳 を 傾 け て い た 。 つ い で 、 記 念 式

典 で は功労者の! ' I l c¥i!lJ.t式 が 行 わ れ 、 な ご や か な 雰 囲

気 の祝賀ノ マ ー テ ィ ー で し め く く っ た 。

創立 25 周年記念建築士会全国大会

去 る 11 月 10 円 午 後 I 11寺 よ り 日 比 谷 公 会 堂 に お い て

俗 大 な る 記 念 式 典 、 続 い て N H K 鈴 木 健二 ア ナ ウ ン

サ ー の 「 家 と こ こ ろ J と 題 す る 記 念 講 演 が 行 わ れ

た 。 ま た 当 日 午 後 511寺よ り 帝 国 ホ テ ル に あ 、 い て 懇

親 会 が 開 俄 さ れ 、 全 国 各 地 の 建 築 人 が一 堂 に 会 し

て な ご や か に 歓談、担主会 街! に終了した 。

ｨｾ ￥込 ｲｵ ￥￥￥￥￥￥￥ｾ企企正￥￥￥￥込 ｑ 盆 ｾａ 樹の話シリーズ・ ＳＷ 1. ￥￥￥￥注

「樹の話」シリーズの終りにあたって

1974年 9 丹 空手の r 建 築 と 社 会』 で “ み ど り " 特 集 た に 見 ら れ な い も の で あ っ た り し て 、 こ の シ リ ー

号 を 発 行 し た と き に 、 こ の 樹 の 話 シ リー ズ が始 ま ズ に 登助 で き な か っ た 。 そ こ で lii 後 に 、 我 々 が 沿

っ て 、 す で に 36回、 3 年 に な っ た 。 当 初 は20回 ぐ も 好 き な 樹 木 を こ こ に 紹 介 し て こ の シ リ ー ズ を 完

ら い の 予 定 で E と し て 公 共 の 場 によく 兄 ら れ る 高 結 す る こ と に し た 。

木 を 、 季 節 感 に 合 せ て 毎 月 選 ん だ が 、 主 主 外 に 好 評 〔か つ ら Ce v c i d i phy l l um j a p o n i c u m S .  e t Z  

な の で 更 に 16/ 百l を 延 長 した。 36種 類 ぐ ら い 紹 介 す か つ ら 科〕 務 誕 の 高 木 で 雌 総 説 株 、 日 さ は25m以

る と 街 ，*， で 比 ら れ る 樹 は 低 木 を 除 い で 大 体 カ バ ー 上 に も な る 。 附 形 は 直 幹 性で 端 正 な 円 錐 } 彩 、 佼 も

さ れ て い る は ず だ 。 利l く て 密 生 し 繊細! な 姿 で あ る 。 業 が 持 徴 的 で 丸 味

こ の シ リ ー ズ を 通 して 、 我 々 は そ れ ぞ れ の 倒 木 の を 帯 び た ハ ー ト形で、車li 誕 は 少 し紅 色 を 塁 し 、 5

キ ャ ラ ク タ ー を 色 々 な エ ピ ソ ー ド を 準 げ て 、 な る 月 L氏の 若 誕 は l恨 の 党 め る よ うな 新株色ても、京都の

ベく 解 り やすく 紹 介 して 、 日 常 兄 向 きも さ れ な い 葵 祭 り の 五朝 行 列 の 人 々 の ) /旬 に は こ の 若 葉 の 小 枝

よ う な 地 味 な 存 花 の 樹 に も ス ポ y ト ラ イ ト を 当 て が さ し で あ る 。 秋 に は 黄 葉 が美しし 、。 か つ ら の 生

る よ う 試 み た 。 こ の シ リ ズ を 枕 ん だ ノ'j / " ，が多少 育 条 件 に は ホ が 欠 カ せ ぬ も の で あ り 、 天 然 記 念 物

な り と も 樹 木 に 対 す る 興 味 と か附 心 を 持つ よ う に に な る よ う な 大 木 の 近 く に は 必 ず 澄 ん だ 水 が 流 れ

な っ て く れ れ ば そ れ で十 分 で あ る し 、 吏 に術 の 名 て い る と い う 。 か つ ら の住 む 世 界 は 泊 j争 な 空 気 と

がI を1] 日く だ け で 、 そ の 紛 の 醸 しJι す 1雰 囲 気 を 感 じ 水 、 そ の 様 し 出 す 世 界 は 税 び で あ る 。( 鈴 鹿 推 せ ん )

取 っ て も ら え れ ば 大 成功 で あ る 。 ( は な の き A c e r  p y c n a n t h u m K .  K o ch  か え

こ の シ リ ー ズ を 担 当 す る に 当 た り 、 l註 も 苦労 し た で 科〕 手事業の高木で 雌占 Ｑ ｾ 奨株、高さ ＱＵ ｭ 程度 。

の は 樹 木 の イ ラ ス ト の 作 成 で あ っ た 。 図 鍛 や 写真 幹 色 Iま向 っ ぽく、主主は 三 裂 して 三 角 形 で ト ウ カ エ

1; 1 : 一応の 参 樗 程 度 と い う こ と で 、 可 能 な 限 η 実 物 デのま廷に 似 て い る 。 秋 の 業 の 紅 色 Iま一 度 見 た ら心

をＮ＾ＮＧＮてスケ ｹ チすることにしたので、その ｊｻｾ 所さ に や き つ い て 忘 れ ら れ な い 鮮 や か さ で あ る 。 花 は

が し と 、 花 や 支 を 点現 す る 場 合 は そ のH寺仰l に遅 れ 楽 ｉ ｾ 先だ って Ｔ 月に校端に街生 して 紅紫色に咲き

な い よ う に 前 も っ て 比 て お か な け れ ば な ら ず 、 そ 乱 れ 、 こ れ も 美 し し 、 。 は な の き 日1) 名ノ、ナカエ デ の

の タ イ ミ ン グ が首位 しか っ た 。 イ ラ ス ト を w当 し た 名 は こ れ に 由 来 す る 。 ま た メ グ ス リ ノ キ と も rr乎ぱ

は な の き の 伎 楽

コ ラ ム デ ザ イ ン セ ン タ の ス タ y フ の 背 労 は 大 変 れ 、 こ れ は術 皮 を 煎 じ て 服 薬 に 使 っ た か ら だ と い

であった。 う。 向 生 地 は 沼 沢 や 湿 地 で あ り 、 前 木 の 生 産 が 困

さて 、 本 シ リ ー ズ は 初 回 に 紹 介 し え よ う に 、 鈴 鹿 錐 な術 で あ る 。 は な の き は 春 も 秋 も 鮮 烈 な 赤の |止

幸 雄 ( トl 本 住 宅 公 開 ) 、 森 下 元之 ( 大 阪 rli 公 図 局 ) 、 科 を官I1 りrHす。 ( 森 下 推 せ ん )

! 日刻恨幹雄 μw市 公悶出15 ) の 3 人 が中 心 と な っ て ま 〔と う か え で A c er  f r i fi d um H o o k.  e t  A r n  

と め た の で あ る が、 佐 藤 恭 氏 ( 大 阪 市 公 悶 局 ) か え で 科〕 本 シ リー ズ の 15/<>1闘 に 登 場 し て い る 。

の 特 ))1) 寄 稿 が 2/"1 あ る一一一 36簡 の 鮒 を 選 定 し 、 他 Jjir J e  2 花fi は i晶画告な都市環成で は 生 育 し に く い 深 窓

当 す る 樹 を 決 め る 際 に 各 人 の 好 み が で で き て 、 持 の 令 娘 み た い な も の で あ る が、 と う か え で は 下 111)

徴 や エ ピ ソ ー ド の 少 な い樹 は 倣 述 さ れ が ち だ っ た ずT ちの オ カ ミ さ ん の よ う な も の で 、 大衆 的 で 丈夫

が 、 それでも1 J J の 中 で ど こ で も μ ら れ る 持 辺自J な で 乍 治 1J が あ っ て 、 カ つ 秋 に は 美 し く 如 く な る 。

樹 は 円 か ざ る を 併 な か っ た し 、 そ の 反 而 非 常 に 愛 そ こ が魅 力で あ る 。 ( 関 線 推 せ ん )

府 や 思 い l れが あ り 、 是 非 と も 紹 介 し た い 附 は め っ く完 〉



!  逸ｾ電ｾエ幸妹夫舎が |  

信頼の大きき・・近電工の技術で京

脈動し呼吸し成長する都市一 -

その生命のシステムを支え構築する近電 工

きたえあげた技術と組織を集中し

徽密さとパワーで

快適と安全と能率の

大きな信頼を確立します

夕刊三、長??f え?正

ｾ ＮＮＮＮ＠ :. r:r三

〉寸 r

l 1m右右一ι 東 京 ・ 名 古 屋7綿 ・ 京 都 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 大 阪 J 神 戸 匂 路 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 沖 縄 I



茶室空間

茶室という 言楽か らは 、 「千平IJ休J f 古I:fI t救出II J

「小堀述1+I J 、そして「銀防l寺 の l事iフミの木の床位」

などが)J 面装に?平かぶ。

日本人 の 社 交のぬとして 、茶 室ｾ ｲＺｩｊ が ｬ 乏い際 法 Ａ の

聞 で ｾ ｉ き続けてきた 。 手 ￧ を ｈ 子 ぷ符みの Ｇ ＱＢ に ｮ 木的

な生活の心柄 えや知 恵 を集約 した AEの揚は " *文

化の集約であると言えるだろう 。

昔 、茶人は本を呼ぶことを 一 !日l一 会として 真剣 に

客: をもてなすという 。 それは点剣勝f ' ! の世界であ

ろうし、治: に対して 、 i::人 の創立(.13'1'¥などの全人

絡を表現する桁け'1' 労 働て、もあ った。

秀吉と千平 ｉｊ 休 とが狭い茶室の ＧＭ ＱＧ で対 ｾ ｉ 寺したといわ

れる茶室、それはその ιl' に入 っている人 lIiJ の精神

を極度に，，，) めるものであろうし、入 っている人々

の全てを 同人十名 としてしまうという hl1な 巧えプJ を

もたらすことのできる 、 11 木 ではまれな空lIiJ であ

ろう 。

J15道 というものが「道」という H干び名である限り 、

「土」とか「樹木」とかい ったものから切り i維すこ

とができなし、。 茶道の '1-'で山J rJ さ れる3i t : f ! 的、それ

は「土」と「災」との桁 ｉｊｾｩｊ の Ｇ ＭＱＧ から Ｇ Ｍ Ｑ ゴれ ， ＱＱＧ ， てきたもの

であり、その '1' に生命が入 ったH午、糸一似j というl l i !

で我々の li ij lこJ.l!. われてくる 。 その 1: の '1' に入 って

いる「紋の茶」 はいIか樹木の変身だろうか o ，*1i凶

というものは 、 11 本人 が1'1':人というものに対して 、

常に対決してきた快活姿勢を ー11.¥'( 1然をゆJ >J : 形態

に変えることにより 、1' 1じの体 )J でも ってして 、

CI然と 体 になれるという 思 ｦｬＡ をＩ， ｾ にした ｦ ｟ ｨ と

「災」の作品 である 。

緑の* を 1' 1己の 11の '1' に合むことに よ り、 (1 然 と

一 体 となり i年た(，13 じにひたる 。 それは 11 本人 の n

然 に対する 'lAれの ぷJ凡であろう 。

11寺、自然は人 間の精神 と茶室空間 との 間 にある稿

波しの役 ':1[ IJ を泌じる 。

茶の湯で有名な千平IJ休 がこのような茶室の 中で秀

吉と 精神J 二の争いに IJ 持ち、武力上の争いに敗れ、

悲劇的なる生涯を終えたことは 、茶室のも ってい

るものを ぷも端的 に税 わしていると言えるのでは

ないだろうか。所説、1 "1然の武力には)1券てないと

いうことではないだろうか。

ｾ室空間や路地を削るという行為は肉体労 働 とい

うよりも 、お ＧｬＱ ＧｉＧ Ｗ Ｚ［ＭＨｾｨ というものによ っ て お ｉｊ ら れた

ものであろう 。

ｾＱＡ＠ 1士! な: 茶) ! IJ をも った茶匠迷がいろいろな茶室を京IJ

ってきた 。 それが文化の所産となってきている 中

で、現代 のように近代技術が著 しく 、数41t 学 (1'，)に

1&展したが、しかし 、まだ「千 平IJ 休」を 起 える 建

築家が ，ＧｬＧ， ｾ見しにくいという 事 実がある 。 このよう

ななかで 、" *室のも っている自然の川季のとのよ

に対 抗 してゆく自然型の '-1' の空fl lI が茶室であろう 。 か。

や ｬＧ と言わ れた自然が、 Ｒ Ｑ 号 室 ｾ ｉ Ｚｮ の 中 に 移 っ てゆく

り、いろいろの変化を起こしている 。 内然の変化 うな香りを現代建築の '-1" に与えようとしているの

る。 そこでは 、ホテルからリフトへ 直線、ゲ レ

ンデからホテルへま っ す く 、 スキーがＧＪｾわれば ホ

テルから -1jF も外へ ，'1' ，ないというのが一般に多い

ように Ａ ι ぅ 。 スキー ｈＯｾ は ｉ ｪ ｬ｟ に フ。 レイするだけで、な

く、(11111 か討lげl し、 そこでの ' 1: i8がある 、スキー

ヤー |口l芯の. ' 1げTいの場、建物の外へn1r てもゆ った

りと歩き廻れるような“ ｩｮＢ Ｈ ｾ ｬｉ ｩｊ Ｉが求められてい

るのではないだろうかつ 大尉侠 なホテルの建設

で収界人oの数 がふえ 、 スキーヤーの数 のみがふ

えるだけでますます jf!!J 性J化 した 、ス キー場にな っ

Ｇ ＷＸ ｾ ｈ Ｇｩ 状 二 ｊｊＮＱ

〔私 た ち の グ ル ー プ NO. 1 5] 1111川

小 川収 Ｈ ｾ ｾＧｉ Ｚ ｬｉ ｩｬｬｾＧ ｉ ｈｾｾ 川 Ｉ

読者の頁

U建築{J ' : : I直|室 上谷重男

11 木の n然の 中 には 1
I町家があり 、春夏秋冬という

)1¥l にそれそれの l昨季によ っていろいろと姿を変え

て人 川の午前の '-1" に人 って、H与には襲 いかか って

くる 。 II LJ 季それぞれの香りなり、 j主け'ti なりが(111の

附 たりもなく茶室空1111の '1' に人 ってゆく 。 そして

それらの香りが狭い ｾ ｉＯｉｉ の Ｇ Ｑ Ｇ に人 っ てゆき 、 その

放さの '1' で n，: へのも っている 1.¥'れがその中でのよが

を

-
八

九

ハ

Z

l
斉

E

圏 、d

1" 1)1'  ， ＱＧＮ也 Ｈ ｾｉＧｉ ; 大戸数J畳)

!.J-Ull'Q 11 、奥芯 f Vj t mな ど11i fT はもちろん 、コース てしまうのではないか。泣かな l守然を取り入れ、

『近畿地建スキーサー クル』 の創 世 さで人気のある 、 芯 ｴｾｉ Ｚ Ｇ ， Ｇ［ ｊ［［Ａへ令 ｩ ｊＮ集まり、 それらを大 切に した “ス キー ぽ があちこちに 現

一一一 飛 び 出 そ う 、白し叶木日 一一一 そこで 4 11 1/11の合術( つ ) が行われるのである 。 われてほしいものだ ・ と。

ｪｩｫ 近 のスキー Ｎｴｊ Ｏ ｾ でＡ岳じたことは 、 スキーもスポー ト17 り終えて、l 1¥l 円 卜りのビールのグラスを傾けな

l二IwRの 世料、 A I ' ! 然のふところに抱かれ、粉当を ツというよりもレジ十 一 、フ ァッ ションへの傾向 がら語る 、 スキーの訊あれこれ 、今 ｦ ド も す ｾ Ｘ 文 のな

けって汁j る、色 とりどりのヤ ッケが数々のシュプ にあるようで 、新 しいスキ ＭｊｾＯ ｪ が谷地に欽多くで い楽しいシーズンとなるよう、みなさん気をつけ

ールを ｩ ＢｴＧｬ ￮ きながらｾＡｨ 、おりてくる 。 き、新 しくり っぱなホテルや旅館が建ち並んでい て滑りましょ う 。 ( 文 武 斉藤英維 )

そこには笑い戸があり 、111十びがあり、そして 1' 1然

とのふれあいがある 。 そんな冬のゲレンデを 日、 う

ともうじ っとしていられない お が集ま っている 、

わがスキーサークルを利介します。

数人 の愛好 お が ｾ ｾま っ て 、 ｦ 計 ｈ ｾ ｉｪ而 へ ， ｬｬＧ ， かけてい

ったのが約20 ｩｪＧＮｬ￬ ￭ｪ 、 今では ＳＰ ｾ うを雌すほどのサー

クルとな った。 メンバーは、か っこよくすべる 20

歳から、 のんびりすべる 48絞ま でと ltl ，iが広い。

12) 二|の ' H，)に は初汁i りでまず足 ならし 、そして 1，

HJ には、九j也、 サンバレー( 位、坂 ) 、熊の場 、

也唱 と社会/19削 11P; 53 
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ｾｧＭ ｾｉｾＺｉ ード
マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低く、ホコりなど生じなし ¥0

3  すべり抵抗性 ・すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性・弾性があり、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主要@

プリントコートについての 10' n:j 合せ は |イlil へ

ｪ 械式会批シェル厄 ｾ￦ ス版発売所
τｹ モ ｉｾＮＭ こｉＺ ｾｉＭ 部

大阪本部 汚 530 大阪市北区堂島浜通 1 丁 目25の 1 (新大ビル 9 F )  f i  (06)  343- 0441 

東 京 ⑤104 東京都中央区宝田T 2 丁 目 2 番地 (第一ぬり彦ビル) f i  (03)  562- 4676 

福 岡 壱810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 ー 1 - 5  (舞鶴ビル 3 F ) 合 (092) 771 - 1961 
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原 道 夫

京都工芸繊維大学教綬

川 秀 夫

大阪市建築局建築指導部長

原 大 五 郎

大建設計代表取締役副社長

崎 敬 三

近畿建設取締役社長

壁面ブレースのはらみ出し

大 学 に い る 関 係 上 、 実 務 上 の こ と で 卒 業 生 が 質 問 に 来 室 す る こ とが時々あるが、その場合、まfl っ て こ ち ら が教 え

ら れ る こ と が 多 い も の で あ る 。 好 ま し か ら ぬ事 態 が起 って から、当然起る べくして 起 っ た も の で あ る と い う こ と

に、今更のごとくに気 付 くことが Ｇｾｩ ｉｊ 合にある。人 間 の留 恐 とは六万のところこんな程度であると埋解してお、いた

方 が よ い の で は な か ろ う か 。 た だ 同 じ失敗 を 繰 返 さ な い よ う に 知 識 の 交 換 を す る こ と が 必要である 。 これこそ 情

級 社会 の現 住 、 充 分 で、きそうであるはずが、このようなことに 関 しては守秘 行 為 が幅 をきかしているようである。

た と え ば一例 を あ げ れ ば、 鉄cj'j ・造辿築 に お い て 、 壁 面 プ レ ースを 鋼 板 で 「 タ ス キ 掛 け 形」にし た 場 合 、 そ れ が?;z

11;'1' 何i I i に対 しでも 応 力 が 起 る よ う な 設 計 で あ る と き に は 、 圧 縮 材 は 座 席 現 象 に よ っ て 弓 な り に な り 、 支点 1/:1 "1] 央

自11は 大 き く は ら み 出 す。 そのお上は、支点が近付く盆に上ヒしな外に大きく、 Hキには 1上|二材 を民 俗するほどである。

例え ば 、 材 長 2 メ ー ト ル の 場 合 、 近 付 きl k 1 ミリ、 2 ミリ、 3 ミリに 対 し、 中 央 部はらみ 出 し1止は、近 似 式 を用

いるとき、 2. 74、3. 84 、4. 74セ ンチであり 、 材 長 3 メートルでは、 3. 35、4. 74 、5. 80センチとなり、 相|当 大 な る

値 で あ り 今更 のごとく 驚く 。 政 石のもり 1: りや 、 組 暑H寺のレ ー ルの は ら み ，'B しなど 、 これと 同 じか 似 た 呪 象 で あ

る。 注怠を' & ' することの 一 つ である 。 ( T )  

建 築 紛 争 雑 感

十守主 んごノ 作知 ｬ のように 、自 ｉ ｬ ､ｩ では 、 ｊ ｬ ｴ 近ｕｴ ＺＺｩ ｾ 紛争な るものが 続発 しているが、そのなかには 、 ｊ 長 々のＡ 必ず ｴ として

どうしても 納 j ｾＭ［Ｚ のいかないケースがある 。 それは、生 ｬＡ 築物の新築， ＺＱＧＱ Ｇ 姐 で ｩ Ｑ［Ｈ，ＧＮＩ にみても全く 適絡 なものであり 、 ま

た 、. . t 1' り不良 の (，:米Ifl!i，)貨を と り こ わ す 会 ど し て ut て 伴 え る も の で 、 従 って 、i絞りi も凡述 えるように J込く な る と い

った ものに対して、 周 辺の 住 L( が 、 これを 11 の敵にして主l! . l生以 刈の j江i1.)) を繰 りひろげている 。 ところが 、 彼 咋 の

f  l:J ，F } えるや、全< Ｈ去を カ｜ｾ悦 して 好 き Ｑｭ ｈ ＮＺＮ ｩｬＡ てた 違法 ｵｴ 築 であり 、従 って 、ｼ 防災 ｉ ｾ も 、 ＱＱｲｪ Ｇ 七 ＱＺ も、 ｊ ＮＧ ｩ｝ ｉ ｊｦ｝ ｉＮＺＮ ｎ する

JU特 も 、 ど う み て も 好 ま し い も の で な い と い う 例 で あ り 、 数 多 く み ら れ る 。 そして |止/llJ では 、 新 築 住 1:.が必. f i 扱

い に さ れ て い る と い う こ と で あ る 。 これは、 て主懸命 ; 1ニポ たらして I引いた人 i主の納 める 税 金 の 使 い道 で、あるが、

怠 け おであるだけのJ f ll 由 で収 入 の な い 人 述 の 乍 活 保 議 決 にまで 他 われたり 、必 は、 1El j :止の み .;-: iII iJ - U¥として、結果

的 には、 i1，1t ｾｎ へ遊びにゆく観光 Ｇ 併 の交 通ＧＯ Ｇ ｩＺ の ｦ ，Ａｬ ｕｊｊ までやってしまっているよう会ことと Ａ日 ｬ 燥 であり、 トｼ 会 ｐｕ 念 、と

しでは、全くＱＱＺ、 Ｇ ｗ ｉ Ｚ を欠いている と ， ｾ Ｎ えるのではなかろうかつ
( N )  

事 故と 警報

建 築 lγ Ji'l ' に 白Ji 欣 が 起 る こ とがある 過自主もあるところで州、 Ｇ ￭ 大き令。 ｊｾ 械があ ったが 、それを，没，ＺＱ昨年 ｽ Ｇｕ していた

ut 築 家 が 起 り う べ か ら ざ る ・]i欣 が 起 き た と い っ た と い う 。' たにおーもしろい も し そ ん な こ と が い え る 会 ら 、 こ の

ｬ 止 に ー ｊ ｾ 故会とあろうはずもない しかし 現 'λーに ・Ji ，吹は起 っている 人! . ri が 地 lーから天然泌を抹消しえたように 、

上 住 _[ Ｇ ｊｩ から Ｇｊ ｩ 放 を完全に追欣できるどろうか 。 これは官 ｦｦ､Ｚ ｬｊである 。 ｾ に し ろ 起 り う べ か ら ざ る ιJili文が 起 る の だ

から 。 そこで ・ ｊｩ 政 が 起 ることを子 知 ｬ する 将ｾＢ ｾ主 置 というものに怠 ｬ 味がでてくる 。し かしそれを 』包 すには ｛ＧｩＧ ｪＺ が 変ー

る 。 令をかけて装置を施したが 、 そのお必で Ｇｊ ｾ .'i 文を子知l し、未然に 11); ，， ｾしえたなどということも会く 、 Ｎ ｴＡ｜ｾ 'Ji j宅L

したとなると 、わ が主l! 築 界で は .1.1¥同人使 いをしたと 批1' - 'J さ れ る こ と が HI I で き そ う だ 。 'ff (i ' 1主主主午前 か ら 、 イ ン ド

ネシアの仏 跡ボロ ブドールの 似イ ｲＭ ｍｾｦ Ｇｈ に 、同際技術治川 ｾｕ 会 の メ ンバーとして ノ ｩ ｾｦｊ しているが、 Ｕ ｾノ Ｚ からＡ 反 る

ｾｕ 会が、 ｩ 立併 の 解体 ＱＧＺＧ 先 どち、 野総袋 ［［Ｇｩ を設けよと Ｑｲ ｊＩ［ り するや、ユネスコは ｛ｉ Ｇｦ ちに 助作 ＱＧＺＧ そい 、ｼ吐 ｗＧ ｉＧ からそ

の j j l 釘の権 威 をi12んだ 結果、J . Jt 大の 村 Illif;)J 日1I名 督 教 段 に ジ ャ ワ ま で {純IJ.J!. -: ; ; . を願 った。 淡 町 は f>l. A 中 き' 1ニきとして 、

下 占の ｼ 二日 並立ＡｩＧ ｩ の Ｇ Ｍ Ｑ Ｍ Ｇ の Ｑ Ｚ と ｉ ｊ ｾ の 状 ｪ 兄 を 教 えてくれている 。 Ｈ ｣ Ｉ

建 築屋 の 役 割

長ｬＡｾｽ五の 中 に Ｂ生， ｬ ｬ 家を入れるとお 、しかりを受る かも主 ＱＱ れ ませんが 、紅、 の 存 えている 建築 ｬ ｩｉ とは 、えｉｦ築 ＱＧＺＧ たずさわ

る 技術省 で、 然 も 少 くとも「プロ」と ＡＧＱＧｘ Ｎｴ しているものを総 折 してそういう点 ｦ ＾ｾ にしてみたのです 。 ｊｬＺ ｊ ｉ 生、ある

雑誌 で ＪｊＮ ［ Ｈ のパレス サイドピル の Ｂ ｪ Ｚ ｪＮｾ を 見 ましたが 、そ の ， ＱＵ ｴ ｬ リ ｬ に、 ＱＱ Ｑ ド たった今なおきれいに 似わ れていて 、 ＱＱ 、千

代 に先駆けた nl SrJ 'i の建 築 と し て 「 今 11 を代 表するに 値す る 他 物」と 林 伐 されていました 。

J主々の 身 近で 、 庶民 の 住 宅 が1011てとっても 住 む 人 が 喜 んで 、然 も そ の 住 宅 の た 、 ず ま い が日l同 の}.J;i lJt に告: じんで

いて 、な ［ｉｾｾ 街づくりに 点献 されているかどうか 。 住宅 の ｊｊ ，｜ {t1. I' に1 ] ' 級程度の flミ宅に 兄 られる受として 、 住 む身

ニなって 使 う日!IJの気持を E史解して s没，l I されているかどうか。 l Oq三た った そ の 姿 が 、 こ れ 符 で な く て も あ る 位皮! ' d

，i4-t され ，i 'P- fllli さ れ て い る も の は そ う ざ ら に な い と 思 い ま す 。 そ れ ど こ ろ か ，没，: 1の t.N1'1: になって 、人 Jl; の そ の け か ら

不便な I I  ，，Ｚ［ ｾＮ乍 ［ ，ｾ をしいられている ｦｴ Ｎ セもあるので、す 。

｜ｊ｟派な組織のある、立派な ｊι 汁ｾがお・ られる 設計・ ｲｩ Ｎｦ ｪｪ ， ［ｊｲ が 、 あまり ｛ Ａｔ［ｌＨ の ｦｴ 屯 ｺ 没 ，ｬｉ に 関心 を ､ｾ されないのか、 ｛主

宅 1，f]J也j造りにその名を崎げられているの会見かけませんが、 { ヒr. tf 悶今のデザインに/ i . おされながら 50- 60.Tf の 上

J也に と ん ど ん と 合災 をてらう械なf i : ' 七がut って 売られて行く状況は/ ，( lI f"[ I':' イミ jit 気が続いている とはいえ 、1i:ーかろ

う ， ＧｷＮ かろうの 、 ＱＰ 年後 には 見 られ伝くなるものを 建 て、ゆくことは 、 ｩｬｬ ｾｬ 五とデベロ メハーと 、それを比過して

い る 没 ，iI 家 ( 述 築 屋 ) にも 大 いに 点 任 があると 思 います 。

議 カ、これをうまく リードして 、美 しい1J ' iづ く り を す る の で し ょ う か 。 大自nSdi から I也j j の 小市jSr] i に そ る ま で 、 スラ

ム (1'. ) 住 宅の 、 今 な お佳 てあi け ら れ て い る 現 状 を大 変 残 念に 也 って おります どんな小さなi l ! 物を ぬ うのにも 、 建

築 l五の 大 き会役芹IJ りを ti$ ぜ ず に は お ら れ 会 い の で す 。 ( K )
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排 除 の 歴 史 近 代 建 築 思 考 考

西 沢 文 隆

近代建築は近代建築様式を確立した、すなわち過去の存在とな ってしま った。建築家達は 、その欠

点を確認してはいても、簡単にそこから抜け出せずにいる 。単純明快でない人間性を求めて、暗中キ莫

索の苦海にあがいているのが現在の姿と思われる 。『排除excl usi onによる安易な統ーより、包摂In-

cl usi on による困難な統一を j と叫んだ R ゥーェンチュリーの 言葉がそのことをも っ とも雄弁に語っ

ている 。

1  . 人 間 性 の 排 除

近代建築家は、単細胞的科学信奉者であ った。科学→技術→大量生産→進歩→人類の幸福という思

考は近代工業社会全体の思考であ った。科学は対象を物質面のみにしぼることにより研究を大発展さ

せた 。今では柏村lや生命までも物質のみで説明できるのではないかと錯覚させるほどにな った。真の

科学者は精神而 を排除した限度内での究明であることを十分承知している 。 しかし、なかにはそのこ

とを忘れてしま って いる科学者だっているのだ 。 それを技術化し、生産に結びつける人々においては、

なおさらである 。『永遠に兎は亀を追い越せない j という説明の間違いは、 l絡をもって動を論じょっと

したところにあるのだが、同じように物質をもって精神を論じることが誤りであるといいされるかど

うかには未だ断が下せないとしても、物質信仰が人間性を把みそこねたことは確実な事実である 。分

析一一総合とし、う過程は一応明快に見えるが、分析によ って物のつなぎが排除されていくあたりに問

題をはらんでいるようである 。

近代建築はや人聞のための建築かを標携したはずであ ったが、その人閉め中味は最大多数の平均値

的人間であリ、要するに homosapi ens として理解したに過ぎない 。社会を構成する一分子としての

無色透明な人間であり、進歩に向かつて王寺逃する文明人であった 。人聞は凡そ不均質なる生きもので

ある 。互いに等質でないだけではない 。一例人の中にも撞着があり、全〈アンビヴアレントな存在な

のである 。それをそのまま把握しようとしては論が進まない 。科学が精神を排除したと同じやり方で

人間性を排除して、 homogenous な佃として扱 った。 しかも科学者と異なり、自分が何を排除したか

を忘れてしまい、自分の議論が正しいものと確信したのである 。最大多数の最大幸福がその目標であ

った。社会の一分子 として何不自由なく生 きられる生活を金科玉 条とした 。それは全〈ぴったりと産

業の生産機構と結びつき、も っぱら homogenous で幸福な人聞社会をつくるべく遇進したのであ ったc

大量生産が容易に達成されるためには規格化は当然必要である 。 ただし、どのように規格化をすすめ

るかに問題がある 。全〈多様で、例自身でも変化しつづけるばかりでなく、時に及んで一個人内部で

も全く反対の志向を 示す人聞が使いまた住むための容器であ ってみれば、事はそう簡単には速はない

はずである 。 自由度をいかに巧〈確保するかに焦点を合わせなければならなし、。実際にそれが売れる
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のは経済性との兼ね合いにおいて辛抱しているだけである。

しかも人聞は、かなりの適応能力をもっている故にそれを住みこなす術を身につけていって何とか暮

らしているのである。ただし、一方ではその聞に人聞がしだいに自己を喪失していって全くの均質な

人間へとなり下がっていく危険性を蔵している。ミースは近代建築の最優等生であったのではないか。

、L ess is  Mor e" を襟楊して、ユニバーサルで冷徹な空間を極限までに彫琢していった 。確かにそ

こにはミースの個性は 隅々まで行きわたっていて、一つの美しさが完結している。ただし、それを使

う側から言えば全〈非個性的である。ホテルにしてもよし、オフィスにしても 、美術館にしてもよい

空間である。有名なレークショアドライブはマンションではあるが、むしろ近代のオフィスビルの原

形ではないかといわれる。その 中に住む人はまさに平均値人間にされてしまいそうな恐怖すべき空間

であるのだ。 CIA Mを結成して近代建築の元祖であるべきコルビュジュエの方は近代建築からはみ出

した異端者かもしれない。その作品には理論に拘束されない詩や夢への飛捌がある 。その結果はどう

であれ 、少なくとも人間性についてしっかりと把握していたのではないかと思われる。近代建築は規

格 品ていいかねばならないと覚悟はしていても、それだけでは人聞の住まいとして好ましくないことを

体でかぎつけていたのではないか 。 昔の建築はあり合わせの大きさの石を、こつこつと ｉｾ ｊ ｾ んで丹念に松

み上げていったために、まことに柔らかな雰囲気が醸成されているのに対し、規格品を和み上げた，建

築は何と堅〈味気ないことか。 これを数 7 道として考え出したのがモデュロールであった 。 というよ

り黄金比を音楽的に構成したクセナキスのモテo ュロールの発想、に気をよくして、それをさっそく工業

製品に結びつけようと発想したといった方が本当かもしれなし、 。 とにかく同寸のものを並べるより、

モデュロールで変化 をつけた方が柔らかくなることは事実である 。ただし、黄金比から出発している

だけに、その比例は金属的であることは否めない 。

近代建築が排除し去った人間性を取リ返さねばならないと、今では誰もが感じている 。イ干上IJ! 的で、

純粋で、祭欲的で冷徹な近代建築の完成した現時点は 15世紀にルネ ッサンス様式が碓ぷし、その l眠い

殻を突き破ってどう生きのびていくかに苦! 昔、した 16世紀のマニエリスムと閉じような状況下におかれ

ていると誰もが感じる。技術人としての立場を放棄するわけではないが、遊戯人としての心立討をそ

の中にすべり込ませたし、。真面目一徹の理論性から何が生まれるというのか、生きているものとは不

純でl暖昧で、不確定で混沌 とした 中でその命を輝かせているものでなければならない。R ウェンチュ

リーの言葉の通り、排除でなく包摂 inc lus ive 、単純でなく複合complex ity 、純一でなくi 1臼X: hybr idのや

でこそ命のあるものをつくれるのではないか。それは『統一j でなくわ尉屯 j でよい。

2  . 風土 の排 除

1925年デ ッソ ーにノくウハウスが移り、その機関誌第一号は 『匡|際建築立言 j であっ た。そこには、

L ocal i ty が大きく歌われていた 。おそらく、世界的に均質な建築がつくられることへの危倶をはだで感

じていて、これを大きく採 り上げたのかもしれないが、もともとその総務する凶|祭性への. @. 論的明快

さに比べて、 L ocal ity の方は奥歯に物のはさまったような言い方しかできていない。その点、あいま

いな状態で宣言を行ったといえよう 。以降近代建築は風土を無視した傾向がある 。真に合理的に思考

していくとすれば当然、風土は考慮の中に入 ってきて 然るべきであるのだが、ギ笑は全くｾｾｊＧｩ ｬｦ だ っ た

ようだ。在来からのカスパは影が多〈住みやすい都市であるのに対し、フランスのつくったモロツコの植

民都市は影がないために住みにくい都市でしかない。百告岩ーの固に来ながらその風土を理解せずにっくり上

げた近代都市だからである 。湿度の高い権問期をもっ我が国においても庇のない家をつくる 。ことにオ

フィスビルに庇を廻したものは非協に少なし、 。私自身にしてからが、。iti では理解していてもすべての

建築に庇をつけるだけの勇気が湧いてこない情けない状態にある 。でき るだけプレーンに仕上げなけ

れば近代建築にならないという習性から抜け出せないためである 。 このことは次項で触れる 。

杢調設備が進み人工環境を自在にっくり出すことができるようになると、寒冷の国であれ、酷占止の



国であれ、外気を完全に遮断することによ って快適な室内気候をつくり出せるようになる 。窓、があれ

ば太陽は遮断できないが、その他の点では自然、はシャ ッ ト ・アウトされるわけで、風土はほとんど排

除されることになる 。 これを推し進めれば、建築を無窓にすることによって完全に機械化は達成され、

かくて人間一機械一 均質化とし寸進歩の過程が完成することになる 。私はあるとき温室を造る必要

があ って、温室の勉強をしてみたことがある 。研究書によると硝子は熱伝導がよいため、夏は暑く、

水を流したりヨシ授を張ったりして太陽光を遮断しなければならず、冬は保温のために畳は光 をフル

に入れるが、夜は蒋をかけ熱の発散を防がねばならず、大変な労力になるというのである 。論を進め

ていくと結局無窓工場にして、適度の l援冷房と人工光を活用して完全な人工環境をつくるべきだとい

う結論になるのである 。 どうされますかと施主に迫ると、やはり硝子張りの快い温室をつくりたいと

のことであった 。扱う植物の生命が主体の研究であれば、いかに手聞がかかろうとそう決断するのが

本当ではなかろうか 。近代思考にはどこかで根本的な誤りがあるのだ 。

建築にと って非常に大きな役割を果たす光につい ても同様な立場に立って臨んでいたようである 。

近代建築家は建築をマ ッスの群としてまとめ上げることに専念した 。丸、三角、四角とい った幾何学

形態こそ本源の形と みた。その形を明1I f ，' t に浮き 立 たせるには面はできるかぎり平滑なことカ、望ましい 。|

主題はファサードにあ った。燦々と輝〈陽光の下、日の光を受けて輝き出る建築こそ理想、であった 。

太陽一杯の世界、陰は一顧だにされなか った。 まして窓を透過する光が室内で反射曲折して醸し出す

人聞の心にしみる光などは思考の外にあ った。光は! 照度であ って 、照度計でiftiJ りうる光にまとをしぼ

ったことは、あらゆるものを物質思考したいという念願というより、そう割り切 った方が答えが出し

やすく、説得力ヵ、ありうるという近代思考の線上にあ ったのである 。

在、はかつてミラノ のブラマンテ初期作品 の中に入リ込んで全 〈感動したことが、今見ているように

あざやかに思い出される 。 ローマのパン テオンのようなドームを一生の内にっくり出したいというブ

ラマンテの念願は、 み ごとに結実していた 。全くどこから射し込むともしれない光が金粉を撒き散ら

したように中空にただよ っているのだ。 ドームの形さえ消え去 って光と色の静誼が堂全体を支配して

いるのであ った。 これこそ人の心に訴えかけてくる光で、光とは建築にとってそのようなものである

べ きものである 。( j[ j : 代建築家で真に光を大切にしようとした のは L . カーンだけだといえは‘ 言い過さ

であろうか。少なくとも彼は光を廻折させることを知 っていた。) 稼に反射して室の奥深く到達する書

院の光も、幾耳iーにも透過反射して 室 を柔らかく包み込む茶室の光も、同様に巧みな演出である。近代

建築はそれらの光を排除し去 ったかに見える 。窓を通して入 ってくる光も 、 トップライトから注ぐ光

さえ屈折のないあからさまの光に終わる場合がほとんどである 。

近代産業は進歩に向か つて遁進した 。 より安〈、より豊富に良質の物を生産供給することが、世界

人類のための貢献の道であった 。古くな った建物はどんどん取りこわして建て替えていく 。使い捨て

すなわち進歩とさえ考えられた 。生産によ って出る破棄物は 川や海にたれ流し、ゴミを海洋に投棄し

て埋め立て、土地を造り出す。その問自然は無言 のまま営々と後始末をしてくれたのである 。 自然が

その浄化能力の限界を越えたとき、目に見えて公害がクローズ ・ア ップされた 。同時にわれわれは宇

宙船地球号という有限の資源の船に乗り合わせている一員にすぎないことが確認された 。180) 支転換の

必要性は理解しでも、すぐそれが実行に移されるというわけにはいかなし、 。 それでも省エネルギーの

心要性は痛感され 、動き始めている 。 とは 言っ ても未だ自然、排除の中でどう省エネルギー化を促進す

るかの域にとどま っているようで、窓をあけて自然の風を楽しむというょっな人間的な状況に立ち至

っているわけではない 。 もう数歩の進展がなければ、近代建築が排除し去った風土は帰ってきそうに

もないのが現況のようである 。

3  . 歴史 の 排 除

近代建築の草創期における一般建築界め状況は 、型にはまった建築のプランに巧みな装飾を加えて
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魅力的に仕上げることが大家の資格と考えられ、その操作は建築の本質から程遠い事柄であった。そ

れを正規にもどすべ〈近代建築運動は起こったとみるのが至当であろうし、根本的に建築を考え直そ

うとした功績は買われるべきである。ただし、冷静にふり返ってみるとき装飾コンプレックスにとり

つかれていたふしがある。合理的に追求して形をつくり出すべきだというのは一面の真理があるが、

歴史を否定したことの内情は、過去の歴史を勉強することはその形骸の模倣につながると考えたので

あり 、小心翼々としていたとしか思われない。本来いかなる天才でも、無から有を生み出すことは不

可能で、長い歴史の中から何を己のものとしてひき出すか、そのひき出す能力の優れたものが天才な

のである 。 ものを拾い上げ自家薬龍中のものにまで岨嶋できる能力のあるものこそ天才なのである 。

生まれたままの素裸で何ができるというのか。装飾コンプレ ックスが歴史コンプレ ックスにまで発展

したとみるのが至当のようだ。否定したのは歴史ばかりではない 。歴史的造物も、現代において取る

に足らぬものと考えたが故に、開発という名の破壊も雄々しい行為と称讃さえされたかに見える 。す

べてがそうだったわけではないが、そのような精神構造の上に立っていたことは確かである。必要様

式と呼ばれたウィーン ・ゼセ ッションは決して J、J utz Sti l ではなか った。プランは旧態から抜け出せ

ず、装飾i も華麗で‘あった 。 そのモチーフが過去になか ったものであ ったというに過ぎなし、 。 ウィーン

のアール ・ヌボーといわれる所以である 。 そ打にしても物をつくる訓練が身についていたから、今か

らみると現代の建築に較べて魅力的である 。過去から抜け切れずにいたことが幸いしたともいえぬこ

とはない 。 しかし、ワグナーの郵便貯蓄局などはもう近代建築の滅に到達している 。 よい面でも悲ーい

面でも 。逆に装飾過剰の故に非近代的と見i放されがちなノ ぞリやベルギーのアール ・ヌボーの方が、プ

ランにおいてもセクシ ョンにおいても、遥かに進んでいた 。情念的な装飾で覆いつくされているゆえ

に、その華麗さに目を奪われて 、この点を見落としがちであるようだが、近頃の現代建築よりは遥か

に現代的なのである 。 しかも 、部分と部分は互いに呼応し合い、全体に緊密な有機的つながりを見せ

ているのだ。 ことにガウディのプランニングや構造の確かさは美事で、これも偏執狂的とも思われる

マ ッシフーな装飾に惑わされて見落とす人もなれでもなし、 。 これこそ合理的という名に値いする脱範解

答ではないか。CI AMの草創l期に、いたずらに理論の遊戯に走ることなく、この事をしっかりと把握

しておれば、近代建築は軽薄のそしりをまぬがれていたかもしれないし、少なくとも人間性を喪失す

ることはなか ったのではないか。物を tilJ ることは理論ではない 。物の本質をし っかりと把むところに

ある 。

近代建築家は歴史を否定するという尊大な行為に出た 。『恥知らずの健忘症を要求した J( カルロ ・ア

ルガン、 Proget t o et Dest i no) のである 。そこでは英雄的形態発明の神話に寄りすがらさるを得ない 。

合理主義的追求によ ってそれは達成し うるという信仰に立 っていた 。事実は逆であ った。まず突如として

英雄的形態が歴史によることなく発想され、その形に従ってさも合理的と見える説明をこじつけたに過

ぎない 。 最も悪いことには、本人自身そのようにして組み立てた形と信じ込 ん でいるとい う ｾｦｩ の悪さで

ある 。形はまず造られるものでもなければ、合理的追求の結果生まれ出るものでもなし、 。互いにt革新

する要求をパネとして、合理的処理を行つ中から発想されるべきものである 。 ごり:)"' 1
1
しでなく、いと

も自然に、創る人の感覚や情念、がそこで実を結ぶようでなければならない 。 これをこそ ordi nary と呼

ぶべきか。表現はともかくとして、実態は自然に生まれ出るのではなく、建築家が生み出すのである 。

創るという言葉はそのためにあるのだ。生み出すためには対象に応じて自由に流動できるものがまず

建築家の中になければならない 。常々目をこやし、心に替えなければそれは不可能である 。

近代建築家は 『嘘はいけない。構造を正直に出してこそ正しい建築て‘ 美しいのだj という考えに立つ。

さらに進んで『ダクトも配管も素直に表して美しい空間をつくるべきだ j という考えが生まれ、ひと頃

国連ビルの会議場などで流行したことがある 。 しかし、結局それは美しくなか った。近代建築家が推

賞する人体は確かに全〈無駄がなく、合理的にできている 。内臓は筋肉や皮! 内の下に保護されていて

見えない。肉体に栄養を補給する血管もすべて覆い隠され保護されている 。血管を露出させて何が美



しいか。 f建 築 に 設 備 と い う も の が 無 か っ た ら ど ん な に 楽 し い こ と か j と コ ル ビ ユ ジ ェ を し て 慨

嘆させた所以は、それを覆い隠すことによって構造が素直に出せないということであろうが、慨嘆す

ることの方が間違っており、包み隠すべきものは隠した上ではなお健やかな空間になるようにするの

が建築家の仕事ではないか。そういう私も近代建築思想から 脱 し切 れずに同じ苦悩をなめているのだ

が。暖房すれはすでにして結露の問題が起こる。当然の処置としてインシュレーションヵ、要る 。見苦

しいタクトや配管を隠せば室内はほとんど皮膜で覆いつくされることになり、ハリボテ感はまぬがれ

ない。建築家は内部では室内装飾屋にならざるを得ないのである。それを成り下がると考えるところ

にそもそも建築家の思い上がりヵ、あるのではないか。その中で何ができるかが問題とすべき点ではないか。

最近ノ刊の市場のあとにポンピドーセンターヵ、出現して物議をかもしている。新 旧のコン トラストと

いう点では最も強烈であろう 。 ( 高僑蹴一氏によれば、コントラストというよリ、よくなじんで見え

るという 。ただし、ノ マリでは、いたるところに出作が見られるから、ここでもそのひとつぐらいにし

か感じないのだと逃げの手がうたれている 。) 何も同述ビルで経験ずみの失敗を重ねる意義がどこに

あるかと言いた L 、。 これこそ近代建築の優等生であるが、少々遅〈世に現れたというわけ 。 旧套墨守

の徹底したノ f リでこれが出現したことにはショ ック療法としての意味はあるかもしれないが、何を今

さら、ねぼけているのではないかといいたいところである 。 それを比て感激している若者達をみるこ

とは硲かにショ ックであ った。 内音1¥1 ; ) : 能率的によくできているというが、総ガラス張りの機械的ファ

サードとの関係はどうな っているのだろうか 。

歴史的建造物はおおむね重量感に満ちている 。それへの反授として生まれ出た近代建築は重量! 惑を

極力排除しようとする 。 もともと組新進である古建築は当然 c lose した空間をつくる。その壁を取り

払 って、建築の内部を外部と介ー させようとした近代建築としては当然かもしれなし、。 L 字形やコの

下形の壁さえ嫌 った所以は囲まれることを極力さけ、一つめ空間として流動するユニバーサルな空間

を志向したからではないか。近代建築家は平滑でツヤツヤした材質を好み、重厚で暖かい材質! 惑を極

力嫌 った。材質感そのものさえ装飾として恐怖した形跡がある 。 それと同時に材料にあたる柔らかな

光の一面をさえ排除しようとしたように見える 。

4  . 歴 史 的 、 自 然 的 環 境 の 排 除

近代建築家は己のつくる建築を孤立して完結したものとして、周囲の環境から 1hz : 立させたいと願っ

た。建築家は誰でも，' ，分の創る建築を目立たせ、美しく歌い上げたいと願う 。それは市井の l喧燥の中

であろうと砂出や山中のような無人の環境であろうと対比する相手が異なるだけである 。対比と言っ

ても一極の調和であり、互いに例をはっきり際立たせながら響き合うというだけである 。他方に馴染

ませる手法があ って、この場令は伊l を主張しない形である 。前者には失敗すれば混乱に導く危険があ

り、後者は都市を活気づけぬ危険ヵ、ある 。前者一本で拘l し進めたのが近代建築で、その反省として時

に及んでは後者の必要もあることを、改めて認識したというのが今現在である 。近代建築でも周辺と

の調和が考慮されなか ったわけではないが、それは己の作品をよく見せたいからである。マルセイユ

のユニテは緑の海に吃立して自己を欽い上げている 。 コーリン ・ロウの Fi gur e-Gr ound( 図一地) 流

にいえば、緑は J也であり、ユニテは図である 。 フィレンツェのノ f ラッツオ ・ウィフィツィは町に融け

込んでしまって、 1181 としての主娠がない 。 ピア ッツアやポー河に達する道が心に訴えかけてくる 。町

や運河が図であり、ノ マラ ッツオは 地 と化しているのだ 。都市に建築を建てる場合はそのように建てる

べきが至当ではないかとするのが現時点における考え方のようだ。すなわちあまりにも自己主張の強

かった近代建築への反省である 。近代建築においては個としての完結性があまりにも大きく主張され

過ぎたのではないか。Facade は内部の使用目的がそのまま姿として表れるべきもので、内部と無関

係な Facade は偽りであるとする。それは一面の真理である。かと言って周辺を一顧だにせずに F a-

cade を決定してよいということにはならない 。ルネッサンスからバ ロックにかけての都市では、道 1  
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路や広場が都市 としての図であり、建築は 地で あった。パ リのヴアンドーム広場はまず広場がつくら

れ、広場を取り囲む建築のFacade だけが、マンサールによってまずつくられ、広場に面する敷地は

ファサード つきで売り 出 されたほどであ る。都市が一人の人聞の意志によってつくられる 場合はそれ

もありうる。しかし都市がそこに住む 人々 によってつくられていくのが本来の姿であるとすれば、こ

の方法も納得できないものがある。かと言って混沌 の様相も好ましくないから 、何か経済的で 美的効

果もある都市造成のラ ンゲージは ないものかと考える人があるが、規制になりやすい危険性をはらむ。

造る側の建築家が、都市 の風景に全責任をも って 臨むより手はない のかもしれない。

歴史を排除した近代; 建築家にと っては 、すでにして無用の長物と化し去った建築物は取り鍛し 、有

効な建築物に建て替えるべきだとする考えが根本にあり、完全に取り段して新生させることが再開発

であった 。有用な都市は生まれ うるかも 知れないが、それは均質人 聞のための別の都市である 。戦後

生まれ出たニュータウンやブラジリアやチャンディガールのような都市は、主主然と統ー されていても

古い都市に較べて 何かが欠けているとすべての人が感じた 。都市としてのアメニティが欠けているの

である 。都市がわれわれに語りかけてこないのである 。バ ロック都市では軸線が通 1) 、三叉集中路に

広場があるとい うことだけで、それな りのアメニティをつ くり出し ていたし 、広場にはオベリスクや

噴水や彫像があ って、 都市にアメニティを与えるとともに記憶装置としての役割を果たしていた 。新

しい都市にそれがないというなら、そうした記憶言語を造り挿入してはどうかと、マルヌ ・ラ ・ウーァ

レの倒置の考古学は考えるが 、本来都市は造られるも のでは弘〈、できてくるものである ことを見逃

している 。少なくともできてくる過程を横から援ける道を考える以外によい手はないのではないか。

ニュータウ ンの元祖と目されるヴェルウィンの 田園都市は造られたも のであ り、恐ら くできたとき

にはあき足りない都市であ ったろうが、今では木が生い茂リ、住民が住みやすく改変していったであ

ろう過程で、あたかもできてきた町のような風貌を呈している 。 その限りでは造られた都市もやがて

はできてくるということは考えられる 。元来田園都市な いしニュータウン思 i匹、というものは 、者[1市を

自ら人聞の住めぬものにしておいて、それを放棄して逃げ出そうというのであるから、その都市への

愛情の薄いことは確かで、都市自身を住めるように改めてし、くのが本旨ではないか。 田園都市やニュ

ータウ ンの思想、は田園を排除し、喰い荒し、都市化するだけにす ぎない。

歴史に関連して、近頃流行の折衷主義は少し怪しいのではなかろうか。近代建築一筋に自己主張す

ることを止めることと折衷とは閉じではない 。混在に美しさがあ って も人の意志でつくるものではな

く、結果としてできたものにそれなりの美を認められるというにすぎないのではないか 。物にはそれ

ぞれの良さがあ っても、そのまま借用するわけにはいかなし、。過去の形を学ぶのはよいが、その形が

どうしてできたかを学ばねばならなし、 。形は伝統ではなし、 。物の把み方、受け入れ方こそが伝統である。

そこを学ふ‘ のでなければ伝統の継ゑにはならない。真面白一徹でなく、たまに遊びがあってもよいが 、

いきな遊びでないと人に笑われてしまうのである 。

5  . 全 体 と 部 分

合理性が主題であれば、要求に従ってプランを組み立てていくとき、四角く納まってしまうことの

方が稀有のことになる 。 なるほど近代建築家は用途の仕分けをして各ブロ ックごとにまとめたが、そ

れぞれのブロ ックの 中では四角 の 中にプラ ンを 押し込めた 。平らで阿角い立方体こそ形の本源である

という信仰の 中では、合理性は単なるお題目に過ぎなくなる 。それを寺IJ 1) 込んだり、跳ね出したりし

て立方体に強烈な陰影を与えょっとしたが、その形にあてはまるようにプランを作成したのである 。

形がまずあ って 、それを合理的にできたかのごとく 理由づけたのである 。プランは 形に、部分は全体

に従わされたのである 。設計の操作上それが最もやりやすいということが一因であったのかもしれな
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い。長谷川発氏は「部分の反乱」の中で、 『入口のドアのノブを握っただけでも、その家全体が想像

されることがあるのに、近代建築は凡そ部分からデザインを拡げていくということをしなかった 。国

土計画一都市計画一地域計画一住宅計画一住宅のシルエッ卜一部分と降りてきて、 ドアーのデザイン

が定まらなければドアーのノブのテザインも定まらない j という意味の壮快な批判を近代建築に対し

て下した 。言い得て妙であるが、本来デザインは全体から部分へ降りてし、くのでもなく、部分を構成し

て全体に至るのでもないのではないか。部分自身も互いに自律してからみ合い、部分と全体も互いに

主従の関係ではないのではないか。 v .オルタのファン ・エー トフェルテ邸も、オルタ自邸も 都市住居

であるから全体の形は周辺の状況から規制されてしまうが、その中でのプランの自在さには睦目すべ

きものがある 。階段を中心へとする空間の展開の中で、部分と部分が互いに絢りまぜられ、空聞が機

能的につづり合わされて芋づる式に展開していくさまは 、まさに有機的で‘ ある 。 自邸の場合は機能別

に三つの階段によ って仕分けられているのだが 、住居のH青れの空間の階段の踊り場からサ ロンが、ア

トリエ空聞の部分にはみ出していて、変幻自在。すべてが部分であり、全体なのである 。

近代鐙築家カ、ツリー思考で常に全体から部分へ志向していたことを美事に喝破したのは C アレキ

ザンダーであ った。実社会は決してツリー状にできているわけではなく 、五いはセミラティス状に組

み合わされ、r . T 雑極まりない関係であるのに、それをツリー状に上から下へと構成して都市をつくろ

うとしている 一一ーというわけである 。

チボリーのヴィラ ・アドリアナはノ、ドリアヌス帝が生涯中に遍歴した大ローマ帝国の各地で美しさ

に打たれたり、珍しいと感じたりした建物を寄せよ長めたヴィラで、建物同士が互いに相接して、かな

り制官な者!Ii!i 状態をなし、ここにギリシャがあれば、あちらにエジプトがあるとい った具合に、各種

様式の建築がアド ・ホ ックに集積されている 。それぞれの建物は軸線をもつが、互いの軸線はでたらめ

に交わ っておリ、お互いに相接する部分のみに互いに関係し合っていて、それらの重合の中から活力

がいきいきと! さじられるのである 。互いに突き波しながら生まれ出る深い関係、部分相互の疎密を心

得た|共j わり千干し、の中から生まれる全体のありょうこそ学ぶべき実態と思われる 。 ここに折衷性をみて

喜んだ c. ムーアは部分が 1'1 律しながら全体を生み出してし、〈機微に触れ得たのではないか。単なる

折衷性ではあるまい 。

B  ルドルフスキーの Ar c hi tect ur e  wi thout  ar chi tects 展 ' 64- ‘ 65、N.Y . はヴァナキュラーな

美を遺憾なく展開してみせた 。ユニバーサルな近代建築にあき足りず鞍屈していた建築家たちはその新

鮮で人間的ぬくもりに満ちた美に圧倒された 。同じ材料と同じ工法による統一の美であると見るのが危

険なのは、細部を見ていくと微妙に追っていて千変万化であることがわかる 。その中でこそ統ーしても

美しく成り立っているのだといえそうである 。部分の集積であるからこそ美しいのだと見る人もある。

地中海の集孫のように住居群を組み上げてし、くのが流行したのはそのためである 。M.サフディのAbitat

' 67はその総決算ともいえる 。現代の建築家から見れば、部分の集積としてこれからの建築の理想像の

ように見えた 。 ところが他 の分野の人々がこれを見るとき、貧民績の立体化としか映らなし、 。かつて

の民家集落は部分の積み上げには追いないが、部分と部分、部分と全体が緊密な関係にあるばかりで

はなく、部分自身にちゃんとしたディテールが備わっているのだ。そのエネルギーと心の集柏であ

るために人間的な魅力をも っているのだ 。要するに tllJ ることの実体を把んでいたのだ。近代建築は人

間味が深〈注入されていず、ディテールにかけたエネルギーも僅少であるために、平らな大きなシル

エットで強烈な陽光の下にさらしたときには、一つの美を生み出しうるが、部分の集積として表現し

ようとすると貧相さが目立ってしまうのではないか。公害と資源問題から、建築が建ちにくくな った

これからは、じ っ くりと時間とエネルギーをかけて一つ一つを大切に扱うべきときが来ているようで

ある 。 (1977/ 11/ 22)
( にしぎわ ふみたか 挫築家・坂倉挫築研究所)
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コメント・・・・・

回 新旧のコントラストを

どのように把えていま

すか。

ｾ 新旧のコントラストが

設計の対象となるケー

スがありましたか。そ

のとき、どのように解

j夫されましたか。

圏 最近話題のポンピドー

文化芸術センターをど

う思われますか。

園 新旧のコントラストが

おもしろいと思われる

例をあげて下さい。



対立と同調

岩 本 博 行

コントラストにおいて、互いに相手を拒否する対立的な 美 しさが成立す

ることがある 。たとえば、普のままの古都京都の上空を、最新鋭の ジェ

ッ ト戦闘機が鷲進している様子を思い浮かべると、その対立の妙は鋭い。

京都東寺の五重の塔を背示にして、新幹線の列車が疾走している姿を、

ポスターにしたのがあ ったが、これも対立の美しさがあ った。 ( 新幹線

の高架は: dss誌であるが) 動かぬ伽藍と、動くことによ ってその美しさを

発揮する戦闘機や列車との対立は、古い静の美しさと、新しい動の美し

さの妙を見せている 。併せで、芸術と科学、精神と具体の対立を見る感

じがする 。京都の古い民家と、それを背景として立つ、ナ ウなファ ッシ

ヨン ・ル y クの美人との対立は近代的である 。同じ民家に、舞妓や芸者

が立つと古い情緒が漂う 。対立は違 った次元を鋭くし、同調は同じ次元

を優しくする 。 そうして美しいもの同士は、対立にも向調にも調和があ

る。 コントラストは対照される こつのものが、それぞれの個性が完成さ

れているときに成立する 。

建築における新旧の対立が、このようなかたちで調和が完成してる姿は、

寡聞にして知らない。

たとえば、パリにおけるエ ッフェル塔は、新旧対立において、完成して

いると見なされている 。

様式は、その民族の精神の、長い l侍代をかけた洗練の結果であ って、民

族精神の表徴である 。新しいエッフェル塔は、力学の美 を科学的に表徴

したもので、その対立は激しいものであ った。 ゾラ逮がエ γ フェル塔を

反対した気持は、私の中にもある 。出来れば建たなか った方が良いと思

う。パ' ) の空をジ ェッ ト機が通過するのは同居ではない。 その限りにお

いで、エ γ フェル塔の同居には否定的である 。

ハーバード大学の、レンガ様式の建築群の中の、コルピ ジェ のコンクリ

ートの建物は、新旧の対立的存在であるが、コントラストとはなり得ず、

みすぼらしく見えた。長い民族の精神の前には、歴史を否定したただ一

人の存在では孤立せざるを得なか ったのではないか。

ポ ンピドー文化芸術センターは、様式群の中の紅一点とするなら、稀少

的な珍しさはあるかも知れないが、様式群が持つ情緒を嬢すものではな

いか、私は見ていないから分からないが、如上の理で否定的である 。

大阪中之島に住友銀行本社がある 。械式の教養のある建築家が、近代建

築の潮流に竿さして、近代化を試みた作品である 。当時、板垣! 礎穂は、

玄関回りに様式主義が、尾健骨のように残 っていると評した。 その部分

まで、近代化せよとばかりの口吻である 。 しかし私は、その部分が様式

主義で全体を引きしめた美しい作品だと思 っている 。大部分の壁面を、

装飾を捨てて、捨てた部分の空白を、重厚な窓回りと石の表情で補って

いる力量はさすがである 。新旧の手法を対立でなく同調して手際よく処

理した名作であろう 。

新旧の調和の成功している例に、東京高島屋の増築がある 。様式を相手

と。っ てというよりは、様式部分を利用して 、新しい部分を成功させてい

る。住友ピルと同様、新旧を対立させるのでなく同調させているのである 。

(布段 へ)

新旧を超えるもの

鳥 国 家 弘

回 新旧のコントラ ストの杷え方

新旧のコントラストが生きるのは、その新もしくは旧それぞれの個別性

が、いずれも存在の普遍性を怠昧として顕わす i侍であり、またそれが包

括的に人間実存の社会史性の証しとなる時です。

この岡殺によって、新旧はともに自らを越えることができ、これが新の

創造の目標です。 そうでなく、その時身のスタイルとして新あるいは旧

あるいはそれらの対比を目指すのは、意味の少ないことです。

固 殺 計の対象

したがって、新旧のコ ントラ ス トを設計の意識的対象とするのはおかし

いことです。 ( 手法ならよいでしょうが、手法は手法の段階に過ぎませ

ん。)

ただし、古いものは時が普通の世界に加えた重みを帯びています。 これ

に対して、新しいということは 一段と深いということでなければなりま

せん。少なくとも、古いものを感得するカなしには、新しいものは作れ

ないでし ょう。

国ポンピ ド一文化芸術セ ンヲー

ポ ンピドー館は、写真で見ただけですが、その限りではアーキグラムの

金属押絵に似た無機的空間装置のように見えます。 よく判りませんが、

材料の物性や上記の意味からい つで、万博の仮構と同じくそう長い生命

はなさそうです。

ここに「空間装置」と書いたのは悪口です。建築はそんな 言葉でいうよ

うな無機的なものではないと思 っています。

固おもしろい例

思いがけない新旧のコントラストに感嘆したものは、今はない旧帝国ホ

テルの中庭から見たその翼廊と日生ピルの上音I1とです。朝早〈寝ぼけて

いたのかもま日れませんが、マヤの神殿とラマ廟のようでした 。十年ほど

前の「建築の限J (本誌昭和41 年 111'1号) に舎いであります。

なお、われわれの都市は、いつも新旧のコ ン トラストで混乱しています ζ

われわれは新旧すべての仕事をその時その時のフローに投了して日銭を

かせぐ出稼ぎ人のようです。 この世は仮りの世としても、このままでは、

おもしろうてやがて悲しき紛匠です。 こういう美学もわれわれの心中深

〈巣11食っていますが、それでよいのでし ょうか。

一方、古い街並みを観光資源として舞台装置化するのも、本物とは違う

よ うです。出稼ぎ根性でない市民と建築家によ って新旧のコントラスト

が生きてくるのが本物でし ょう。 ( と りた いえひろ俊市大学教授)

(左段より )

近代化は宿命である 。 しかし歴史を

否定しではならない。折衷して、同

調することによ って次の時代が育つ

のである 。近代建築の貧困は、歴史

を拒否 したところに原因があ ったの

ではないか。

( いわ もと ひろゆき

阪竹中工務底常務取締役)

高島屋( 増築)
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粉飾性と夢幻性

光 安 義 光

最近10年間で気がつくことがある 。一つはサ ンカ y トグラス( ミラーガ

ラス) の大量使用による表現効果と 、二つは動的空 間による技術の強調

である 。

・粉飾空間と拡散夢幻の空間一一ー

鏡の作用をする窓硝子が時に夢や、喜びを誘 ってくれることは間々経験

することである 。

インテリアで、たとえば喫茶庖とか果物庖で鋭墜を採用することによ っ

て、商品の笠宮さ、庖舗面積の倍化などの効果がでてくることは人身に

一種の錯覚を催させるのである 。 その実体に触れるとき、むしろ肌寒さ

さえ感じて虚の空間のしかぱねを思うのである 。 多彩に粉飾された、し

ゃt i 1 会もむなしさを覚える 。 それが内部空間での鋭の効用であろう 。

外部での窓に大量に、これらサンカ y トグラスが採用されることは、 10

年くらい前には余りなか ったと記憶する 。 日本では万博カナダ館以来だ

ろう 。 アメリカでは S OM の作品に数年前からでていたのだけれど、日

本の製作技術の遅れとか、空調における熱効率 と需要の関係があ ったの

だろう、随分と遅れて実現してきたことになる 。

郎市の中で建物の外壁ガラス簡には、空の雲の流れを映しだし、青い空

に白い雲 は宇宙の拡がりをすぐ目前にまで把えてくれるような感覚に陥

ってくる 。 自分を中心に無限に拡がる空間を、 一枚の画布切上に風景描

写をしているようで、夢幻な愉しさを呼び起こしてくれる 。 また都会の

谷間にあるピルの場合、自分の背後のピルのmを反映して、画布を引き

しめる 。 ここには第 2 象限、第 4 象限への拡散する空間を現出してくれ

るわけである 。

内包効果、外延効果のいずれにも、嘘の空間を知党をするときには一種

の怒りを党えるが、共通に多彩な変化、華やかな様相、夢幻の喜び、錯

覚の鴛きなど、芸術的に統ー された作品に接すると、現代の焦燥に明け

暮れる生活感情にと って、 一瞬の快さを導いてくれるのである 。

以上の粉飾、拡散の空間感情をさらに婚幅する技術の駆使は動的な X 、

Y 、Z 方向へ立体的に計画されてい く。

磯崎、束、 川崎、黒川などの作品の気鋭さにそうした現代の縫い対比を

感覚させられるのである 。 そして、麻嫁した快感の対称から遠のきしば

らくすると、平静、安定性を求める感情が身内に湧き出して くるのであ

る。

' 78 の現代はすでに均衡のとれた沈降する感情に動き始めているのでは

なかろうか。現代の喧騒さから脱出する術を探し求めていた若者が、第

1 象限の原点に向か っていると考えるのである 。

・ポ ンピド一文化芸術セ ンター 一 一

第一次世界大戦から第二次のその問に、 10年おきに事変など起きている 。

絵画、芸術の世界では、抽象化運動が次第に定着し、建築技術と交流し

つつ、第二次世界大戦後では、司王変より建築芸術の中に、次々と作品は

打ちだされている 。シ ドニーがあり、ポ ンピドーのそれに、建築、各種

作品との一体化が具現してきたという べ きであろう 。

ポ ンピド一文化芸術セ ンターは、建築のもつ原点という抽象性と絵画、

彫刻の抽象性とを全 く一致させた抽象作品と考えている 。代表的な総括

した作品である 。 (みつやす よし みつ挫築家・明石工業高等専門学校教授)
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コラージュの季節

向 井 正 也

回 新旧のコントラストの把え方

者s市であれ、建築であれ、新旧のコントラストが生ずるのは自然の成り

行きであり、 別段今にはじまった 問題ではな いと思います。ただ20世紀

の近代建築の場合、コントラストが調和の限界を超えるあたりをどう 把

えるかが問題で、これは単に色彩、形態、テクスチュアなどデザイン婆

紫の対比から 、 さらにスケールやイミに関する対比一対極的取り扱いが

問題となりますが、私としては、建築デザインの基本的考えとして、本

筋は合理の線をち ゃんとおさえながら 、 どこかで一本破目を外したよう

な空間的なヴァイオレ ンスやアソピがあ ってこそ作品の鮮度が保たれる

ものと考えています。

しかし単体の場合と事情を異にする、都市景観については、新旧のコン

トラストが、あまり調和の枠を勝手気ままにふみ外すのはどうかと思己

ます。 わが国の都市空間も、長い歴史の上で西欧の場合と併行的に、均

3K74美を保 ってきたのですが、近年の、特に 〈高度成長〉の結果、今や

まさにオモチャパコをひ っくりかえしたような雑然騒然たる様態を呈す

るに至りました。 いわばょせ集めのガラクタのモザイクで、これを詳し

てコ ラージュ 的だとい った人がありますが、全くその通りだと思います。

コラージュ だから、やり方次第では、多分に偶然性の助けによりかかり

なが らも、 (茶〉でいう 〈取り合わせ〉の妙を発揮し得る可能性もあるは

ずで、ゲ ンに西欧の今日の都市景観など、なかなかいい線をい ってると

ころも多いようですが、どうもわが国のt務合は ・…・。 まことにこま った

ものです。

アメリカの若い建築家リチヤード ・マイヤーなど、しょ っちゅうコラー

ジュ を趣味でや ってるようですが、日本の建築家もひとつや ってみませ

んか。案外この都市の長観形成という 〈困維な包摂的統一) ( ヴェ ンチユ

ーリ) のための良い薬になるかも知れません。

国ポン ピド一文化芸術センヲー

一部ではかなり酷しい批判があるようですが、 ピアノ + ロジャースの、

この作品をふくめて、これまでのー速の作品に見られる案外に深い環境

的配慮の事実や、コ ンペの審査委員長 ジャン ・プルーヴェのフランス人

的な合理主義の英知などから考え合わせて、未だ出来たてのホヤホヤの

ところでの、浅はかな速断は禁物だと思います。 あるいは当局の人たち

のいう よ うに、かつての パ リのエ y フェル塔と同じ栄光の道を歩む公算

も大きいと思われますが、それとは別に今日のわが国の建築デザイ ンの

世界に見られる 一般的ないみでの 〈間〉の残失からきた空間的、時間的

なユトリを欠いた設計に対する、これはむしろ 一つの教訓ではないでし

ょうか。

おもしろい例

東大寺法華堂本堂( 三月堂) 一一 奈良と鎌倉両様式の混成

セピリヤ( ス ペイン) のヒラルダ( 風見の塔) 一一回教とキリスト教、

両様式の混成

近くは、ロ ンドンのデザイ ン ・リサーチ ・ユニ y ト ( DRU) の屋上噌築

( ピアノ + ロジャース設計)

わが国では東大工学部 6 号館の屋上噌築( 香山寿夫設計)

東大工学部 6 号館

( むかい まきや神戸大学教段)



古いものを新しくするのは

新しいものの責任

小 角 亨

回 新旧のコ ントラストの把え方

「古い、新しいと言つでも、それは、時間の流れにすぎない 。今日新し

いものでも、明日は古いと言われる 。 それならば、たとえ古いと言われ

でも、正しく堂々たるものを作ろう 。」という意味のことを、何かの本

で読んだ記憶があります。

さで、このような考え方を前提として、ご質問の新旧を考えてみますと、

コントラストは、対立ではなく、調和を予想した統ーということになり

ます。

古いものは、安定した力を待つてはいても、常に受身で、現実の社会機

構から孤立しがちなものですから、もし、新しいものに特権というもの

があるとすれば、それは、現実に社会に生きる場を与えられているがゆ

えに、この古いものの中に、新しい生命を見つけ出すことであると思い

ます。

われわれの世界は、幸い、経済の法則にのみ支配されてはいませんので、

明日廃車と決ま った蒸気機関車が、最後のカを ふりしぼって、悲惨な疾

走を試みるのを、ただ傍観することのないよう、しっかりと、ものごと

を見つめたいと思います。

国 設計の対象

わたくしは、建物の頂

部の造形は、人間の手

が空に描く最後の意志、

だと思つでいますので、

パラペ y トや屋根を大

切にしたいと常も願っ

ています。
倉吉↑曹物館

倉吉博物館の設計にあたっても、外観の最も大切な告11分、すなわち屋恨

は、 「防の光を跳ねかえし、 うち続く屋恨を述望しながら、 山陰の自然

を考えた場合、屋根材として、将来のメインテナンスを含めて、もっと

も信頼に足るものは、傾斜屋恨であり、それも現地産の瓦を葺くことで

あろう」と考え、 「出雲地方に古くから現存する民家の屋根に魅せられ

てからは、何とか美しい瓦を再現してみたいという身の程をわきまえぬ

意欲につき動かされて」大量生産を前提としながらも、古来の登り窯に

よる瓦の品質にいかに近づけるか努力いたしました。幸い瓦協業組合の

協力に よって、満足のゆく成果が得られ、市民にも親しみの待てる施設

になり f母たと思っています。

固 ポンピド一文化芸術センタ ー

この新しいセンターは、恐らく、大阪で言えば、道頓堀や京橋でなら、

これほど話題を賑わせなかったと思われるものが、たまたまパリ市街の

中心部に建てられたがゆえに、者fl 市と建物との関係を、改め て考えさせ

る契機を与えたわけですが、 10年後か、 20年後も、まだその建物自身新

しくあり続けることができるか疑問です。近代建築が、時間の試練に耐

えきれず、いかに実り少ない結果しかもたらさなかったか結論の出かか

っている今日、ディテールに数々の苦心がはらわれてはいるものの、ま

たまた、そのひ弱い骨格をｾ呈したのではないかと思 っています 。 Ｈ右段へＩ

Der bγCi vi c Cent re 

アーケード

「旧」を愛してこそ一一文化

としての新旧コントラスト

山 崎 泰 孝

人郊の文化はす べて新旧のコ ントラストがあって初めて、生まれ発展し

得るものと考えています。 ですから私達が創造活動をすること自体、常

にこの問題から逃れることはできないと思います。 どんな条件、 どんな

部分にもそれぞれこの新旧のコントラストを考えざるを得ません。

そのとき私はまず、 「旧」きものを十分観察 ・研究することから始め、

それとのコントラストで私の夢を託した「新」しきものを考えることに

しております。 rl 日」きものへの十分な理解と愛情なくしては 、真にコ

ントラストある「新」しきものは合IJ れないと思います。

そのような怠昧で、ポンピド一文化芸術センターはきっとすばらしい出

来事ではないかと思います。視党的風景上でのコントラストがどこまで

成功しているかは 、 そのような写兵も見たことがありませんので判断し

かねますが、あの務ち若いた r，日」い街並みと保守的な社会に、あのよ

うな「新」しいものが生まれたことは、エッフェル塔以来のフランス文

化革命として大いに「コ ントラスト」していることと想像します。 どこ

よりも厚い歴史と文化を待ち、 r，日」さを愛する国民なればこそ、出来

得た「新」しさではないかと思います。

それほどではありませんが、 日本では京都の中京区に建つ新しい建物が

般的に水準が良いと思われるのも、住民の旧い街並みと文化を愛する

心があるからではないかと思います。

それぞれ r，日」い文化を大切にしてこそ、真に「新」しい文化が生まれ

得ると考えます。 われわれ建築家にも、そんな作法が必要なときになっ

ていると思います。

( やまざき やすたか 福井工業大学教綬 アズ・イ ンステイテュート代表)

(Ji' 段より}

囲 おもしろい例

De  r  by  Ci v ic  Ce n t re 1970 ｾ Ｎ宣言十ジェームズ ・ スターリング

旧アセンプリー ・ホールの裏側は舞台になっていて、建物全体が、音響

反射板の役割l をはたしています。

( こすみ とおる 郎 日建設計大阪本社計画主管)

Der by C ivic  Cent re 

ヰ主

ギルド・ホール
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文化の重層のなかで

東 孝 光

同 新|日のコ ントラス トの抱え方

私の好きな建物の一つに、京都西本願寺の飛雲lli lがあります。 ご承知の

ように 、この建築は時代的には秀吉の緊楽第の遺構と伝えられているそ

うですが、真偽のほどは確かでないようです。 しかしそんなことにこだ

わらず、この建築の池を前にした北側の立商を l挑めていると、入母屋あ

り、唐破風ありのさまざまな様式が、しかも緊張感のあるダイナミ ック

なバランスで組み合わされていて見事だと思わずにはいられません。人

によ ってはデザイン過剰だとか、オーバーで日本的でないとかいろいろ

言われそうですが、私はおく評価しています。 そして、いつもこの建築

の写兵を見るたびに、様式という物指しだけで過去の建築を見、しかも

その判定の 明快なものをも って良しとすることの危険さを思うのです。

一つの時代の械式が終わると、次に新しい綴式が登均して次の時代が始

まると 、ついう っかり私たちは思い 11帯ちですが、それは廃史の読み過 ぎ

で、 一つの時代には 、過去の先達が作 ってきたいくつもの様式の成果が

重層して存在し、その時代に生きる人達は 、それと何らかの 関係を結び

つつ新しいさをftJ l を加えるべく生きたと見るべきだと思います。だから 、

様式の混乱とかデザインの氾澄とかは何も今に始ま ったことでもなく、

要は そのなかで、 私たちの時代 が何か創造的なものを加 え得たかどう か

にあるのではな いか、しかしそ れも後世の歴史家にま かせれば良いこと

かも知れ ません。

園!lt 計の対象

下の写nは、1976年東京銀行本庖の取りこわしに際し、私が乞われて提

案した再生的保存案のラフ模型です。 この計画では 、古典械式の銀行を、

当時考えられていたような表面だけ残して内部は新しくするファサード

保存でなく、 一世11は内部空間 を含めて積極的に残し、それにのしかかる

ように噛み合 った新築部分がミラーガラスにな っていて古い株式の壁面

( 右段下へ}

東京銀行再生計画犠型写真
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西本願寺飛雲閣

東大寺三月堂

ＨｴＮＧ ｾ ょ η Ｉ

をいろいろに写し 出す、つまり 対比的 な緊張関係のなかで、新旧のある

関係をっくり 出そうと考えた計画でした 。 この提案は、それを契機 に活

発な討議の波紋が拡がることを 期待して投じた 一石のつもりだ ったので

すが、不幸にして不毛に終わりました 。

固 ポンピド一文化芸術セン歩一

そのような見方からして、パリのポンピドーセンタ ーは不満があります。

それは 、古いものとの葛藤がないことです。つまり、古い街区のなかに、

ただポンと投げこまれて新旧がただ放置されているだけで、そのどちら

からも新しい 関係の手が伸ばされそうに 見えないこと 。 もっとも 、古い

パリの街並みなど蹴 とばすくら いの、ものそ れ自体の強 さがあれば別で

すが、途中の工事写真 に見られたあの巨大な鋳物の鉄骨部材 も、組まれ

てみ れば弱々しい骨組みになってしま ったようでがっかりしました。た

だし、以上はすべて写真を見ての印象批評に 過 ぎず、本当は実物 を見て

判断したいところですが一一。

おもしろい例

口頭に述べた飛雲閣は 、あるいは一つの時代、一人の作者によってデザ

インされた建築なのかも 知れませんが、多分、 明治の文明開化の波が抑

し寄せる前の日本の都市 には、恐らく今以上の械式の重層があって、飛

雲|紛のような 上等の建築ではないにしても、 目茶苦茶に面白い 木造建築

が並んで、いで 上陸 した異人の|恨に映 ったに途 いな い、そのよう な私の空

想を刺激するものと してやはり 飛雲閣 をあげておき ましょう 。 そ して私

の好きなもうひとつの例は噌改築の傑作 としての東大寺三月堂。

以上いずれも最近の私の関心 と興味の範囲内から回答さ せてい ただきま

した 。乞ご容赦。 ( あずま たかみつ w : 孝光建築研究所)



「親 ｌ に入れば「衆 ｾｊ の空間を

ひき上げるものを

蓮 悌 亨

回 新旧のコントラストの抱え方

" 地域に根ざし、利用者使用者の立場に立った建築づくり N をモ y トー

としている私にとっては自にあまる新旧のコントラスト建築が氾らんし

ている現在の世相を情けないと思う 。憲法で保障されている「自由」と、

建築そのもののもつ「社会的資任」とがかくも非整合な有様で発生して

いるのは現代資本主義の末期的症状と見るよりほかはない。 とくに大都

市部において混乱が激しく、地方や農村部へ行くと比較的おだやかであ

る。資本投資の激しいところに奇をてらう建築が多いのである 。地域住

民や通行人の阪のとどくところに設計者のネームプレートを貼ることを

義務づけ建築家設計者を世論にさらけ出すことを提案した人がいたが、

よいことだと思う 。

新旧のコ ン トラストの問題は歴史的風土、景観やまちなみが残り保全さ

れているところ( 時) にのみ問題とされがちである 。 ごみ捨て場に鶴が

降り立 ったような建築を創ったと自負する人がいるが、この場合は問題

にしない。私はそこに住む住民が長い限で、見てどうであったか、どう評

価批判しているかが大切であると思う 。隣接する旧建物との関連でのみ

建築家や設計者は比較評価判断 をしがちであるがまちがっていると思う 。

新しいものの対象物は地域という空間であって、ある特定の物件や建物、

築造物だけではない。新旧のコントラストを問題にする場合それだけに

多機で複雑であり、総合性を必要とし 、評価は困難である 。

園 設計の対象

手掛けた事例はない。つまりデザインで苦労し悩んだ建築や地域の計画

の機会に恵まれていない。機会に遭遇したいと思 っている。設問には充

当しないかもしれないが昭和の初期に巨椋池( 佐川・ 宇治川 ・木津川の

遊水池) を干拓し多くの生息動物の命をた った 、その獲を祭 った大池神

社の設計である( 写真) 。 古い鳥居と玉垣、 小 さな社殿をおさめ込み、境

内全体を修景し、社の関係者に大へん評価された 。鎮守の森のように周

囲は田畑であ ったから、苦労は少なか った。

圏ポンピ ド一文化芸術セン' ; 1 -

ボーブールセンターはまさに奇想天外で、ある 。良し慈しを評する前にマ

ル ロ ー ( 地域保全) 法をベタぽめしすぎることの良し慈しを1命ずる必要

があろう 。 自分の限で見てきたからだ。古い様式や機造をただひたすら

に残そうとするだけではなく、廃史的背景を尊重し、それを生かしなが

らも新たなる創造の試みを積み重ねてこなか ったその反射的産物として

造り出されてしま ったきらいがあるよう に思う 。何とも 言いようの ない

怪物である 。

固 おもしろい例

京都会館は見事に岡崎の環境におさめこまれ、しかも旧館との対応が見

事である 。設聞があってから、その気になって観察してみたが、あまり

おもしろい事例 は見当たらなかった。岡崎や銀閣寺周辺にはホテルなど

いかがわしいデザインの建物が建ち、歴史的環境を域しているが、その

Ｙ 害 ｉｊ は府 外 の設計者ときく 。 諸兄の留意を乞う 。 千年の青ｾ、京都ではデ

ザインに緊張するのは事実であろう 。三条通りは 明治の通りと呼ばれる 。

だいぶんみだれてきたが、私のすきな通勤道である 。三条大精の上から

見た 川辺りに建つ目1 ' 1 : 屡旅館は故三上氏によるものである 。左隣りの屋

根なみとうまく並んだ新築である 。三条御幸町の有本洋fj 日庖は 山本達哉

氏によるもので、古い民家のならびにスッポリと入 ってしまった 新しい

建築スタイルである 。三条堺町の丸忠は恨j章氏によるもので、旧日銀( 平

安館) との並びにあり、好例であろう 。

コントラストとは表現状況の対比差異が激しいものを言うのではなく

「新 しく造るものが郷に入っては郷にしたがい 、郷を空間としていかに

ひき上げていくか」に視点をおいて考えるべ きだろう 。 (11月10日記)

( れんぷっ とおる 京都建築事務所代表取締役所長)

バランスと対比

水 谷 顎 介

回 新旧のコ ントラストの把え方

日本国じゅう、新| 円のコントラストばかりです。 しかし 、そ の「質」と、

そうなってしまう行動の背景に 問題 があります。旧は ダメ、新にだけ可

能性を追いかけて、「変化」を価値として求めてきた考え方や、旧を消耗

させ新を建設することで経済を循環生長させてきたわが国の構造に 、今

後どう対処していくべきでし ょうか。

国 段計の対象

四因物産本社を設計の場合、コントラストというよりはバランスという

考え方で、周囲の民家や納屋哲学に対比させました。構造素材はコンクリ

ート打放し、片勾配屋根に黒瓦色の妬器質ベンチレーション陶製プロッ

クをのせています。

最近、国鉄伊丹駅前計画で、伊丹城跡の遺跡保存に対応すべき設計をす

すめています。旧伊丹郷村や酒蔵群 ・民家哲学の町並み保存的まち づくり

の玄関口となるべく、再開発ピル群が並ぶ阪急駅前と 対比させ て、位置

づけています。

国 ポンピド一文化芸術センヲー

「ノー」です。広々とした公園か回閣のなかの立地ならば… … と思いま

す。裏側の色とりどりのパイピングの扱いが、とくに、無神経だと考え

ます。

ただ、この建築体と周辺をつなぐ歩行者道路整備には感心 しました。

また、工事中のこの建築体に、すでに多くのスタ y フが活動しているの

を見て、よくや っているな、と評価しました 。内容やスタッフがきわめ

ておそまつな、わが国のこの極の公共建築物に比べて、です。

団 おもしろい例

とくに 、心当たりなし 。
( みずたに えいすけ 都市 ・計画 ・設計研究所)

l - E 
‘ ・ .

lDl 目貫屋旅館 .  

D 有本洋服底 一 Z  

④ 三条通の丸忠 E  
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衝撃のコントラスト

辻 野 純 徳

回 新旧のコントラストの抱え方

新旧のコントラストの意味がよく理解できませんし、それか建築デザイ

ンの動き云々にかかわるとは思えません。識別できる陰影もコントラス

トなら、あのどぎつい黒と主主の縞の危険表示も目立たせるためのコ ント

ラスト 。 ξ 衝撃のコントラストごと題したク リストの布も「私はこれま

でまったく見たことのないものを表したい」目的で、 一時的な、永続性

のない演出です。 目立つためのコントラストの手法は、博覧会の建造物

や看板など、一時的で取り外せることが可能なものにかぎられてきまし

たが、依近目立つことを目的の商業建築には困ったものも多いようです。

新旧とは、それが様式上のことなら、元来建築では社会的、技術的な告IJ 約

の中から、風土性と機能性を得ることはもちろん、より美しい表現への

努力の永い時間の結果が機式となりました。技術的措IJ約の闘が拡がると

き、折袈様式が、とくに近年様式的建築と評されるものは、歴史的様式

を採用したのでなく、表現の手法として歴史の型に学んだものと思いま

す。ただわが国では明治維新前の江戸鎖国の凍結の時代の優れた木造建

築の時代から、明治期、西欧の技術 ・型を質量的にも 一方的に急激に受

け入れた結果の在来技術や文化との断絶が、西欧の述続性のある様式と

違った疑似的機式を生みました。しかも近年まで続いた 2階建までの町

家と欧米資本主義の流入、さらに戦後の急激な経済規模の拡大が、都市

ではそのひずみとともに、量的にも全〈相容れない、コントラスト以前

のものとなり、砂竣か保存かの関係しか生まれないのが実状です。

新 l日のコントラストなどとは思いつかぬのが街ですし、街自身が新旧い

ずれを主とするか、従とするかを決めると思います。

固 ポンピド一文化芸術セン空ー

見ていないので評価しにくいですが、雑誌などでみるかぎり、年輪のき

ざまれた周辺市街地と良き関係にあるとは思えません。前衛を好むパリ

であ ったとしても、あのエ y フェル港は、万国f l IJにおけるフランスの技

術革新の成果を発御して世界にフランスの力を誇るモニュメントであり、

残されるべきか否かについては長年にわたるパリツ子の賛否両論の中に

生き永らえ 、結果としてはパリのものとな ったもので、ポンピド一文化

芸術センターにはそのような技術的・ デザイン 的革新も、必要とす る社

会的背景もな いように思えます。 また立地も、エ ッフェル塔が万国博の

開催できる広さと、セーヌ河とその対岸のトロカテロ公悶を含めた、当

時のパリ市街地の端部であったに対し、ポンピド一文化芸術センターは、

伝統的都市の中心部、その伏線として、あの美しい欽の構造のパリ中央

市場 ( 1853 ・パルタール) を市民の足の確保を理由に取り壕し、ターミ

ナルにするなど、 一連の都市エネルギーの再生策のーっかもしれません

が、でも釈然としません。時の流れが、エッフェル塔同機パリーに同化

させるか 、はなはだ疑問で す 。 ( 右 段 下へ)
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込められた精神性

出江 寛

回 新旧のコントラストの把え方

新旧の建築では、その表現、要求される機能、使用材料など、異なった

ものとなるのは当然の帰結である 。 しかし、本質において、そ れに込め

られた粉神性、感性が同質のグレードまで高められている建物同士では、

無意味に対時し合うのではなく、互いの個性を地幅しあうようなコント

ラストが生まれ得ると思う 。

固 位 計の対象

京青s岡資本社ピル

京都室町での設計であり、京都の街並みが持つ快いデザインエレメン卜

( 紅柄、れんじ格子など) をモチーフとしてフレ y シュに表現した。

京都岡慶本社ピル

国ポンピ ド一文化芸術セン空ー

西欧の開口部の少ない、ど っしりとした組積建築になれ親しんだ人々に

とって、 i経み、透明感、活気、開放感などの印象を与えるこの建物は 、

その精神性に今までとは異なった触発を与える起爆剤となり得るであろ

う。 しかし、この建物はあまりに装鐙的、博覧会的であり、建築的には

未消化な部分を残すように思われてならない。

同 おもしろい例

旧京都会館( 前川国男氏)

昭和10年という時代において、京都の街並みの中に出現したスー パーグ

ラフィックの壁面が、町家の繊細な意匠との間に見事なコントラストを

生み出l した 。

旧京都朝日会館( 石川純一郎氏)

京都の街並みの中に出現したスーパーグラフィ y クの壁面が、繊細な 町

屋のな匠との 聞に きわだったコントラストを作り 出した 。

( いずえ かん出江究建築事務所所長)

(1;: 段より}

回 おもしろい例

新旧のカイザー ・ウィルヘルム 一世教会( 旧教会1891- 95 ・ロマネスク

復興機式、新教会1961- 62E. アイエルマ ン) ー友の写真一

西ベルリ ンの中心地・ランドマークでもあるこの教会は、かつては普填

・4干仏両戦争に大勝し、 ドイツ帝国を築いたウイルヘルム皇帝の力のシ

ンボルであ ったという 。第二次大 i械で無残に砂竣された教会は、その八

角の主塔を残し、それとはさんで六角の塔と八角の礼拝堂がガラスプロ

y クの単純な箱として対比的に総てられています。雑誌で見たときは何

の感動も党えず、いやむしろ批判的でしたが、しかし実像に援し、第二

次世界大戦で敗れ、国土、国民までさかれたドイツの生々しい傷跡を呉

邦人の私どもにもう ったえる本当の記念碑と感動しました 。

(つじの よしのり KJ( iili 辺建築事務所)



景観の中でのコントラスト

瀧 光夫

回 新旧のコントラストの把え方

街を歩くと、新旧のコントラストよりは、新々のdHEゃ自然最観と新の

不調和ばかりが限に入ります。20年ごとに造りかえる伊勢神宮の例 から

しでも、永劫不滅の 旧と、それをのりこえようとする新とい った新!日対

立の意識は伝統的にキハクなのではないでし ょうか。 ものごとの速いを

ハ ッキリさせて決着をつける契約( コントラクト) の思想とちがい、な

んでもウヤムヤ、なし くずしにしたがる単一同化志向の民族性もあ って、

新旧のコ ントラストらしいものは生まれにくいのでし ょう。

国 段計の対象

新旧のコ ントラストをデザインテーマにするような 仕事には今のところ

当た ったことがあ りません。 まわりの:雰囲気や土地柄 には気をつか って

いるつもりですが、歴史の古いこの国で、デザイ ンの手がかりにな っで

くれるほどの手ごたえのある旧は、 ( それに新も) 怠外に少ないのでは

ないでし ょうか。

ですから心がまえとしては、こちらがつくる新が、いずれは旧になるの

だから、そのとき、となりやまわりにくる新が意識せざるをえないほど

のものを自リっておこう 、 ということになります。

国 ポンピド一文化芸術セン9 ー

古い街並みを随分きびしい規制で守りながら 、公募で走塁モダ ンをハメ込

むあたり、応募案も案なら選ぶ方も選ぶ方、そして案の通りに建ててし

まうところ、や っぱりパリだなあ、というのが感想です。 ああいうのを

ガッチリ受けとめる古いものが、堆積して残されているからできること

でし ょう。 それにしても、こちらのメタポ リズムが大量消費時代の則産

物みたいにうたかたのごとく消えかけているとき、その決定版がパ リの

中心 に出現し一一一つの美学として自己主張し一 一出来たとたんにもう

メタポリの「古典」 化 しはじめている点( 良し悪しは別にしても )、あち

らの伝統を感じさせられます。たしかにメタポリデザイ ンは、 ペ ラペ ラ

ゴミ ゴ ミのわが国では一向に見ぱえがしませんでした 。

固 おもしろい例

新旧 コントラストの不愉快な例 ならいくらでもあげられそうですが、お

もしろい例はあまり知りません。少し観点のちがった例 2 題。

中かた

i ) ロン ドンのさる通り 。大きな館のそばにある馬丁の長屡 に作家、俳

優とい った金持ちの文化人が住みついて( 馬屋 がガレー ジにち ょうどよ

い一 一古い鳥屋に高級車もし ゃれている 。内部の スケールが小じんまり

して思考に最適。袋路地は静かで雰囲気がある 。) 、大通りに面した貧富の

方は中を区切 って貧乏人のアパートにな っでいる由。写真は、その今や

高級住宅地 とされるもと馬丁街。時代 とともに主客カf転倒し、形はその

ままで機能の方が変わり、変わ ったとたんにデザイ ンが全 く新しい意味

をも ってくる点、単なる形態上のコ ントラストとちがったおもしろさが

あります。 ( 右段下へ)

高級住宅になった馬丁長屋( ロンドン)

昔の出来事に新しさを感じ

太 田 隆 信

新しいもの、旧いものについて 、 さまざまな断片的 な思いがあります。

たとえば '73年のオイル シ ョック 以前の出来事、具体的には万国博等、

身近なことだけにかえ って、ある種の懐かしさとともに、強烈な 旧 さを

感じる一方、幕末嘉永以後の各務の動き 、政局の混迷の 中に、今日の世

界情勢のミニチュア版を見る思いがして、身近なものを感じたり 、 また、

江戸初期の世の中、人々の生活に、これからの低成長期の生き様を学び、

改めて、 明治以来、私達がとにもか くにも 一生懸命に築きあげてきたも

のが、このところ急速に色槌せてゆきつつあることに、驚いてみたり・一

一、とい った調子で、 何 が新しいのか、 何 が旧いのか、そのこと自体が、

混沌としています。 こういう時代には、総じて身近なもの 、ほんの昨日

の出来事に、 旧 さを感じ、それ故、一層コントラス ト等が問題になり 、

一見!日 いもの 、昔の 出来事のなかに、かえ っで新鮮さを感じるのでしょ

う。前段のたとえは、あくまでも、そのうちの一例として 、受け取 って

いただければと思います。

ポ ンピド一文化芸術セ ンターのこと、確かに、大変勇気ある試みだとは

思いますが、十分に計算された試みというか、石造の街の 中に言午容さ れ

うる範囲内の出来事だと思うのです。 というよりは、きわめて 均質な商

的広がり、伝統の 中に、異質なものが一点存在したとしても 、それは、

それだけのこととして風化していくと思うのです。 このへんのところが、

どうも島国育ちの私達にはわかりにくい、いや、いつまでた ってもわか

らない。ポ ンピド一文化芸術セ ンターの新しさについて、云々する場合、

論調がどうしでも、日中 iji党争時の、徐州陥落、漢口攻略とい った調子に

なってしまわざるをえないのは、残念なことです。私達は 、どうしても

面的 な広がりの意味 を、ついに理解できないのでし ょうか。 なおこの建

物、近代建築には速いありませんが、 同 じフランスのコンコルド、ダ y

ソーミラー ジュほどには近代的で、なく ，' 20年代の節操を保 っていると言

えましょう 。 そのあたりにも、この国らしい用心深い街造りの手法が感

じられて、好ましく思います。

さて、日常の仕事についてですが、私逮が設計をする場合、常に、 旧い

もの 、敷地周辺の以前 からの景観 ・環境をどう認識するか、そしてその

中にどう計画するかというところからスター卜するのではないでし ょうか。

今回のテーマの、 !日いものとの関係は、決して、コ ントラストというよ

うな、強烈なものでも、非日常的なことでもなく、きわめてありふれた

平凡なもの、日常茶飯のことでありたいと思 っております。 その 中でど

れだけ丁寧に密度をあげて計画を進めてゆくことができるか、こ れから

の仕事は 少なくとも 、こうい ったプロセスの積み重ねでなければならな

いのではないでしょうか。

具体的 には、やはり東京の京橋高島屋の噌築等、 やや、 旧い話であり

ますが、大変みごとなものだと思います。 このところ 、各種の市街地改

造計画 ・ター ミナル計画等が竣工しつつあるにもかかわらず、これとい

って見るべきものがなく、やはり高島屋の増築 ・村里子さんが出てきてし

まうのは 、残念なことです。新旧のコン トラスト 、世代論として 、 ここ

いらあたりのことに焦点を合わせて論じてみる必要があるの かも知れ ま

せん。 ( おおた たかのぷ坂倉建築研究所)

(を 段より}

ii ) 変貌発展をつづける大東京のち ょうど中心に、大きな田園や森が残

されていて、毎年古式主主かに田植えが行われていること 。公害国の 中心

と聞いて訪れたエリザベス女王が、狐や鴨も沢山いますとの陛下の説明

に眼を白黒されたとか。たしかにこれはヨ ーロッパ風の都市の考え方か

らは奇異なことのはずで、国の中心に田園がある安心感からか民主事こぞ

って回をつ ぶ し山をけずって新、新も っと新とはげんでいるのですから、

新旧のコントラストよりも景観と新との不調和が目につくのもムリのな

いことかもしれません。 (た き みつお建築家)
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古いものから新しい

意味性を引き出す

牛山 勉

名古屋駅からほど遠くない納屋橋のたもとに四階建の小さなピルがある 。

大正生まれのごくあたりまえの古ピルである 。橋の拡幅工事にともなっ

て、近いうち名古屋市の手によって撤去される運命にある 。名古屋市郊

外 には 「明治村」があり、大小の 明治期の建築が移築保存されているが、

" 大正村" という話題はない。たとえあったとしてもこのピ ルはその候

補 にならない 凡様な小ピ ルである 。

昨年度の建築学会コンペにあたって、この古ピルに限をつけた。 ( 風土

と建築、その逃産、その継承〉 という統一テーマの 中で、 「それぞれの

地主主の人々 が、当該地域の風土と建築文化 とのかかわりあいを知るとと

もに、みずからが居住する地域の住環境を形成していく上で住民が利用

するセンターともなるべき建築資料館」の提案ということであ った。

旧館断面図
新館断面図

配置図 ・地階平面図
11暗平面図

私 どものスタッ フと協同 して モ ンタージュ写真のような提案をした訳で

ある 。名古屋市 には先ごろ学会1 t ・をもら った山崎 さんの善光寺別院があ

る。旧いー要紫を 一度バラバラにほぐして、 山崎流に料理しなおしたすぐ

れた事例である 。

私 どもの場合は、 旧い要素をそのままにして、新しい嬰紫を附加するだ

けで別の意味性をよみがえらせることが可能だ、という提案である 。

大阪にはかつて、製油会社の倉庫を改造したギャラリー「グタイ ・ピナ

コテカ」があ った。その魅力にひかれて私もたびたび訪ねた 一人である 。

新しいものと古いものという区分けは、そう単純な作業ではない。

凡様に見える古いものに、ある切り込みを与えて、新鮮な意味性を引き

出す作業は、このような時代において 、 さら地に設計するよりも重要な

仕事ではないかと思っている 。 ( うしやま っとむ ウシヤ7 設計研究室主宰)
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容積のコントラスト

徳 岡 昌 克

四 国新旧のコ ントラストの抱え方 ・設計の対象

新旧のコントラストが対立によって一種の調和を形づくり、その建築環

境が快い緊張感を醸しだせば、もっとも望ましいと思う 。様式、材料、

色彩等の異なったすぐれた建築物 に隣接して新しいものを設計する 機会

にはなかなか恵まれないので、 旧いということを 、既存の環境、建築群

として把 えて、新しく位置づけら れるデザインがいかにあるべきかと考

える 。 コン トラストを形状や色彩について考察するまえに、既存環境に

対する新しい建築物の容積や規模を気にすることが多い。新旧のコント

ラストをねらうよりは、新しい建築物の容積が、既存街区の環境を壊す

ことのないよう、どう、なじみこみ得るかと考える 。 このため、容積に

おける新旧の対立にふみきる条件としては、新しい建築物の立地条件中、

たとえば都市計画で拡幅される道路、公園、河川敷、高架橋築物や鉄道

軌道等、建築の尺度をこえた土木的条件が設定される場合である 。 ここ

でいう土木的尺度の環境条件がそろわない場合でも、容積的、形体的、

色彩的にコントラストを持つ場合ももちろんあるが、原則的には新しい

計画によるオープンスペースの確保やセ ッ トノ'¥'/ ク手法によ って天空光

をより確保して既存街区に新鮮さをあたえることが肝要であり、これを

媒介 として新旧のコントラストを計画しようとする 。 また既存の控えめ

な尺度の街区にあ っては努めて壁面の細分化や陰影をつけることにより 、

広い壁面構成によるデザインを避けるよう心がける 。周辺環境がきわめ

て煩雑で、種々雑多な形や色がでたり、架空線、配管等で埋められたよ

うな立地条件下では、意図的にシンプルで秩序づけたデザインを心がけ

る。

国 ポンピド一文化芸術センヲー

実物をみていないので、 G.A. の写真によるが、建築物に格調や優雅さを

求める世代に属するかして、この建物は、その要求に対するフレキシプ

ル性を求める設計の意図は理解できるとしても、好きな建物ではない。

ただ相当な容積の建造物と見受けられるので、既存街区の建物の規模や、

都市のたたずまいからしていわゆる壁面構成のデザインはむずかしく、

下手をすると 、より 一層環境破壊になりかねないように思う 。 この敷地

の北側に大規模な住宅再開発事業が提案されでいると 聞 くが、巨大建築

群の 出現による、この界限のヒューマンスケールの喪失が危↑ 具される 。

昨年の夏、ワ シントン D. C. にG. オパタの航空宇宙博物館をみたが、石貼

りとガラスのプレーンな巨大な壁面構成からは、全くヒ ューマンスケ

ールが感じとれなか った。 このポンピドーセンターの立地条件下、環境

条件 にあ っては、この建造物のフレームや、避難階段や配管類による壁

面の細分化や透明性をも ったフアサードによ って、その容積、スケール

感を控え目にすることに成功していれば、このようなむずかしい立地条

件下におけるデザイ ンの一手法といえるかもしれない。ぜひ一度、実物

をみて確かめてみたいものと考えている 。

囲 おもしろい例

ポストンのI . M. ベイのジョン ・ハンコ ック・タワーはその外壁のガラスの破

損で随分と話題を提供しているが、私の訪れたときは一応修理もできて

いて、とても美しい建築物であった 。ブルーのミラーガラスに被われた 、

この巨大な超高層ピルは、遠景からはきわめて鋭く優雅なデザインで雲

のうつりかわりを、近景でーは古い街並みを、そのガラス面におとしてい

て、きわめてヒ ューマンスケー ルな建築環境を構成していて、その巧み

なトリ y クには鴛かされた 。 フィラデルフイアにおける ミシェ ル、ジョ

ゴラの一連の作品も興味深く思っている 。

( とくおか まさかっ 郎竹中工務底九州支庖設計部長)



風化の図式

遠 藤 剛 生

回 新|自のコ ントラス トの把え方

テーマの中に記述される異質的な対照関係と同質的な統一性という、全

く内容を異にする二つの事柄が同時進行する状況は、何も建築だけに限

られた問題ではなかろう。

一つの新しい物が作られ古いものが風化する過程には、 一定の図式が存

在し、常にくり返されている 。

異質な形式や内容( 生活、文化、風俗、習慣等々) を通事入する方法は、

短い時間の聞に大きな刺激と変化を伴い、いとも簡単に古いものを乗り

越える力はある 。 しかし、常に新しい事に対する疑問と薄いといわれる

影がつきまとう 。

また 一方、同質性の中における変化の軌跡は、改良、改善という言葉が

うか，>'

示すように、長い時間の帽の中でしかその変化を窺うことはできない。

これら二つのあり様がからみながら、新しい物が古い物を乗り越えてい

る。 そして、新旧の断絶の距離が大きければ大きいほどにそのコントラ

ストはより明nlit なものとなる 。

これら 一連の事柄を、一人の作家の上に置きかえて見た場合、 f皮の関わ

る建築的事象 のすべてを、否定を前提とした立場が、図式として成立す

る。 そして、より遠くに、よりらしさから外れ、新しさと独創的でトある

ことを望んでいたとしよう 。 しかし、現実は、多くの先逮の力によりつ

み重ねられた建築的土主義の中に根をもっ限り、やはりこれらの土援の中

の養分を吸いながら芽ぱえた芽であり、独自IJ というほどに独自lでもなく、

新しいというほどに新し くもない。異質な事柄を導入し虚構の組み立て

がそこにあろうとも、手法が同一であれば、もはや新しさなど取るに足

らないものとなろう 。 しかし、個人に集積された層の厚さは他にかえが

たく、もし明瞭に新旧のコントラストを描く力があるとするならば、ま

さにこの辺りではないだろうかと思う 。

国 ポンピド一文化芸術セン合一

ノf リの町並みとポンピド一文化芸術センターに限 って言うならば、建築

が成立した時代と背景の迷いから判断して、当然この程度の落差は生じ

るものと思う 。好き嫌いは諸個人の問題であり、解答も多様だろうが、

私個人の感じでは、新旧の差によって生まれる空間の緊張感と相E の関

係から派生するダイナミズムが楽しいと思う 。し かし、これは単なる写

真のみによる皮相的判断であり、内部空間、機能、等については、一切

コメン卜できない。

囲 おもし ろい例

「新|日」という言い方は当たらないが、ロンシャンにおけるコルピジェ

ーの設計による建築のすべてに対し、十字架背商の壁、右上告11にシルエ

ッ トを浮かばせ る聖母マリヤの古い像があるが、この像はコルピ ジェ ー

の設計しなか った唯一のものとしての出逢い。 ( 右段へ)

ロンシャン教会

新しい空間不知子のなかで

佐 々 木 桂

回 新旧のコントラストの抱え方

建築デザインにおける旧さ、新しさは定常的なものではなく、不断の時

の移りかわりの中で、その時点での社会理念や人々の希求するものを、

設計者の鋭敏な感覚とイデアのフィルターをとおし で、新しい空間秩序

として体現化しているか否かで判断すべきものと 考えます。

国 ポンピド一文化芸術セ ンヲ ー

このセンターが現代の芸術と文化の活動や情報交換の場であること、し

たがって 現代および未来に生きる建物であって記念碑的なものであって

はならないということ、またパリの様式的な過去の建物と 同軌跡のもの

にはしたくないという設計者の意図はよく理解できます。

ポンピドーセンターがそのエレメントの綴密さにおいて 十分ユーザー逮

を楽しませ、建物単体としても美しく、そして 良きにつけ悪しきにつけ

ひとつの完成されたパリという市街環境の中で、それが違和感なく溶け

込み、なおかっその存在によ って環境そ のものにヴィピ y ドな活力を与

えているとしたら、それは素晴らしい建物だと言えましょう。 私は実物

をみたわけではないので正事雀なことはわかりませんが、 雑誌の写真でみ

る限りでは、そのようには思えないというのが正直な感想です。

固 おもし ろい例

大都市で盛んに売り出されているお墓のアパート。あの小さく区画され

たコンクリートのマス目の中に仏壇を仕込んで何とも感じない施主およ

び設計者の発想のドライさは面白いというようなものではなく、怖し さ

を感じます。

( ささき かつら 阻 日建設計インテリア設計主管)

( 左段より)

イギリスのコンベントリー教会

イギリスコンベントリーの教会における、残されている古い部分の建築

と新築された建築空間の良さが、この教会の歴史を語っている。

( えんどう たかお遠藤剛生建築設計事務所)
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調和のある対比

横 山 誠 一

長い歴史の流れのなかで、人々は常に建築を造り、街を造ってきた 。建

築の生産は廃史とともに連続した行為であり、留まるところを知らない 。

その時代それぞれに、時代の要求に応じて建築は造られてきた 。建築を

椛成する材料や構法、デザイ ンもその時代のなかで選択される 。歴史の

流れにしたがって、旧い建築と新しい建築が連綿と繋がり、混在して l時

代は移 ってゆく。

建築の市1I 作にあた って 、古い時代の様式に合わせてつくることも、また、

反発したり、コントラストを意識することもないと思う 。 その l時代に、

私達の現在の歴史の断簡で、本当に良い建築を造るつもりであれば、新

旧混在しでも対比としての不調和になることもない。良い建築だけが生

命を失わずに街の個性を形成し、歴史に参加することになる 。

最近は、古い建築や古い街並みの保存が論議されている 。 そのこと自体

は悪いことではないが、ただ古いということだけで保存を叫び、新しい

からといって皮すこともない 。古都の落ち着いた寺院も、新築のときは

華やかなものであり、保存を議論されている古い建築も、竣工したとき

は世間の注目を集めた新建築であ ったに途いない。良い建築であれば、

年月を経て親しまれ、良い環境としての地位を獲得してゆくのである 。

真剣に制作され、本当の建築であれば、歴史の流れに乗ることができる 。

建築は連続した流れにあり、私には建築をとくに新旧のコントラストと

して把える気持はない。

京都の街で、黒い瓦とれんじ格子の 2 階屋の続くなかに、新しいデザイ

ンのガラスの大きな喫茶庖が挟まっているのをよく見かける 。新旧混在

して異和! 惑がない。対比はあ ってもよく調和して、一層京都らしさを醸

し出している 。 ヨーロ y パの古い街並みにも同じような例は多い。竪長

の窓に両聞きのガラリ戸がついており、さらに鉄格子の手摺で受けた、

窓の速なる石造の建物、そのような古いアパートの 1 階に、 シャ レた壬

ダンなショップフロントを発見する 。新旧のコントラストとしてみれば、

強い対比をなしているにもかかわらず、旧いものは新しい部分により歴

史の重厚な重みを感じさせ、新しい庖は旧いなかにあり、より一層新し

さをヲ| き立たせている 。対比による統一感が良い。 なによりも、街並み

が混乱することもなく、新旧混在して確実に街の個性を際立たせている。

ノf リの中心部の古い庶民的な居住区であるポープール地区に建てられた

ポンピド一国立芸術文化センターが論議をまき起こしている。実物を見

ていないので、実感としての批評はできない。 ただし、建築家の目で特

別に鴛くべきものではないように思う 。完成度は別として、いろんな点

で新しい模索の示唆を含んでいる 。エ y フェル塔建設のときも、閉じよ

うな資否の議論があり、反対を押し切って建てられた塔が、今では即パ

リを象徴している 。京都やパリのような由緒のある古都に、ことさら前

術的な建築の現れることが興味深い。

( よこやま せいいち 限安井建築設計事務所取締役設計部長)
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実務から- 表面性を狙って

神 出 津 嶺 雄

回 新旧のコ ントラス トの抱え方

日経アーキテクチュア誌は毎号、表紙に航空写真で都市の一部品として

の建築を、表紙i&に高級建築のインテリアをカラーで、作品頁にまとま

った公共 ・商業建築物をプラン付きで数点、さらに中級の住宅一軒を選

んで詳しく紹介しています。なかなか面白いし考え方によ って はうがっ

た誌面精成です。 もちろんすべては建築なのですが、現在の実務として

は、建築物という一つの言葉で捉えるに少し難しいほどの建物群として

の種類分けがあり、建築技術者が分類されているわけです。

設問の新旧のコントラストにしましでも 、建築全般での議論となります

と抽象的でかつ有史以来の問題でもありましょうから、私自身が現時点

で実務として目指しており、かつ建物として実現する可能性のある中規

模の商業建築のジャンルに限つての考察に止めます。

最新のもの以外はすべて古い 、少なくとも現在的な意味で様式化されて

いるという単純な見方をとれば、最新の表現、しかも前述の意味で摂取

可能なもの一一それも次の瞬間に古くなるのですがーーその 中でも広い

範囲をカバーできる実際的なテクニ y クは何か、それは今のところ シー

ザー ペリを中心 とするシルバ一派 ( P/ A誌 O CT . 76) のものかと 考

えています。

「単純な材料」で「今までの建築」をベタに覆うという最終的な出来上

がりは、 その覆う面が古くさければ、 より面白く ( パシフィ y クデザ

インセンター) 、この設問への答えになるかも知れません。 また、東京

のアメリカ大使館のようなプレステージピルにも活力を注入できる技法

のようにも考えられます。

国 殺計の対象 ( 下の写真参照)

クライアントがその対比を求めました 。 しかも古さについては煉瓦をそ

の表現として具体的な指示があ ったわけです。企業として 50年の歴史が

あり、しかも最新の技術の高級オーディオ機穏メーカーたるべき新しさ

のこ面性です。 もともと企業というものはすべて、そうなのでしょうが、

それが建物の第ーのテーマになるのは珍しいことです。

古くさい斜面のレンガ埜と、それを取り囲むフラ y トなガラスと石とい

うわけですが、レンガ墜を全く平坦にするまでには踏み切れず、いささ

かレンガ固有の雰囲気を残したのは心残りです。 もっともこれは 一種の

タイル貼りですから、根本的には矛盾に満ちています。

国 ポン ピド一文化芸術セ ン9 ー

物事の徹底さですばらしいと思いますし、とくにあのクリヤーな彩色に

は驚かされます。一般論に近くなりますが、その建築のもつ雰囲気は現

ラッヲス社本社・中央研究所

ー- - 場で件んでみない

と解らないもので

すから何とも言え

ません。 もちろん

周辺の街並みとの

関連は議論 しつく

された物なのでし

ょうけど、本来の

文化センターとし

ての建築性、とく

にインテリアの方

のそれはどうなの

でし ょうか。実物

を見たい建物のー

つです。

( かみでつねお

設計事務所ジェ布、ラ

ルドラ 7 ティング)



風景の中で

中 村 銀 之 助

回 新旧のコ ントラ ストの抱え方

日本圏内に限 った歴史を考えてみでも、法隆寺、東大寺、 三十三間堂、

大阪城等々の建造物が竣工したときの新旧のコントラストは、全く当時

の人々にと って驚異以外の何ものでもなか ったであろうと思える 。 ある

場合には現在のわれわれが想像し得るよりもさらに強く激しいショック

を与えたものもあ ったであろう 。 しかし歴史の歳月はその強いコントラ

ストを風化させ、 一つのおだやかな流れの中に同化させてしま った。近

代建築術という全く異質文化が移入されたことすら l時の流れは柔らかく

処理してしま っている 。 これらのことから見れば、現代われわれが相当

強いコントラストを新旧建築間に与えたとしても、何十年、何世紀かの

後にはおだやかなものになると言えるであろう 。 しかし現代は繁材、工

法のあまりにもめまぐるしい変化があり、その評価の定まらぬ聞に起こ

る必然的なコントラストが、現時点に建築を使用し、観賞する人々に対

してどのように作用するかということを、十分に考慮すべきことである 。

新旧のコントラストを考えるときまず大づかみに見で二つの場合がある 。

その一つは比較的隣接する建物群をのみ対象とするとき、今一つはも っ

と大きな純閥、 一つの都市群として把握する場合である 。第一のケース

では、さほど神経質にあっかわなくてもよい場合が多々あると思う 。問

題とすべきは第二のケースである 。 そこに居住する人々が、その風土を

愛し、その街の雰囲気に誇りと愛着を感じているときには、まことに慎

重に事を処理しなければならないと思う 。私は建築とは、それ自体が独

立して存在するものではなく、立地する空、風を含む自然と深〈結びつ

いて存在すると考えている 。 この考えに立脚して、そのコ ン トラストは

可能な限りにおいて、穏やかに処理されるべきものと願う 。おだやかな

コントラストの問に鮮やかな個性を発揮する、この一見、 二面背反する

ことをどのように融和させ得るかが今後の私にと って必要な課題といえ

よう 。

固 殺 計の対象

現在、沖純の那覇市近郊に半公共性のある建築を造るべく設計中である 。

沖純という風土、歴史をふまえた上で、外装材料に伝統的製品を使用す

るのも 一法かと考えている 。

固ポン ピド一文化芸術センヲー

1976年11月、たまたま開館 1 ヵ月半前のポンピド一文化芸術セ ンターを

見るチャンスを得た。パリの伝統的な街並みの中に突如として現れたと

いう感じのこの建築物を眺めたときのショ ックは、全くのところかなり

強烈なものであ った。私としては、やや逆なでされたような感党を持 っ

たことも事実である 。 しかしここまで徹底して異質なものをぷ っつけ合

った場合どうなるものであろうか。一つの部屋の中にロダ ンの作品と、

ジャコメ y テイの作品を並べで置いたときのことを考えてみる 。 その二

つの作品の世界観の差異によりそれぞれ独自の雰囲気を空間に固持する

ことによ って、おたがいに相手を意識しないであろう 。 これと同じよう

な印象を与えることにならないだろうか。 このコントラストに満足する

ものならば、この新しい作品を今後とも新しい状態に保持してゆくとい

う義務があるといえよう 。

固 おもしろい例

西ドイツのフライプルグは中世の趣を完全に残す小都市である 。 その街

の中心の教会広場に面して新築された シュナイダー百貨庄は、全く見事

にこの古い街にとけ込んで、いる 。外装、スカイラインの 7 γ スとしての

処理は、周辺の状況に何ら異和感を与えない。 しかるにディテールを見

るに、そこには新しい思、想、新しい素材がふんだんに盛り込まれ、おだ

やかではあるが、は っきりとした主張を示している 。鋭くはないが明確

なコ ン トラストを描く良い事例で、ある 。( 右段の写真)

( なかむ ら ぎんのすけ 大成建設陥大阪支庖設計課長)

時代に生きぬく

浅井 謙

建築の計画、およびデザインは絵画や彫刻のように単にその時代の社会

的、精神的背景を ベースとして出てくる様式のみではなく、その時代の

価値体系をもととした技術革新による新 しい材料の選択によ っても 、左

右される 。 しかし、戦後の 日本の建築の歴史を見てもわかるように、 一

時的に新技術による新材料や工法も使用されるのは確かであるが、それ

も時代の時間的経過というフィルターにかけられると、そのものの本来

の姿が浮かび上がり、自然淘汰され、本物のみが残 ってくると思われる。

ユニークさが時間が経過すると陳腐なものとなる危険性は大きい。昔は

材料が限定されたがために町全体として同一材による調和のとれた町が

形成されていたのにくらべると、現代は" 豊富による貧困H と言えよう。

都市全体を考えた場合、この新旧のコントラストは、今後も続くであろ

うし、救いようがない。 また、旧いものがすべていい建築でもない 。 た

だその街並みを創り出しているのはわれわれ建築家であり、心ある数少

ない建築家によって少しずつでも、街全体の調和が考えられ、街のある

ポイン卜に、新旧の調和が出現すると、そのこ とで一般の人々をも刺激

し、理解されて 、少 しでも町に広がっていくことを願う。時代に生きぬ

くデザインとは、板本的に 、人聞が住み、生活することを前提とした、

思いやりやH愛かみがあるかないかによる 。 そしで新しい技術革新にまど

わされず、人々が美しく見え、楽しくなる街にするため、日々努力して

いるつもりである 。

今、私のも っているテーマも M 時代に生きぬくデザイン" が、そのうち

の一つであり、材料についても、 旧 くからあった M レンガH が待っ てい

る温かさが好きで、レンガをいかにうまく使いこなし、街を人 間味のあ

るものにするか、を考えている 。 ( あさい けん 陥浅井建築設計事務所)

梅新プラザ

シュナイダー百貨底
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都心の長屋

中 筋 修

最近ふとしたことから迷いこんだ大阪市内の焼け残りの長屋群にとても

興味を持 っています。

「新旧のコントラスト」ということを、よい意味にも、悪い意味にも考

えさせられることが多いので、本稿はこれをテーマにしたいと思います。

それは、南区の* および西賑町、北桃谷町、東区の竜造寺町のあたりの

ことです。

写真① は写真② のピルの上から、 雪の日に見下ろしたものです。かなり

大きな街区がまるごと、 3 月14 日の空襲にも焼かれずに、戦前の生活を

そのまま今に残している株子がよくわかります。

と同時に、左手上方に例の谷町再開発のアパート群が巨大な墜とな って、

この細やかな街を固いこんでいる様子が印象的です。

この長屋f ，宇も、いつかは消滅する時がくるのでし ょうが、少なくとも、

10年や20年は共存してゆかねばならないのはわかりきったことなのに、

そのことを全く無視したデザインというのは、 一種の暴力のような存在

だと 言 えます。

このアパートの 12階の2 DKに住む住人と、この長屋のー画に住む住人と

は恐らく、似たような家族であるだろうことに気がつくと、全く奇妙な

気持に襲われます。

写真②は同じ常の日にとったものですが、 7m践のピルと、この古い街

並みが何とも対立が] に不思議な調和を見せているのが印象的です。

それはこの街区のメインストリートと、長堀通との交点にランドマーク

的な要紫を持 ってmっていることと、材質感が似通 っていること 、スケ

ールを少しおとす工夫をしたことなどがその理由としてあげることがで

きると思います。

写真吾胞の暴力的な存在は何とかならないものでし ょうか。

考えてみると、都市の歴史というものは、休むことなく続けられる再開

発の廃史ともいうことができると思います。 ということは、常に時代も、

価値観も異なる建物が、隣接して共存しなければならない宿命のような

ものをf寺っているということではないで、し ょうか。

対立的に調和することも可能でしょうし、すでに存在しているものに対

して、暴力的であることだけはさける工夫はいくらでもあると思うので

す。

写真⑤ の長屋の共同洗濯場である井戸のそばに、ぽんと誼かれた全自動

洗濯機が、かつての井戸と同じように機能しているユーモアを評価する

必要があると思います。
( 生かすじ おさむ安原中筋建築研究所)
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中之島公会堂や図書館に

フーラードームを覆せたとき

渡 辺 豊 和

新旧のコントラストといっても余りに淡然としていて、いかなる答えを

出すべきなのか良くやl らない。 しかし敢えて 明治、大正期の様式的建築

とガラス ・ボックスの近代主義的建築とのコントラストということで考

えてみる 。

二、三年前、東孝光氏が「新建築」誌上で 1 スパン保存という概念を提

出していたことがあったが、その提案の是非は別としても、保存された

様式的建築のエレベーションを、後側に主主つガラス ・ボ y クスのピルと

のコントラストはそれなりに緊張感を漂わせており、歴史家の保存とは

迷った、建築家ではじめて考えられるアクティヴィティを示してくれた

ことがあった。

最近、建築設計屋や都市計画屋など暇さえあれば、ホゾンホゾンのセキ

をしているように姦しい。しかし本当に保存された建物など数えるほど

しかないだろうし、第一、何を保存すべきかの規準すらない。とくに歴

史家の保存対象にただ古ければよいといった単純極まりない理屈を振り

回されるのでどうも具合いが惑い。たとえば中之島の建築群でも、あれ

より良いものを建てる自信が建築家f!!l J にあればコワして結構なはずであ

り、本来、建築とは破壊の業なのであって、保存には一般社会の人々こ

そ力を i主ぎ建築家の独普ーをチェックすべきであって、建築家や建築歴史

家カ叩ヰぴたてる類いのものではないはずである。むしろ私なら中之島の

公会堂や図{ ! } 館などはそのまま残しておくとして、その上にフーラード

ームでも 寝せてしま って包み込んでしまい、 ドームの内側から展覧会の

タブーのように眺め、そして使用したら良いのではないか。このときド

ームと、それほど傑作とも思えないあれらの建物とのコ ントラス トが シ

ュールリアリズムの絵を見るような奨境を現出させてくれるはずである 。

また、ちょうど胎児が母親の子宮の中で浮遊しているに似た光設を呈す

るはずであり、今のデコポコのシェルエ y トが胎内化されるの である。

新! 日のコントラストというように二つのものを並べて建てるといった着

想は何ももたらしはしない。 その意味では東孝光氏の提案も少々並列的

過ぎるキライはあり、やはりもっとアーテキュレートして考えるべきで

はなか っただろうか。第一、中之島にしたって、公会堂や図st 館をコワ

し、黒川紀章ばりの未来派的カプセル建築でも建て周囲の箱型建築とコ

ントラストさせることもできるであろうし、いずれにしてもコントラス

トとは二つのものが全く質を異にしているときに表現の妙が得られ、さ

らにそれがアーテキュレートされていればいるほど、その効果は大きい

と言えるだろう。 ( わたなべ とよかず渡辺盛和建築工房)



アウフヘーベンした デザイン

竹 山 清 明

回 新旧のコ ントラストの把え方

新 しい建築が古い建築とかかわりあう形で創られる場合、デザイン上の

対応の仕 方として 、大きく分けて、古いデザインに沿わし協調させてい

くのか、 あるいは新旧 を対比さ せてコントラストを基調としてデザイン

をするのかという、二つの方法があるといえるでしょう 。

一般的 には、新しい建築は新しい機能・工法などにより形づくられるわ

けですから、デザイン 上でも新しいものとなる必然性があります。つ ま

り既存の物の形だけのまねではなく、新しい機能や工法を徹底して追求

しデザイン 化 していってこそはじめて、その時々の真実のデザインが生

まれうるのだと思います。 そういうことから言えば、新旧のデザイ ンの

かかわり方は、基本的には、コントラストということになるでし ょう。

しかし、機能や工法が変わるとい っても、デザインそれ自身の内的法則

や美的感覚は 、それらに遅れて変わっていくわけですから、単純に対比

・協調と言い切 れない場合も多々あるようです。 ただし 、l時々見かける

ような、古いデザインへの協調のしすぎ、すなわち形だけをまねて、は

りぼてのデザインをするというのは、間違っていると思います。

ですから、新旧のデザインのかかわり方としては、対比を基本とし、協

調をも含みながら 、単に新旧が別個に併立しているのではなく、双方が

互いに働 きかけあう 中で何 らかの新しい質を礎得するような、弁証法的

に言えばアウフへーベンした段階のデザインを倉IJ りだすことが、理想的

だと思います。

しかしながら、現在まで残されている古い建築は、歴史の中で繰り上げ

られ、きたえられてきた非常に優れたデザインの物が多いでし ょうから 、

新しいデザインもそれとの対比に耐えられるだけの優れた物でなければ

な りませ んが、現代のように 、速成デザインが一般化 している状況では、

そのような優れたデザインを創りだすのは、容易ではないでしょう 。

国 設計の対象

ありませんでした。

国 ポン ピド一文化芸術セン ヲー

ポンピドーセンターのデザインは、周囲の古い街なみに対して、非常に

攻撃的な 対応の仕方であると思います。 デザイン自体は、 一見かなり突

飛に見えますが、よく見でみるとかなりよく練られたものと言えるでし

ょう。プランニングもよく整理されており、構造や設備もねばり強〈、

それなりにこなされてデザイン化されています。建築にと って 必要なも

のを隠さないで顕わしていくというデザイン方法による、ひとつの典型

であるといえるでしょう。少々疑問に思われるのは、耐久性の問題です。

構造体 は鋳物とのことで、そう問題はないのでし ょうが、ダクトなど設

備 関係の部材が、今にも錆が浮いてペンキがはがれてきそうで、気にな

ります。

環境との対応については、実物を見てみなければ確かなことは言えませ

んが、この程度まで筋を通したデザインであればかえって、周囲の環境

ともうまく調和していけるのではないでしょうか。先に述べたこととは

矛盾するようですが、むしろ現在の原色のペンキも全部錆びてしまって、

全館錆だらけくらいになったら、さらにし っく りとパリの衡に溶けこむ

ような気もします。

固 おもしろい例

いろいろあると思いますが、圏内では京都会館( 前川設計事務所) が好

きです。新旧の建築の並んでいる中庭は、東山の眺めも相まって、とて

も居心地の良い空間だと思います。

外国では 、 ジヤツク ・ダイヤモンドのヨータスクウェアーが面白そうで

す。 ピクトリア朝風の古い住宅群を改造した 、中庭のある商庖街ですが、

アクティプで魅力的 な空間ではないかと思います。同師下町写真)

( たけやま きよあき 兵庫県建築部営織諜)

戦J[粟的な対比

中 村 隆 一

回 新旧のコント ラス トの抱え方

プルトンは「すべて戦傑的なるものは美でありつづけるであろう」と言

っている。

新旧の対比と 言えどもリア リズムの系譜から、はずれては面白くない。

新しいものは旧いものを食欲に消化し切ったものであるべきである 。新

しいものと旧いものは、シンネリと相容れあ って、解り合った状態を温

め合うという状態はいかにも不健康で、ある 。建築空間というものはそん

日 柑

なに市Zらびて、不毛なものであ ってはならない 。 旧いものと新しいもの

は戦傑的に対比すべきなのである 。 その↑ 背景は早朝の物音が響くがごと

く、疑いもなく、始まろうとしている聞かれた時間に対して、啓示的で

あり、連続的であり、それぞれの存在の証しを表明するものでないとい

けない。

国股計の対象

住友不動産京都ピル( 阪急京都 ピル) のファサード計画。古都と新しい

ずーミナルピルとの対比を、つぎのごとく考えました 。

@ 古都の景観とは対比的に全く新しい形象で・あること

@ 過去と未来の文化の橋渡しになり得ると同時に古都のシンボルにもな

る形象であること

の 現代の紫材と工作法に忠、実であ ること

@ 機能と有用性が形にな ったものであること

国 ポンピド一文化芸術セ ンヲー

ポンピド一文化芸術会館は、パリという古都の景観に対比しで設置され

た、都市のオブジェとしてリアリスティックで美しい 。

単に物を納める箱体としてしか成立していない建築に比べると、設備計

画、サイン計画、 rrm線計画などが建築本体と遊離することなく、あくま

で機能体としての建築であり、有効であります。

囲 おもしろい例

教王護国寺( 東寺) の境内に配置された伽藍群。

平安から室町、桃山、江戸、現代まで、 l時には新様式で、時には旧観復

元を、過去においてていねいに成されている様式の迷いを隣り合わせに

見られることと、現代にな って建てられた宝蔵と、 j各南会館の恐、鈍さに

鰭 < 0  ( なかむら りゅう いち KKノ- ) レプランニング7 ソ シ エ イ パ

ジャ ッヲ・ダイヤモンドのヨ ーヲスクウ ェアー
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旧の分析が新の発想を生む

横 川 隆 一

回 新旧のコント ラストの絶え方

私自身にとっては、これから創り出そうとするものこそが新なのだから、

すでに在るものはすべて旧であると言える 。建築を創り出す行為は、旧

一ーすでに在る都市とか環境ーーの中に書IJ り込んで新たに場を与え旧と

併存させていこうとするものの、在り方を考察することから出発するべ

きで、これは建築の場合、新しく創り出されたものの価値が、すでに在

るものとの相対的な関係から評価されるべきだという考えに基づいてい

る。 したがって、このアンケートの序文にも述べられであるように、コ

ントラストという概念が、統一 ・調和を前提とした対立を意味している

とすれば、建築を古IJ り出す行為は、新旧のコントラストを統合する作業

として把えることができる 。新旧に同質性・ I剥述性をもたせて調和をめ

ざすか、異質性を強制して対立的効果を狙うかは、旧のi ' t にも関わって

いるが、概して傑作 と呼ばれているものがこの両方の巧みな統一の上に

成り立っていることは、たとえば出雲大社庁の舎( 菊竹消却1 ] ) によく示

されている 。

固段計の対象

現実に直面する仕事では、対象や条件でその都度差速はあるが、私の場

合、概して旧の分析から、新を発想する動機の多くを得てきたように思

う。ただ旧といっても広汎で、既存の街並みといった日常的なものから、

過去の機式の建築であったり、時には単に 一本の樹木であったりして、

その質も 一定でなく、その主張が強聞であればあるほど、新の発想、も強

い制約を受けることになるが、そのmlJ 約は決して障害でなく、むしろ明

確な主張をもった旧に対してこそ、より強I ( ! 却な新を合IJ り出すことができ

ると言える 。たとえば写真の作品は、私たちが比較的最近手がけたもの

の一つであるが、この場合、神社の境内という強い性格を持った敷地の

中に、機能上は直接関連性を持たない資料展示館を消去させながら顕示

させるという相反する意図を、勾配屋根を椅殺で覆 ったコンクリー卜の

箱を緩やかな山の斜面に沿 っで半ば埋める、という椛成によって試みて

いる。屋恨の緑は、周囲の緑に埋没するかに見えながらも、コンクリー

トのボーダーで矩形に縁取られた人工的な面として、明確にその存在を

主張しているのである 。

国 ポンピド一文化芸術セ ンヲー

かつてエッフェル塔がそうであったようにい・という議論には質成でき

ない。 トロカデロ宮、シャン・ド ・マルス、エコール・ミリテールと連

なる紬空間の核として、綿密に計算され据えられたエ ッフェル塔が、パ

リの衡にと・っ しりと根を下ろした安定感に比べて、ポンピドー・センタ

ーの滅びやすい表情は、皮肉にも現代芸術そのものという印象を受ける 。

それはちょうど、歴史という旅の途中に立ち寄 った現代という旅行者の

ような姿をしているのだが、ただこの余りにも魅力的な旅行者は、その

仮設住ゆえにパリの街に滞在することを許された一一私にはそう思えて

ならないのである 。… … 果たして パリである必要があ ったのだろうか。

この建築家途は、ニューヨークでも、東京でも、同じようなものを創り

出したにちがいない。 なぜなら彼らの建築は、まさしく旧を拒絶すると

ころから出発しているのだから 。

おもしろい例

ヨーロ ッパの街々でよく見かけたショーウインドウ 。古い建物の壁面を

改造しではめ込まれた大きなガラスと、ガラス越しに見える現代の商品

の数々一一一時には SONY。 意図された組み合わせでないところがおも

しろい。

( よこがわ りゅういち KK日建設計大阪本社)
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都市環境のなかで

吉 村 篤 ー

回 新旧のコ ントラストの抱え方

郁市あるいはわれわれの環境は、旧いものと新しいものとの混在により

成り立 っている 。私たちの生きてきた生活のドラマの積み重ねが都市環

境を形成しているのである 。旧いもの、あるいは新しいものだけしかな

い街は魅力がない。時代の変遷による科学技術の進歩や、生活様式の変

化 にともない、創作活動のあり方もその時代特有の方法が生まれてくる

ものである 。 このような状況を直視し、ある理念にもとづいて創作意欲

を紫直に表現しようとする情熱と努力によって生まれてきたもの一一旧

くて今なおその良さが認められているものはほとんどそうである一一ーは

必ず評価されるものと思う 。 それが『コントラスト』という状態を生じ

ようが生じまいが、それは大 した 問題ではない。たまたまコントラスト

を生じると話題に上るだけである 。 コントラストが生じたから良いとか

惑いとかいうのでなく 、 そのもの自身が良いかどうかという 批判 をも っ

とシピアーに行わねばならない。内容があれば、それはおのずと表出 さ

れてくるものであり 、無理なく環境に組み込まれてゆくはずである 。 そ

の評価は時が証明してくれるであろう 。

回 殴計の対象

このようにコントラストとは、創作活動の結果生じてくるものであるか

ら、最初から設計の対象になるということは比較的少ないと思われる 。

園 ポンピ ド一文化芸術セン合一

ょくできていると思う 。現代建築とは、ある理念にもとづいて、その時

代の思想や生活様式、あるいは科学技術の革新などをふまえた t での、

個人または集団の創作意欲の表出である 。 このような観点からみると、

この建築は十分評価されるべきだと思う 。 このコンペの審査委員長ジャ

ン・プルーベの判断は彼のいうように正しか ったことを、われわれは認

めなければならないだろう 。 もちろん写真だけしか見ていないから、あ

まり大きなことはいえないが、少なくとも最近のヨーロッパの建築の中

では優れたものの一つであることは間違いない。 しかし 一方ではアーキ

グラムの焼き直しであるとか、今さらこんなグロテスクなものを、とい

う批判 はあるかもしれないが、ともかく一つの理念をここまで徹底して

表現したということは評価されるべきであるし、またこれを建てさせた

関係者の人たちの意欲と情熱に、敬意を表したい気持ちである 。 もちろ

ん現代建築がすべてこのような形をとるのが良いとい っているのではな

い。私自身はこのような建築の方法に対しては批判的にな らざるを得な

いが、個人の好き嫌いで片づけてしまえないものをも っていると思う 。

第二のエッフ ェル塔として時が審判を下す日を待ちたい。パリは、やは

り生きている 。
( よしむら とくいち 建築環境研究所)

(布段 より}

分業が行われている社会機構の中では、限られた職能人にある程度の問

題委任をすることが止むを得ぬ必要悪と思えます。

そのためには、それにふさわしい教育を社会が与え、その熟成を期待す

るよりほかありません。現在の教育はもとよりふさわしくないようです。

都市工学ではなく都市学が、環境工学ではなく環境学が、建築工学では

なく建築学が必婆とされる所以です。

産業学ではな く目的学が重要なのです。(20/11/ 77)

( きたしま み ち お 北 島 近 生 ア ト リ エ ( 1級建築士事務所) 主宰)

く新旧の対比〉雑感

北 島 道 生

新旧などと簡単に言いますが、建物の存続年限は物によ っては 500 年以

上にも亘るものです。

当然、 500 年前に存在した建物は現在と較べればごくわずかであり、し

かもその中で現在に至 つてなお存在するものは数えるほどでしょう 。

〈新旧の対比) とは、法隆寺と現代の建物の対比 を言うのでしょうか、

それとも 1950年と 1975年との対比なのでしょうか。 まさか昨日建 った建

物が旧くて、今日の建物が新しいなどという意味ではないでしょう 。 も

しすべての物事が時々に旧くなり、刻々に新しいのであれば、もうそこ

では新旧はたちまちにつながり合い、もう新旧の概念も存在し得ないで

しょう。

もちろんこれは片方の経端で、実体はもう 一方の極端との 中間 のどこか

にあるのでしょう 。 これを厳密に定: l i t 確定することはできないでしょう

が、せめてある幅をもって共通に意識できるようにしたいものです。

この固ではすべての物事の存続時聞があまりと短かすぎて、 25年前のも

のが全く旧くて、今日のものだけが新しいような受け取り方が多過ぎる

ように思えます。

(新旧の対比〉 も ( 多: ! l 1 : の旧いものと少量の新しいものとの対比〉 と、〈

〈少量の旧いものと多量の新しいものとの対比〉 とは問題カず根本的に異

なるようで、後者では 〈新旧の対比〉 に到達する以前に ( 新しいもの同

志の葛藤) があるわけで、これが時IJ 禦されずに (新旧の対比〉 が論議さ

れても不毛のようです。

歴史の時間推移が活実で成熟した都市環境での 〈新旧の対比〉 は多くの

場合前者であり、この国での問題はほとんどが後者であるようで、これ

は (環境構築上の叡知の欠除〉以外の何物でもないようです。

他の世界でも事情に根本的な途いはないのでし ょうが、西駄の中でも先

発国では 18世紀に産業革命が起こり、平行して建物の量も飛蹄的に増加

しましたが、それから 200 年くらいの年月が流れ、当時にはあ ったに違

いない前代との巽和感も、以後の年月の風化によ って消化され、継いで

育 った人聞の知恵はもうそのような巽和を再び繰り返さないような方向

へと努力してきているようです。

ところがこの国では産業革命そのものが20世紀にな ってから発生し 、 い

まだにその渦中から抜け出していませんし、西駄では産業革命そのもの

がbourgeois 革命として担われ、革命進行の行動規制の cr it er ia もある

脳に納ま っており、後ほど大衆化 ・平等化が継いだのでし ょうが、後発

国の常として歴史時聞が圧縮されて、産業革命と大衆化が同時進行した

ところでは、行動の crtterta そのものが混沌の中に散逸してしまい、判

断尺度がある闘に納まり切れません。

もともと 〈新旧の対比〉 とは自らの体感としての (過ぎ去 ったもの〉 と

( いまだ過ぎ去らないもの〉 あるいは 〈過去を基悠としてこれから生ま

れ出ょうとするもの) との対比であるはずなのに、単なる 知党上の問題

として く古い様式と新しい機式の対比〉 としてしか掴まれていないよう

です。

そこには時間の量的把握はもちろん、歴史に対する自己の関与が見られ

ないようです。他人の歴史も自分の歴史も、過去のすべての出来事が、

現在視野の中に時間軸を失 って投影されて見え、それからの恋窓の選択

という没歴史的対応だけがあるのです。

Cl assi c を経ずして Bar oque がないはずなのに、そこでは、好みの対象

しかありません。

そこには創造はなく、 f昔用もしくは剰窃があるだけです。

( 新旧の対比〉 が意識されるのは好ましいことですが、それが観念に流

れず、量的扱い、事例別の扱いがないと意味がありませんし、事業上の

実行判断を下せるのはその事例にたずさわる比較的少数の人間しかない

のですから、逆に人間一般の判断力が向上するよりないでしょう 。

(左段へ)
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表層から深みヘ

高松 伸

回 新| 日のコントラストの抱え方

「新旧のコントラスト」とい った 明快な 言葉には 、常に 一種の恐怖を感

じます。設計というものを、きわめて個人的な所作と考える以上、常に

自身の視座を明確にすることを余儀なくされるわけですが、そういう意

味では、そうい った明快な言葉へと昇撃する以前の プロセス に常に身を

置きたいものと思 ってい ますし、統一とか同質性とかい った、これもま

た戦傑的な 言葉が表層的なレベルにと どまらないためにも 、むしろ 当面

は、明快さとは逆の深みへと視座を移行させるよ う努めたいと思ってい

ます。

図 設計の対象

設計というものが、常に新たなる物{ 本の創出を! J . ll 未する限り 、旧さすな

わち歴史に対する新たなる行為であるのは当然であり、またそうである

以上、それをとり巻〈状況はすべておのずから旧さすなわち歴史という

ものを背負 っているのは自明のことと思います。 その場合、歴史という

言葉が何を含むかといったことが問題なわけですが、それは当然、立地

や風土を含む物理的なものの歴史であるでし ょうし、具体的に建築に関

わる人々の持つ歴史でもあるでし ょう。またもっと言うなら 、それは設

計者自身の持つ歴史をもそのうちに含んでいると 言っていいのかもしれ

ません。 そういった表層的なものから潜在的なものまでのさまざまのレ

ベルでの歴史の持っさまざまのコンテキストの検証の中で、そのコンテ

キストとの 関 わりを 問題にしていくこと自体が設計行為にほかならない

わけで、形態としで表出 したものは、そのような関わりの上に立って成

り立ち得るひとつの解を示すに過ぎないと思います。 したがって、 「新

旧のコントラスト」が設計の対象となることがあ ったかどうかという問

いに対する答えとしては、上のようなレベルでとらえる限り、これまで

のすべての設計がそうであったとも言えますし、また表面的な意味での

みそれに答えるとすれば、否定的な答えをとらざるを得ません。

国 ポンピド一文化芸術センヲー

興味ありません。

固 おもしろい例

時間の流れの 中でステロタイプ化したヴォキャプラリーや、その流れの

中でっちかわれた豊かなコンテキストの抽出には 、新たなるヴォキャプ

ラリーが待つ衝撃力にない、持続した意味の創出の可能性や象徴の可能

性が含まれるという意味で、 もう少し執着していいのかもしれません。

たとえば、

A DOL F  L OOS :  C HI C A GO T RI BUNE  T OWE R  COMPE T I T I O 

J AME S  STI RL I NG:  DE R B Y  T O WN  C E NT E R  COMP E T I T I ON， 

ST.  A NDR E WS  UNI VE RS I T Y  A R T S  C E NT E R  

MI TC HE LL / GIUR GOL A  :NAT I ONAL  AI A HE A DQUART E R S ， 

PE NN.  MUT UA L  LI F F  INS UR A NC E  CO.  

木島安史 : 上無回 松尾神社

( たかまっ しん 阻匠設計室所長)

スヲーリング ・アンドリ斗ース大学アートセンヲー
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C HI C A GO T R I B UNE  

T O WE R  C OMP E T I T I ON 

(A D OL F  L OOS)  

アメリカ建築家協会園内本部コ ンペ応募案 (MI T C HE L L，GI UR GOL A)  

上無国松尾神社 (押宮本県)



さまざまなコントラスト

河辺 聡 (本特集号錨集幹事)

私達は前掲のようなアンケートによ って「コントラスト」という言葉について持っている気持、認識を

書いていただきました。 ここで「コントラス卜」を問うのは、アンケート依頼文の中に述べられているこ

とによりますが、簡単にいえば、現代の様相の中に、いろいろな意味でのコントラストをその特長として

私達が感 じたからでありました。 それは「すでにあるもの」と「新たに出来るもの」との在り方を問うこ

とであります。アンケートによるコメントの中にも読み取れましたように、この聞いは旧い、新しいを越

えたものそのものの在り方を問うことも含んだものであります。

ものの在り方とは、もゐそのものの存在を問うことでもあれば、二つのものの関係において両者の存在

を理解することをも意味しています。 rすでにあるもの」そのもの、 「新たに出来るもの」そのものに つ

いては、過去常にその在り方を問うてきたということができましょう。加えて現代はものとものとの関係

を理解することの大切さが言われています。一つ一つの 「もの」にそれぞれ大きな価値を見出そうとする

ことは、従来のいくつもの「もの」の中から、全体を代表する一つのもの、他より大切な一つのものを抽

出し、選択しようとする態度とは、まさにコントラストを成す考え方でありましょう 。一つ一つのものが

それぞれに価値を持っとすれば、その価値あるもののお互いの関係の仕方を理解することがものの在り方

を決める大切な手段となってくるのであります。

関係の仕方として、 今回、私達は新 しいものと 旧いものとのそれを聞いました。旧いものとの関係の上

で新しいものの在り方を意味付けようとする態度は、現代建築の思想、の中で、すでに一般化しているとい

えましょう 。そして近代建築の思想にはこの態度は拒否されていたといい切ることもできましょう 。新し

がりやの近代建築を関係相手として、現代建築、 1970年代の建築思潮はあるのでありますし、西沢文隆氏

の官頭論文「排除の歴史」はこの点を踏まえて読まれるべきものと思います。

この近代建築思想に対する現代建築思想というコントラストを図式化することが、いわば縦軸の設定で

あるとすれば、横への拡がり、横軸の中での関係とは、たとえば「西洋的なもの」と「日本的なもの」と

なりましょう 。 r地方的なもの」と「国際的なもの」、 「伝統文イヒ」と「輸入文化」、 「風土的なもの」

と「グローパルなもの」など、いずれも異質なものの関係の中に、一方で、は、お互いの共通項を見出すこ

とによる同類化、統一の思想、があり、また一方では、異質項の抽出による孤立化、個性的分離の思想、があ

ります。前者は縦軸での近代思潮の中でしばしば見受ける言葉であって、ここでもまたコントラストは閉

じ点に意味を結んで、いきます。

近代思想が、統ーのために共通項の所有を必然としたのに対して、異質性への着目による個性化は、共

通性を伴わないままでのすべてを包括するインクルーシプ( 総括的) な立場を現代に確立させました。 イ

y クスクリューシブ( 排他的) に対する思想、としてのコントラス トであります。

さて図表として縦軸と横軸が設定されて一つの平面座標はできたわけですが、考察の必然として立体座

標を考えてみたくなります。歴史の軸、地域の軸に加えるとすれば何があるでしょうか。それは人の持つ

感性でありましょう 。人間の存在そのものであるともいえるかも知れません。感、性とも情念ともいわれま

す。 rいき」と「わび ・さび」は日本人の心情、心意気を諮る言葉として思い起こせますし、現代アメリ

カ建築思潮の「ホワイ卜」と「グレー」もアメリカ人の自国に対する心情にかかわる言葉として捉えるべ

きでありましょう 。アメリカ人はいま国際的なものから切り離して、自国の風土的なもの、 一つの地方 と

してのアメリカを考えようとしています。 アメリカ人が自分遠の感性を建国 200 年のいま、ヨーロ ッパと

切り離して考えようとしているのだと思います。われわれの国の場合はどうでしょうか。 自らを一つの地

方的なものとして捉えようとした現代アメリカデザインを、かつての国際主義のそれと同じ扱いをし、問

機に受け入れている日本人に対しでは、思想、の貧弱さとしての、思想、の実りの大小としてのコントラスト

とでもなりましょうか。

日本人にと っての「わび ・さび」は今日、もはや常識でありましょうが、 「いき」はあこがれとし、 羨

望の世界の中に身を限 っています。九鬼周造の論文「いきの構造」が、 「いき」の言葉をあまりにも玄人

の世界に密着させたことによる影響もあろうかと思われますが、玄人と素人とのコントラストの上だけの

理解で終わらせずに、日本人の心情と しての「いき」な 世界を現代の日本文化の中に、 「わび・さび」と

ともに定着させることの必要さをいま感じています。
( かわベ さとし 京都工芸繊維大学住環 境学科)

本持集に使用した写真は、執筆者提供の

ほかは、下 ｾ￨ の雑誌・単行本から被写さ

せていただきました。誌して感謝いたし

ます。

雑誌名一一

• S D  (鹿島尚版会)

• Ar chi t ec l ural  Rev ie w ( イギリス)

. A + U  

単行本一一

• G A  (A . D. A.E DI T A)  

• DE S I GN O F  C I TI ES  by 

Edmund N. Bacon 

• G R A ND  DE S I GN l he ear lh 

rr om above by Geor g Cer s t er  

- 原色日本の美術 (小学館)

• U NBUI L  T  A ME R I C A  by  Al i son 

Sky  and Mi chel le Sl one  

本 号 特 集 編集幹 事 (順不同敬榊再)

河辺 聡 (京郎工芸繊維大学)

北 野 俊 二 (竹中工務府)

太田 隆 信 (戚脅迫築研究所)

山崎 泰孝 (A Z INSTI TUTE )  

機川 隆 一 ( 日也段.It)

藤 本 尚 久 (近畿大学}

鈴木 良 介 (京却工芸繊維大学)
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R Cスラブの長期たわみ

森 田 司 郎

1  . スラブのたわみ障害の実態

竣工後数年た って、スラプにひびわれをと

もな った大きなたわみを生じた事故例 が数多

く報告されている。これらの降客の 内容は、

① 大 き な ひ び わ れ ( 端 部 上 面 の 梁 側 に 大 き

く開 口)

② 大 き な た わ み ( ス パ ン の 1/ 300 を越える

と発覚)

③ 振 動 に よ る 不 快 感 ( 振 動 数 が 15H z より

小 さい)

@ 巡 搬 機 の 使 用 に よ る 不 規則 なひびわれ

に大別されよう 。@ は 比較的最近に目立つ事

故である 。こ れらの障害は単独ではなく、ほ

とんどの場合は共存している 。

tt←一一一一一' 一一一一一→廿叶+ モ三二ー己記三三三き正十++

目 βｾ -- ＮｾｬＡ＠
11' IQ7  l l' 

112 ｾ ｉｉ＠

川 ｾ Ｖ J II: 

6  5  亀 裂 幅 単 位cm 6  

( 床 リ/ 7 - イル仕上 )

スラプ下面 スラプ上函

図ー1 大スパンスラブのひびわれのパターン

{ 土鳩ほか、I ! 築学会北海道宮崎間究報 ;Ir n:i43.3) 

図ー1は 大 ス パ ン若手肉スラプに過度のひびわ

れが生じた実例である 。 これは極端な例であ

るが、スラプのひびわれの典型的なパターン

を示している 。 多くの事故 例では、図 - 1にい

たる途中の段階のものが多い。

図- 2は有効スパ ン6. 90m X 6 .90m、 ス ラ プ

厚 15cmという極端に薄いスラプに生じたたわ
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スラブたわみ

の経年変化

( 士惜ほか、肉ーl に同じ}

E  

E  

'lI! 

蝶

みの経年変化を実測した結果であり 、材 令 4

- 5 年で、たわみの進行が止まることを示し

ている 。北大土橋教授の調査によると 、 たと

えば梁心スパン 6 .0 X 6 .0m と5. 5 X 6 .0m で、

ともにスラプ厚が 150mmである 2 つ の ス ラ プ

の中間に鏡み障害を慈き起こす限界があるよ

うだと報告している 。 すなわち、前者95枚 の

平 均 た わ み が27. 5mm、後 者46枚 の 平 均 が13. 4

mmであ った。 これらのスラプのスパン/ スラ

プ厚の比はそれぞれ37.4、34. 3 ( 辺長比 を考

慮した場合は35 . 6) となり、限界スパン/ ス

ラプ厚比が36程度であること 、 したがって現

0.1 

卦 0.01

0.001 

1  10  20 

振 動 数 ( Hz)

図ー3 娠動測定と感覚幽線

Ｈ ｾｴＢ＠ 土tfi 技慢の¥' f 科に よる)

行 の 建 築学 会 鉄筋コンクリート構造計算規準

( 以下R C規準という) のスラプ厚制限規定は

現今の施工水準を考慮すると、やや甘いこと

をf旨出荷している 。

これらのスラプについて振動性状をも調査

しているが、その結果を 図ー3に示す。振 動 は

歩 行l時に計測したもの である。こ の場合も、

これらの Ｒ つのサイズが振盟 ｾ ｊ ｾ 党恕限度の外

側IJ と内側に位置するようである 。

2. 過大たわみの原因

〔材料施工上の要因〕

・コンクリートの品質- … ・・スランプ21cmとい

うような極軟繰りのコンクリートで、 12cm厚

程度のスラプを打殺し、上面の養生も不十分

な場合の実施コンクリー 卜の品質の劣下は予

想以上である 。 それは柱、梁断面のような厚

い部材にくらべて、保温性が惑いこと、保湿

性が悪いことにも起因する 。 強 度 は 設 計 基 準

強度をかなり下廻ろうが、それはむしろ問題

が少ない。 問題であるのは、周囲のはりなど

で変形が拘束された状態で、大きな自由収縮

を持つコンクリートか明化することである 。

しかも、軟練りで上商を仕上げたスラプでは

上下面での収縮s : は極端に異なる 。 その結果、

外観上はひびわれがないコ ンク リートが打ち

上 がったとしても、内部組織のきわめてルー

ズ なコンクリートができて、 ｾｩｪｩ 性係数が常識

外に低いコン クリートになる 。 ( 実証的研 究

に欠けるが、 100 .000切/cnr以 下 の 弾 性 係 数 が

しばしば実測される) 。当 然、自由収縮量の

多いコンクリートだから、収縮応力だけでひ

ぴわれを生じるし、曲げ応力と重なると悪影

響が大きい 。 このようなルーズなコンク リー

トのクリープひずみも常識的なコンクリート

より当然大きくなる 。低い弾性係数、大きい

クリープひずみ、大きな収縮fまはどれもスラ

プのたわみを明大する直接的な原因である 0

・配筋の施工制度… ・・・スラプ筋はコンク リー

ト打 殺 作 業H寺に踏み下げられて、所定の位置

より下方に移動 しやすい。鉄筋スベーサーの

確実な使用の慣行か望まれるし、鉄筋格子、溶

接金網の利用が効果的である 。端部上端筋の

位誼が下がったスラプに 、荷重による 曲 げ応

力と収縮応力によ って図ー1のようなひびわれ

が発生すると、周辺の固定度が大きく低下し

で、周辺単純支持の状態に近づく 。 たわみの

過大とな ったスラプは必ず周辺 上面にひびわ

れが発生している 。 この場合、 たわみが大き

くなったからひぴわれが発生したのでなくて 、

ひぴわれが発生したからたわみが大きくなっ

たのであり、スラプ筋の下方への移動はこの

因果関係を著し く助長するのである 。

〔構 造 設 計 上の 要 因〕

・スパン/ スラプ厚比・ ...R C スラプの設計

の基本方針として、コンクリー卜には 曲 げひ

びわれを発生させないことを前提にするのが

よい 。鉄筋量の算定、すなわちスラフ破壊耐

力のチェックはむしろ 二次的なものとする 。

この方針からすれば、 R C スラプが健全であ

るためのス パン長 にはおのずから限界がある

わけで、 学 会 R C 規準の限界値をねら った長

スパンスラプは必ず、過大たわみを招くと覚

悟する方がよい 。規準値はコンクリートが健

全で、収縮応力もない、理想的な状態での限

界f直である 。

・スラプ筋の算定・・… ・曲げ応力に対して鉄筋

量を決めるプロセスは最低限要求で当然であ

る。重要なのは 、施 工 を 考 慮 し て 鉄 筋 位 程 が

確保できる配筋であるか、鉄筋端の定着カ河'確

実か、収縮応力や温度応、力に対して補 強11の

余絡があるかなどの点である 。 問題を起こす

大スパンスラプでは、この点にも欠かんのあ

るものが多い。

・荷重・ … ・・施工中の荷重が、使用中に予想、さ

れる荷量より苛酷なものがある 。 また、フォ

ークリフトなどの影響は、設計上の予想より

きびしい場合が多い 。

3. 実務上の対策

さし当た って 、つぎのような対策を行うこ

とを推奨する 。推奨限界を多くの項目にわた

って越える ものは特別の配慮が必要である 。

① ス ラ プ の コ ン ク リ ー ト は ス ラ ン プ15cmと

する 。

② ス ラ プ筋は、巽形鉄筋または溶接金網と

する 。

③ ス パ ン / ス ラ プ 厚 比 を R C 規 準 値 の 1 普IJ

減とする 。( 正方形スラブでは 35以下とす

る)

@  ス ラ プ l 枚の面積を 25m' 以下と する 。

上記は建築学 会 R C ひぴわれ指針案の推 奨 で

もある。 ( もりた しろう 京都大学助教授)
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ごみの真空搬送システム

( その 1)  

住 川 武 議

概要

新 し い ご み の 収 集 方 法 と し て 、 真 空 搬 送 シ

ステムがマスコミに報じられてからすでに久

しい 。 ス ウ ェ ー デ ン で開 発 さ れ て か ら 約10年

にな る。わが国 で も い わ ゆ る M ごみ 戦 争H の

一つの打 開 策 として 、積極的にその採用 を考

えている自治体も多く、 一 方 、 政 府 ( 厚 生 省

・建設省) もこれの後押しにカを入れている 。

現在わ が国では、 兵 庫 県 芦 屋 浜 、 大 阪市 の南

港 の 2 個所が園のパイロッ トプロ ジェク トと

14 

12 

図 - 1

年間収集費比較

年

間 10

。
。

用

(

億

円

して、国庫補助を受けでこの システムの建 設

を進 めている 。

市 街地 にこの システムを実鈍 す る に は 大 口

径 の パ イ プを敷設するので、 既設の IsT中では

既 設 埋 設 物 と の 関 係 で 施 工 上 問 題 が 多 い 。 し

た がって、 これから建設されるニュータウン

あるいは大規模な都市再開発地域に適してい

ると言える 。 一方 、 上 記 の 都 市 の 設 備 と し て

の 利用 のほかに、病院やホテルのような単独

の 建物 の 設備 としても 利用 することができる 。

ごみの量

1 人 1 日当たりごみの発生虫として各都市

ムはほぼ閉じである 。シ ステムの構成を大き

く分けると、投入昔[1機器、輸送管路、 収 集 セ

ンターの各昔日となるであろう 。

以 下 、 各 部の留: な点について述べる 0

・ダスト シュ ートおよび投入口

パ イ プ で 輸 送 す る 関 係 上 ど う し て も 輸 送 さ

れるごみの大きさについては限度がある 。投

入口はごみの大きさを 制 限できる形状のもの

とすることが必要である 。 スウェーデンなど

ではダストシュートが古くから使用されてお

り、使用法に対する住民のモラルも高いよう

で、簡単なものを使用している 。残 念 な が ら

わが国ではそのまま 同 じようなものを使 用す

の値が発表されている 。 これは、その市内の るのは 時期尚 早であろう 。( 図 2 、 3 参照)

発 生 ご み1訟を人口で割ったもので、昼 間 他 都 ダストシュートは、騒音、振 動 の 対 策 を施

市 か ら の 人 口 の 流 入 の 多 い 所 と 、 大 都 市 の い す こ と が必婆である。

わゆるべ y ドタウ ンと では 1 人 1 日当たりの

発生盆に当然ながら大きな差がある 。 したが

っで、採用される 地 域あるいは建物に似 た性

格 の 所 を 選 び 調 査 を し て 、 そ の デ ー タ に 基 づ

いて設計しなければならない 。(表 1 参照)

ごみ発生虫の今後の伸びは、 高 度 経 済成長

H寺代ii どの急i> > X なことはないであろうが、年

間 4 - 5 %程 度 は プ ラ ン ト の 余 裕 と し て 考 慮

しておくことかさ謹 ましい 。

表 1 多摩ニュータウンにおける廃棄物発生量実測値

( 制査時期 H?-l 和49年 7 月)

I也 A 地 区 B 地区 CJ 也区

間1公社

住宅公団 住宅公団 相i営

区 永 山団地 永山団地 諏訪問地

愛宕団地

ｊｦｾ＠ 3 D K  2 D K  

3 D K  

3 D K -

u 貸 賃 貸

賃 貸

3 L D K  

式 (61. 2 m / 戸) (50.5m / 戸} 分 鰻

戸

2 8 0  2  0  0  4  3  2  4  1  0  

数 戸

戸 人

当たり 数 /戸A  

3. 39 3. 15 3.55 3. 51  

人 焼

日

珂壁物a  3  

当

4  4  8  4  5  0  4  1  9  4  1  0  

た

り

排出

iil 

豊住

/  人9  
燃物不

1  1  5  8 6  9  6  8 2  

※日

様相大ごみは含まな い

経 済 性

品Ｑ｜ ｾι
' ifi-]:/ 

従来の収集方式では 1

トン当たりの収集費が 1

- 2 万円とな って おり、

便別代、衛生的であるのは

もとよ り、 経 済的にみて

も真空機送方式の方が有

利な ことが多い 。

芦 屋 浜 に つ い て の 試 算

例 を図 1 に示 す。

システム概要 (その1 )

62 各 社 に よ り 多 少 の 差 は

あるが、基本的な システ

， 
， 

， 
， 

， 
， 

53 54 55 56 57 58 59 60 61 

年 度

図 2 スウェーデンの投入口

図 3 容積制限型投入口

・排出弁、貯留排出機

ダス トシュー トの投入口などの下には排出

弁 、 あ る い は 貯 留 排 出 機 を 設 け て 投 入 さ れ た

ご み を 一 時 貯 留 し 、 プロ グラムに従って 輸 送

管 の 中 に 排出す る。 わ が 国 で は 欧 米 に 比 べ、

団地住宅の構成が高密度なことが多く、通常

の排 出 弁 よりも貯留容量の大きな貯留排 出 機

の 方 が利用者に とって便利な ことが多 い。排

出 弁で、は満杯になりやすいためである。

( つづく)

( すみか わ たけよし 日本エスエ 7 悶{ 大阪支底)

建築と社会 1 1978年 l 月号 83 
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浅層地盤改良工法

水 林 義 男

まえがき

地盤改良工法は元来、道路舗装の路盤の安

定、改良を目的としたものであるが、わが国

において、とくに臨海工業地帯の造成等のた

め、軟弱土質による広大な埋め立て工事が行

われ、それに伴い深層の地盤を改良せねばな

らない必要が起こ ってきた 。 これに対し、柔

らかいちゅう積層がある場合、従来は杭を施

工してきたが、そのちゅう積層を改良するこ

とにより地耐力を噌強する工法、すなわち浅

層地銀改良工法が考えられる 。

地銀 改良工法には、 (1)機械的方法( 締固め 、

置換、 混合) 、 (2 )物 理的方法( 排水、脱水、

凍結) 、 (3 )化 学的方法( 薬液注入) 、 (4 )電 気

的方法( 電気化 学的固給法) 等が考えられる

が、今回の実施例は新築建物の基礎下 1 mの

範囲を混和材と既存の土を機械力をも っで 撹

持し、転圧することによ っで浅層 部 の 地 盤 改

良を 1i' ったものである 。

1  . 採用理由

本工事は大阪市天王寺区に新築する R .C 造

標

尺

川

地 盤 改 良 前

図- 1 土質柱状図

8 4  建築と社会 / 1978年 l 月号

5 階の建物で、その基礎として直接ベタ基礎

が計画されたが、 図一1の土質柱状図に見られ

るように設計基礎付近の地盤は、標高 - 3 m

付 近 ま で N 値 は 7 - 9 と緩く、下部は 30以 上

で密に締ま っている 。 ゆえに ー 3 mまでの表

層部はこの建物の基礎地盤としては不適当で

あると判断され、基礎底面付近を地盤改良す

ることによ って地終の地耐力を増強し、支持

地盤とする ように計画した。混和材として使

用した E.S .C は膨張性固化材であり、水和に

より多量のエトリン ジャ イト ( 3CaO ・A l
2
0

3

・3Ca S 04 ・32H
2
0 ) を生成し、このエトリ

ンジャイトは多量の化合水をもち、周囲土の

脱水効果を発得する 。 また、このエトリンジ

ャイトの生成は硬化体の膨張をもたらし、か

つ 、この膨張は長期にわたり、土との混合物

の転圧、締め固めによ って、かなりの強度を

期待できる 。 またE. S. C は水和によ って、カ

ル シウム ケート系水平日物を生成し、自硬性を

待つだけでなく、土中の粘土鉱物との化学反

応による硬化作用を示し、これらが相:互に作

用し、地盤改良材として働くものである 。

2. 施工計画

工事着手前に現場より試料を採取し、 (1) 土

の含水量試験、 (2 )土の粒度試験、 (3 )土粒子の

比重試験、 (4 )土の液性 ・塑性限界試験、 (5 )土

の突き固め試験、また E .S .C 処理土としては、

( 1 ) 突き固め試験、 (2)一 軸圧縮試験、等の室内

試験を実施した 。

その結果より、つぎの事項を考慮して施工

の宇旨金十とした 。

① E .S .C の添加立を 120kg / ばとした 。

②一 軸圧縮強度の最少数値は σ マ ｾ 13.  3kg /  cn1 

であり、これは設計圧縮強度の 5kg /  cn 1 を充分

に満足していると判断した 。

標 土 土

標準貫入試験

尺

質

質

言己

(m) 号 名
10 20 30 '0 

基 礎 底 面

ｾ＠
改良地盤

3  

現 地 盤

4  ト

5  

6  

7  

8  

地 盤 改 良 後

③ 土の自然含水比は 12 .1 %であり、混和材の

添 加H寺の最適合水比は 12.1% であ った。

したがって多少の散水が必要で、あると思わ

れたが、その差 は小さく、現場の管理にで必

要性を 判 断するものとした 。突き固め回数の

差 によっての差 はあまりないので、現場での 守

バラツキはあまりないものと判断した 。 また

施工時の含水上ヒ管理としては、現場において

E .S. C散布、混合後、ただちに突き固めによ

って作成した供試体の湿潤密度を測定するこ

とにより管理した 。

3. 施工

施 工 に 使 用 し た 機 械 は ユ ン ボ (HO- 350型)

1 台、ブルドーザ ー( 三菱0- 4- 0 型) 1 台、

ソイルコンパクター 1 台で、敷地を 2 工区に

分けて施工を行った 。( 図ー2参照)

まず基礎底面 ( GL - 2m) まで全体を鋤取り、

基 礎 地 盤 を 整地 し、つぎに A 工区の土をGL -

2. 5m まで掘削し、 B 工区に仮置きする 。 そ

の地盤の上に E. S .C を散在させ、ユ ンポとブ

ルドーザーにより撹持し、締め固めは問機械

とソイルコンパクターを使用しで行 った。充

分後祥と締め固めが完了した後、仮置きした

N

d

p

T

 

図-2 敷地平面図

巨豆豆E

ブルドーザー

上部よ円

O.5 m 

←巨豆哩

図ー3 施工フローチ ャート



写真ー1 浅待作業中 (右の白 〈見える部分は地銀改

良済み部分)

土を元の場所に戻し、 E .S .C を添加 、携持、

転 圧 し て A 工区の改良を完了とした。 B 工 区

についても A 工区と同様な施工方法とし、 A

工 区 と の 境 は 1 mの ラ ッ プ と し た 。 図 - 3は 施

工 の フ ロ ー チ ャ ー 卜 で あ る 。

4. 施工結果

施工結果の確認のため、地盤主改良面におい

て 平板 叙 荷 試 験 と 標 準 貫 入 試 験 を 行 った 。 平

板 減 荷 試 験方 法は単サイ クル緩速載荷方法ても、

試 験 実 荷 重 と し て は 設 計 荷 重 の 3倍 以 上 の55

t/ m' を鍛荷した 。 試 験 結 果 の 整理として、 ( 1 )

荷 重P- 沈下f i l : S図、 (2)荷 重logP- 沈 下 盆S図、

(3)荷 重logP- 沈 下 長l ogS図、 (4)荷 重P - t1 S/

t1 log t 図、 (5)沈 下 丞 S- 時 間log t 図 を 作 成 し

て 検 討 し た 結 果 で は 、 最 大 荷 重55t/πf に至る

ま で の 問 、 沈 下 状 況 は 各 図 と も ほ ぼ 直 線 的 変

化 しか示さず降伏荷重Pj お よ び極 限 荷 重Puに

至 っていない 。 長 期 許 容地 耐 力 と し て は 最 大

荷 重55t/m' を降伏荷 重 Pj と仮定し、その九を

とればQ，. - 27. 5t/ m' となる 。 ま た 、 最 大 荷 重

を 極 限 破 竣 荷 量Pu と仮定し、その% をと って

も、Q，. = 18. 3t/m' の 許 容 地 耐 力 が 得 ら れ 、 設

計 荷 重14t/ m ' を充分満足している結果が得ら

れた 。 ま た 標 準 貫 入 試 験 に お い て は 、 図 - 1 に

改良前の柱状図と比較しているように、日月ら

か に 地 盤 改 良 が な さ れ た 結 果 が 得 ら れ た 。

5. おわりに

本 報 告 で は 新 設 建 物 の 基 礎 下 の地 盤 改 良 に

E .S. C を 使 用 し た 施 工 例 に つ い て 述 べ て き た

が、 一応の地盤改良の成果が得られたものの、

実 際 施 工 に 当 た ってみると室内試験と 現 位 置

試 験 の ギ ャ ップ 、 現 場 管 理 ( と く に 含 水比 )

の 難 し さ が 解 った。 通 常 地 盤 改 良 工 法 は 土 木

の技術の分野であり、 非 常 に 広 い 範 囲 を 機 械

カにより施工している 。 一方 、 今 回 は 建 築 現

場 で 敷 地 が 非 常 に 狭 い ものであり、 機 械 力 を

充 分 に 駆 使 で き ず 、 原 始 的 な 方 法 に な ら ざ る

を得なか った。 混和 材 に 使 用 したE .S .C は 原

料 に 生 石 灰 を 使 用 し て い る 。 石 灰 岩 は わ が 国

としては珍しく豊富な資源であり 、 こ れ か ら

製 造 さ れ る 生 石 灰 、 消 石 灰 も 豊 富 で あ る 。 公

害 問 題 も ほ と ん ど 考 え ら れ な い 石 灰 類 の 利 用

は、今後の土質安定処理の上で、大きい支柱の

ー っ と な る と 考 え ら れ る 。

(みずばや し よしお 阪大林組工務部)

|  大阪E S C( 膨 張 性 固 化 材 .

大 阪E S Cの効果と作用

・ 脱水効果

大 阪E S Cは水和の際、多量のエトリンジャイト ( 3CaO・A l 2 0 3
・3Ca S 04 ・

32H
2

0) を生成します。 このエトリン ジャイトは多量の化合水を必要とし、

その水分を周囲土から吸水するため、軟弱地盤に対し大きな脱水効果があ

ります 。 さらに毛細 管 吸 水、吸着 作 用 、 お よ び 圧 密脱 水作 用を合わせ持ち 、

脱水効果が倍増されるのです。

・ 膨張効果

大 阪 E S C は、水分の多い地中では膨張し( 8 週 間 で 約0 . 1%の線膨張) 、 し

かも長期間この膨張が保持されます。

このすぐれた膨張作用によって、軟弱地盤 の 圧 密 、 沈 下 阻 止 、 周 囲 土 の 強

度増加を可能にします 。

・ 自硬効果

大 阪E S Cは、そ・れ自体に水和白硬性を持つため、軟弱地盤中で硬化 して強

度を発見し、地盤の支持力を増加させます。

・ 周囲土との化学的相互作用による補強効果

大 阪E S Cは、周囲土に多量に存在する粘土鉱物と反応し、周囲土中にもエ

トリ ンジャ イ卜の生成による吸水作用および圧密作用を波及させます 。

大 阪E S Cの用途 |

・ 表層および深層地盤改良工事

圃 ソイルセメン卜パイル工事

・ 基礎くい周辺固定工事

・ 土留壁および止水壁工事

・ グラウト工事

. ヘドロ固化処理用

窃 大 阪 セ メ シ ト 株 式 相

新 規 事 業 部

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 5  7 干 530 電話 (06) 345- 1231  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 5  7 干 530 電話 (06) 345- 1231 

東 京 支 底 東京都中央区銀座 1 - 1 3 - 1 (三晃ピル) 〒104 電話 (03) 535- 3291 

名古屋支唐 名古屋市中村区広井町 3 - 2 - 1 (東洋ピル) 〒450 電話 (052) 582- 6511 

四 国 支 底 高 松 市 観 光 通 1 ー 1 - 1  6  (中山 ピル) 〒760 電話 (0878)34- 6464 
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日本建築協会

月間の動き

昭和52年 11月 分

理 事

. 6.  

. " .  

16日 41時- 5 1時 於会館集会室

出席者塚本会長ほか 9 名

殺事( 1 X ! t . t ) 日本建築センター評議員就任の件

(2)事務局職員本年下期賞与支給の件

(3)12月理事会休会の件

(4 )入退会者承認の件

(5)報告事項

事 業 委 員

. 6.  

. " .  

広報小委員会P R分科会

4 日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 原見 ・奥村両幹事ほか 3 名

議事( 1 ) 第37回展示写兵実施報告

(2)第38回展示写真について

(3)第39回以降の展示写真について

ディ スカバー大阪3)企画分科会

4 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 阪 倉 主 査 ほ か 4 名

殺事 (1)会告原稿変更について

(2)見学先について

(3) タイムスケジュー Jレについて

は) イラスト地図について

(5)t旦当委員の分担

若い会員の集し、小委員会

8 日 61待- 911寺 於会館m会室

出席者森下副委員長、印藤・瀬戸本・千築・古川

各幹事ほか 9 名

殺事( 1 ) 第 5 回、第 6 回の実施報告

(2)第 7 回の企画についての経過報告

(3)第 8 回の企画について

(4 )第 9 回以降の企画について

広報小委員会

9 日 61時- 8 時 於会館 3 階会議室

出席者 原見、奥村、佐藤、南各幹事ほか 3 名

殺事( 1 ) 第37回展示写真実施報告

(2)寄i 38回展示写真について

(3)寄i 39回以降の写真展示について

(4 )本年度の研修会企画について

見学会小委員会

10日 6 時- 7 時40分 於会館集会室

出席者 甥田副委員長、水谷幹事ほか 4 名

議事( 1 ) 9 月、 10月の見学会実施報告

(2)11 月の見学会経過報告

(3)12月の企画について

(4)53年 l 月以降の企画について

ディスカバー大阪3)イラ ス ト作成

10日 61侍- 9 時半 於会館m会室

出席者 阪倉主査、コ ラムデザインセンタースタッ フ

10名

若い会員の集い第10因企画分科会

14日 6 時半- 9 時 於会館 3 階会議室

出席者 ゲスト 名口繁行氏( 大阪市防災計画諜主査) 、

86 建築と社会 /1978年1月号

関f毘主査ほか 3 名

殺事 第10回( 防災都市計画セミナー) の企画内容に

ついて

委員会

17日 6 時- 7 時半 於会館集会室

出 席 者 窪 田 委 員長、乾・三品 ・嶋田・市川

各副委員長、ほか 5 名

各小委員会の事業報告及本年度の事業企画に3措

ついて

若い会員の集し、「原風景への思惟」分科会

28日 61侍- 10時 於会館 3 階会議室

出 席 者 瀬戸本主査ほか 4 名

議l }I (1) 当日のタイムスケジュールについて

(2 )質問事項の検討

(3)姐当委員の役割

回

目

門委集編

A .  

. ".  

8 日 4 時- 611寺 於会館 3 階会議室

出席者 尾[ [ 1，副委員長ほか 3 名

議事( 1 )11月号= 建築における省エネルギー化持集経過

報告

(2)12月号= 第24回脊年技術者特集報告

(3)  1 月号= デザイ ンの動向一新旧のコントラスト

特集報告

(4 )  2 月号= 水特集報告

(5)来年の表紙デザインの件

(6)建築の限新執筆者の件

(7 )来年 3 月号計画特集企画

(8 )収支状況について

作品作風小委員会

11 日 41待- 8 時 於会館集会室

品席者 大辻副委員長、 事務局担当者

議事 1 月号作品広告打合せ

広告企画小委員会

14日 4 時一 6 時 於会館集会室

出席者 尾f邑副委員長ほか 3 名

議事( 1 ) r水』特集を昭和53年 2 月号に延期する件

(2)正月号 ・新建築( シーモール下関 を含む) P R  

兼用について

(3) 2 月号・新建築=村野階層浄水場

(4 )  3 月号 ・広告企画

投稿欄小委員会

15日 4 時- 61時 於会館[ 3 階会議室

出席者芝山、 l羽川両委員

議 ｾ ｬｽ (1 )11、12、 1 月号報告

(2)新シリーズの企画

1 月号編集幹事会

25日 4 1時- 91時 於会館 3 階会議室

出席者鈴木委員、河辺聴特別幹事

議事 1 月号アンケー卜の原稿調懸

病院作品特集編集幹事会

29日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 木下川武氏( 近畿地方医務局) 、中村委員長

ほか 6 名

議事 3 月号病院特集企画( 病院作品選定。テーマ執筆

者選定)

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

滋大企画分科会

9 日 3 時- 5 時半 於会館集会室

出席者井上. J . 1 塚正副委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 工事分類、細項目の調整及び決定

(2)部位別索引について

(3)ハンドブックの体裁( 裟納) について

企画分科会

29日 正午- 2 1時40分 於会館 3 階会議室

出席者 酒 井 幹 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) こんごのスケ ジュー Jレについて

(2)兵・体的な作業内容について

住 宅 委 員

. 6.  

. ".  

委員会

9 日 5 時50分- 7 時30分 於 会 館 集会室

出席者小西委員長ほか11名

議事( 1 ) 今後の住宅展について

(2)その他

建 材 委 員

. 6.  

. ".  

委員会

25日 5 時半- 8 1時半 於会館集会室

出席者 山田委員長ほか11名、附ノ ーリツよ り2 名

議 事 ( 1) f 給湯器」について

(2)f新建材紹介コ ーナー J 3 月以降掲叙分について

工高生デザインコンクール表彰式

26日 21侍- 3 時 於会館集会室

出席者 吉田審査委員長ほか帯査員 1 名、 関西建築家

懇談会ーの会代表坂内走路男氏、岡田・斎藤教

育委員会正副委員長ほか 2 名

岡田教育委員長の挨拶、吉田審査委只長の審査結果の

報告に続いて入選者に対し賞状、賞牌を岡田委員長よ

り、最優秀作品に対して関西建築家懇談会ーの会坂内

代表よりそれぞれ授与した後茶話会を開催した。

なお終了後「阪急グランドピル」の見学 ( 3 時半→ 5

時) を行った。

見

会 見

寸ー

. 6.  

. ".  

茶室の見学とセミナー

「京都・西翁院の淀看席」

5 日 2 時- 4 時 参加者 29名

勝 飾 帝 塚山学院大学教授

工学博士岡田孝男氏

国宝、東大寺金堂( 大仏殿) 昭和大修理見学劃2)

一度根改修工事の見学一

19日 l 時40分- 41時 参加者 49名

施工 消水建設株式会社

当日は「昭和大修理… 須屋根工事」の記録映画を観覧

の後、見学に移 った。

奈良、法隆寺 ・寺務機新築工事の見学会

26日 3 1時- 4 時半 参加者 20名

設計 ・施 工 株 式 会 社 竹中工務庖

若 い 会 員 の 集 い

ディスカバー大阪( その 3)

北浜 ・船場界隈の町屋を見る

12日 I 時半- 5 時 参加者 33名

様 師 大 阪市立大学教授

工学博士 白木小三郎氏

主な 見学局所

愛珠幼稚園、小西日E助商底( 現コニシ附) 、

旧小西家( 現銭高組目玉倍、寮)

] 1  [  

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 日 81時半- 91時半 於大阪グランドホテル

出席者 71名

当日は大阪市立美術館館長岡崎謙治氏より「鶴林寺の

壁画( スライド併用) J についてのお穏を伺った。

11 月 の 入 会 者 ( 敬材、略)

〔団体会 員 1 社〕

Z量紡建設工業側

〔個 人会員 5 名〕

i' I' 見 誠 事l' 尾 正 彦

締結 英 克 桜 III 陣文

小 林 磯 良



圃

$  

賀 正

1978 

設計事務所有志

??で A71.R:I. 建 築 事 務 所

代表取締役 亀 井 晃 治

事 務 所 大 阪 市 南 区 谷町7丁目 12番地の l 新谷町第 3 ビル 2 F  T  E  L  (06)768- 1771(代}

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 14 - 3 5  T  E  L  (07437)3- 6137 

，いJ 7山 「 ・l 一級建 築 士 事 務 所 菅 家

アトリ工作er Ol 1 室 内 建 築 設 計 事 務 所 佐 々 木

克 子

恵 子

阪 市 北 区 岩 井 田T 1 丁 目 79 の 2 玉J i i ヒ J レ 4 階 干 530 ( 06)  351  - 8920 ・6307

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 保

大阪市北区天神橋筋 3 - 67 マチスビル 電 話 06 ( 358 )  5598 ・3497

株式会社井上久雄建築設計事務所

代表取締役 井 上 久 雄

=r 550 大阪市西区京町堀 1丁目 4 - 4 千島 ビ ル 電話大阪 06 (443)  7386附

株式会社井上達明建築事務所

代 表 取 締 役 井 上 透 明

千530 大 阪 市 北 区 鶴 野 町 5 1  i番地 ( 安 田 ピ ル ) 電 話 06 ( 372 )  2821 ( 代)

87 
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株式会社伊東建築設計事務所

代 表取締 役 竹 原 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町通 2 - 6  ( 清光 ビ ノレ) 電話 ( 562 )4343 - 5  

株式会社伊藤建築設計事務所

取締{ 支社長
伊 藤 鍍

本 社 名古屋市中区錦 3丁目 3-6( 日本経済新聞 ビル) 1ft; 抗<052>951- 111鮒勺

東京事務所 東京都千代H l 区神田 美土代町 7 ( 久 保 ビ ル ) 屯J市<03> 294-6061附

大阪出張所 芦屋市山手町 6 9 電話<0797>22-2 1  6  3  

石 )  11 建 築 事 手多 所

石 )1 1  宏

石 J  11 
誓

T 5 4 3 大 阪市 天王寺区茶臼 山町 111 電 話 06 ( 779 ) 9491 ( 代 )

〒 665 宝 塚 市 光 ケ丘 1 丁 目12 - 2 電 話 07 97 ( 7  2 )  2  3  3  8  

努 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 泉 沢
ヂ斤

Eコ
史

国国園 大阪市北区真砂町48- 1 ( オオシマビル) T Eし (06) 364- 9071 (，的

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

炉 . . . . . .  ・

毛

三厄

日

東京都港区虎ノ門 1丁 目18番 1号( 第10森ビル ) 電話 03 ( 501) 0286附

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3  電話 06 ( 201 )  5 3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代 表取 締役所 長 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 副 所 長 松 村 慶 一

大 阪 市 北 区 悔 回 8 1存 地 ・ 新 阪 怠・ ビ ル 1' [ 古前o 6  (  341 )  1  7  2  7  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 2 ー 7 - 1  湿 崎 ビ ル

福 岡 事 務 所 福 岡 市 中 央 区 大 名 1 - 9 - 2 7 西 部 ピ ル



@  
株式会社栄和 設 計 事 務 所

取締役社長

専務取締役 神

泉 善 重

山 一 郎

本 社 大 阪 市 福島区福 島3丁目 1番54号 T E L 大阪 (452) 1651- 4  

京都連絡所 京都市西京区桂千代原町38- 27 T  E  L 京都 ( 391) 2  5  8  8  

③ 
株式会社久米建築事務所

取 締 役 社長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話03 (403)0251大代表

大阪事務所大阪市 北 区堂島中 1 丁目 23番地堂島中町ビ ル 電話06 (344)2096代 表

指宿真智雄
大 阪 市 東 区 南本町 4 - 47  イトウピ ル

〒 541 T E L  (06)  252- 1011 - 4  

' *式 会 社
建築デザイン

l組連革主事務所

綜 腕 区麻布台l丁目l番20号麻布台ユニハウス107号

緑地デザ イン

〒 106 T  E  L  (03)  586ー 1311- 4  

株 式 会 社 技術 士卓時 雨

l *式 全 社 設備デザイン

京邸市中京区柳馬場通御池下る 京都朝日ピル

設情士事務 所

〒 604 T  E  L  (075)  221ー 1101- 4  

メミ コータケ建築設計事務所

所 長
古

向武 、
王5十

大阪市西区江戸堀 3 丁目 6 番23号 末 広 ビ ル T  E  L  06( 448)0178 ・2408

株式会社

株式会社

篠 田 川 口 建 築 事 務 所

協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁 目 21 番 2 1 号

T  E  L  962ー 7 5 8 1 ( 1て)

T  E  L  971 -- 2  2  5  5 什'，jlJ 同 )

@  
株 式 会 社 昭 示日

壬凡a

日又 計

計画 ・設計・監理

代表取締役社長

代表取締役専務

岡 本

林

行

唯

議

Eコ

夫

本社事務 所 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通1- 8 四ツ橋ピル T E L 代表 532 - 3421

神戸事務所神戸市葺合区八幡通4丁目2番17号 久徳 ビル T  E  L078ー251 - 0651
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4じ

句9

株 式 会 社 倉U 美

= . / 1 "  

員 又 言十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北区末広町17 星和地所扇町ピル 6 階 T E L 大阪 (06)312- 3587代表

株 式 会 社 大 建

= . / 1 "  

員 又 言十

本 社

大 阪 本 社

東 京 本 社

名 古 屋 事 務 所

九 州 事 務 所

分 室

取締役社長 高 橋 慶 夫

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 丁目 12詐 8 号 安 回 生 命 大 阪 ピ ル

大 阪 市 西 区 江 戸 蝋 1 丁目 12番 8 号 安 問 生 命 穴 阪 ピ ル

東 京 都 港 区 新 橋 1 丁 目 10番 7 号 ( 大 和 銀 行 新 情 ピ ル )

名 古 屋 市 中 区 栄4丁 目 6 番 15号 名 古 屋 日 産 生 命 館 ビ ル

北 九 州 市 小 倉 北 区 紺 屋 町9番1号 明 治 生 命 小 倉 ビ ル 6 階

大 分 ・ 室蘭

阪 ( 441 ) 9351 ( 代 1

大 阪 ( 441) 935 1( 代 )

東 京 ( 572) 4595 ( 代 )

名 古 屋 ( 261 )8531 (代 )

小 倉 ( 521 )4285( 代 )

株式会社
田中

小西
建 築 事 務 所

取 締 役 社 長 小 西 岬

実阪 併 務 法 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話( 日2) 4051代 表

東 京 事 務 所 東京都千代田区神田鍛冶町3- 3(大木ピル内) 電話 (2お) 9301代 表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内1の8番39号( 三信ピル内) 電話 (211) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大津市梅林1丁目 4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 (22) 5373 - 4  

広 島 事 務 所 広 島 市 大 手 町 2 丁目 7 番 1 号( 三築ビル) 電話 (46) 0  1  4  4  

株式会社
東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目7番1号 (伊勢町ビル) 〒460 TEL052- 26ト2651 (代 表)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 宝 町 1 - 8  (東 信 ビ ル) 〒104 TEL 03 -561 -D815(代 表)

⑨ 

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役社長 東 畑 謙

実 阪 事 務 禁 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06)202- 0391 

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町 2( 永田町ビル) 電 話 東 京 (03)581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区名駅 3 ( 堀内ビル) 電話名古屋 (052) 571- 8471 

北 九 州 支 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 魚町 1 - 4  - 21 電 話 小倉(093)541- 6531

( 北九州清和ビル)

株式会社内藤建築事務所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 干 606京都市左京区中大堀町 1 8 9 番地 電話075 (781)4111代

事務所・出媛所 青 森 ・東京 ・松本 ・静岡・名古屋 ・京都 ・奈良 ・大阪

四国・福岡



研 究

根 金 作

園

所 長 中

建設コンサルタント (造園部門)

所庭キ艮中

電話 075(781 ) 1107 

電 話 0776(23 ) 2904 

本 社 〒606 京 都 市 左 京 区 下 鴨 森 本 町 15

北 陸 営 業 所 〒910 福井市春山 2 丁目 4 の 3 春山ビル3F

公園一般・造園設計・施工・監理

株式会社日建設計
保藤

〒541 大阪市東区横堀 2 丁目 3 8

電話 06ー 2 0 3 - 2 3 6 1 (大代表)

近取締役社長

所務事築建洋
株式会社

三

之

勝

貞

賢

楽

口

田

設

橋

太

電 話 358ー 6 3  7  2  ( 代)

宮 後 建 築 事 務 所

大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  ( 大徳ビ ル )

株式会社

m 

健後富
代 表 取 締 役

電 話 772ー o1  6  5  ( 代表)

大 阪 本 町

大阪市天王寺区上汐町 6 - 3 5

大 阪 椎 寺 町

社

室

本

分

森建築事務所村 野有限会社

電 話 ( 624 ) 0 9 2  6 代表

電 話 (253 ) 0  8  7  5 代 表

電 話 (669) 5  6  5  1 代表

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場町 2 - 3

安井建築設計事務所
株式会社

う民
正野佐

取 締 役 社 長

06( 943) 1371 ( 大代)

神 戸 ・ 福 岡

話電

屋

大阪市東区島町 2 丁目 7 番地

大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古

社

社

本

支
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賀 正

1978 

建設業者有志

。。
株式会社 あ め り か 屋

取 締役 社 長 前 野 慶 太 郎

本 社 干 530 大 阪市 北 区 常 安 町 1 7番 地 電 話 代 表 (444) 1501番

灯、

にJ

式

社

株

会
浅 沼 組

取 締 役 社 長 j菱 沼

本 社 ・大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津町 8 番地 の l

東京本社. 東 京 都 新 宿 区 荒 木町 5 番 地

支 底 ・名 古 屋 ・札幌 ・仙 台 ・広 島・ 福 岡

営 業 所 ・ 旭川 ・苫小牧 ・脊森 ・秋田・ 盛問・福島 ・水戸・北関東・千葉・ 立川・横浜

新潟 ・北陸 ・浜松・静岡・岐阜 ・長野 ・三重 ・滋賀 ・奈良・ 京都・大和郡山

和歌山・神戸 ・岡山 ・鳥取・山 口・高松・徳島 ・松山 ・熊本・鹿児島・沖縄

茂夫

電 話 大代 表 (768) 5222  

電 話 代 表 (357) 0261  

〈じ

株 式

新
アタラ シ

工 務 所
ぷヱ〉ス、

社

取 締 役 社 長 新 日百

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 板 崎 中 1 丁 目 43 電 話 代 表 大 阪 (313)1331番

支 庖 ・東京都千代田区篠楽町 2 丁目 1 番 1 4 号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741番

支 庖 ・名古屋市 中区大須 4 丁目 l 番71号( 時計ビル) 電 話 名 古 屋 (262)1725番

。診 安藤建設株式会社大阪支庖

取締役大阪支庖長 堀 米 潔

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代表 (453) 2  1  9  0  

本 社 ・東 京都 中 央区 八重 洲 2 丁 目2 - 2 電 話 大代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州・ 広 島 ・ 横 浜 ・札 幌

営 業 所 ・千葉・横浜 ・水戸 ・盛岡・新潟・神戸 ・京都・沼津 ・札幌・宇都宮 ・北九州・ 熊本

。 株A京、

式

井 上 組社

取 締役社 長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 3 丁 目2 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  
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組西
b -

ヲ

式

社

株

会
ｉｦｾ 、

、車J

雄

電 話06 (779)  3  3  6  1  

電 話03(354) 0  5  8  1  

良 ・ 埼 玉

喜
一
吋

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地 ノ 1

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地

京 都 ・ 神 戸 ・ 奈

西

メ弘、

7  
取締役社長

本 社

支 底

営 業 所

組
L
瓜

r

i

a

-

大

式

社

株

会

@  

良日

東京本社 ・東京都千代国区神間司町 2 丁目 3 番地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖・札幌・仙台・横浜・金沢・名古屋 ・神戸・岡山 ・広島・高松 ・福岡

芳林大
取締役社長

組柑奥
株 式 会 社

@  
夫

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (06)621- 1101( 大代表)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電 話 東 京 (03)404- 8111 ( 大代表)

札幌・仙 台・浦和・東京・横浜・名古屋・大阪・神戸・広島・高松・北九州・福岡

イ変キす奥取締役社長

本 社

東京本社

支 庖

社
ノ込

ヨミ式株設建島鹿

夫

郎

(404 )3311 ( 大代 )

( 245) 2311(大代)

健

伝

美

田

取 締 役 社 長 渥

常務取締役支庖長金

電話 03

電話 06

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  

大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6

本 社

大阪支庖

支 応阪組 大崎本申

式

社

株

会

令

毎毎Z

F ミ

大阪 (341 ) 7371 ( 代表)

姫路 ( 23) 2021 ( 代表)

申

J じ，、

大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 新 地 1 丁 目 2 1 電話

本 社 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電話

藤江取締役支庖長

株式合社桶谷エ務怠
⑮ 

良巨

尼 崎 市 玄 番 南 之町 4 番 地 電 話 大 阪 06( 411 ) 1 4 5 1 (代 )

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田

)1頃

/ . 、、

-[コ柄取締役社長

本 社

営 業 所
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①

 

設建畿近
在

A  

Z ミ式株

大 阪06 (448)5601代

07755 ( 2 )  1361 - 2  

敬

電 話

電 話

山奇

大阪市西区江之子島 1丁目 2番 2号

I

 

l

 

--『.

，

代 表 取 締 役

社本

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東町岡 1 9 3 の 1滋賀支社

組谷熊@  
牧 田 甚

専 務取締 役 大 阪 支 庖 長 星 野 晴 彦

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 1 7 番 1 号 電 話 (260) 2111番 ( 大代 表 )

大 阪 市 都 島 区 片 町 2 丁目 1 0 番 5号 電 話 (352) 1151番( 大代表)

札幌・仙台・北関東 ・東京土木 ・東京建築 ・償浜 ・名古屋・広島 ・四国・福岡・北陸・那覇

代 表 取 締 役 社 長

社

苅

宿

本

城

支

会 社甲 南 建 設 工 業 株 式

司、
電 話 ( 06) 3 0 8 - 1 5 51大 代 表

電 話 (03) 253- 4455代 表

電 話 (06)  42 7 - 9631代 表

電 話 ( 078) 2 2 1 - 6293，叱表

電 話 ( 0722) 29- 0  0  8  8  

電 話 ( 092) 471- 7  2  7  J  

m: 話 ( 052) 681- 6  7  4  5  

代 表 取 締 役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 2 8 号

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 - 18 (共 同 ピ ル )

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁 目 2 番 8 号( 松井ピ J レ)

排 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 2 番 8 号( 住友生命ピル)

名 古 屋 市 熱 田 区 宮 江 田T 1  1  1  

組
山

由漁社株 式 会ｾＸ＠
藤

大阪市東区北久宝寺町4- 27 電 話 ダ イ ヤ ル イ ン (244)3500(受 付 台)

東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 ・鹿児島・松江 ・仙台 ・高松 ・横浜 ・札幌・神戸・京都・金沢

池鴻取 締 役 社 長

庖

庖

本

支

組岡。金
会 社株 式

⑩ 

隆手リ岡リ金代表取締役

電 話 大 阪 (779)7731- 5  〒543 大阪市天王寺区椎寺町66番 地社本

社

A

Q

玄式株業エ藤佐

働

小町谷武司

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 (662) 2331( 大 代 )

大 阪 支 庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221( 代 表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島 ・ 横 浜

佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪 支庖長取締役社長
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‘快

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 野 地 紀

イゑえ建設株式令必

取締役大阪支庖長
楠 本 昌 造

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ピル 2号館) 電話 06(220) 8  7  1  2  

本 宿 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

① 

株 式 会 社 盛 務 庖工

代 表 取 締 役
成

:.an. 雄道

本 社

営 業 所

大阪市北区南森町 4 7  ( 成輿ピル)

神 戸 ・ 赤 川 ・ 西 宮

電話 (364) 1581(代表)

宝 塚 ・ 豊 中

。 2 5 銭

輝

高

高

組

取締役社長
銭 之

本 社 ・大 阪 支 社

東 京 支 社

支 底

営 業 所

大 阪 市 西 区 西 本 町 2 丁目 2- 11 電 話 大 阪06( 531) 6431( 大 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 一 番 町31番 地 電 話 東 京03( 265) 4611 ( 大代 表 )

札 幌 ・仙 台 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青 森 ・秋田・感岡 ・福島・ 新潟・前椛・字都宮・水戸 ・浦和・千葉・多摩

横浜・甲府 ・静 岡 ・湾・金沢・京都・神戸 ・岡山・松江・山口 ・高松・松山

北 九 州 ・大分・熊本・長崎 ・宮 崎・鹿 児 島 ・ 沖 縄

• 大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大阪支庖

支 庖

取 締 役

社 長

常 務 取 締 役

大 阪 支 1所長

東京都中 央区銀座 2 丁目 5 番11号 T E L 東京 (567)1511大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番地 T E L 大阪 (262)1131大代表

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・横 浜 ・新 潟 ・高 松

菅

原

j畢 英夫

田

0 = .  

県

パh

q フ

株 式

会 社 竹 中工 務 唐

取 締 役 社 長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州

営 業 所 千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・ 北 陸 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・岡 山・ 四 国 ・北 九 州
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⑧ 

鉄建建設株式会社大阪支庖

喜す=護11JE遺 児 島 章

常務取締役支庖長 金 子 越 郎

大阪市大淀区天神橋 7 丁目 l - l O(天六阪急ピ ル) 電話 (358 ) 0321 ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411 ( 代表)

。@

戸 田 建 設 さ ま 大 阪 支 底

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市西区西本町 1 丁 目13- 47 (新信濃橋ピル) 電話06- 531- 6561 (大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 庖 東 京 ・ 関 東 ・ 横 浜 ・名 古屋 ・札幌・仙台 ・広島・四国 ・九州、|

⑪ 

東 淀 興 業 株 式 含 枇 大 阪 支J苫

実管官土芸 小松英二 主務E締室田中巌夫

本 社東京都千代図区丸の内3- 4- 2日 石 ビ ル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市北区 豊 富 町 3 - 2 豊 崎 ビ ル 電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

I T、
てフ

飛島建設株式奮社大阪支J 苫

取締役支庖長 山 本 龍 男

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大 阪 ( 942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) 3151( 大代表)

③ 

日 本 建 設 株 式 会 社

取締役社長
生 田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 8 干541

支 庖 東 京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・広 島 ・仙 台 ・札幌・四国・沖縄

@  
明日をささえる

酉 松 建 設

大阪建築支庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

支 庖 長 一 志 淳 夫

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地
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野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話(202) 4 7 9 1 代 表

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1号 電 話(241 ) 4  1  7  1代 表

@  

株 式

会 社 問 組 大 阪 支 庖

専務取締役

大阪支庖長

土 上 三 之 丞

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201) 2 7  51 ( 大代表 )

本 庖・ 東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁 目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1番 (大 代表)

支 庖・東京・大阪・名古屋・福岡・仙 台・ 北陸 ・札幌 ・広島・高松・ 海外工事 局

領静

未来をひらく
フジタ工業

志 賀 修
常務取締役大阪支庖長

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 (345) 代 表 7 6  7  1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 5  

支 庖 ・ 東 京 ・横 浜 ・名古屋 ・大 阪 ・ 広 島 ・高 松 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・仙 台

海 外 ・リマ・カラカス・サンパウロ・キ卜ー ・ロサンゼルス・グアム ・クウェー ト

② 
不二建設株式会社

取締役社長 山
五
口良R口

本 社 大阪市西区西本町3丁目 1番9号 干550 電話 06 (541)  5534代表.9301代表

支庖東京都新宿区西新宿 4丁目 5番2号 干160 電話 03 (377) 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代田 4丁目 11番17号 干460 電話 052 (321)  8  4  8  1  代 表

出張所仙台・静岡・大垣・滋賀・京都 ・姫 路 ・岡 山 ・広 島 ・ 惇 多 ・ 大 分

@  
株式会社 藤 木 工 務 后

取 締役 社長 藤 木 銭 ー

ま阪本甚 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電 話 何 (942) 1461(代 )

支 1苫 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 篭 話 03(357) 1611(代 )

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864(22) 3330(代 )

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878(51 ) 7272(代)

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075(311 )  413l ( 代)

福岡市博多区博多駅南4丁目18の2(博多沢図ビル内) 電話 092(441) 6585(代 )

営 業 所 ・多 摩 ・静 岡 ・ 名 古 屋 ・ 宇 治 ・ 岡 山 ・徳 島 ・ 新 居 浜 ・熊本

③ 

前田建畿工業稼式会社大阪支庖

取締役支庖長 井 戸 賢

支 広 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番 2 0 号 電 話 大 阪 (353)7891(代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番地の 26号 電 話 東 京 (265)555 1( 代表)
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。 株 式 会 社

松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本

支

社 ・ 大 阪 市 北 区 空 心 町 一 丁 目 七O 番 地 電 話 大 代 表 大 阪( 353) 1131

庖・東 京・名 古 屋・札 幌・仙 台・広 島・福 岡

⑥ 

三 井 建 設 畿 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 滝 口 開

大阪支庖大阪市北区中之島 3 - 7  ( 三井ビル 2 号館) T E L  06- 443 - 1321 

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 863 - 3111 

@  
村 本 建 設 株 式

村 本

会

嗣

宇土

代表取締役社長

虚主

主宝.

本 庖 奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 電話大和高田 (55)  1151(代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町 9 丁目 4 9 電 話 大 阪 (779)1571( 代表)

東京支底 電 話 東 京 (265) 585H的 名古屋支J吉 電話名古屋 (241) 1511附

福岡支l吉 電 話 福 岡 (741) 0i19 三 重 支 庖 電 話 津 (26) 2949 

③ 
望 月 建 設 株 式

必

ず

日
社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 丁目 18 電話大阪 ( 344) 8  6  5  1  ( 代表)

。
株式会社 組

取締役社長

オミ

アF木 幸彦

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 201 ー 2761( 代)

( 支 庖) 東京・名古屋・奈良 ・九州 ( 営業所) 仙台・ 滋賀 ・京都・神戸 ・広島

⑮ 
株式含社 米 田工務底

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

取締役会長

本 社 干 543 大阪市天王寺区逢阪上ノ町 7 T E L 大阪 (06) 771 -7771代 表
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賀 正

1978 

建材・設備工事・報道印刷業者有志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 良R

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1 8 3  T  E  L  (06) 561 ー 3901 代

東 京 出 張 所 東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 5 - 13- 1'3 T  E  L  (  03 )  988 - 0  2  7  1  

東都自動車ビル1411号

泉 北 出 張 所 堺 市 泉 北 若 松 台 1 - 1  - 1310 号 T E  L  (0722) 92 - 3  3  2  1  

勺〉 井 上 窯 業 株 式 会 社

代表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電 話 771- 2  8  2  5  ( 代)

営 業 所 豊 中 ・ 奈 良 ・ 寝 屋 川 779- 5  3  2  3  - 4  

健診

株 式

A

Q

一
品

社 梅 彦

代表取締役 松 永 嘉 郎

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 (43) 6  1  4  9代

防煙・防火は 臨4凪

で. .  .  .  .  • 
備κノ

取締役社長 小 俣 茂

11¥俣h E何ー工業株式会ネ士大阪支庖

φ  文 阪 醤 飾 株 式

。
宮

取 締f支社長 蜂 川
矢口 、生

日 J a

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁目 1 3 番 2 4 号 電 話 06 (444) 1410(代 )

営業所 東 京 都 港 区 西 新 総 2 - 2  6 一 1 電 話 03 (437) 2577 ( 代)

神戸市生田区下山手通 2 - 15 (聯合ピル) 電 話078 (321) 2009(代)
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新 不燃材 料

不燃 ( 個 ) 第1325 ・1326 ・1327

建設大臣許可 ( 般ヌ 51) 第3105号

屋根・壁・外装材・谷樋材

製造並責任施工

大島応用化学工業株式会社

施 設 に 保 護 を グ

設備を大事に. グ

代表取締役社長 田 中 政

干 578 本社 東大阪市新庄 1 1 4 番 地 電 話 06 (745)  5121 (代)

届所 東京 ・横浜 ・千 葉 ・静岡 ・名 古屋 ・四日市・岡 山

広島 ・宇部・ 大牟田 ・新居浜

4 参> 片 岡 エ業 株 式

A

Q

一

A
社

代表取締役社長 片 岡 好

本 社 大 阪 市 浪 速 区 東 関 谷町 2 丁目 12の 1 電話 (06)643代表 3 5 6 7  

京 都 営 業 所 京 都 市 南 区 吉 祥 院 石 町 西 町 1 番地 電話(075 )672代表 3 1  0  6  

東大阪営業所 東 大 阪 市 警 恨 寺 町 4 丁目 12 の 24 電話河内枚悶 (0729 )84 - 5301 

F老事
株式会社 シェル石油大阪発売所

フリ ン トコ ー ト部門

本 部長 栗 山 手口

本 社 大 阪 市 北区堂島浜通1丁目 25- 1(新大ピ ル9 F ) 電 話 大 阪 (343) 0441大代表

営業所 東 京 ・福 岡

。
須 賀 工 業 株 式

ｾ＠
Z 玄 社

取締役社長 須 賀 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 丁 目 2 - 3  0 電話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 庖 東京・大阪 ・横浜・名古屋 ・京都 ・神戸・広島・福岡・札幌・千葉 ・静岡・金沢・高松

成 幸 工 業 株 式
ｾ＠
Z 玄 社

代 表取締役 園 藤 光 弘

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 7  - 20 電話 06- 5 3 1 - 8801番

支 庖 東 京 都 千 代 田 区 掛 町 5 - 3 電話 0 3 - 263- 1691番

多
株 式 会 社 精 研

取締役社長 木 内 清

専務取締役 和 田 正 八 郎

本 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセ ンタービル ) 電 話768- 503Hω  

東京支庖 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ビル) 電話262- 3241附

1 0 0  



東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテパヤシ商庖

代 表 取 締 役
舘 林 彦 四 郎

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電話 ( 075) 681 - 7  2  2  1  ( 代)

大阪ガス 風呂ンヨ y プ

T A NA K A  B A T H  Ll V I NG 

d 今、

、寺戸7 株 式会社 q  ず I I a 8  

代 表取締役
田中

昭
土佐

大 阪 市 浪 速 区 元 町 1 丁目 7 4 7  ( 但 し 国 鉄 湊町駅 南 へ 5 0 メー ター 西 側 )

ナ フ ロ

電 話 (649)  3  7  2  6 代

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電 話 ( 997) 0  1  7  1 代

Q

⑨

 

高 千 穂 亀 締 結 式 会 結

取締役社長 岩 崎 久 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 中 野 町4丁 目 8番 10号 電 話 06 (358)  11 71大 代 表

支 庖 東 京 都 港 区 虎 ノ門 1丁目 13番 5号 電 話 03( 503) 0718代 表

福 岡 市 中 央 区天 神 1 丁 目 10番 24号 電 話 092( 712) 0126代 表

営 業 所 神戸 078( 351) 6441 ・ 鹿 児 島 0992( 24) 0115

七占: ""' - 1

-
/ r . W. "  

ゃ- r令

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 〒581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂6丁目 4番27号 電 話0729- 94 - 5682

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

⑮ 

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ノ ¥ イ ボ ン デ ル 工 法

合 繊 不 織 布 ・T N コ ー ト 使 用 の メ ン ブ レ ン 防 水

izt十詰 東Eアスフガレト防水事業協同組合

千581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729- 94- 5682 

⑭ 

特許線。 " 2 0 シ・""41倫理k

東西アスフアルト事業協同組合

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10- 5 電話 (06) 443- 0431 

東 京 : 東京都千代田区岩本町 3 - 11 - 13 電話 (03) 862- 8531 

名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙

1 0 1  



東邦パーライト断熱コ ンクリ ート、東邦パーライト断熱モルタル、建設省防火認定材料 {22t1222A}

東 邦1' 0
1

ー ヲ イ ト 株 式 会 祖

橘 泰 治

社

所

所

業

張

本

営

出

大阪市東区森之宮酉の町 5 9 4 電 話 (941) 9  2  4  3  - 7  (代)

東 京 ・横 浜 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・高 松 ・金 沢

三 重 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山 ・ 山 口 ・ 松 山

⑧ 
j: a 五 議 様 式 舎 私

代表取締役 友 田 俊 夫

本 社 干534 大阪市都島区都島中通 3 丁目 3番6号 電 話 06(921 )0331- 6 

奈良営業所 〒630 奈 良 市 鳥 見 町 3 丁目 9 番 5 号 電話 0742 (43)  5620 

⑧ 

TOTO特約庖株式会社 す- ' 7

代 表 取 締 役
士

口田 広 助

営業所 干544 大阪市生野区巽西 2 丁目 7 番24号 電 話 757 ー 1101附

本 社 干543 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  電 話 771 - 9123附

お
塁塁西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長 イ半 良R

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3531番( 代)

<@t  
緊 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取 締 役 社 長 花 村 茂 彦 実護聖堂護 山 浸 敏 郎

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14(八千代ビル) 電話06( 231)817l ( 代)

神戸支 局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁 目2 - 25 電話078(291) 0541- 2  

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211)  1  9  1  1  

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8 電話03( 961) 169l ( 代)

逼区

大 阪 で 唯 一 の

きま日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高鹿橋 1 丁目 3 ( 東洋ビル) 電話 202- 686l ( 代表)
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株式

会社 日刊建設通信新社関西支社

代表取締役会長 田 中

道警警君主 林 田 不 二 夫

大阪市西区京町堀 1 - 6 - 2 3 エ ハ ラ ビ ル 電 話 (444) 4  4  5  1代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1代表

…@闇

マル エ ス 印 企ルーフ ィング企シン グル企ビニエスタイル S P

日 新工 業株式会社大阪支底

大阪支 l舌長 紫 富 田 忠 雄

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 21 - 28 f t 東京 (882) 2424(代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 30- 2  宮 大阪 (329) 7737- 40 

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・福岡 ・札幌 ・山形・工場/ 東京・埼玉 ・山 形

@  

日本アスフアルト 防水工業協同組合

関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4 - 30- 2 日新工業株式会社大阪支店 内

電 話 ( 329)  7  7  3  7  - 4  0  

。
日本アスフ アルト 防水工業協同組合員

日 新 工 材 株 式 会 社

代表取締 役 井 場 正 孝

〒550 大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 ー 17 電 話 06 (541) 3785( 代)

' t 而瓦反

〈信越化学グループ〉

株式会社ノてン デックス・ジヤノてン

無機質浸透性塗布防水剤

ウレタン防水剤一一パンデコート・カラーパンデコート

紡塵周カラー床剤ーパンデコ ートF-500

ウレタンシーラント 5-340

ヱボキシ防蝕剤一パンデコ ートp・201

代 表 取 締 役 社 長 村 川 一 雄

関 西 営 業 所 所 長 大 友 理

本 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 細 2 - 2 7 - 1 0 03ー 552- 6954 ( 代表)

関 西営 業所 大 阪 市 北 区 伊 勢 町19-2 高 橋 ビ ル 北 2 号 館 06- 312ー 5765( 代 表 )

⑧ 
阪急 電 気 工 事 株 式 会 社

取締役社長 杉 村 正 郎

本 社 大 阪 市 淀 川 区新北野1丁 目4番21号 電 話 代 表 06 ( 302) 0231 

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 ー 7 電 話 代 表 052 ( 692) 1141 

1 0 3  
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⑧ 

Ｎ 向調ｾｯＮ持 害 事司・

⑪ 

富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

代表取締役 金 岡 秀 輔

宝 塚 市 山 本 東 2 丁目 6 番 17 号 電 話 ( 宝 塚 ) 0797 - 88 - 0501 - 6  

普通赤煉瓦、焼過煉瓦、 土 煉瓦製造 ・販売 ・施工

① 日本工業規格表示許可工場

松本煉瓦株式会社大阪支庖

大阪支庖 大阪市西区安治川 1 丁目 2 - 39 T  E  L  06- 582- 2923代

本 社 工 場 広 島 県 竹 原 市 吉 名 町 5 1  7  T  E  L  08462- 8 一0211代

ピ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工

プラスオール 1 ・・・E
三 星 産 業 株 式 会 社

コ ー キ ン グ } 販 売 施 工 . ムe

A C:J日F 回 J U  

〒550 大阪市西区京町堀 l ー 10ー 17 (大栄ビル ) Tel. <443>9721( 伏)

〒101 東京都千代田区神田小川町3-28(三束ビル ) Tel. <292>1961(代)

囚

③ 

b 跡 Z

装美建材

金属建材

出張所・札悦 <721>6031 ・6307 仙台 <21>5366(代)

名古屋<931>4574 ・3393 福岡<78>3361( 代)

自主主化成Z 業株式含社代理窟

新日用車日 I 業 械 式 奮 枇 代 理 恵

ι I y 三 産 業 様 式 fi ti
代 表 取 締 役 侮 馬 正 明

ｾ ＵＵＰ 大阪市西区靭本町 Ｑ 丁貝 ＱＷ 番 ＱＵ 号電路Ｈ凶 Ｉ 大代表 ＴＴＱ Ｍ 0  3  7  8 番

⑮ 725 広島出張所 ・広島県竹原市竹原町本川 1 5 1 4 - 9 ヱ渇 ・大津、竹原

室 谷 商 事 株 式

.，d、

Z 玄

取締役社長 室 谷 山 水

社

本 キ土 神戸市生田区北長狭通4丁目 1(英和ビル ) 電話078 - 331 - 0  8  8  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂 ビl レ) 電話 06- 364- 2  0  3  1  

芸ｾ tk 1京建材記

No.  1販売部 ・No.2施工部

本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 筋 ・四 ツ 橋 電 話 541 - 1861 - 8  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 番 1 号 電 話 723 - 2277 - 8

山 建 ソ ー ピ 大阪市西区立花通 2 ( 展示屋敷) 電話 541 - 2152- 3



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 底

倉 庫

神戸市生 III 区北長狭通 4 ー 1 (英和ピ ル)

7正 話 村I戸 ( 331) 0881- 3  

大阪市北区キil 笠町50{ 裳 ビ ル 5 1;皆 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市五合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原因を克服した理想的な総合防水層を完成さ

せ ま し た。

・奥山式総合防水層の特長

カッパー防水帯

コーパータイト

継目がない / 温度変化による伸びがない/ 腐

らない/ 柔軟性に富んでいる / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製品及ぴ施工技術が優れている / 完

全絶縁工法で施工出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8-4-9 電 筋肉 (571) 2703

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚木出張所厚木市金田字宮畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811) 3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952( 47) 2945

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

ス タ バ ー ド メ タ ル の 大 島 応 用 化 学 東大阪市新庄( 附 5121 - 5  
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空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《多額朝日3 : 業社

4' ｾｪ＠ 東京都港区芝松町 1 -25- 7  沼稲 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 ] -58-59  'o1I:fii ( 302)  227 1  ( 代)

支 府 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 山 花i 岡

営 業 所 釧 路 ・国 館 ・盛 附 ・横 浜 . ，'Ipl lr.i . 京者1¥・神 戸

給 排 水 ・ 衛 生

日 差 冷 房 . l梨 公 設 計 施 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 原 町 - 1U; 活 大 阪372局7151 ( 代)

京都市東山区大和大路正面上ル 7包 括 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 悶 区 下 山 手 通 六 / ー 包 括 神戸341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 底 大阪市内氏江戸線 l 丁目 10111' 17月・〒550 "1t]:，I;'i( 441) 8231 

本 社 II( J;( 都中央区銀座 2 丁悶 2 番17号 干104 屯，1f， ( 535}5251

支 社 大阪 ・東京・名古慮

支 底 札帆 仙台 ・金沢・広島・綿1M)

営業所 新湖・天王里 ・岡山・高松・熊本

出張所 紋1-11.  ＧＱ ， ｾｉ Ｚｴ ｬ＠ . 千葉・償i兵・静岡・宮 111 稲 1t- . 鐙1- 11・

，;C-/if l . 神戸・鹿児島 ・郷軍司

空 気 鯛 和 般 備

給排水衛生設備段骨十施工 各 種 送 風 機 ・製 作 販 売

各種プラント設備

⑩ 制 舎 社 ，，: ' 4J l シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672)  1281(大 代)

営 業 所 東京・名古屋・京都・広島・福岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレックス : 本社 No. 562ー7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・ 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

⑮ ( 旧 飢 利 下 務 所)

斎 え 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 j左

大阪支庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電話 06- 443 - 5041附

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ビルディング)
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電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1 附

営業所 札帆・仙台・千築・名古屋 ・金沢 ・高松 ・岡山 ・福岡

出現t所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 広 ) ; ， ¥ ・ 苫 小 牧

空 気 鯛 和 設 備

給 排 水 ・術 生 水 道

ｾ＠ 君主 イ紹

l蔚 房

三 械 工 業

ム

環 検 術 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 藤 回 初 裁

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁 目 2 2番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 1宮 東 京 日 比 谷 三 f宮 ピ ル

支 庖 名 古 屋 、 偏 向 、 札 鋭、 広 島 、 仙 台 、 北 陸

出 制 所 横 浜 、 高 松 、 静 岡 、 盟 国 . 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大阪支后 大 阪 市 北 区 紅 怖 町 6 5 得 J也 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 | 社 東京都中央区日本統蝋波町 2 - 22 ｾｉｬ話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431 ( 大 代 )

支 ，社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 眺 ・ 広 ぬ ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。株式会社 発 空 調
--

-・東京本宿 東京都新宿区西新宿 桁宿住友ピル f山首 03- 344- ]911

大阪本 l古 大 阪 市 北 区 bi 凶 町 16 帯 地 '; L:話 06- 363- 1371

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 仏 町 11 - 2 電，活052ー581 - 8571

広/ J ; 市紙屋町 1 丁目 2 需 22 号 屯 ぷ0822- 47- 4535

N. i 岡市中央区大 t，2 丁目 41時22号 電 話092ー761 - 3795 

ｈｾ 鋭所俄浜 ・ 悩井・京都 神戸 ・松江・沖縄

管 工 事 業

( K ) 協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役安l内長 阿 坂 幸 男

大阪 ｲｬ ｩ 北ｼ烹堂，ￇ￰ ｾｴ 田ｔｬ Ｓ ｉ￟ＺＮｬ 也 Ｈ般紙千代 ｉｒ ピルＩ

郵 便 併号530 電 話 大 阪 (06) 346- 0721! f勺

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大阪支広大阪市北区立ＩｾＮｾ浜通 Ｑ - 2  5  ( 新大ピ ル)

屯 話 ゆ6 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社・東京支庖 東京都中央区日本紙本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・広 仏 ・ 札 帆 ・東海村・北 陸 ・ 大 分

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災

。須
賀 工 業

大阪市西区土佐堀 1 - 2  - 30 T E L  06- 441 - 5171 

支 底 東京 ・大 阪 ・償浜・名古屋・京都・神戸・広島・福岡

営 業 所 札幌・千葉・静岡・金沢・高松

出 張 所 仙 台

空 調 衛 生 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

争 楓 会 社 精 i Jf 

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番丁68番地{ オートセンターピル2階)

重r. 便番号542 電話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 庖 東京都千代悶区九段南 2丁目 2番5号( 1¥} 宣ビル 8階)

郵便番号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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本 社 烹家主 庖 東京都新宿区西新宿2 - 6 - 1・03- 3d4- 1851( 大代} 大問主庖・冊 - 448一日間 { 代}

名古直宣底・田2- 211-15351代) 九州主庖 ・ 匹 ｾＭＴＳＱ Ｍ Ｒ ＱＴ Ｗ 世鋼健所 札帽・仙"' . 柵 i長 広 島

神 戸 出 明 所 : 新 溜 童 沢 ・大 宮 帥 岡 ・ 豊 田 ー 京都・岡山・松山 ー幡宮k ・蝿児島・ 沖縄・ パン コク

i墨・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、微送機設備

i設 計 並 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 w田 町 3 0  包 括 (364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新 東 京 ビ ル )

泡 話 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 病 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 支 応 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

官Z 甑i ( 971 )  3  6  2  1  

一 般 空 鯛 設 備 ・ 恒i昆 恒 f忽段備・冷. . 冷蔵設備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 普 段 備 そ の 他 上 況 に 附

， 園 、 」 得 す る 衛 生 、 電 気 等 一切 の エ司餌の 股骨十・施工

l lSA タ者* : 1 フヲシト職議書将

司ヌF 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本社 大阪市大淀 μ Ｎ 中 ｾ Ｎｩｴｾ本ｩｬＡｩ ＱｔｈＲＱ 昏 ｊ 也ホ ー コクピル

〒 531 ¥'I!:，(，吊 λ ・阪 ( 06) 372- 5171(代 滋 )

支 J吉 東 京 都 中 央 [夫 日 本 締 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

干 103 屯，(吊 1Iミボ ( 03 )242- 5521 (代 表 )

1! 1' 機所 Iui I珂・1 ' . -1古 嵐 広 島 ー 札 帆 仙 台

空気調 和・衛生設備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 幡 町 3 4 - 2 電話 06- 313- 1846

芸 孟 巷 霊 法 大 阪 市 北 区 木 幡町 3 4 - 2 電話 06 - 313- 1846

Z 芸 春 立 法 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 番 3 号 電 話0720- 49- 2128

設 備 部 大 阪 市北区木幡町 3 4 - 2 電 話 06- 313- 1846

1f 剛容 s 怨 枚 方 市 甲 斐 団 東町 9 番 3 号 電 話0720- 49  - 2128 

日愛 ・冷房 ・空気温湿度調務装置

回 設 計 施 工

高 砂 熱
品ｾ
ｾ＠

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

c::=moo型量コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

京 湾 然 工 調 信 機 式 会 祉 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー l ー 2 7  T  E  L  (  433)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 后 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・排水・衛生・消火・ 暖 冷 房 設 備

お 25西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 海 南 通 4 丁目 11 電E重大阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

設 計 並 施 王

⑥日本管工業株式会社

本社}l 京富市支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 百r 2  0 番 地 の 1

tl22舌(681 ) 5 1 0 1 - 5 ・ar:1I 専用 (691 ) 1045  

大 阪 支 I高 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 38 ( 天満橋北詰 )

電話 Ｈ ＳＵＲ ｾ＠ 3  5 0 1 - 3  

四 日 市 支 l吉 四 日 市 市 浜 回 西 末 広 町 泣 訴 ⑬7431- 3  

滋 賀 省 機 所 大 i掌市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

海 2皆 様 所 i京 市 栄 町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

@ 醤 暖 房 眼

寺...ー....

⑪ぺ;::;;iLJJl MＨｾｉ［Ｉ 日 Ｊ￬ｾｾ ｉＮ ｩｭＪＪｾ 持土

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ 伺 ｆ 可 ｾｉｾｕ 唖 ｾｉ

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸堀 1 - 22- 7 T  E  L (441 )的 1994 ・( 443)附0331

空気調和・恒温恒湿・冷凍・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不 ニ 鰐 エ 鰍 ま 舎 紅

本 庖 大阪市南区順 ｾｦ 町 Ｒ - 5 0 電話 261- 243創的

東京支l苫 東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773ー 1231附

営 業 所 銀 座 ・ t兵 絞 ・ 1京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計・施工

⑫ 山 田 工 諸 積 書8 f t

本社且菅工事事量都大阪市西区京町揖 1 - 6  - 8 電話06(443)8161( 大代表)

Q 境韮置事草郡大阪市桂川区三埠屋南 1 - 1  - 3S 電話 06(308)l m ( 代表)

束 、京 支 宿東京都江東区亀戸1- 8 - 4 (由回ピルi 電話 03(鎚318421( 代表}

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 区 常 2 - 16 ー 13(京極ビル ) 電話 OS2(202)OO77(代置)

出 張 所 神 戸 ・ 悩 岡 松 山
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⑤ 
I7Eヨ 語習量 .f::::: .LJI・ _ b .  

l号 事 竜 支L 燃: t ¥.

代 表H幼官役 山 本 ↑ 導 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 助 3 - 3  ｾｉ 日ピル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

京 都 市 有 京 区 内 以 鰍 磁 野 町 2 1  

T  E  L  J;um 075  (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ吃 )

市 中 央 区 議 院 1 -- 1 4 - 8

T E L 九¥1向 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

S

A

 

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 ・言十装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 柿 式 会 紅

ーを

庄i吹

本

本社営機所

京書s1皆 様 所

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 16 東 阪 急 ピ J レ T Eし0 6- 313- 1101

支 j苫 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・天 理

大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・ 四 国 ・九 州

-一=

ロ

ー
ー原栗取締役社長

九i 岡禍 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男

社一
一
一

株 式 会 社

常 務 取 締 役 支社長

大阪市東区高麗橋五丁目 二八番地 包括大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 聞 区 西 神 悶 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・福 岡

営 業 所 ・出 張 所 全 国主要都市20ヶ所

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

暗'

気 株 式

電 気 工 事

A

Q

一
品

工

三

計

式

去

一

株

机

胡

機

嘉

伊

電

出

船

{

玉

附

気電

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 * 区成' ( :，' 三 r 11 五1 f t 十七号

i喧 .11i 大聞記 (931 ) 代 1 < 7 3 4 1 - 5  

大阪市城東ｾ成 ＧＨＺ￬ 三 丁 ＱＱ 卜 七得 一 刀 1t! ll.fj 大阪 (932)2869

奈良県御所市御国通3ω 屯.l. r; 御所 (2) 0122  

枚方市山之上丙町 l の 1 Ｑ Ｑ ｬＮＱｾ枚方 Ｈ Ｔ ＳＩＸＶＵＹ ・ Ｈ ＴＴ Ｉ ＹＲＳＲ
神戸市ｮ］合区 ｾｊ ［ｴ［ 通六 ｦｆｉ 六昨五丹市Ｎｬｬ ｩ 神戸 ＨＲＴ Ｑ ＩＵＹ ＶＹ

ム一

A

本 電

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 3 階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋 2 - 1  6  ( ニュー新橋ピル 7 階)

ｾｬｌ＠ 言古 (504 )  0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 ( 991 ) 5  1  3  1  (代)

堺 ・千 葉 ・ 字 者11 宮 ・ 熊 本

H  

ｉｾｩ＠

+  

j ヒ-

l，!i 支

神 戸Ｇｩ［［［ｾ 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 凶 淀 川 区 粍I 1:11町T 1  r  n  1  1  0 番 地

、1: ｡ ｬｾ 大阪 ＨＴＷＲＩ 代表 Ｑ 1  0  1  - 7  

* 京 /011品 川 区 内 j _L JSi.1l 1 6 T 日25併 11 J ，] - ( 品川A ピ ル )

芯諸点 ｊ［ ｾ ( 49 1) 1746  ( 492) 0182 ， 0350 

北九州市小介区鋳物向 ｉｪｾｲｲＲ Ｓ 得 ｊ 也

氾 訴 小 介 ( 56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

1号 ・ 下 集 ・ 和 歌 山 ・ 名 ， l j bi  

電 気 工 事 設 計 施 工

主1:

'.' f  

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、.

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 制1 笠 町 5 0  ( 笠ピル 7 階)

屯 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 l 校 l京 ・ 場l '  1-;.¥ 山

..j>: 

*  

社

A

S

A

 

事 株 式

ｾｾ＠四林

工

取 締 役 村 長

藤エ太 陽

大 阪 rli 制 .';7; Ix.. . 柄。1;:) 7  - 22 - 8  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

大 阪 市 此 花 灰 白 出 1 - 1  - 27 

T  E  L ( 06 ) 必2- 1  3  0  1  (代)

ヰ土本

';:t 業 所

屯力工事本部

t洋Ｎｙ Ｍ ｾ引 Ｚ Ｑ ，，，Ｎ

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

田 中 実

大阪市西 区北堀 江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

取締役ネ|長

社本

高千歳亀鱗株式会討

取締役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 了 目 8 - 10 

. 紙 大 阪 ( 0 6) 3 5 8 ー 1 1  7  1 大代理聾

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 路 東 京 (03) 5 0 3 ー o 7  1  8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 話 徳 岡 (ω 2) 7 1 2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078(351) 6441 鹿 児 島 ω92( 24) 0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

社

16 

本

支

営業所
営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 怖 ケ 校 II ff 5  

1屯 話 大 阪 大 代 表 ( 312)

東 京 ・名 古 屋 ， V4 日 市 ・神 戸

松 山

設計施工電気・計装・空調工事

電 気 工 事 ・ 骨 十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

1 7 Yト扇気工: ; : ; ; ニアリレヲ跡式§ 耐A  社

、fr.

1旦

大阪市北区凶堀川町15 T E し06 - 3 64- 3056( 代)

東京 ・事11戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・札 幌 ・苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京 都 ・高 砂 ・三原・徳山 ・松 山 ・新 居 浜 ・福 岡 ' l中縄

方t本山
取締役社長

本主J :

支 r，tj

事業所

6 帯 地

8  8 8 1  

主1:本

支 1;1;

営 業 所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

大 仏 瓦

大 仏 敷 ・ 貼 宜

一大 仏 タ イ ル

大 仏 古 代 タ イ ル

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ー

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦

内 外 装 用 様 変 焚 術 タ イ ル

ー古 代 土 器 開 高 温 〆 タ イ ル

雨 水 潜 入 制 落 防 止

耐襲 撃曇

唱

@  

コニ

ナニワ媛匂 a2ii
‘ 緩旬最適軽量7j ，止付( 空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

旭

週

ぽ

耳

町

一

T

白

七

円

一
電

附

則

九

O

六

五

T E L  (345)  9055(代 ぷ)

T E L  (252)  3  9  0  6  

T E L  (202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 立 ぬ 北 町 1 6  

大 阪 i!i J I . [ 区本田r 4  - 27御堂 ビル

大 阪 市 東 区 航 胤 2 - 3  6  

本 社

ilP':;; :営 業 所

術 槻 営 業 所

Board &'Slate Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  'Il 淳 窯 零 歳 志

社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98得 I也( 制本町 バ ス 停日』

⑪ 

黒 板フ タ パ

姫 路 倉 集 所

橋 卜 モ 百貨 庖 ご 利 下 守
長

官

種

ガラス製品卸問屋

セ卜モノのデパー卜

各ポツ耐 酸

陶器、

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基 材同等 o  0  0  3 号

基材同 等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリ ジッ トスタイン

エ パ ウオ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区野j 川町 3 - 54 '，Ii: ，活 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 循 岡 出 張 所

内外装ホーロー建材及スパン V レル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任 施 工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉
サクラ建産株式会社

ベート

匂宅F

大阪市東区ｬＮＧｾＡｭ紙 Ｒ 丁目 Ｙ 野村ビル Ｕ 階電話大阪 Ｈ Ｒ Ｐ Ｒ Ｉ Ｔ Ｙ Ｐ Ｕ大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大阪 ( 922) 代表4421 - 3  

建 築 物自制自等 造 作 工事 、家 具 建 具・室 内 装備工 事

内 外装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙類 一 式 / 設 計 施 工

D EC O R A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 0 6) 349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 51)第12064号

10 9  

図 閥



ι 進式
(  簡 易 問 住 切 デ イ オ |  

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で. オフィスレイ戸ウトも流動的です。取何. 取はず

しガ簡単広アィオは時代の要求にマッチしだ新しい簡易間仕切です。軽くて，剛性のあるティオ

パネル〈イソバンド ＳＶＩ の表面は ＰＮＵｾ の塩ピ鋼板で構成され ， 美しい室内感覚を出しています。

(  P AT. 6i 牛3

奥村重兵衛株式会社口 語器語長 i;12

年中見ていただ、ける 皆様の見本室
|雲|

タイル

常 設 展 示 場

110  

AM. I0.∞- P.M. 5.∞ 

日曜 ・祝 日はイ木館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

f つ
八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

月干i J 建築技術

建設省建築研究所医修

年 間購 読 料 ￥8，400(  

(  2 月 号 〕 定 価 ￥700 

- 場所打ちぐいおよび埋込みぐいの支持カ ・・・・ 一阪 口 理

. セ メン 卜ミル ク工 法に よる

埋込み ぐいの支持性能・・ ・・・・… …・ ・ -浜田 勝

. 斜 張形式の吊屋根構造の設計と 施工 ー … … … 川 口 衡

・現場溶接部の自動超音波探傷 … ・………・ ・… 白岩俊男ほか

・ 日本における建築分野の C A  D の現状(2)… … … 須蕨福三

・単純斜面安定解析の簡便法 … … … … … … … … … 尾 崎 修

・設計者と現場マ ンのためのわかる 溶接(5)… … … 井上↑ 尊

. 西と東の建築工事… … … … … … … … … … … ...・ H ・.. 編集 部

. 構 造 計算 デー タシー ト……………. . . ・ H ・. . …・…- 中川 淳

〔特集号案 内〕

・躯体生産技術の向上をめざして / 51 年4月・特価￥ 780

・建築と接合 / 51年 7 月・特価￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及 / 51 年 11 月 特価 ￥1，400

・失敗の実例に学ぶ II / 52年 11 月 ・特価 ￥1，000

! ! : ご可〒 160 東京都新宿区北新宿卜 8- 1中 島 ビ ル 8F

F当差益42 1Hfま口百0- 7結



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 防 災 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ノ レ ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ 7 ・ ③ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 盤

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 谷 町 1- 12 日 生 ピ ル 包 ( 943) 6571代 表

東 京 ・術 浜 ・盛 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜 松 ・問附・名古屋 ・富 山 ・大i 1t ・3支部 ・持¥!. ・有11戸 ・広 島 ・福 岡 他 金 問 主 要都 市

現場の信頼に応える
電F I

1 8

I 1. 製品

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 周

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 E流ゴムシート防水用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

セメント. 起泡 ・軽量 ・裏込用

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

ヲ ｾｩＭ ｓＭ Ｍ￘ ・

ＷｾＹ［Ｇ＠

' 1守- q L

%%: : 1-10・

.z.宮.  .::r- A畠

一一 セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ ー -

ｾ，ｾＮＱ￰ 株式］ＺｴＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮ 圃 ｲ 空Ｔ
守ｾＺＭＩ会社 ￬ ｬｚｬ ｦｴ ｬＡｬ唱畠Ｍ｟ ........ 

百亘Y 東京書E品川区二議1- 18- 8 n 東京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 no245(91) 1l 3l(仰

関東営業所 茨城県土i i 1i市大 田T14- 3  no298 (23)  1131( 1的

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3- 39 含 0196(45) 1331聞

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17-26 n  06 (974) 1131 
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耐二品ちｾＺＺ 1I IJ I !J 9  ｊｾ＠ ，. 9J l  

錆 び な い /

われない. ノ

燃えない. ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

オリエンタルメタル ( 0. P. M)  

品 種 オリエンタルスーパーメタル ( S. P.  M)  

オリエンタルスチールライト ( S . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C. S. P. M)

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ボ 波 V デ ッ キ

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁 )

換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

選議 市' J I !JI)J J l J 9J l 製造掠式会祖

本 社

営 業 本 郡

東 京 本 社 及 工 場

大 阪 支 l苫 及 工 場

九 州 支 庖 及 工 場

名 古 屋 支 庖

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 (412) 5131代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 (488) 1081代 表

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 族 (42)  3115代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 (488) 1081代 表

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電 話 北 九 州 (691) 2831 代

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1 の24第 2 中経 ピ ル 電 話 名 古 屋 (581)2781 代

:J::J J ・左官用外・内塗装材

出

。特長= 化粧・防水・亀裂防止・

補修工事に最適。

100%アクリル弾性水系塗料材

〈 ロ ー ラ ー ワ ン タ ッ チ 仕 上 げ 〉

f強 力 水 性 シ ミ 止 シ ー ラ - 1  
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ノ
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ヤ
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・

4

F

E
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、

セ

左官コテ塗り仕上塗料

和、洋内・外装材の量高級品

( 緊楽仕上)

ヨ ＭＨｊ￞ｾｾｂ

⑧明FFf15暫

新 興 壁 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 住 之 江 区 粉 浜 3 - 5 - 6 ・(06) 672- 1661 (代)

練 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福岡市博多区上牟田 3 ーワ - 3 ・(092) 411- 5225( 代)
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エネルギーを大切に

電気も限りある資源のひとつです

l関 西 電 力

電気のご相談はお気軽にどっ |  



「信頼できる防水と折り紙つきのアスフアルト防水。

さらに信頼の度を深めますL

東西アスの新仕様。
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マ 東 西 一 ル 卜 事 業 協 同 組 合

田島ルーフィング株式会社

大阪: 大阪 市 西 区 京 町堀 1 - 10 - 5電話 (06) 443  - 0431  

東京: 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13電話 (03) 862 - 8531  
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